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•I章序 .

§ 7 ﾡ全9省動○取り灰いはろるす系へばる呼能性べわ。、って 

いろ 仮をり もと 又 止 発し 平象○令じで別な天除○係 り&L 
に岡してﾡっ同忍を解く力向てxYらnていく. すなりち ろ。 

ﾡ系はﾡみヤ何立らﾡ求より そ ○炎戦から り現いこらでろる 

こ と. ま試行っ救べら北たﾡ合○純系は畑体:た熱Xとは 

次さく系なったようにﾡル2. た承め遅りネうスﾡXと○円 

②に例的術りは試行っ太べ増mすろつWて一般に残少して行 

く こと等がﾡ明せろ

越率夕みら か、じり正確に 摟を出来る と さに. ﾡぬ的方法は大ﾡ 

に末死未々ような常求にﾡくということる気戦にょり意現に示 

すことべでま2. 例えば鉄投 グで そ々 の試行そ 行えば： そらて 

次のがなこヒが央ﾡ来ちでろ»う. tし$つら数ペ-崎にホッ 

ら その"ふ"○た救そﾡ係ナ2なら このAら分布はる 

々お期待 す る 普 遊 0 理論 の 概に 二ﾡﾡ岡 (+ に-数 

ろ

"表" "製" ○系 列 は公比メの笑何設 ※ にい教数を作る L 
力 - ド抜は型論的計ﾡに示す女によく一致したﾡ系ならえス

しかしなべらﾡ分って\ない場令が桂々なる 数扱げで 

。 "ス""ス" の京ﾡはカードボさ9係な※政な戒々なR扱っ 

て いとかビ う かな係証する こ Yは不丁能でろる

っ す>に分っくいろい9 ろろグルーブらサる ・場◆。 

よ "'み分術 けくあ2. tたこ o株な 市情ではは計型べを似すス 

" 的系列を採りナの同ﾡしセ表なF.Kにxって 米。 こ。 
岡 ﾡは 載* 豊® cAに 现侖 分布そえ えない 八、う 理由 と. ﾡ崎的 

能沢と実所的は沢の問に力ら逸る又付け2ヤが不Vﾡで»スUも 

う 理由 で, その団性へ"大する、 上②門係なよりW座 zする 

ために同ﾡそを"商ナ方べかとう, 叩ろ役計ﾡ米飛からﾡら
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たよ うな系列が近似し ている理ﾡ的系列そ発ﾡ う率べﾡくろ 

ろか、x うかそ同騒に した方べよかろう.

安ら多えらYた場合犬ず»ﾡﾡそみつけ2ﾡは因くカリ 

恐らく 不可能 力、 か知 れ ない. 気レ ベ系2ﾡW限に際&す と と へT 
ﾡならば. るのヒま呼らたﾡら系列のﾡ的なﾡをす々こY 

は 矢行 そまっく»力う

そC#計受公並っいく余。 こ○型ﾡ的能求%兄すﾡ%推

す»呼古そみえてみろと EAな茶め的なﾡやは余り大切な 

○そはなく 系列 を 公理 的な 表わす こ との 力 が 遙 に 実 保 的な 価 偽 

.将っ给る**覇事ネ分るであろク.

統計学若ぐ統針的仕中にﾡっ て い2係険求理キにと っ て ﾡ 

らた女値から央孫的能偽欠なﾡに引*せろ様承商平な形にﾡ 

条位な表りす2Yが、 っあの②日的のうちの/つっでろる平とﾡ 

急しておこう.
芝し刑氷來ろ ﾡ計 翌な台ﾡ 今o致は 422 クル ー プに ﾡ し 

マいろとは 教べﾡっていろような同又○1登にﾡ色を道き 

汝すためそ② 帆計 ¥名Yんな同に排 列 したら よいハな次支せ 

ばなら ない. ぶ々て会体に対 して一2 ○指標 Yして用い シろも 

上の栗 利な を 接 な 岡 ゲカるニ三の次値を見付けと平が 

同じがが統置の比致にろと々ぐリけてなっ林な能求*与 え み ¥ 

がネカし また平条を扱ならな 他②へにとっでる ど 

とのま4②形る存ﾡ女系ろより ・ 上り Rマす く 全体っ分を評 

ﾡす々著を引ﾡなら しめゃ.
統多は、 枚②紙映み ら符らたも っがニニに 過. ざ な い X •、 Iに 

は.中円承の値○並値※神えしなけばならないし 月. そ 

②-初分だけ欠分っ くいろこ そに は相 統 く 系列 或は 究全 な 系 の 

値z術りWばな ら な 。

多くの84. &②系列Yアじ救 *保たA ば ならない が."賜 

合○数" ②ﾡ系のため○料の不和さ取 り除く こと は研究 と 

って有効なことてろろ。 叩ち彼はデークーそﾡ分けしな It ば な 

ら な い

S3 実はこら今目的は非ﾡによく似て\ろ というのは悦計水 

他本が代水的に式は尽総込救公 式 で表 p:てい ※し々 

が まっ くいろ分術と 和織や に K扱え ば ②比救ど8功に米 

ろし. 又りないさ補う中ど系ちようなニニの 教値 (公式○中 

の定政)で 及木友久の 系列る番 2 換えられ ろ.

ーカ めどのﾡ料み不調は来々け並似的に t x○統計¥2 
表わすﾡ当な公式な作奪て取り除く こと汝ス

公式が則論的方条に立ﾡして\ば本ﾡの場めで述べ重甲に 

闊12ﾡ意と与えらろ し 次係的ュつﾡ的脳会系件 ○両方な 

同"に取り上げら2辛る分る. という②は理崎研兄看2とって 

納べらたスム-スな系列川は大係的は平にM受なな式Yﾡじgろ 

てろるから でろる

S4 曲際系の利景は公式○両化" ※又に吹う著べ出系々統 

旅怯 の 阳 の数によ る. 何*なら ば根ﾡ«表り し万は統喜のいと 

。 グループをﾡど 場 しないから でみろ、

また一級にん所不可T能なシステムそそ分すろとミは何時 

で る統計系を困業にす ろか、ら そろ

もう一つ 別 の 車 小 必 姿 で あ る. Eロち送し公式矢迫当なZのて方 

る予かわかっら. カンﾡみな場令によく一救すろ ﾡﾡ的w求な 

ﾡ付けろ 幾つ への力法がなけ ばな ら な い. そ ○林な力法はス n 
公央際に伏え2るの 力ば商平回つﾡで 一般にﾡべ的に人 

明汝米ろ & o でけばなら ない。

この目的の大○恐図なこすろたには ろらかじめは っミリ 

したﾡ兄そる っていな け げば a ら ない. こ。 野 は-う 円 富 イm ﾡ 
的にむ すっい尺知なことが多いにめに忘がちでろろ。 また 

系術的取扱い の利魚は往々 たみで るハら このこYはﾡ受く方 

る、 そして 商"%法"ﾡみ力法 また子平や方まそﾡ用すると
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は手が令太 して な ろ.

ま た科生的な叔沢 tなく 似た株 な令に. 他 ごﾡ当な 内係そ村 

にない公式が統家行によっス. むし ろ冊べ的 な マリ 方 ぐ往々 伏 

わ ている。

スの結系は 一般化が 不ﾡとなって ミくゐろ法則が見kだ* 

るﾡ合にそジ 活ﾡ的耳者べ何ﾡる 計してみない限リ. 比と牧 

未ろ 型 ○細値そうえないく台分自身の従命そ うるずはﾡビ高 

いz いう がわか方

系IS 及 ﾡ 分 布

S1 統計置が図さﾡわす様に並んでいるか. ﾡと将安らふで起 

ろ¥糸っ損べぶを示すように並くでいば. そのYさの並ど力が 

ス象分布 でみと. 巻 し萩々 ○時X○つかがなく 六刑未ろ可ﾡ 

ﾡが力 ってt. 求々はこら ○本分命Kに対 ナ»法をは-ﾡに段 

りなろろくろろう

§2 このよう なﾡ状介mる表わすめに問いらて\ろな式らる 

称さ抑々ﾡが災雰である. " ﾡ救也ﾡ く がuczxcntc* cw.e y 2 
い うﾡべこの日的に用いら ていろ. ダね げマッイコロ投げのょ 

クなろっ直ﾡら央ﾡで○系列の歌そ表わ す式何係救はﾡ限に茶て 

一つの炭救曲ﾡぐ、 その力ﾡ式はみ-Nax で»る.

S3 ろろ分布は独立ﾡ教の値さもっ. ろらﾡくみこ&ク) にゐすろ 

ﾡ今今坂を与えろ. しかし他ラ く表 I o例v ) 独立須救○王な 

尚に対す ろ易令の飲び与える. 桁有○場令にはﾡと対ベす ふ独立 

夕 工ﾡ な値そ考え ばな ら な い. 例! えば" T々ズ ぐ ﾡ○た 除 

Iに*ら*だ"?とやう②は. ス-そ v ズ+女の向に令まろ死 

e ﾡ 除 に*ら n ぶくっベ 期円で②ﾡ亡ﾡというつはn 
と +/ ○円に令まろ死て炊ぐろろ. 統計番がグラフ的に本 

わ*ていろと には こらつほい対すろ効環べみたえら 

ま. よりﾡに催か②翼なな引ま汝すため ・AY7ヌ 

○図次つくら M. ていろ。 こら○図のような分布 函は及攻受 A 形 
またけはヒストグラムY 呼チばx < いろ.

S4 統才ﾡが粒立楽数の王ﾡなﾡに対する\ラ えていろヒミは、 

学に函のヤに縦を様そプロットし、 そらのﾡ塚そ地能すろ。 し 

かし枚立次女ら位なグル - プっ合にはざ 殺羅くなろ。 何とな 

靴 は, 式々は区向会林らn2 どっ て そ②く 図o例I ) 上Iにﾡ 
・ハ M. 4▽7な甲



一-S- ・
れた組形を作ろ 致各区向つ中最 そ繰係さ 引ミ. そからそ 

yらろ預*な重能すろ (例I ) ②いづれかが求ろからぐろろ。"
前右②力法は銃ﾡによっく伝ほえらろ情報ﾡの正ﾡな方え力を 

与えるが る日的く 例 え ば曲 休○可能な型そみつけろため ) 

対しては核者○方なよりﾡ利でろ々。 けYる それは •坎御的な 

円］選が力ろ. 例IYア②よ>なめ合は、 うえらていろ図②ﾡﾡ 

よってﾡ上K表わまものてあろ. ﾡレ例Iは 技術的障宙 さ 

受け羽いが 及ﾡﾡ形函よリ ﾡ所分行らﾡを よりよくﾡ示してい

§ 5 統計ﾡは場合○救つ令ﾡす そっくス4ースな系列みラ 

2ユづいく行く事矢は. 統右は 呪に知ってい々とﾡう. こ○軒 

から ﾡしﾡ一な魚服② 項料欠に利用 払未っならば、 そ K か 

ら符らろスム- 穴 な 分布 を 表わ す戻疚曲 祿の 説怂セ如 何 r して 

uの大係的ﾡﾡ久 くか※祝っこYかてもろ.

択もすば*のﾡな勘際はﾡ査 さたﾡ殊の場らが杯本ぐみゐ っ 

たその A田系団らつの立似な与えらのぐゐろ
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§ 6 べ※曲ﾡは分ら会囲○ﾡで粒及致のすべて ○値に対人 

ナ ろﾡ及ﾡ2夕 えろと解釈すろこと次氷事ろ率は注念L て おこう 

また良救曲係は央係らﾡ計ﾡIにﾡ要 てろ»ヒやうような、 タ少任 

ﾡ的担合せにのみ服す»るっ ぐは な 。 二項係択Y 数何係女は式 

々ベ非常に多く ◇グループC分けらろめ◇② 取扱 いさうえ方と 

は. 会くﾡじどのYなろ. こは岩し二色○ﾡの大まな翌な 

混合して. その 混令物ら ままった武さ取りし、 る々○中◇い 

からﾡらみら致る祭すろならは. 式々は非ﾡに大い数ら 

う行から連統曲ﾡそ符»ぐあろ う.

S7 さく次に、 1奨なゐくそ文数しよう. 分柄が委翌の持性位例 

えば期N. 年Aを○派進位にﾡっく並べらていろとまには、 * 

性ﾡの甲均ﾡ く及攻み平均てはない>は 分布○平均ﾡくみa) 

Yばn く いる。 マ n は

* 2+fム*6上f*C  fュ*2 
o+ f.+fc+ -十 チァ

ぐ与父らろ

ここで. はr番目のﾡﾡの他値え対たすみ及救でろと. だから例 

II2おいて2eは22対底する及救である. 若し 我々 べ林入な増 

分を仮ﾡすば、 平均は

J「ち*z4*//。
/ノfxX

ICよって今えらろ. ここ ぐﾡ分らﾡﾡは全分ﾡ2ねっ ようなﾡ 

ﾡとなろ。 また平ﾡは分布のﾡべくP&のxびゝそ通る領係ら仰 

面今ようるもい本わすこYがてまろ. この事は或る流盾忆は助 

けxなろかる知ない

S8 モードくoee>は系繁にﾡる特性値であら。 検引すば 

モートは休祭○系大②位番 ぐも ある. 縦終が私大てあ るようなラ 

フなﾡ電からは. 何ら寺げろこYはでまな\し 従ってモード 

は©々 なWに岡係した 法則 例え 放ﾡﾡ練分 って場6めて w
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的決宏ぐ ミっそナ ざない.

89 ミて次方ﾡ式安は也ﾡはい、ろいろな分布. 例えば年Aによ 

って今えらろ分布、ﾡはﾡ同Iにﾡうﾡ々。円恐○分布で係険会 

。 ・にﾡ う 分布キ々 C用いくもよいのて. 表々はそら台身の 

分布玉いた岡係の環準そﾡてKばならない. こらの日的I乙Iは 
承ﾡ送 くxnd24 daなwt)Y して知らて いクる数べTい 

らろ。 そは.

/-atす2----1丁
V +......十% 」

によって夕えら%。 ここてa: :…….7は 平 伯 か、ららへだた 

りてろ». ﾡ分ﾡ2よろﾡ4得送は

/「xxス

Cよって与えらっ. ここくスは. 平値から測られと。

機降偏差は測成. 単体に よと及数っ ち ら ばり ラ そ渕庭 する. 平均 

ﾡからﾡじﾡた及数は、 系も大まなz② 値神 けらろから. 

Xき な林第備屋 ほ 平均値 が ら外Kなげらた及救分布を示す. し 

かレ小 なﾡ手術差は及女が千均値の まわりに栄ヤして\ろこヒ 

そ示してい ﾡﾡ備迷の対的太まきを考成する令2は 測 ウ
平位zCヒめと以ﾡがあ»。 ﾡYなば、 もレ与えられた分 

布 が 二つの 系列. Wち一つは 年A微っ た 系列 て ろり. 他は今4 
寄○年々叶% ってﾡめらYてい ﾡ洋術ﾡはﾡﾡよりる役 

君②力べ5ﾡめ大い。 こ②こYは二つの表わし方

J/『oマayn..i ¥ 「ペラァシルzマi

の よって 直祝っ ことべそまろ 殺者は 前若 ②よﾡてあっ 

こヒは明かくろろ。ﾡみ術送の ﾡはる々②ﾡ合に対して表I iに 
与えらていろ. ノ2項○図は同じ 平個 B Y ほぼ同 じ 司独そ # 

つ二っの勘際々示しくいろ. 総し、 点ﾡの曲際は大きなﾡ術込

を竹っくいろ. 何ならばこは平均値ろ両劇にﾡ係よリる必ろ 

がっ く 火てい ろ. 右は上にうえらた代歌式ボから平均点、 モー 

ドﾡﾡﾡXは " ﾡ令の教"く例えば曲条の対的大さ に岡 すろ) 

2依 すろものでxく. こらは平にその ばら つさ力◇み 依存 

ナ々くWえば也際の型家は制令ら救にﾡナろ ) とち う こと次わな 

ろぐ力ろう, 林準術美は 平 均他力、ら 院針量 の "ながり"(xcx0) 
ろ るいは"ちゅ ばリ かた"く xctt. ゝ そ測ろるらでろる ・

S10 次数分布そﾡべろYく &負 のI表なみよ)大の場令0 
から場められ. 徐々に涙大ﾡに界リ そ久ら全く翼ったや合で下 

科すちことのわかわ.

し上ﾡY下降公ﾡじようなﾡ令でろろならば、 分布は平均の 

わリに 対ﾡで 力うう。 そ○平均値はモードに一致しなけばな 

らない. 平均値Yそードの向○ﾡは 対ﾡ性から○ﾡ離安は"る 

/" く wたewneu4) の密でろろ. 尚又な入及さﾡろたつにﾡ委 

なﾡ系さ方ﾡしなけばならな\. こは平均値Yモード○向o 
差 そ旅季ﾡ込 で初ってる及を対ク者べでまる. 統型々図で表わ 

しYま. 平均次モードの左側にろ九 ば. この密歌は負でろ リ 

そ し く河うに注なすば次のよ うに寺く u ﾡ利で力ろ.

なこ 千d- そ-ド 
生 伙 杯 準 ﾡ ﾡ

2月ら函はﾡ«対す々沢及②あ令を示す助けになろうう。こら 

函 Iは、円】 ビ平均値 と同じそ ド そ持 っ <\ るな. ﾡな らﾡ#然ﾡz 
神ってと二っの世休を今えて\ろ. 太、なﾡ単偽ﾡなおってい 

ろ曲係く為ﾡ)は英係○勘際よ ッ & 対的 でろろこYはmら ヘ そ 

力 ろ ?

S11 ﾡﾡ上に平均値及どモードが秘よらtﾡの位置を函冬する2 
やうこYによって. こらめ秘教を受的でまよう。

標準ﾡ※は沢料なYろ k シ に平 ﾡらﾡ り に分 ﾡ Lて いろかz
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示し、 ﾡ及はﾡ料現くいろ 対称性 からへリ ○翌さ 

系す これら予ﾡ的ﾡ系は表々 ○系初の 目的には充分くろろ うべ 

このﾡ投れたゐ救は曲際週合ら気際的なはﾡに岡す2 その実求 

そ多んだYまに tっとよく理運W来ろてろろう. 始てこっ円 

ﾡz 学ぶ 生は分行② 性ﾡで外幌rて なじむため c グラフ用ﾡの 

上Kﾡ々な分布を図示してみろよ 

かろう。 平均他zしく図に神入 

しなけn はな らない. しかし.

そーメン ト法について 一通

... りつ名 学ぶ るは」 

乂 ﾡﾡﾡ ―•針算 を

ずみ マはらない

S12 今までのなにﾡして秋々は及救として所聖そ文ﾡしくさた. 

すなりち 例▼②だ求でつように安係的なぶで力»か 或は例 ロ 

I. Tのように と救的 4 V グル -プ②中入っ く いや 統計 翌一

2した" あ令②数" c L て友数を条ﾡしたのでろった.

L かし ななら. 我 々 は ﾡ験 な表示すっときは 信々ろ幌熟値な 

取ばならず、 そらは次々にﾡ分け*ていあ. こらスか 

らめしケの帆条位があろならは、 それらzの 分..... ル とよ 

ぶこてIすろ. ここで o はﾡ初の幌値そ表わ す. そしてく W 
Iそみよ) 4よ～ 4?○群おいて 22o ヶ将在すろ る○○ヤの-つ 

でろるかめ し ない。 そYは. 年々 44./スで生得すと易令で力っ 

てtよい. また 05は年々クタフ2て生ミていろもの今救でろり 

②は年A 42.24 で生きて\ろぬら教、 は47ラフオ ズ生さてい 

ろるの②※てあるキ そのYミ 平均値は

/ /

くあっ.
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I章ﾡ 率 法

S1 炭災曲際てして次うための適当な形そﾡ扱っていく前I2 税 

計仲例ﾡ2及救ﾡ際を迫問 ナろﾡつか②方汝※けけろことがで 

きとへどうかを祝々うがよか々う。 ともうのは. 勘株さ示すこと 

は行用くない平は"らかマろるし. またネWそ用いろ慣マとない 

からそあ ろ,

そ次にう々は号えらた公式べ成るお突の休計的任味に過令

れ また我々 が捕建 の基慮として 決灾 して も よいような、 *0何T 
なろ表Pし力 く例えば死亡ﾡに対すろ っ&&cAawt ○な式ゝスるた 

用 づれ っ ろ一般的な 方 法 尔必要 で あろ, 一つつ力法*ﾡ汝す令 

z 注る してけ ばな らないノの点は. 若し 公式の 中にた ヶ の 帝 

欲なあれば、 公式Y 係計澄○向 n ケ のカﾡ式込 作らなけk ばな 

らない。 こは 考しズ=ノ2s oxミに 子=2o4.ss 
てカり そそ添わすZ 曲祭み=α+&*+cやを用いよう 

と又うなら 勿為その が正確次らような寺式によって受

るようIに a, な c. ○他て来めろことがでまろ

2+&+c= 22
a+2夕+2c=42 a= & & = -ス2
2 +3夕+ 3c =88 C- /

しかレ ズ-4 のヒミガ«番目めみ=4 そ神ち 今今えら 

れ三っの方ﾡ式から見:た a. & c ○そ刑いろならは 

救々はZ=4 ○ときみ=/4« てろろことそ充ﾡすろでろろ 

.

こ は力ﾡ式の中ろろえ数よ リ &. ﾡ計におけろ翼○※が 

夕くろろと には.ス液式はそら から o っか* 当ぶ郭なく凡 

て ○求さ用いっ新によ っ て形成さていなけはならな\こと* 

示して\ろ. 神ﾡ曲ﾡは 必 ずしこ 幌条催ら ごれに &正Aに系エミ

ろものではな\が、 しかし. そらの一般的ﾡ得な表いすよう

c 飯楽:Kた事央につ\てのなﾡセ-ザ 2表わす tゐでおうA ©
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82 ……4" £ 淪整r―ろたクの 典である とす る. その

ctレ 系列が会に 消らかで. あ ろ同知ら法則にﾡ っていろな 

らは. 各孫は 工確. 叩ち 夕.......ペスよって再現す之こと 

が汝系み. ここで Q,=&.22=.......... ・ a - &x さくるしニ 

っの系列く2o系列Y 6○系列>そ方えば、 令項は工ﾡ再現 

力から

nn x
ay=»な と 2CrQy= ンCr 8r 

Y-/ Y- X=/ ケー/

というこYがわかる. ここでcr は炎ﾡ数で ろろ. こ は各項ケ 

工確に再現示ない Yさにﾡ用さYろべま丁ﾡなう法を示象すっ. 

補接 さ 救値②会合は、荷盛*ない会合2卒し < aけ 

はな らない. また示ﾡ安救※発すらたて妥な. こ以外ろ 

方程式は翼なろ承に色々な因子なかけて、 同商 に補整 ミ Xたも 9 
○nね立補社 ない 預 Yはﾡしいおく こてによって作ら 

ね は•な ら ない。 叩ち

ZCrQr=ZCr夕r ・
ま Cr z与えらためのﾡ及ら形を決矢ナろ ことが残っ ていゃ.

a, + 2α, 十..... +2 z・*デ**や**ンキママ-・ママ***帝業 * — - • 業イ。*マ .... ・ =-* 
,十十....十

K考し平 内値 は Cr=rべ合理的なﾡ式らつそ与えろてろ 

ろうことを示すろ. 2秋々は仲ﾡ公式に図用しYに承分 

可能な形を与えるyの或ら第狀を供用しなければならないかち.

くさるなけ ば表 々は Ec-arY Ecr&r ○向○万ﾡ式2立て ら 

nu\) r②は卵分ﾡ分をがみろヒ はﾡな こヒ わか 

ろ. そあKるし G = / y か" とに 値 シ/スー… そ A次 与 

えろならば. 我々 が必襲なたけの方程•式を得る ことおで ミ ろ. そ 

して. そら○双初の二つから次マ否ﾡY平値そ発況し、 そ

が箱後教僅 Y補登しない 場合の 値I2 おいてアじくあっことか 

わか ち.
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kらhくいる. 今*でのﾡから一つの英係的統欠験勘係過 

令○万忍な方法であろことバ示ゃて\ろ 刃論的叫ﾡの確条は ・
ﾡ女まれたが、 ﾡしイaたcAawt ○死亡手っ法則に円して係険抜 

理によって な*たようなﾡ列"世通令のの方法らえ"び 

Tﾡく力々べ. よリよい 一的カ 法はﾡミていないく 附銀 F 
なみよ の力法に内すろ注ﾡがろろ).

S3 上に今えられた3つの方ﾡ式なﾡくたつの力法そ大用すろた 

め に.

く a + な+cゝ+く+ス4 + 2C)+くQ+36+ 3c )=2o+«o+s8
(a+6 +C)+2くa+28+スc)+3くα+ラな+3c) = 22 +2x«e+ 3*88 
(a+少+C)+ズくQ十スな+2c)+ヌくQtラ6+ジc) = ス0十ス*40+3*みる 

は.

3a +48+/4c = /4s 
4a+/48+34c= 3イ4
/ a+4夕 + Psc - Pクス

なYろ、 こら②うﾡ式は. そなﾡ成く\»るとの力ﾡ式 

と全くアじ他系な与え»であろう. 何状、らば、 3っ○具の令々 

は工確に補接糸みからくろろ. ベしなべら &し衣々ベ4添目 

○系え=" み=&そ*入すちなら ビば. 々上にう *らた 

各方程式にオ久希目のﾡそ加える 2て によっ く. モ-メ ント法z 
ﾡ正すんこYなでミ て.

42+/。 &+oc ス4
/2Q + アク タ〒 /4〃 © = フ8
oa +/e08キ 34c = ス◇ふ

名将み. これ らりカ及べの潛 は

2 = -ス3o
& 〜 «x4
C = 一う、

この力法はモーメント法く慣性そーメントと比ﾡせよ ) Y して ﾡは.
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ズ=/ 子 - /4. 4
て=ス み - a ス

ス=3 子 - クク s
スx=« み = 7ス 4

を与えシ こは常に商な例くあっが. 今えそﾡすう法そ示 

すRのに多分9けとなっくろろう し. 次のための 主合えなっでゐう 

う

S4 ち救の7次のそーメントは その及欲YそべYらて 

いカまりり ○ﾡ際から及歌ま ②確ﾡ○九ﾡ承Y しくﾡぷ: 

ろ. いはそーメントがﾡらて\»ふみら. ﾡ離てなを通ろ 

名係○問 リ ②長攻ﾡ② 任 ※②株欲 みのれのモーメ ントはみス" 

でろろ。 まﾡ欲の系列 ヒ してりれに全分布のれ*らモーメ ン 

卜は み,ズ+«ズ+.. で みる. ここ み+み+.....

はA及素でろ父, そﾡに、 例▽では3を通ろﾡ際のﾡリで7 
に対すろ度数42 ②5次のモーメ ントは 42x(+4プ で»る.

S5 ﾡしﾡ際が知らていろならば、 モーメントバボのらてい 

っ竹な通々ﾡﾡYﾡ係の向の丁ﾡの何糸かな及数てﾡ外けろ こ と そ 

印をにる九ら咲僚のそーメントるﾡす»ことべでまろ. そして 

スのﾡ系そmえクYまKﾡﾡそ今えろためのそら固有み行予て 

注想木必要である. ﾡしﾡﾡが与えらていば そららﾡﾡ 

べ立っていろる区問上②中点で供際のまわりタ歌なﾡ中 してい 

ることz依す方によって 似他が作られろ 表Iのォ3系 

目根の? は、ﾡ教がﾡ線②中点て条中 していろYの 仮欠 立 っ 

て及［WT対しく. 年々ク7を通»1ﾡの問リ今モーメント 

のﾡ法を示しマて\る

グループ分け ○位は 今年分に収らていろ, またﾡ々ﾡ利な 

こともろろケ A口歌衣7くろ»ことそ仮文すば. 全部の友欲 

は ノ20o て#っておかねばならない 式々 は /pp。 ②A柄x し

I 表

ヘグループ 
の中他

スて
(I)

A ※ 
f 

c2

(x-ス4
= S

・3)

f*s 

c4)

チ*S

c5)

f*S
c6)

チ*S°
・7)

? ス - 4 ～/4 444 /8$4 クス

42 2ラ - 3 4P 2e? 42/ /s43
47 sr - ス /42 ス火 4c8 /ス4
ク2 ダ/ - / _ /ダ/ ____ <レ_ /$/

フ? /夕2 -273 --- -224 ・・*

8ス ペラァ ・/ スァ スタ? スラタ 3
&7 /チフ ス 428 /ス$4 マ$/2
ク2 P3 3 スク? 87 ス/ クジ

クク P 4 44 /8$4 ク火ス

/◇ス 4 3o e 2se 3242

/ 220 ・- - 主22F 
土メ22 444 +<<

+う3ジ< 3スス

モ-メ ン トのて号

ペ = 秋令計

Vx= 平均拡均 り の 九 次の米修正統計的モーメント

V= 任ﾡﾡリの九次の未修正ﾡ的モーメント

火t= 平均値ﾡリりに計したﾡ除から27モーメン ト

= 平均値同り計しスの修工ﾡ的モーメ ント 

ん% = 任ﾡ尿太アリて計すした勘ﾡから次そーメ ン ト

= 任ﾡ尿長ﾡリ計した次の修正帆的そーメ ン ト

注意 u・メ はつね.7の営数令計てW係をしたものて 

ろ »。

て表I今えらユて\ろ ように -ﾡ 生超す ち英係っ教そR扱 

うのべﾡ通でろろ. しかし このル合は今う法な刑い»らよ 

ノ ﾡい。 < ろ ろ.

(y 列にゐろ数-火, ーヨ ース —— は グルー 平 位 そ よ っ て 浏 

ったに令?? から。 \た/りそ表わす. 他っグループのヤだるﾡ 

んど?フの形合Yﾡ様Iに処型さて\ろ. 分布 の 平均 価 近 くに 任 

念らm求を送ぶ事は役利 ぐ力ろ. こは平均値く往々木ら/
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総求)の忍りのモーメントの計ずをる易にすろし、 また任るの原 

スのまわりのモ- メントとそらz 比歌 して、 これらのモーメン 

卜桃めの検算べくミきろ. 刷％)〜。)は, そらの上哲いくろ 

わ将すで分四ミる. そらは相次いで形てて e
来 ろ こてよってチェックまろ。 o 値 は 数ス から将 

ら方

ﾡ符的 は 他の万法でチエック*ろ。 例えド ズ" o 通当 

改値をる系にXずろことKより、 系役○押ら チエックの代り z. 
表々は新しいﾡ <ス+/ンメ 々作ろことがて、る xしてこiは 

ズf+ タゼチ +4ズf +2ズf +f
とﾡじめのくろろ. こ②新しﾡの合は、 m法Y*法のチエッ 

クのめに甲いらろく表Iのゝ※値例で、 萩々は スタ*(-3) 

23*(-ス. どxど**計する この合は々2クあてろろ 

こは次の力法 で (2) 〜(ク)ﾡみ合に一致し て いろ

タス/夕2
火 X 33ラく = /ラ.ラ女イ

<< .44«=
タ X c2e- /アス2e

/ 222
4 242

有用な及く 票K と«次のモーメ ント ②本 >は た Peazxonz 忆 

よ って 派さ. a4e。 # JPななaなcan an4 人u2mcuc- 

2n4< ComtAcoe 仏tezdな P2eza )そみ»こYがでま る。

私 は以後 この者さ J&8ecz #o2 J&zatutdcau Y呼んでおこ う。

学生はこらの考なしても内ﾡらﾡﾡはでミ ろが、 く らか手岡

S6 今までモーメジトは. 任の点のまゆリついてでさろ 

ことな仮冬*てさた. 無い そうすろことはしばし不ﾡであ 

る. 何となば. るし年々クタ4 ②まわリ②モーメントをボめ 

いならビ、 我々 は -224. 4子のょうなるの 

x*糸じ なけばな らないそ力ろう. その仕公大スなガカな 要 

すろこYは会く明らかくろろ. しかしなべらそつような場令に式 

々は より傾な他の魚のまわりつモーメントそ作り、 そから 

次○よ うな【方法でそそ修エナる.

*てAYBY②向のりな+4と力く. ここ で Aは モーメント 

木知られ くいろ 朮、で. Bはモーメントそボようとす るな で力 み. 

印ち. zし2$つまわりくのモー.メント々しくス?のまわ 

りのモーメントそボめようY恐うならば dは27でろる. し

24②まhりのモーメントそ知っていとならば d は一23 とな 

ろ○てあろ. そのヒミ. るしAへら任念の供際みまで②ﾡリ 

Xx でBらの距Eリ次るr でろ»なら ば： そのヒミ

ズァ= Xr-4
nっ 右 =< Xr - " ゾ
今体の系列 として 取っ 全分布の7大のモーメントは、 A 

○まわりくZみXi8○まPリではZみrズ でろと. たか 

ら表々 は.

Y= xみポ= こかくXr一4)"
= こ〔#r{X-dX+…… +(-/"4"1〕

=V-4 V+ 22 a V..- 44 4' Vーョ

、_(-/(xースゝ(-3)
T〒 / d* V

ここで V はBのまわリろnxらモーメントを表わし、 VはA 
まわり oのモ - メン トさふわすの ぐあろ.

(7 ②代リ 忆 我 々 iは 次 o k う に 進め てもよい.

w= xみX = 2〔3パス* 4)"〕

= W+mdV,+-ダテグの*vこ+.-

V=V一 x4V---→αVュ (2)

こら二っの公式の向のどちらな逃んでめよい。 そしく、 勿
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ニっは円じﾡXな与える
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巾 X人対ﾡさ伏っ く、 その次に計ﾡ マ え ろ

S7 秋々は表I②例て. ﾡを通ろ名係く例え平均値を通ろ多 

係>つまわりのモーメントそすっため こx尺用 しよう. 

任るの点から平均値まてのﾡリは

Z(Xrap _ こ(Xまr) 
と子r ・ "

であっ. ここペは会及歌でろろ, ずいは 任えの点から平均値 

での定りは. そのふを通らﾡﾡのﾡりぐら分布ら一次モーメン 

卜でろろYもうこYべ«まろ. ﾡだそ通るﾡ係○周りの一次のそ 

ーメントはﾡくろろから しそつようなそーメン ト久必要 < ろ

、 (2) o v/ zるむ 項はﾡく ろらことがわか

称々欠ス教也ﾡ取ﾡ う時に. ﾡな通»ﾡ欲のﾡのモー* 

ントケー求に区登になり、 そななわす際ダッシュを及ってv 

を用いる.

S8 術的卒計算は次のようでろる。 く4)～(7)ﾡっ合計は祝条 

値○数 < (2) ﾡ○合計 ) ぐ# られていろ。 その 商ほ ク? ○月リ② 

モーメントくV')でろろ モーメントは 会及数が 7 でろろ 即ち 

矢際の及殺でXく比ﾡの及数を取ﾡっ て いる場合く岡係し よう 

にﾡ扱わ マ\る

V=2 ¥8o

V = 3444

Vy = 3ラ3く 

レ = ス./タス

Vの値は平均令=クク+*24ふ2=2タィ さ与うえろ. 公式ハ 

あろいは(2そ用いろめdの値がﾡﾡてゐろ そらと き モ- 

メントの 計ﾡ は. 分布みセを通ろ名領のまわりる* 大 

ならず そ②他は上に見ようにVI戸じでろろ. この場令レ 

は平々ク7を通るﾡ際のまわりの一次のモーメント ぐろっ。 d o

dは比称的周乳な次くあっことが夕いぐ. もしそXが 

a4832? ぐ力っら. t次そ飲うことのつ役て\ろことはむっ 

とはっさリ bかち てあろう.

ど= a23e« イ二 十ク〃,,ZZ a"=20$28と2
Vは系ぐ、 VYV。 は 会反坂て 力らから、 各々7でろろことて 

注ﾡすば. 総る次さ うる.

V = 3.23ラ4

V= -/ 30P74

V = 3a 4/4287

小数ポ下 ○桁の大マ な •幢 数针以 すら力久 よい. なぜな ら、 

引さべ令まていろ冷に. 始め 7析でゃめ られくめ 時る夕杯

Cなっくしまうハらてろろ, に、 7桁の対歌表く例えばCんw&- 

。 ○対軟表) y 蓮 対孜歳 く例えばSど&towAx ○送対救表 ) み 

るいは検べ依わ くいっことは食く知らく\».

次々らモーメント。 計資くﾡなﾡは也成的に作 ろ こと な ぐさ 

ろYいうことを注ﾡしておこう。 叩ち. 公式 く救々はV ② 

次の条牧なゞす み淡受が力 ろ.

ス次そーメント対しては. 7

オヌ次 » 34
*4* ・ プー

は 他 ○統計的計②ようにモーメントの 計 そも系院だった 

システムを保用し た〜欠○位型に計ﾡYﾡ系そ友入すス得ﾡ 

z作りナYﾡ洲なこYがわかった. そうすっヒ、 社々枚ﾡでろ 

るよう な算術 炒 針界 でも 早く 出来. た検ﾡ"工め交現で ミ

S9 上述べれこYはそ-メントのに通常刑いら る方法で 

» そ が. 他の力 法な故 4 E Aaxd た生よっく択系 て.

Aaなu% QWuとe So8ec /843～ ク3 ○補ﾡ法用いらてい ろ.



ﾡは統的数値 9和そ取っ ことと M 列が Dz 列か ら作ら て 

いスヒミ、 保険数理士ほべで っRよ うなう法でﾡし系列な作 

»こYY. こらのﾡ系くS列参思)のなﾡわことてよって. 

そーメントの力法と同 じ他不を与えろ方ﾡ式次作らろ こと 刍指 

通していろ. 表Iの師列は. 計ﾡ②う法と漫ﾡによって将ら 

nべの両力か示* て いる.

ﾡ初のﾡ相対し た行そえ えっヒ、 系②が与え られてお り. 

そから . 全原数を 7 x した場令Z S. v 呼チは ちォ ニ次来が 

o対おす太の桁の7なろﾡ離に力ろ1ﾡり②会分布の一 

次モーメントな与えろということ次わかろ. しかしながらﾡ初の 

行だけ秀えろと S;は 2(発ナク あろいは 2ナ2 形 o 係数絶 x x 
た各み数な号え る.

Wち. 二 は やまをえる. こーてVはモーメントを森わしていろ. な

なら 冬\から全分市らむ次のモーメントくV)はすべてらI 
対して がデGO の和 で 与え ちれて いる り、ら で あ る S。YSはる 
々ピぽ®Y-4"/4"42 俺されたるゐ救そ与え 

ろ

方程式の結果 は 次の 如く であろ ・
S-=V S=そくV+ラビ+スV)
S,=くV+V) Sr= 分 くw+4V+//V+ 4 V')

-ら ○力程式は. ぷばた孫魚② まわりモーメント ○計ﾡ 

スﾡ立つるのでろるが、 tし平均値のまりりのモーメントなボめ

る 必要がある ならば、次の岡保はよりﾡ利でろろ. それらは、 な 

式く2)上の値をべ入して将らろ. そして S.=dY\うこY 
2注ﾡして.

= 25-dく/+dゝ

V = 4Se-3V(/+d)-4く/+dゝくス+4ゝ

k = 24Sケ-スY{く2く/+αゝ+/}-V{4く/+dゝ(2ス+のゝ-/Y 
一く/+dゝ(ユ+dゝ(+d )

日 
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S10 表TはﾡK直扱法でった次他例のﾡ方法示し ていろ.

オ次和公ル裂 でないYもう②は 4 次来 < o 負の合計だけが 

表な値て ろらから でろろ

TVﾡ
演及款 オJ系の及欲、 オ系の数 オロ系及数 オ景ヶが教

27 /202 $.4so /タ ラフス 42$28
23 アク/ «z8e /38タス ラ /4
夕/ 8 3ケo7 2 女/ス ス/2ク
// 847 スよ4/ // Sス

/夕 ク/4 /474 ラス ゲPス?

2夕 ケスペ 2ク8 /44 ス487
/ケ7 ス← 火4 “ク タラ7
? /ス& ? 4 ス4?
タタ / 7 y

____ 4 4 4 <

* )
e2o $48o /2ラフス $ $2& /ス.$◇

・ -25-
か際のすぐ上②和で止めろならば 式々 は沢属ら 令 として

次さうち.

こfoo, こxfox. x ～ テfxx. 、 2(2一/)(-ス) , 
と ---  7-------  ナくえ)

(2-/)(て一2ゝ(て- 3ゝ fく>
ダ ノ

V.V等の項のSS.SsI対すろ5?の公式は. +-み称引 

な次ﾡにﾡえ»こYだけ修工す»必ﾡべろる. 二 の助 くぶ〃)日 

与えられくい»モーメント②形は. 商*モ-メントく# actta2 
me2muenや ヒチばて\ろ. 計ﾡ○的そ少しでも功け»こY 
は. 表Iに引かた係のすぐ下 ○合計す ろことによって迷げられ 

る.

こは、 t し原点がかた よって いっY坂文するてま呼らたY 
同 ごよ う な結来を 与える. るし表々 が救値例に対すろオ ス○賜令

* demd-イnaca～t (キ不変係数) はん% そよって用じらた。 

また他○ﾡ右はモーメントからぶらていろ。 オス. オ3
xcmu-waビaxt はオス. オう◇平ﾡﾡのまわリそーメントと向 

じ幺の であ る。 オ«の <co-◆れadat は オ a そー* ントよリオ

各合から次%得 ろ.

S2=d- S48. Ss=/Zラフス. Sa ニル,クタ Ss=/ラス.$e3
系初②値S 力々いは4は平値 ゲ 年人 «ス ナケ48*  = クタ« 

で力っ こ z そ示し < い ろ. 々 $2 は. 数が表わ ろ前○ グル 

ープの中べでろるから用いらていろ. そして既Z意しよう 

. 沢加法はこの立場に向して しな け はばならない針算 を 取定 し 

ていろ. 上K今スらY w. V «対すちな式な過用するて

V夕=32ラ34 V--<4ラoPP = 2474条 

である こYがわかろ

S11 系加法な問\ろと. ニ三の力法ぐ 界命 的 計 ﾡがﾡなろ。

tし表II令まて いスすべて ○十ﾡすろ代リ、 各 K ラ I

印 ラ (ノ4- 3メ )

" exe(ミ。t〕=/+ミダt
広力ごYミ 入=. 入; ..-- . 分み尿点セォﾡして %八てろっ

て、 これな 3Acc合e 今 4eイt -イイa2ca"ズな ときう。

ここくノiは、 千均代②まり' ◇ど次モーメント みろ.

火2一 入2
メ = 入

ノ« = 入+ 3入
つ\ でな ゲ ら

・xo(Et〕-ミ祭ィ

な. ろ x, X .-- * C 2a*  とち う くM.G た2uしa&C : Raaoxcecc
なくそ～。 (J)ﾡ)
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を取り 且つ表Tからの教値問\っならば、我々はオス次. 和忆 

対して彳アオク. オ3次和対してはク&/2. 才4次わZ対して 

/&3ス を 計算 す ろ,

まんオ次ね対しては. 4ﾡ記入 してろろﾡっ4っのね 

そとリ タ283そ将々け で分でろろ.

912 こらは系加法そ用いろ直ﾡの方法てろろべ. しかしそーメ 

ント計ﾡの糸法②おけろように、 表々は飛点あわいは任量っ尿 
点製 してォーら代 り I2中央のな用い ろことより. 計ﾡ そ 商 

電化 そ ま ろ.

ﾡ水がキ形る伏っ そ こ○配列を用い ことKしょう. ば 

点の②W○和の解釈ついては. るは"ﾡかレいつはないけ 

ビる. 負ﾡの項2対すろモーメントは ﾡずケ 貝のﾡのmによ っ 

くな*ろこ Xそ久条すろから. 感か②注意が区妥てろろ

表ﾡ(A)は計算しなけ ばな ら ない京法の例さ号え て いる。 

数値?78は任念尿太から正の側の値に対すろEnfm そろろ。 ま 

ん478は竹子さ思祝した負の側に対す»同じような和. 印ち 

エか/イープ)ぞあろ

平均値出. ※ Znfm- Zmfe～) 名 全A数で って得られ.

叩 ち .(778-478ソ/oo。 = a4s 今"才 三次ネ "のn②
歌値を考える匕 Z70はZ(一)foo, そ京りしていて ス4 

・ ・
は負の例に対尺する教でろ ろ. ②?l %ﾡじよう*ていっ.  

今foi ぼけﾡ係していろS//②表わし方ﾡﾡすば、 次 

○よク2もけろ. .

=2S+s:
V= 4s+4S+S
ソ= ス4S+34Sク+/4S+S

* ねそてっことそみじかくすっことっ捉宋対して Mr.G.J ルNー 

xなnc 惑し なけ Yばなら ない,

ここに S'は 系な々ねら力法な示すためIそ. S今代りに用いら 

て いる.
表W(4) おいて. 式々は二つの部分に分布を分け そして. 

今与え らた式る用いて 各切分列々 に . 間救次の そーメントろ項 

対しくは加え 奇救次そ ーメントの に対 し てはかな けば 

ならない。 教に. 全分布に対して

V= くス*  2470 + 2928 )+くス *23 ス« + 2478 ゝ = 3444
・V= く4*  Aス47+4*  2420+2夕78)- く 4*a/ 夕?+4*23 ス4

十 a278 ) 一 3334
V = くス火* 20よ?+3&*Q ス4?+/*2470+2P?8 ゝ

+ くス X 2027+ 34*2( ラP + /4*Q3 ス+24P8) = ラスア 

て. また 千ﾡﾡ リり秒 し て

V= 3ス334 V = -/クo?8 V = Q4/42く

次こそあうよって表わそう. 正o側の令対してPY 
久さ. 任意にえら ばれた 涼君の 奴の 恻忆対 する合計そYかくY 
さに式々は次そうろ。

V= Pュ-

V = くスPy+Pュ) +く2ヘ+パゝ= 2くP+)+くPュ+N)
T くA) 表

タ 数 系タる

2? 2? スタ スタ スタ
23 ダス S/ //2 /ラ? --・

8/ /タラ ス/ ラス — ・ -

ノケ/ ス84 4 — --- - --

/?ス
23? Sス% 28 --- *--

ク 28← $ 472
アタ /スぷ 4? ス4 249 '—
2ァ $ ク/ 42 $3 ケ

4 4 ・ 4 4 4 <

/220
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まん同ﾡ

V= 4くR-)+4くP-)+くPューゝ

V = ス4くP+M)+34くR+A%ゝ+く吊+ゝ+くP+ )

913 表WくA)と表W を比べ.救催ずな ﾡ的するに.は永○k 

飛象と し て 中央々なﾡいろだけ てた分であろ こ と がわかる. 何と 

ば、 eは 表 的忆も ホゃ く なるし また 22 Q②公式 

?ているS2 ろみいは 4 は 非常z小、 いから てろ方 
・

沢教が非方夕いﾡ合には、 いつくど 系加法特IC系T<A)ラ 

えらていろ裂次モーメント#ず②ぷ○力法えの一つ○改ほて 

ろということが直にﾡ*よう. 加界機 そ 伙え ば •而 は p。 y以 

上弘 含む ような 系列に 対してさえめ少しら e なことるx<. * 
ﾡ的るこ と がでさ ろ ・

S14 オI*5/ス の平均値は個々のﾡ測値の o..........o, onに 

よっく本わ*スいろ. 同じようにそ次②モーメントは

44

でろり また と 器目 0階東積率 は.

# &,2く4-/ca-→)……く2 - ど十/>= # 2 成'

そるる

S15 て勘際かららそーメン ト②計«今え ろ こ と次ぬ妥でろろ 

ﾡﾡなめば この計すそしくいわない とた数々受氷す 方程式 を’ 

作る こYは不可能でろろから で。ろ ・
みz = f(ズ.a. 4. C..... >とおく. ここで&,4.c ........ は 

決欠とべま央教くろろ. /*員〜 s月なみろヒ. 計ﾡら- 

つ②う法は.

f(/ a. 6. ○..--ゝ*/+fく2&. &.c, ……-ゝ*2"+……..

-29-

そ又水すこXぐあっこどかわかった。 そしくこは、 幺し 定数忆 

よって こ○係女つわ対すろ代的ふ示さ又す こY次往々 不可 

能でろろていうﾡがなかったなら ば、 力式る作る 場合に 用 い 

らろような一つつ常系そ与え»ぐろろう.、 殺分形 そこ○ょう 

な系系な見汝すこYが一般に可能で力ろ。 また#係み ○n次 

そーメン トの 足按として みxス さﾡしたように ズ=イ から 

スズ=他 までの全分布のス次モーメントは

』んZ44 は /(x2.なc…. ゝズ"ズ

でちろ. 4及家く なP ち円求* たﾡ合9 会系>は パ& x 

てろろ。 平値は呪にﾡﾡしRようて

イ64/「%4z で力2.

S16 方ﾡ式から世ﾡまてのそーメントは、 こ②力法てﾡ:也 

際が杯祭の系列で広り ってい »Y仮案 L て. 統計翌からﾡ し 

Rモーメ ン トにキL いYした合には-つ② 不モノ な入* 

29 ぐ わる.

次のニっの場令そ今え よ う。

•,>). 統計喜は梨震標ろろ いは立しん頂の 系列 でろ ッ. そらに 

非に流い勘線なうさたいY忍うと き

2 ﾡ計迅か司原の系でみとべ、 司ﾡな&向②中ふに糸中して 

いろと 仮欠してモーメントさ計耳す っ場令 ______________

I 永4r s えは べ*く分行ばな< く神後z 野 こすろﾡ○系 列 ぐ 

力ろ. 布は及次ﾡをﾡく た ○るY し て 一般Rリねh 
は r ら \. 何救く「ら. ラ今の会致はグルー# ( ぐ 割 ら れ て 

おリ またズ他Y勘みの公乱ﾡが用\ら なけ ,は ならない 

こY 名 このう法で改え て いる.
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S17 上ocハ②る合ではみ.み, • 子x,◇各は. 版•例•後 

よってうえらろ. そLて シ dxは並似的て み。手L いか 

ら. 』乙42次曲係のう程式で与えらろと 仮 すとことべるっ 

xるﾡポでろろ そして々は J* みx dx I デ X子x がしいと 

pく ことに よって生す る談 ※を 打 ち消すつ ﾡ整 法さ充又しな 

けばらな い ・
田資zﾡす»政ら天際的方法は.ボハ公式 く 和の近ろ会 

式)によって咲ﾡﾡみ. み 孑./ に 対応すら真 の 通植名 計算 

すろここでろわ. 多く②公式は及く知らている 当面み目命 

そは ﾡ八がその上他がつけら て い ろ&向の中ェ外の両ラに 

骨在すろ ﾡ軸②承で 曲旅 の近似 後 な与える こ と を表わす今に ﾡ才 

でろろ ・

こう的にこらの公式は & み4み4. *層  …… 沟ろしは
方.%•%/. g,%n.…… 々っAzよっく 』4z を表わす.

(I) み=2+4x+Cx+ dx+ ex
とおく. そ◇と

ノ

4み 4x= 2+な+

また 子。-α
み+ み =スく+c+e)
み+み= スくa+4c+/4eゝ

さ < 必要な紙分次.

んみ+たくん+み+2く微2+ み)

レいY 杯安 しょう. 上K与えらていカるそ代入して.

* (/)の城合にはこらのが分浜岡伏うことが一 え 能でめ 

々が. どしのからス どい ク上 クなﾡ分町がﾡめらて いっ と 5 に 

は、 ことは沢なった ボ項 公式そ吹hlはなら な\.

キ 係険女に岡する統右は、 妖送はく/+*ダ=ゐ◇係央けぐ 

かろらﾡ似し て ろ こと Iにﾡ意さ kた\

-31一

a.cc○係ﾡzそそ.メ,おに才しYﾡくY 次そ 

うる.

ん+2た+22=/
2た+82 =そ

スた+ 2e = 話

こ ら○方ﾡ式ら呼は.

$/28 
5740

2&
572o

二2 
S<o2 =

で今えら. また

jaax- 者貝 "结先十"?华ハハーク(む恪)}.........(I

zうろ.

(I) みx= atペx+cx^+ d*"
な ら "

バx-お(す,+ス%.+み) .................... (I)

(L) 次=" 十 6为 十 CXN + d*'+ex"  なら ば

パみx4x-を( 約•“お 十四Q 一 く 子さ ・ 子4) 

+く子4+が→4 ...... (I)

(W) みx=ス +4*  +Cx"」 4x な ら ば

/. 4z=な(フ#. ナク的 + sみ. + み . ............... (W)
女 、

s18 く式々はそ-メントの計丹なくミろ. *こぐのえ 4z は 

み. み,......子～-, てよって.

ク装 dx V 厂か"x "な 厶 ・   +バン4x

$し公式くLセた用す ば そ は 我初 の 二と及が っ二さ 除 

い た. このおﾡ式○お○すべてつﾡ今を用いっことがでさく 

こらの値はくm)そよって 与えゅと.
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求、め らxなﾡそmえ合せて分なな $74o てして (m)そﾡくと.

表々は

丄 み &x = マな。f 44G 4 + 4ン#+ 444 み + *45? オ2 t s24。

くみ+み +子x+みx+)+ 44? 子ル2 + 4447 "ハ,

+ 37/ ダx +4443 ォ*" } ..................... ...( ▽ )

そうク。 こは. 派句どﾡ属の係タみく=//ス2484) そ糸 

すわことべでミ ニ承Y 次後 から②ォニﾡは -キく=?tsas4スゝ 

他: =RY 系殺から ォ 三 は 鉄く //オ7オ/2 。> 偽 る .

オロﾡと系から三沢が 除いれ\は -等みく hク"“ と”> :

ろ. 残みすべての項は. そのままならずてろ. そして. 係 

ﾡかのこの正、系列から普通○力決ぐモーメ ン トセ 計算 す 

ろ. • レ,線が:砲/女下 で ある なら は: そ対すろ他②公式る 

ﾡﾡ レなけはばな ら\.

S19 次の表は. Yつ系列Y修モ*れた系列べ、 派初のニ列C 

表示してろろ。 そして他の列くは 直ﾡ法K よ み 聞② ヤべのまお 

リの一次から4次らそ-メ ン トの計ず次表示 ていろ

V 表

敦
公共のrkっ
<ﾡしz他 

どz
ズ ダ*て み * ズ ヂ； X プ

・

弘 * 2°

/ 8/ -4 22. $ス o.2 8 ク22. /S8/
43 フ4 お.// -ラ 2 ? ク/ 今44./3 ス ダ7S. タア

.42 */ o/ ース &ス. ◇ス /4女 2女 32&. 2P 4$4,4
ス292 24.?ス / 4. ク2 24. ス4. ク2 2く. クス

・スの. イス タク. 42 ニ222 2ラ ........ -422 2生

/. ク7 / ス4 / / ス4 / 24 /J. 24 ノ. 24
&22 ク 2 ス / ◇ S. ◇合 24./4 /ス.ラス

. ス ス4 ラ クク ス2 3G s. ◇ 24女 e4
ク 47 24e うo. « /2/ <o 4sく «o

22 夕 222 / +424& / $2o. 43
+夕22_e2

▼**す落事等季ず**業季 〒をで幸マ番でィデギギ番ず*で番手参

/夕 ◇7s 7
-ラクイ / -災4女ス. /

-33-

22 / は、山筏 全氏数 として取扱う。

また報位どぶに対 すナちそーメ ント くバ、) は -5Px4, 4xa.45 

等 な スo2 8 でなく 202 4/ ぐ$/ってﾡらろ

そしてこの 20ス/8 は会及女ではなく て. ¥え力ろキﾡﾡ値ら 

ネ修正の忍を今えろ.

S20 計はかなリﾡ報することべでまろ. 何女ならば、 S し縫 

除及のﾡでの他か非常小 くて またそら なﾡ検 oなう 

ﾡズ軸ﾡ泣していろﾡ向さ神って\ろY く例えばそ こﾡ次 

。 核酬く んネん contact ゝ かろ ば. 大○係険ゐ救く actcoua2 

Puotctuon..) 2z. Qx. Dx ﾡはﾡの走○埼でﾡ位ﾡ融* :つゝ 

そのてき. W欲か系初のグルーの約Y沢検のグルー プの役にﾡ 

在すると方えろことは 令戒的 で»る が. ネ○位は はっミりし 

ない. に. 係ほﾡ○会系列人ずろ浪分は前問いた- X

- ○限系*超えて合法的にﾡすろこYができろ。

何Yならば、 このようしてﾡ入*/附加的な 積は魚限 

で冷ろからであろ。

くそのようCして 面承*松げらろならば *の影将はカﾡ 

式 <▼) で % か ら み一, までのはっミり し zKﾡ禄は すペマ7な 

ろ係救そ情ち。 加空係坂乙村っ微産ﾡはすべ て22なろくろろう。

(7) 当係と出保. ﾡとﾡ書あるは前高と故書今同のﾡは 一 

飛Kス っ②欲分ﾡ何 学.的 dﾡs, 5'向の関係Yしてﾡﾡすカカ ペ 

兄遨しがよい, すなりちs s・公/Pさ共有しS上の為*なs 

上冬さﾡいてP4っく ヒミ *から8ま てら花ﾡべXP ○記継よ 

りるﾡ仏旅少となっヒマ SはP!z おや て S'rz 援 ナ ろ くなck) 

とい\. 魚少の位次そわﾡら係く 〜adxa * cxしなac* ) x\う.

SかS'IZﾡすろかまは s'バ S2対すろこさS s, ○mcﾡﾡ

< coそacオ>bという
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天隙的 の 緒果 は決めこゝ くく•あろ いし統計ユ○ーカのﾡ2だ 

け海次②報敗なろ ば。 みうーカの城るだけ四すること べ要 

ぐろ々. しかし 両分②ﾡで汚次つ触べろるならば%は四※ 

つ裂はな\ ©,「 ,ー ン『ユウソ*.ア  • r7 4 ”• • ・
条学的くみ次の本ﾡは次の こ と さﾡ味す る そは報触ら点で 

系初9 手みﾡ分係坂べ2になちこヒそろる. so預と >/系 

°回はﾡ内の所常々②高次の接融次示されて い» まんう2 
°因はﾡ周ろナっ と宛の方で用次の接触た気/ハ、ろ

327 面小②代りK中央教株が用\ らたs
/4 のﾡ(2>令な

今ここ

そ ②

n ばな

ぐ吟味 し よう

受甲の中央の削りに米中レている寄状によって 々は次

.う分hち る項』みく*.パ* 4x に*

2"い空ﾡは. 子。. みキからのﾡﾡとﾡじtのそろろ す 

A P ち 計 翌からのt次のそニメ ントは

な け

ム X(+パ* xaxcx+,....
+ 「み4(x+x-

水•必要 で ある. ここく 

ﾡ保から み之②催で

2' そしく表々は』なx+zゞみ4x
タミ*卜へ系ミた人 。Wりo

こ。。.:"...:〜3a.。...,x..。.
くイース)そ+くf+2ゞチ!〕y

こはﾡ撃のんめにX+え○代りに奇かてい。

または ・

V ( $242Af+2cetct-ハ 龙 ハス2 “ - ハ〇1 7)が一”

+....  )
レ t-/ 広らば上式は メ Kなち. •’ .

t=ス ・ 婷ナメ ' : _
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t-3 なら ば上式は 然+そん

• t-2 ・ ダ+女だ+

既に注ﾡ しように. るしそこに 商火の接触ホあれ は”

x4 广
! くX十ズ )「dx

②値は未ﾡEﾡ際つ伏用 よってﾡ払すミと次ぐ*ろ 」 ナなbち 

二次っモ メン トはそゥー飛ケ パ" くろち系列くよ って与え 

ら. 3次のモーメントはその一報 8 そ力る系 列 2よっ 

て与えらろ、 々. まそるし火る平値○まPリにAに修E 
そーメントさ表いし、 Vぐ未修エモーメントそ表ゆすとす 

れ ば.ルx V の向内係は次式で今えらる。

+・ ・致はん=V-メ

+女火・+ゐ- 或は/= ルーWM十 系

年 門 値 は 修正 の 必要 はな い. 何故ならもしそ=/らば、 一般 

項は正確な係坂ん そ者っし 3次のそーメントは一次のそ-メン 

卜そけ修f* ならや。 そしてそは2でろる。 ここ 

てそーメ ントは平値リと られていろ*

上の力法によ って 次のモーメ ントに対するイそ示すめに 

はクく と &れ次の 迎物ﾡが 翌であ。

表IのWに対して 々ノ系で足女しそーメントにこれら② 

Ez通用すば

ん = 3./クク3. As =-/ 4ラ2P24. A = 28.52844
なうる. これらら4工はそーメ ン トから得らた文評ﾡて も 

»ﾡそ生ぜL めろ ことべ分っ くいろ. ﾡ○次なヶない v に料 

そ う く力.ろ. ﾡも ず M ば博E は. Mをう厳 してそL <本著 <学み 

へ ミ 深ﾡは 成り ② 予 z 化 す W ばな系Zな り fしい修E 
②知2爲ﾡし. 上述べたア情下 では 妖送そ導かないYもえ 

.
* こらo正はﾡ柳 pc. よa. ウオん &c xxX. 3～ s。 IzW F

ん22dイ Iてよっ て 与えられ々. 阳 界 Iィみよ
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S22 ﾡ,次の格融か力ろ場合のそーメントの取りネい対し て 前 

の2断○大係的4能為は依ﾡ的Kに検討すろ こ• か < ・ ら. る城* 

で寄位のﾡ触なおつ曲際対す ろ方ﾡ式は 本雨に行さ ﾡ くい 

みて 々はうEﾡつ点くの帆休安は才向岡ての損をﾡ 

ろここがてミ また政字からそ-メント% 新 すろこYがそまろ 

称み万式から 会も際に対や ナろそーメ ントYﾡ浜がずで 

そ ら. そレてそh が対やす る次子C一致する こY*ﾡする で 

テうう. この方泳での条除そする ○ォ合② 良 い勘は"報っ 

1次際。でろる. 何教ならば試係てあﾡは xAuf～2.t。- 

そとなo〜4 Iそ ﾡ 表示じて»ろ. レか、しチエックらねめ こo 
腰 の 感用 を 欲する も刁は. でめ ほ次勘係つ いて 少し ぐも的強 

す2までは符/ろこヒz 忠考. しておこう.

当み商効く高次み融べないY ミには.修E は評価す ろらが

-層ﾡがしくなってくる

ゆ正そ又つけとめらてい る授条Y . このことに岡すろ 

より上②輸めは 附祭/に今えらて\ろ. しかし初学有はこ 

ら○円部はﾡけ てめよい

子生は一 ②か布2対するそーメント z計ﾡ すろべさ でろる, 

そ しく 純車は修正スやっ そみよ. そ クすば分布○ﾡ洋偽ﾡを又 

つけとことぴてさろ. なんYなば ﾡ半術メ(s.Dゝ=V 
ここくノ は上の別よっる修正ま/%のであろ. 表I②例 

IとWいては.四めか、に考仰②ﾡﾡか っ. そして例Iそは 

そーメントの ﾡ系か 用いらていろ. 例Iと▽てはよリ 不ﾡ矢 て 

»る. また例』に対すとそーメントの計2おいてく 44ﾡ参球ゝ 
修正は*ス い\

こみきはラが不燃委でろろY\う古な今え て いろ く は 

広くて. 初学者は一叙的恐想を習将 し て 消え ることがて さ ま 

ニ. 三の軽験*持つまてはﾡるな部分のいくつかは. してお 

てとよいというﾡ由そ与えていろ. ネに 附係I②カポﾡ検計 

するとさに メA//224 ◇工だけが分市が々であろてミは、 通
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常ﾡ39 そ-メン トそ改ﾡはしないてろろうヒいう ことがわかる 

で»ろ う。

も?ど確曲際今通念そRねっくいくﾡに、 高半なみ合 

ナなhち

み= 2+*+ cx" +........... -

○てまにモーメ ン ト法ら点用な秀汚えろことがﾡ当でろろ 

今ﾡ田は22ビす. 尿為は紀田ら中点でろろとすろ. ま

み。は面承を表わし. mスはﾡﾡ○中ふ今まわリ り 全 分布 の八 沢 

のモーメントを系りす, そつとミ

シu = 「a+oz+ cx+.........ゝxx

一や

- 22*2"(式+や..... )

またﾡじように

今之十,二スみゼ,セ悬十祭十-…)

こら力式はﾡ 数値 のモーメントは常,c. eテさ与え 

奇 歌次 のモーメントは失糸64f 行2与えろことそ示していろ 

こは勿命宛 ﾡ○ヤ々の まPリのそー* ン トそ用いた他ポでろろ 

し.他の力法てするよりる少労て万ﾡ式次ﾡけろ. 解は次の 

ようにﾡく ことIよっていくらか純化もでまろ

に.

_/ _2124 _ 4 1
2 0スズ ス 4+7

な2=++一だ+
/?v C 
2-2-

ス河じようして
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〃
 

隼

好

•*■—, 

号

隼

写 

玄

木
-

こ力狂式ﾡはだ手なﾡﾡを号そっ. 例えば

(j) み-2+4* ならば

"二服卬

。そ

名得、 ス

ci) み=a+ペx+cx ならば

a - 〜-ラ ,

a = テ 2

次の値さうる
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2合?. °=«す

.?。= スe7&/
,=- ラァ/ /よ

x 〜 /20. 3
赤て. C 3 , X2z23 ← v f224 I

-ラ---- ア"<茲戸 ) 三 ス4$4

派初今炎4+C とオニゥﾡスc そ計押すろことぐろう.

それらの値は*ぞ-40ク24 Y o.245 くろち. 米って才 

ス次階ﾡはたでろろから. オずは下②よう 乙氏的2 なまえろ.

8 = プ*チ*ニチー = - 4.4y87・・ / ・ >
c-マをァィーざビ+チ*イデ設-]-2J*®

s25 この神ﾡに対太す るﾡ内そ符ろ承及の力法は、 中から②

そ. ス

(ii) = Q+ペx+ cx+ dx なら ば

4 エ す｛なの。-さ 卷｝

f - ぶ｛ ス22-う② で

e - な～さ)

ノ 3←,3?, ←m,
2 2-ス 2

要 て 力ば、ふﾡ松ﾡすクことケ てころ上 ○結系て-二 

の②教例え○た用 zしてみ上う

S24 初っ例とレてS/②なv I2ろの計登々竹整 してみょう. 

とちうのは. ﾡ明の 中* ○まPリのモーメン トべV計て 

い っから てろ ろ, 勘際 み= a + x + cxz « と 、 表v か、

こらの 補益 、 れ救催 は、 表Vみ系初みﾡそ今えられく々る 

oとかなリよく一致してやろことがゆか»て しよう.

$a.スeS 今 今
一兄o/4

父子・ィアス 7う
一 S. スクテ

. ア/ラ
ーク $

ク. ラクク
一<. 8o7

スの. $
一<.07/

/、“タズ
- 、 $

アィフ
- . $アア

火 $$8
一 . &4ス

0)の論くからヒっ 次②枕計ﾡ安今えよ う. そこには. 社八 

○年Aに求っ て状功料式会と し て未亡くに対すろ 手金ﾡが号え

S26 こ②外ら例と して S. H.J W Ce&く J Jndt. Gctc XXXX:
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らていろ

すなとちﾡ れわ 歌値 は、 解 今システムそ表わすY 仮ス し z 
しそ らか検② システム表わ*てい»ならば 公式(▼> 

2よろ修正は八ﾡ当などらとなる ぐろう

う2Rみ公 
式でのによっ 
くﾡし値

2

ス偌した史典 
の中から 
3E 故

4 a'x4 '*d _ a'x ay
27 スく スe 2 2タ - 7 44. 3 //4よ フ/ ②/ク クク
ラス /? ク/ /夕// 2 $ケ 3 クク 7ぐ /s8s 2←

ラ? /ス 3a 22.4e - ラ 47 スe c22/ <o <e〜. NN

マ s 8 ク 84 - / /2 P4 /ク S4 ス s4

-ス2 . ニ2424 二

&7 /4.ク4 4.27 + / <4.e7 /4. 27 <. o ク
a 47 /&'7 + ラ . ダ/ /43. ラ G 72 $ア

7 /・クe / / + 今 ケ フ: 27& フク : /ラア. クタ
2 .9P . s8 + ク /2ス. 24 クィダ. aY ： ooo. ?

1
/ラ /S 土22&ク

-ク&7 ご22イ +42eムッ2
- 3ク22. 2/

o そ-メン 卜 o 計 r お い < . スのこ と か仮条 W れて\っ

ﾡ分計をﾡけて. う程式 み=f から(ﾡのねYﾡ際らそ 

ーメントな計ずすろことでろろ

なる)= α+なx+cx+.. なろ村別の場合には. こは央 

向さく力 とが、 そら○モーメ ント で今 てミろ多く○表わし力 

かろろが ﾡね2迫令しない. ﾡって注るなより一般的な方法 

K 制Iして

こ こ Kﾡ女倒の項べ方 ろヒミI. ﾡ団○ヤ点② わリeそ-メ 

ント の計算 の 困 蔻性は それ ら の 夜次 クタ x4 24. キ々 恰で

ろべさで力ろていらこンでろ2. そしてめ し納番 すベ*ホみが 

ニ・ 三っ承しか念とくいない場合には 上そ示しれクﾡでﾡ織d 
な取扱う ②が戒上てろろ

またそのっYき. ォー. ニ. 三次らモ-メント*えぞボめ人

れめに会休ぞス. . &. でばよい 

は次 う る

2=4
?t。= /3タ /ダ

,= -4234
2tx = クヌヌ ラ

7; = - 4フ 4
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このァ法よって 々

次そ三今曲際っる々ﾡ愛そﾡ合し よう。 それらに対すと 

公式はすで2ちえらて\ろ そして補狂ら結来そ比ﾡしよう

(i) み= クラァ - ヘ/ケク

cii) 4=/ス 4ララ - バ ?ズ - 222よ/スペ

(ii) 3 = /24シジー～/Pex一 ooks/2+2oesz 
次のは をそ示 して \ る

异令 未情登値 ci) cii) ciii)
ス7 ス< スク ス/ x ス/ / スく /
ラス /タ タ/ スo. ス? スe 24 スo. ス&
ラ? /ア. 3 /ア. /ラ ア ス7 /ア ラ/
ダ2 /&. 8 7. タク /& スo /8. ス
47 /4. ?% 4. &ス /7 ◇女 /ク ◇ス
$ス /s. 47 . 44 d so ←. 24
$? /火. 7o /. $e /. 44 /. «3
42 /ス.クタ / タて /ラ. o3 . ◇よ

公ずくi) X くii) は、災刑的そキしくまたこみ両力は、 (;)よリ 

えの救 他12 か、なリ似ていろ

S27.今こに符らた結系そ. 次のよう取リまとめくおこう.

① そーメン ト法はポみ な 帆計的例てﾡしに公式の太次*又だ 

一糸的う法で力って *は こfxw* ○値をﾡ益公式か 

ららI た ﾡじような表りし力に等L いY面く こ x入らﾡ立 

って\ろく ここで Zfox はせゥモーメントと wチ< 

て. そこﾡるろすへて今7対して加え けらて\ゝゝ
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こら今役っみっ しラは代救的で ろ. 座立ラをﾡ約 

称4 ﾡ ¥すなめ 解か Aばならな (、

② 統計愛から2そーメントは 反 敖% ス ○a当m 個 な* ・< 

か ろろいは系m法によって計ﾡてまろ

① %しそーメントがろっ一つの女ﾡつ」Pリ2得らて、 

ネ家の5くの公で他らよら空際まわりっそ-メント。返 ぐ 

さら.

④ ―狀忆爾桜公 式か ら②モースント 版秋分計算 a上っ<見 さ

Aﾡらないが ーカﾡ型から②モーメントは R法Iる 

失って女ミとから. 検為は工しい父数な符2た»つスﾡ式 
パア作クことべでさろべ ネ9 ﾡ 神ェ で k なけ M ば な 

ゲ怪はﾡ予公ﾡ際京か. どし<はﾡﾡ系かによるか 前再 力 

ピパ®やけ2停丘は方式く▼) よってな:yペ為っ場人ら 

正としﾡ係み両ﾡに高次ら検勲が力は、 sュ, ○埼公べに上 

って修工さらな\
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※WV章 アeaxuen 系つ及数曲線

S1 ベが分布を本りす協係系ﾡすこYが矢係的仕車におい 

くﾡ妥にってく々ヒミは. 次。 こ Yさべに«て おかな!t は. 

らm\ ・

(1) 用いらろ ビんなふり し 力 8市ﾡ公式で なけばなら x 
すなわちそは資料らラフ さ なﾡり除み、なけばならな\

(2) 非常多く②モーメント%以ﾡヒす»ほどな 式の 中に多く o 
を叔格あってはならない. ﾡ故ならこのことは正確ﾡ次減少ミ 

クと\うことそな外すろからて»ろ. そ-メントﾡ次にな 

ばなクほ ビ未的氏○帆業値へらめまYろてまには. ょリ- 

ﾡ妖※ささ マすい

その極端な易合 は. 系大数と そ○※次けら て いさ こ y 
そ 忍い ま せ ば.. こらことは m確 て方ら

(3) ﾡ分布々 取祝 う方法 は 組賊的 でな け れ ばな ら な .

92 て次に、ﾡ殺分布 つじってはっさリ しﾡ性ﾡ*ﾡえろと 

一般にのハら永発して減大に上り. それからろろとミ はアじよう 

そ またろときは双ったﾡ合く下ﾡするこY次いかろ。 み布。 

ゑ 熱々 そおて往々ﾡ次② 触 な 再在 すろ. これは女学fz は 

スてのっと値すなりち系大ﾡ及て z 概 み ナ 勘際の終 * で 系 
のる力式 * ﾡ =2 なろ上 うカ型式みー *> y - , 

キ々○テ列な決炎* nは ら Yいうこ てzﾡしてい。
上のこヒはﾡが ダ*く ス +aン/F そ しいYaいて t 良いこ 

イ セ咯ホ して いち. そのとまどしどみ=2 uA ダ= o 数 

2,そこて也係のーカﾡの端でﾡﾡながろ. しかしどしz__。 
ならげﾡ=。 く々は系大値%符ろ. Fe)次任忍でろろ限り 

に 対 し て 係欠 し た 形 は. "はより任窓でろり み=ooz ミは 

ﾡ な0ならないY ○場合め今む.

ビ し. Fz 小 aceawat ○交よ っ < て○アmにﾡ四でま



- 44--

◇ならは. 次式なうろ.

ay み(x+の)W N -る-+るえ+んス+-- ................... 1

て このﾡ式く1)20どっ て. (7)公ビ> しんら え ○u 
。 a女と ・ < 子そ友P すように み=f。 ○形z こくことがでミま急 

かそ示る う.

こ ○ﾡのわめ ほ のの か、した もク よ リ. るっと一-ﾡ的なろろる 

。 が得 らふYやうこてPかみくろろう. 秋 ヤ は. 色々ヒ系っ 

た形なYとﾡ領そ得とそろろう. こ②Fﾡは今日にﾡろまで. 段 

除的脱点へら迎づいくミ/から 力径式くI) %如何にし く確ﾡ齢 

○初才的文ﾡから分4スろろ ス の 典 まで 得 ちれ るか、を 見 る こと 

は契み冷ろ ことてろろ

S3 Pがあっ事みが来々確ﾡてろリ みはそ が らないノ卒で 

カろとすば. そのヒ:ヶの試行○時X/ロ ス 3ロ

等 と そのﾡろ確争は(P+2) ○及問○るﾡによってうえら 

力. カクいは表々がん曰ら大除をすろ透合ら (P+Z)t 
の念負は +/ ○月おいて曰の及女分布そ号えろ. 二 輿 後教 

は生の すべて ○ﾡ率そ絡て は私りす こYはて*な .

そして 生起のすべて ○確幸を表り す 系 列 は 超 炭 何 皈 以 で 沟 る.

こxはPス ヶ○承係と 8ス ヶの台称の入った会から、 Yヶ②ﾡな 

表くYさ2 Y 片/. r-2 …… o ○番られ ろ 极 冬 ば. 沢 の 系列 

o継 く項によって与えらっ.

_PA(E-0)(Pn-Y+/)、r,」__Y2、Yo-/
7(4-/)-... <-ア+/) 1 ' Px-/+7 「 グ

2(2-0 ]
「(P7-ンキ/くアx-ア+ス) >

数催値例は 明n ら か 生超系列 そ作ろルけとなろう. 今クク○球◇ 

入っていろﾡべあと.

そしくそのヤ②4クはxで 3ケは台でろろ. そ◇Yミ. &レ

5 ヶ ○が引士 2確条は、

うケと る会尽ぐろろ歴ﾡ =

スケベぷで»る加ﾡ =

/ケなでろろﾡﾡ =

一つ%恐なないﾡ率 =
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¥.5. 2
ス4S

<33 X ,
る. **

. 2 ス
みるテ * f
3a.バ
7く.$

こら女っ衣わしろのは7てっろ。 念は=ク P= 
2x=3 r=3 とおい系列に一弥す»ことがわか.

の京列な汚えろ こと こ で 2 ろ。 しかし こらは現在○百的に 

は分であろう。 秋々はそらをう程式(I)つ形におく力ま泌汚 

えマいこう.

ふそYらが直乱していろよう な式の不役は. ﾡ○次ミ な※に対 

し て 軟値汁ﾡが *ろYさ かな り 四燈に なっくくろ, そしてこ 

K メ外は院的 ぐ ない べ. 実除的仕事の続針忆は往々 現x方め 

のくろろ.
ﾡﾡ係巡を方え ラ』(I) に対してﾡﾡなる救は-チ 

くカリ、 またこ ◇然次は不ﾡ既く ろみから ﾡﾡﾡﾡ 問い Aな 

めないこYさ知\kせば、 次な丹と

ッ Pn(P-ク).. (Pニ+/) r(Y-).._ くて-z+2)
み 7く一/)....くペーY+/) くズー/),

_______ &く&r -/)…… く&rース+2) 
てPm- r+/>く/x-ア+ス)... く/-Y+ズー/)

合みxー ゲx+ - z

= みx( _-ズ+ノ__み1ーズ/
え Px-Y+Z 一/}

子｛ くと+/く8+/ンーX(一2ン 
て (P- r+ て) P+子=/

みx+ =そくゲx,+ x>
=ぬ( <と+/(2x+/)- 4〔(r/+(&/P)〕+スー

Z(P- ア+ズ)

今どz  _____ 2 ｛< 即*" +/)ニズ(ス十ス と
みュ+4 く7+/くみx+/)-ズイく一+ハ+くみ-P>｝ナスズ
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こは元程(I) 今形おかも②くろろ

4 _ α+z 
子 *- &+みx+&が

こら形移目すれば、 係険次理の仕すてが ってい ち統為 は松< 

者通に死亡キる恐いﾡす くろろう. に死亡ﾡからそ○ﾡ子そ 

系えた役で生令る ○生再女(2zゝ 2移行 していくこヒは. 夕号 

えら及女曲際対す ろ公式からﾡ行 L ていくYいうことセア 

じことであろ.

94 万式くI)もどってば、 次のような形かかろこと 

べPかろ.
<4+ 6/ズ +んズ+..  ) み - 3(z+2 ゝ

商c ス そﾡり え岡し てA分す »ど次なうろ。

/n"«ル十あォ 十 心 N、 )ダそ4x-Jみ(z+のゝzdx 
鉄る一つの項としてっこYよっ て を辺はか分 能で»り 

お辺は二つ②る求のY u てﾡ分可ﾡでヵろ. そ し て

そ"く4.+ 6x+ &: ズ+……)#-八(6. x*+(〜+/が,ズ"

+(+ス»くズ""+ .｝す4* = J#x"dス+みαx"4* 
力っいはとし曲際のﾡ団のﾡるﾡで. 式 ズ*ぐ&.+ &z+ 4z-+--. 
•>孑 が0になろなら ば. 式々は

一汽 ん/;"-<久十/) &ムn-(+ス)6 /t,-  =ルャ + a ん 

そうと. ここくﾡﾡ用してい»うそ用いて\ろ. すないち 

火 = Jみz" x
tレ =2/ス ..  v Yそ ぞ おくヒ ま. 次の ラ程式に 

よって示まれとよらなそ-メ ント (ル よって a, &。. &, …… 野 

を発兄す るためた 適当な 乂+/ヶ の 方程式ヌ押 る, そしてそは 

次の形力任べるるく こと)て よって再 られ ら.

②ル+n6ル-+ <+/)&, ル+<久十ス>火 次,パ —— = 一火,

そこぐn=0/2 とおくY

んo+28+&ル;+2&ん+… •… =-ム 、

2メ; +&バ:+ 2&ど+3☆・火キ.. = -X
ga; + スム* 十e& 必 + 4夕火+ …… = -ノ

aル+3&.火+そ&ん;+4&ル:+.. =- , 

キ々 さうる.

くメ=。 して. まん才Iﾡで商ﾡ迷べた方法でﾡのそ 

ーメントにﾡﾡしよ>. なんYなWばル・。 rしﾡ系は、 分 

布の平ﾡに分市定ﾡ系○派太なﾡえろことてろろからでろろ. 

まん。 は7Yして ﾡ うことがそミろ. そしてこらは商半 

次の時飛を場く ことなぐまろ.

① &。 けﾡ目すば

/ dま _ z 
子 «x ー ルス

そうろ.

② 8.t合 2る日すば. 上の式くI)おけ2初の三っの力 

居べは.

Q+&,=o
• = -火・

ま"ノム + 34ん- - ソフ

23" 4--

・ ・- •

をそ与ス々. そして. ﾡ分ぁ柱式は

_/_ dt - +
3 W 〜+な2

Yなってくろ

③ 4。&. ム z着目すY ば、式' くわ は

2.+2,=2
ゐ。+3&人 = ーノ火・

a火x+ 3&, ノュ+4&火 = -火



-48-
&んy 十 ラペsノュ 十 %合,ノ + $役 ノ = 一火

を号えっ

こXら ○遵込うﾡ式の解は わめて筒報でろリ また次な増<.

/ 4を _
みぐ , + (火+3パ)

そ T 7oルXu-78X一Iス
4(4ノ火e - 35ン . _ノッ(ノ火ッサ3ど)ッ + 2火ムッニ3ノジニ44 J
のノんータノダーバスパ の*- 8ノーノスムG ,/2人一/3メダーィスノデ

このねなの形おいて A=分v 月 n 分 zおくY

, . ③(ゆ+3ゝ
/ 9と__________ 三 ニ スく4座一4だ-7>_____  m、
み dX 42(1A--3tV A,(813)z+(39-3@-42こ 111)

スく$ゐ-48-ク>

95 方ﾡ式(I)次系初符らたこ②飛あは、 aがR々Yそード 

くのと> ○m○ﾡりであろ。 ろっいは原々はノ=の ておくこ

とよって千他C秒:ていろのぐ がそードと平均値ら向

のﾡくあろことな示して\ろ モーメントによって このﾡそ

表わせ は-
の② (パュオシ> 

スく$62-4ゆ-?)

ぐろ々. ここぐのは株ﾡﾡえVであろ

従っで. 夕は平均位どモード ﾡﾡをﾡ半ﾡﾡ で・ﾡったのら

ぐめゐっ. すなわち

及 ②(&+3) 
スくS座z-4β,-?)

96 沢u2項次なﾡいん 猴… 々そ方危2入ろY、 ﾡ分方 

狂式く7) ○中○点数z将る ことは可能でろろうが そのようなx 
リカには非常に強い失係的なﾡ客なあろ. 奔ﾡ的計算○仕ﾡのﾡ 

すナ以外は. 附加的な火状そ入すっ2との利なは ﾡ2注逢した 

よう高次のそーメン ト次不確失な &のなってくろンﾡク2と 

から/\ミくなろ
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a2&Peacdon は次のこヒそ示しだ。 任意標木にﾡして - 

ﾡの4糸団 ては 突保 2%って\ろ 二分○- ろろいは ス絶 ○ﾡなど 

っク次ろろいは8次のそーメントさﾡろこヒは窓あでろろう。

こらのあ次のそーメン ト2依ﾡすろえ次はﾡ係的ては総ﾡで 

ろろ. *らはﾡ々つ任念旅本な承猛に生すろこ Yそ能なら 

しめちが. ヒIかくこら ○高次のそ ーメン トに依ﾡすろ文救に 

%とづく叙り 一ﾡ○大さな4糸団に対して、 こ○智々②株本人 

ら形C安会な為教るポ くこ と はで きない.

媒っから係険女理ﾡﾡおいて、 そこに/20.000ﾡ他少くが 

あろ場合. そはこ のﾡ数今次らﾡま そ進む ことはﾡﾡべろろか 

ご招ないが、 ここでえじ仕ﾡ②ﾡ値はなくなってくろ. 何故 

なら. 同じ目的円すろ休登つどん な他ら小 *な群でミ  え8新 

え能系と比称でま ないからてろろ. 索係目的ては & たけ の方 

ﾡ式て ﾡ又 ぐあろうし このようして将られた形対して表々 

の注るそ 服火 し よ う。

S7 (H)式で号えらろ力ﾡ式(1)② 矢係的形じどろ t次こ 

と べりかる. 扰计熨力、ら円られたモーメント②他な. そ ○カﾡ式 

I2代入 してﾡ計型を意りナ公式をﾡめみという ことは可ﾡであろ 

というこY次わかろなうが こはえ②デーP一ﾡb/X 
同じ形 で補盤 そ与えないでろ»う. 何故な ら は、 枚右 おいては 

ダそうるべ、 前者はチ カろいは4器た そ今えうからでろ 

る, *、 え②データー比ﾡしクろを符るためボめら 

n 々式z承分 することが受となくろろう. そは比ﾡらたっ 

ボのた式の形でみ活式べそ扱うこYは、 際的仕平ではより食い 

&○で力り. ﾡ分う再式を用 いそ 結系なﾡ分す みよリるむレ 

ろ及い.

*ee^ Coazeピoen and e2t-&nto% 24&とx2n ・ ・&ec/uexさ

Rc. イuem /Poよ R? ま/には Ckeオu X さみよ。
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検為 ②う法は突ﾡ及祭ではなく. 比ﾡを与えろそすさない。

§ 8 次の8階は カﾡ式

42222 z+2 ___
バズ あ+みマ+&ス

z4=fz) ○形の式くお、ﾡえ»ことでろリ ネうすンたて 

は くx+のくあ+あz+ズゝ そ状分しなけYはらない.

ﾡ分の一般の形 としく力ﾡ式くI)を考えよう.。 そ○と次のこ 

ヒ条なっく. すなりおﾡらろか分ら形は分級2あやズ○係炎 

の#みのﾡよろといっことかわかる. こ ②内ﾡは矢際 は

ぬ+のx+4=A〔z_:44V-28②J[x_-c2②2〕
* び2 Y ブス '

に対す ろ分か②取々形の考条週まな\.

裕列の場令 x け っ函 した形対 ナクI別 式は. m らか2カ 

福式 ゆ+ ☆ス+ &ズ=2 ○らﾡ 対tす々とﾡじるのてろろ 

すなわち 号ルん魚 て力ろ. こそ公式(m)2代入ナろこYIそよ 

って_______AcAt3_ ___________ •- w,
<36ュ--,一4)<4&-3ゆ,)

が得 らろ.

§ 9 式くア)か負てろは扱は矢で妥ﾡラてろり ax2Peaton.

よって 3 IY呼 ば 曲ﾡ○主妥型の-つそ符ろ. 曲o 
この分規法つ い くは. ビ で % アeaxucx-スu ともPて\ろ.

式 <p) が 工でフよリ小さいなら ば. 根 は 幾 糸我 で みろ. そして 

表々は. オーの主受ﾡく Peaxaon o3w& mア)そうろ. またくW) 
か正で 7 よ リ入飞 いな ら. れはﾡﾡで同ﾡうてろ». そして三 

②ま委型くPd2mt3&m) をうっ.

こはすべての%合々念んてい»べ、 ろろ3c か、ら他○3ate 

K殺え ろ極岡○場合Z おいて. 表々は高平な椎移也係の形当過 

する. って基く ctzど。n ゝ が大 まいくﾡ上ﾡ限大ゝ と き
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は. 一は～く»ろ(&I). ま※洋次7キしいYま 

は二は考しいく7). またそがののYミはは 系称 

うでﾡじ大ま*でろろくcI). 系検み場合おなやて. 4=6A 
=。 なら. 一にﾡﾡ○正勘保Yチばろる到遂すと. 

このる前はしばしばくﾡ勘係、 ガウスの勘係す々>¥ 他○%前 

があろれめ円ﾡいﾡい. そこで再が4設を 忆射する式た. 

マダー形に変形 ミろ. そいて 我々 は及次也 く.と W. 
x)対いて. ﾡ帆ろろいは二烈べる将と. しかし めしと◇式 

な失ﾡ玄形 で ミ る なら ば. 曲係は及求協係シ ステム ぐの別 o 
ほ合Yしての飛ﾡにﾡえした. 者血○媒仰係欲そろろ. 何Yな
: す で救々 は須ﾡ校げ予からの及秋2Wナ ろﾡ条ﾡっ立場 て 

そ 銀如ね しているからでろる.

式々は光迷む2つて. 曲ﾡ○力»情の下るは 一つ供保 

の服R系を将っか. 二っに分R限そめつJ 3逆ろろいは平V字 

型*えるﾡ々こYがわからでろろう. 本考○ﾡリ2カろ図は、公 

式 4202そ+2
dx i ゐ+るス+るズ

からA四し勘際つ取ろ形の変化のアイデァそ 談為 与えろてろ 

っう. ^ • ハ'：

大際上はそ々な釈○及氷也に対すろ方ﾡ式べばﾡで力らう. 
そしてﾡ係○場合に用いらWろべミ wu そ抑りた\. 我々 は何 

時で8 規電、データー②ﾡすから J/ z見当づけち ことはでミな 

い. 数考的検えを 淡ﾡY す ろ.

S10 火づ及女ﾡﾡつ力ﾡ式さ扱おう. すなりち央係○項分法Y共 

Ic 3っのﾡな 勿。 から始めよ う.

I 主要型く アoau.n Je I )
8o+のz+&ズ2-。 ②な天ﾡる系符う○時、 分のの因子は次 

の形を取ろ
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&.〔z--す一〕(x---4-生9一］

・ス ノ、 スス ノ

そレて. ﾡ分*くろ式は部分分数よって 次の形Yなろ.

_/ 2+② ___ A-Q _ノ , _L A2+Q ノ
の くz+Aくズ-Aっ) - C Aバ+A2 ス+ん, & A十A スー4

こ o ﾡ分 は商4で 次のよう2なろ.

与学=6翕M勿くえ十ん)+ -£-^另/<nーム)

+ c (支ゝ/ 4ニ区 ノ 4ニ+
二 み=子くて+A)ろ4くズ-A-)卜

ここぐ ダはA分よって考入:せらえである。

とし今ﾡ点zそートC液せばく例えばズ+a を ズとおく .

子 = 子く/+を"く/-る"

そっ2. こ:で予 ” ﾡ

弁I主ﾡ型く アo. oT型)" " .--j ―― " ■ ■ — *マ*マィでマママ字ーャマ "w- w卒卒"マ*マ wでマネデマママママでママママママ*マママママママ
とし方べん+&ス+タズ=2 の根次接糸秋ぐみれ ぱ、 火表 

訳忆分孙を変える 二 Y は不可 施である そのYき基本的なﾡ分力 

ﾡ式の方立の表示る

X+C
MX”')

○形2るく ここよって ﾡ分 しなけはならない こと次pか方
こ こ そ •

' *-xtを c-"- 2登一.

* こ < ・

今 チ ーるん <*

- / am 4x 十 /awfm % X

= x%<片十相)+焉 Azctan* + c く*ゝ

•■• 子 = み〔く*+A)〕な &xP(AcctoxXI

あ々\ は

子 - (/+る)六

ここくスはう式(I)そ令まく\ろるらとはﾡっ そ も っ 

«いろ. こ②a YcI の円○岡保は ﾡ分うﾡ式のた辺 

の分場で くX-:AゝくX+iAゝ と因数分ﾡしてみボhかろ。

そから . I 2同じ形そ持つ子に対すろ式*将ろべ、 は 

リﾡ系数の犯号 は今 まて\ろ.

※m主受型 く アとozuon o . m )--------------- - ------- - - ... ーー •-. . * イr+*--------=-...
習数分率すろことは&I ○合と円じでろろべ 力ﾡ式の 

はﾡ村号てろろから4の因子は く N十ん)(ズ 十ル) ②形そとろ 

ポリカは今まぐYﾡじて力ろ が 点 は Rauon Iそよっ くモート 

置ハないぐ ズで本わ*式ズそ+A,あとい ズ+Az の一 

力面 か < い る。 その沢次式の ようKになみ。

4 = み。く ズーα)Wズー・

§11 て. 萩々は二 三の移型を速べよう。 Pとoccen ②JcI 
は、 a,=az のとま c I同じるらでろろ.

3cI. こはず文基ﾡが〜のYさ将らろ. そYはペ=2 
のヒまK超 %.

4 -る2x-バる+あ)4*

= る+くa -を ) を 翻 (&x+6.) +求

* y。るxのzr ».-約)る

あ ろ いはﾡ尽さ検え っことIてよって.

み= 4。e-"x/+を)
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こ こ ぐ は力式(I) そ令まく\っとは違 った急味*持っ 

«いる

こ o u は a: が太限大 なろYミ② uI ○村別な場令 

そめあるこY べいかる.

_ZuV この合く は い つ で とは埼案で あ る。

#= マん &x

, / (z+金)+<4-) , 
Jを-<マ32ク ー― <

-w.え4a・ぷ後y〜

-る4x+%を念会+ &*

4 a- &
・ 子=みくズ十 4x)" e - るくえす☆スん。

- み.ze-%

姿をら坂係

&==2 Yおくと

4*ーーま一〜-

-るダ+F* -ダーヌ*

<z+のy4=み合 4
ろろいはﾡ々なえて. 条«%まヒ»て

$-みe-を

同株してヘり 1委でないﾡ移勘係符 らろ。 これらは、

(/+る)" く/+るy, e-そ, ェー"
で、 また 3uIおいて ?u/か、?○何れか、ーラが負でめあろと

さ2JJ型ﾡ係2到遥し ま両ガが員のと さ1てはしﾡ曲係にす

ろ。 J型由保はJeI からめぺっととめズミろ.

§12 ﾡ込みの表はPecdenらSe ②数ﾡの協ﾡ系及どそそ 

ﾡ用いろ場合の原塚そ号えた表でろ々. こ○ﾡは. このﾡの円 

ﾡに円する他の スﾡをﾡむ妖Kﾡ常杯用 べ て い ろ Pcadn系の 

勘際の穫類才なわかっからﾡ利で あろ. しかし なべら永は原が 

平均値にとらた時の各曲際つ方ﾡ式*もつけmえておいた. そ 

こ I2 は 添点 Wして 共通 に言えるものがろるし、 ますべて○分 

布は平均値を将って本リ、 そーメントは平均値を通るﾡのまp 
り2 っ い て算 *ろYいう理から、 平均僧そ尿太持っ場合 

がﾡ洲なの ぐあ ろ.

系○ c) 外 はﾡ々② 場令どの曲係る 用いたらよいかそ示すた 

め○えﾡﾡを与えていろ. 生は問 じ代永的形 く例えば3e 
W. 次 は会部 メxe えかかろ ゝふい* 火 ろみ处 内して 

ﾡ々合うペ"ﾡかしい ことさ こ こで 取扱 お う.

我々 は、Yうして2から夕まくんスそ そ 道令 でミな\ か. ま た 

そ- メ ント式から a, &. . そ見つけ らない○は何故か 

Yいクドﾡそﾡムよう. その本えは次○通リてゐろ. すなりち 

文ﾡポはﾡ際カ程式 ○平総とそ生 せし そしてﾡ係○値と曲 

係○囲«ついて少く を水械的承え てくxろ.

613 次章○※営例の命話のYさに二 三の波構的なふるころで 

%ろう. しかし少は力法の妥糸そ係込すことすろ. そしてﾡ 

ﾡ点数也を逸合す ち際とらなけばならない似ﾡそ羽べて 

みと.

(I) ﾡ計武そ系並べ ろ.

(2) 伊利な隻係ら問リついてモーメントな計すろ

(3) 分布○立べさ通と ような企係2そーメントそ移す.

(4) 曲係の両祐2ﾡ次つ扱触があろとまは、 モーメントに対し 

て パen/82 ○神正をﾡ用すろ く例*ば2次または4次の
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モーメントから*/そる そ-っる。 そ引くゝ. ③次9 
授ﾡ公ないY は付祭のI そみょ.

(5) 天基事そずする.

(6) えWそ保っくどの曲ﾡさ供うべミかを決すち.

45) X (4) o い っ か一う②代りに. どの曲 ﾡ伏用い らるべ 

さ か灰 &8&. &2 Jatutcawd Kろろ図からる見っつけら2. 
その日は c そ 冷 Y/.○項で示してゐろ
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乃aztenが迫市

系 サ
--------

7acP?

力 ・
-----

注 最
x終osi 

はこっ 
下oAさ 
みよ

■

・

主

委

型

推

型

1

間

W

"cuば

I

W

x

み=まの ﾡﾡ国.そむ。量常はﾡ弘.しかいU製.Jﾡ 
あっいはaじれれJ型にじなう.

44

* = ま.く/
魚和回. をむ 型 クkヘダ

4= ん<3 ーカイK糸ﾡﾡであろ そむ ﾡ型 しかし 
J型にもなえ. s2

チ=あe, 無限死聞・ 対冰. 型 ss

-zる 有依発風 対旅 ﾡ清ﾡ製. しかし A:<～8oヒ 
さはU型になと.

- 2C5; 茶係ﾡ町 対称.ﾡ型

纤ル" - 力的に蒸ﾡや田 通は免 型 でふろが J 型 
ひなち. 〜ク

み= みが ーカ何ﾡﾡm. 製 /o/

み- みく. 一クての然限が怖から0くり狎取習就3•くり炎画くろ 
ろく方ろいは派な 平均伯r っ 力式 て は
二(ンイ+か)クら イ+2> 主くろろ.)

7

み- ま,(P-
_______ ?

*こはみ=のなろ x=一αからが-なろズ"0く ざろう.
<あろい は床京を 平後そもっカ桜式て は
こペCサイシイmサ2ゝから 3%て )

///

= み.4 永て oてo行 K杯 て子7@そ承るるもつ みれ 式 
では-の)からc○でのダ小て3くっﾡ岡、

J 型
イジヘバ/K

” み え J型 ズー6くカるいは、子9値iて孫なくるつう式て 
はーを7)を出発すろ. そこく解ﾡは有 4

y- 弘係
じたJ型. 持列の場令にI型なう. /7

___ J

A-8ゞ-& (6+3(88,-2合-2 ) 
ラス+な(み/・-P(-み一2ん+る)j
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Pcacdet が迅 
ﾡ\ﾡ*刈」o

1---------------------------------------「 ---- ----
及Q51 が通者いれﾡみ勘の力ﾡ式 

・ 平均伯 そ々 どっァ程式

「「
注 强

x数っt 
オー

系 .. す ク ﾡ ベ 原 点、 下oAる 
みよ

-

主
I N Vと,, * 、Vou

み=子ぐキるう -あ) そ-ド -の..tネ"の-る":.c"ポ-"ポ K<o ﾡﾡ・. そも. 近常ほ线理. しかいU型. J型 
ろいはじれJ型にひなう.

4～4

y=y.x/+み5"e-Vルc21
;_______________________

平均値の同 Vイァスゝ ・クい®ロニ製....... ハK>2 焦ﾡﾡ田. 番む 鍾型 7タヘカ

型
W g = (z-の,ゐ z一%

1 ^ _
ら 不府 a y-子.0・るデいが =c"-9 K>/ ーカや無炎田であろ るむ ﾡ型 しかし 

J型必なろ.
ズt( .» そードく=平均ゝ

—
K=2 6=e. A.=3 茶ﾡ風、対. ﾡ型 ssE規曲ﾡ み=合 " 発 = % e "1

____ __
"

1 I ; 4 - み.く/- る y
........................- _____ --

そード (= 平均7催) - み./-るゾ" K=2 Mク 仕 O 有Nやﾡ. 対称 重高ﾡﾡ. しかし A.<z8oと 
ミはU型になと.

椎
・マ

t___ ___
シ=L..tﾡ" モ- ド く- 平均信) - poバがy" K=。 8=e β.>3 茶ﾡ団 対称、.ﾡ型 シ

--
子-xo+る。c7 そード チ=の+%e こA-42_P=Y。 ス&.= 4+3冷 ーカ的添服代岡 通希は分型でろ々が.J型 

もなと. ター3

胫

- みがe t保の充々 り-*の系デど"・r中 K=/ ー方向 K烈限発物. 2 /e/

W y- みく+そ)" y- み.(バ+ォ・"
X<2 入=o
饮•4んータくひ

ースてっ孫み孫から oでら有杯係すぐつ貧両てう 
ろくろろいは孫やる平物パにもっカバては

-a(Mツ な ね)から 9イr+2) くくろろ.)
.

ワ み- 2ctまゾ" 岫孫の祭思 子-よeく+系ゾ" K<o. 入=o$A-4P-
P>。 38.-38-4<o

xはダ=なろ x=一αからが=てろズ=0くくろと.
, くみろよみさ*や名ジっクﾡ式では 

二2Cキイmt2ゝ 公ら 9%mtz) くゝ
///

型 - % 产 ﾡ係の発な y- ye e? β-4. パ.=P
花※て oてo保麻 (予1色そん太2もつ み式 
では -の)からc○ そり伙,)、なは 標 ぐ○炎田、
J 明

ィヌ～X

y- % z- 係のk飛点ﾡ8 -C K >/ 入 =2. 
26:-3パ-4>2

J型、 ズ=ふくカみいは、子塔<系ムてひつ7社て 
は-今ん～ゝで・女交すろ. そこ試ﾡは有 4

こ
,, ッ/ の(3高+Jの+z e% す み) 
みd°tc<Gキp-あ-ズ ) 平均 y-すc(/+るく/一系 =はもう一つ○形くろる

ここIに,z72 は敬値的は 等しく共K </ で異祥号 そろ ろ.
$6x-4P,-P = o じnたJ型. 梅別の场合忆 I空はなる, /7

___ i
8 (&キタ)___

女(夕任-タ4>(2怎•テルー4) P - 分 々 - 燃

<48. 二 36)(4082 ニ /26,-& ゞ一合 (6 +3(S8--2パ,-2)
<羽ース处十ハ1冋<先十」)コ十夕(4ルー％)«ヨ力•ニ户""
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計 算

* =考 えなけれな らない柔はモーメ ンがﾡﾡさていて. 

ﾡいられるべきﾡが文しているY土)こあるﾡ人めか布)対する 

居 教 の 対 算 で あ/- 本対し て妥な公ﾡ2本型2いそ 

今えておこゝ. ※皇的)z並べられた教のぶ計ﾡ名念め た家 山例は 

公べの証明Y咲z人ﾡ1与えろマあろ う・

82 ※太がみ見二れたン会=出次ク甲)に如係するいくつかゥー 

※的な特項名 ここて考えるつが授刈てある。ま数が知ら火 ていな 

から及炎占条の式てズのやﾡ夕べ入する率)てよ2てほﾡのそ)て 

対す% 笑保 2計ﾡするがム未あ.また し面ﾡが暴求されれば 

駅 螺 から 面値幺 寿く ヶふ名兄し及けれは及らない・ 系もﾡﾡ人 

のはだらくヤ大領ﾡ名坪しそから 3/ のボ意公式LﾡはT) 
:よって高ﾡ々来めみ著ぐある.・ 今グループ"やめの天て状4る 

計坪し それから公 式血)2ﾡいろのがししﾡ利ごめろ こねら 

の 公式に 经の形 で もっ 乂 も よく 逆用 オ来 方 町ら公式Iかと次六 

夕うみ

) >子x4*=。-な 1e/一-e夕」

ま た(T)か ら

「: xdx=グ。--考3 {△ク-/-△お} + ざ." bターコー△,ハ

2公 式mか 2
( そ丿"ハム=タグト国.十ァ務{△7ー/w-△ナ変一劣!ムカユダ△7/w}

ご -女

番々タうる.

公六Dは 一ﾡ的):A分正産ぐある. しかしその地点☆力 

場合t片4バの女子と正と いお米名与えろ市が分るで内ろ 

例外的な 用台は 后 灰 の 故 感 例 な少党 て たい
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s3 ゲラ プド水示不は緊よ時に 2スるために L L リI となる 

そしてこの率は救っかク例ぐしﾡと済んだ者くある. モ- ド ご,, 

血者名さ全へれろこンはﾡぶの»なてろる 曲状のﾡ」び 

教祭の旨さがﾡをれたこのそあろﾡ差えせよ. 二xみ帝 

はﾡ上の名今ス? そしてかなり永勃ルそら2ユ→て 由 交 

2Mく率が求ろ. 天女のﾡﾡの場合2P杯I2世杯名ﾡく麻は 

登及 の符チに型ﾡし夕ければAらない.

柯旅 及らモ- ドの向るっ仙に丞え夕片2曲ﾡ名的さ ﾡいか 

そうる. たも じ分布 が対称的)ミ 正 い なら称* が期 ﾡ る:二 

の系ク 姿料格々事はそん人F意多なはい. モ - ト M ※ マの 曲 

条のﾡ妖にJ 愛ど徐の場合&少ハが の 呼 壁 ・ かw... 
イre )の夕っか2除いてス曲千行て めろ.

84 明白さ名4ろためえ片むしろ大さべ及よ? <Mくガが. 

り ニミご今え人苗ﾡはそらのあクのま 、の大ささょ り し 

大きくMがいたしめそあみろ、 勿ﾡ4グは及写量座 a然てら 

る.

E同は尚さには例してえか大きくさであ2 そうすれはd 
係に余りた)上み著はない.力ﾡ的IL た町ﾡy 名 ウ < 

ない 出保の向の小さな水平ﾡは白ﾡが急承上政下 Fす る 2 
生には大さ々負メ2ﾡしがらて力ろ. ﾡし立受なのは点老のメ 

てあみ.

95 者は以下ス方えられそいる凡ての令がえ全及分布名次 

している事に主目すべさである それAﾡﾡム カ契裂→ ゃ 

相統くユに上 2 そかの一西から曲ﾡ名発兄する 申が一般) 

だて力ろxナ ざな い

ノヌバ付ﾡ)りカースなされみずごあるがﾡ盛クグル

今に凶してそあろ 多くのルー2料る ﾡ は不マﾡ及 場 合 :" 

しはし ずあ るが モーメ>卜2却すﾡの ﾡ及)て 対しな は場冷
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の A永 ゲ小さく ! 木 A 碑M 次が大き 大 きいﾡよい. この 

知 杯 )z Bい < わずかノ予加永 が 致ごめろが炎際 クﾡ計ちい て 

はﾡるンさはス。2。"2個多人しゝずくﾡがしばしば»り 

それ7。ケルー ノ名用いみのが正ﾡさめため)そもよい. 永々 

oW ご計ﾡのﾡ役 ・ﾡの公地がA いため :企グル - 分 けした 

*乙その ゲルー分けﾡふ は茨 らないめ乙ある 衣々がそれ) 

靴当ﾡ正2知って いるﾡのﾡ次の株ﾡがあるビナれグルー ブ 

かけ片ヌYめろ いAく 試ﾡ 2とじない.

ノク毎にグルー止しそれヨﾡy L て用いろyき:オス* 

モ-ノ ン トミ対→るろのﾡ正よ②ゲルーアにした場念永は 

分の ケルータいるY)-例的多く の刻爆2持っ.

ゲ ル -〜にがﾡ炭名ナごもり旅なﾡﾡ名与えるﾡれAこの 

な場合こは何金台点ﾡべのふい学てあ2 ニのヌにとてP 
ずか の救仏期渡甲 は 付ﾡIスられ2.

s6 二こそ孫収シケ がA 当ごわれろ 岂 カーは ﾡ準 K = N 
L てめみ こは-°から+〜 ごル 戸 荒の 徳 玄承 り掰 る. を し 

て次図から Kの あらるﾡだな ど人 な型にもめて片って 

ちり 2zなり今っていない事がかみ.

K=0 Kテ/ K

負の I>K>0 K > 1

TyPeI TyPS F TYPs vf
TPsI ぷ.当株 TyPeT TyPm

( 8:="ごさ) 
TンYP2I 

(8x3の*さ
J及K=Oなみﾡから TPe I は対称的項づも点 そめ頃 バ 

xく及ろゞ 爆派ﾡ出の非林的ﾡ名うる登々

念ﾡ系( ortce ) タ ご - フ 家は そ 上の移出 探 が»る ※ 

し者がﾡっ尺主ﾡ型女用川いミ yナオ ば .定. 数 タボめろ 才経 対 

死われる子7ﾡめ - フ ) 基* 受さうるからナくバにそ ク 商 4発兵 

プ カピ あ ろ り. ﾡし権移別は刈式ポﾡがﾡ冷)いン3たJ州
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いる事がA示る ※みに そらは及尿2った合に正ﾡな 

A会うえる貫ル堀と ・ くス今事がAメみ

ﾡ々がﾡ移型 夕よ ナる際: ¥のﾡ限内て こ永れち月いる 新 

がる当てめみハンゞ正確ﾡ系姿今えみ市は不ﾡでめる 

力 妥当 性は 4 ド みる 坏 八 足 蹴 幻 な 近 紀 尸 豕 収 わ ズ ノミ % ぷ の 採 ポ 緊 

炎の大さ =よる . 点し 実ゐ*大かは松京とよつ そ守かれ ろ・ 

送し場合め女がグタ い念があればA系究 乙り 大なﾡは場 

合の永が多い場合よりむ よ り多く人るてめろっ 個々の場な:そ 

らのﾡ江ついて方えろべき である. しかしマﾡがょって いろ

※な場合は移型の用2 ニける 事が正ﾡ及の契てN器会てめ ろ 

着はての場合に一つのさ公及ﾡ 町ら-冷より証ペ- *老 

う率名夕てるﾡろう

ﾡ移曲保のた月柱ﾡめみない旅= 場合) ﾡ 

移曲ﾡ名っ 乙入スてそれ名正しい主受ﾡ)zよっ てﾡられためと 

そのクや米塁系べさそめる. そ ッすれば因ﾡの田ﾡ)ついて多

< 2知るてあろう.

s7 色々の型)z対して与えられろ公式て平ヶﾡのﾡ数次は w 
7す)こよる- ﾡし及永が子均ﾡの万よ り しﾡの力よ り 必集 して 

いネ) モ- ドは平均ﾡのた側こあり たム正ぞある. る戒 

ごクめる文のチ片モー ド2千均ﾡがそれらの正し く相井的A 
位X)zあるため)z 4,の ﾡ子こよろ しかし 与え ら た た 平方根 は N 
の2大求し て いる屯か必のす がえ められるﾡ)注ﾡ刻長 ～ 

及い事なめる ﾡ着は 二れらの 表川 A一つは1こ対し て正で此 

は負名号えるス っの例し らべてスる 2ぐすく ﾡ解るヤが 

かみぐめろう しがってし永々ゲノ. 3 7 ノs...番及 

対の順に老かれて いるめの名 TyPe Lゅ例て及旅)とﾡし て 

すべ 乙のま遮計ダは口じてあろう - ししa=ベァフ x ァ za
・= ◇x2夕な53. Q /一今スアス8. ペ=/アア43ぷて 

あろう. *神ﾡひ閉じてあろうが フ。 -■ 我 の 卷攧の 敷 幽
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こルこ一系するきぐあろ .

第一曲 的 斜 算バ大 d の沆 者)こ とっ そ救っかの 来にﾡﾡめメく 大 

表ムこのてめる そこには派ﾡの以ﾡで差ﾡし大系つけ常政玄 

いろ以外はそれ名文"ナる匹ﾡはい ﾡ初めぷﾡぐ欠原を発見 

ナみツ月引昇しけれらいﾡてﾡﾡ長いのKる で 

はいといらさせられる Lかしこれらの失改 は概央 とど翌受 ご 

反く及っりまケムく人って米る. ﾡなら. ※ﾡにはボ々 

は大 ・な※ りA迫ぐさ式m撃ったになっ < 求 た郎玄 感 ずく から 

〜め々. 及大必7ﾡの対太ム名用いてすL ・最ﾡめ永字*て 

てく ても会段ﾡ)にわハってチェックナる 二の旅な方表が水者 

の号的坪にられ て いろ- 検資は補条バﾡ器し及 いゾり永山 

底以ヤ原秋 の 我岩の故国)こ 影書を受け る):通ぢス い杯及 り 姿 発 

兄され及いかも知れ尽い. したがっ< 48 ﾡ)えある』y。の最 

ﾡの3っの水が洪～ ていろ及ら( こめ新ついて片長ち理由 

女料た反い)ニカ欠政はﾡﾡそめる- しハし 72 Rにあるﾡ資 

は次らないてあろシ ・ そめ上多くめﾡが及われ人時)てﾡ后の 

救子め書通め不権火ﾡのためz・ 値 の 計算 者 め 正造 A 誑 遐.婚 果 の 

頁会る再片田ﾡぐあるかこ Lれない. 長いﾡ術的汁坪ての戻 

忠のスっの永字子は不産央ごめるパもタれないし . そ上分ﾡ2号 

えろかも欠れない 二れはよﾡめ対汝風7がめ数ﾡも同杯て 

めみ事夕驚求しそいない 片ﾡならば. ﾡし7桁の救字が正座 

に今炉め女字名今える及ら坂々一般)cわれている魚てよ杯 

。 女ど計算は3ﾡま どの 敖ほ が倍ﾡ求る 場 ぎ い率 夕 文 ナ 

ろからである .

ポ半て対る諸公ﾡ

これらの公式は尚係ノあめ々型に 祀月=れる
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V=d )・
V=V一 -

衣 は
V= V-34V.-ぱ

V一 V一 «4-4Va-- /

表 i

S. = d

V=zS,- ( ノ+d)

「V一

V.= V-4・

Y = 一sイv+34"

V.= 一z4 +4ハーsズv

V=<S・-ヲV.(/+/) (/+の)(ス+d)

V =ス4Sょ- ス ス(+4)+/卜 -V_{4(/+4 +イ ー+イ)(x+d(シ+d)

イ・=- な

ん = V
x = V.-そV+ 一る=

d株み沢: 高次めﾡﾡが ある*全

の Sンクe タ 旅 正.
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た イ, が正であるど全はa は正のﾡでらろ.

ン __N_ さ一z..._____工(aa.+ユ)
7e - ,すd. 伝/六％戸," /<x.+/) T(w.・十/)

e-ド- **a-益 チー

千均ﾡな原央 y し て歯奈a決す及らは(ダ7ﾡﾡスの族W

・ユタみス上 .)

A.+A-=@,+α.

(+//A,= (ar+//A.

4 (.+ノ"・(.+ノアて・ /(+・ナスゝ
み フィラ； て十ィ.キコ)ろュ 下7a+。 /ィa.+/

/ あ取め株 は224～2タK A は 7a2&v Ao-xtdcetcciaxc。 名みよ

注 急

曲 株 力 書 fのジは次の例てスみられる株な ゆごめみる. ご ・が

_____ 今(今す シン 
〜(43.-38,)(8-3 ど)

オ 1 主 署型 (I型

/ =(+を)ア(-る"・

但 し. ス/a, = w/a.

原異バモード

次針さればならない崎大の通り そある.

X = 4(-,-ノ/ (4十3ース8.)

的)ざし い及ら終は 対称 的 そ 〜 S ビ,ン スバ小 さくないぶ

ら 曲株はそのﾡﾡて天ォて細くなる・ また,ど・がど小こ 

い と 全片曲ﾡは因ご冬に上する. #と が郎 ごあるな ら御ﾡ

4J 型てある. 曲徐は気ﾡ状ﾡか必払ﾡしえ送下でするそして

個 天さ 人 た 異 を 止 3 る (女ム列は/3夕 氏名ス人>

ひし ,との円矛が負でめるよらばuﾡはU型て効る. こク 

yち歯ﾡの発契Yﾡ炎はごにﾡﾡ微ﾡぞある. そしてき通及 

条と てモ- 卜のバりzぷモー ト < ax在 一 分ル厶 > と必っくいる 

,救例は ノ8R玄スよゝ J型またはし型曲ﾡにおいてﾡ楽

,ユ很 限であるけ 业 と当 面 無 は初 限 ご あ 方. t<! の全こダ撃ぞ 

め る rrt): 対する r一や女り2来めろ と にに注ﾡ が 委 ご あ 

み. そして. イ2F(/+*)前ちパみオ+イF(t)がﾡ:あえら 

れている、J 型曲くの場合こ. 平均ﾡ会原長)zむっ形支いるか

弥 ば 発契 芝京 )スﾡっ 形 グズ(α,+2.ーズ)ペマ ご奈 う

A,十 以 V = ¥ Yの. Y1 る.( r +ス+<+/}

みは次め頁 乙 今え ク れ る

W I rース 士r(r+xV xア, リ 

まづ かが 我 良 で' め 力. そし乙.

___ ル 片スデ%ナ2)
(",十ム)R/ムツ尸依ナ/ノハ夂ヌ广/)
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J 曲く 不 あ貧浅型 4M と M 力 N ご :, 二 奴 子 "小 :<

巨っどち ら カヽー方 が 奧 で•あ 布 学 合” 越 み そ m の 血 繰 り 型→ 

スさめお力 りこある田領岡 < . 〃)の形2日じ以2 ク― ろ 

例!えばそ ニ (// バ ね じ た「 <ある //7〜/アﾡ 

の例*注ヌ名ス上 )

例

二の型の例YしてIのx(I を.用いよ り. モ-ノ>卜 

は 次 の 巻 け 示冬れ てい る 膝 を 系 物 志,町 S 7 •歩联 ) 1:よっ て ク y 

めとれろ. ﾡは任ﾡの環炎*L <合〜スュz? てみっ*迫終 

的氷るモー/ ン ト 2問ﾡみ #ごゃ八の於許バ示る 二 : 

私自財が新算いつジ用いごくいろﾡそめろ. 私系列が非ﾡ

いど 全緊加しかい及い。ﾡ、はセ例)よって こ こicそれ名 示 

そ ち .

耳 工中 * ※ ォ 决 ォ ス r 夕

合 1: 「 
こ乃た 
ご人例 
ら,

I
兵
の1 夂

E 
x 

カn 氏

I
K

; 2 長 j

T
米
ク1 イ

～ ノ? ダ . X 222 4. ノク ノ 2 sc7 ; 44 aア

マ2 ～ スダ マス 4 < /ク 4 NJ4 • よs。

/44 8/ ラ ユ◇フ /今 ダ 7 < ク x<
ラ2～・ « 444 クze ク ハ/

ラク 3ア /スシ ze ノ フマ3 ッ s% /ス タフ

: 夕e ～ <
・

e3 タタ ノス23 シ” クラク

i イ ～ «ア ②7 s4 ス← ～ ク5<
i$2 ～ 44 ダス ク/ 28 よ/マ / e .ヨve

: タタ - $7 , 7 4 ノタク 4/a /ノク・

<e～4zi イス 7 ■ sス 1 イ? レ 44-

x <7 ノ ? c4 sよ ノィ7 ・ス3さ

フ2 ～ クク アマ / : 〜e シ

ク7 ? / l イ スマ

み◇～ $« 8z 3 ： ・ ; フ

みよ - ・ラ み7 / : / / / /

" ・マ * * キ **

■ < 22 よ/ク ;

------------  

/ 7 タイ2 << 357 / t/. <ッs

S. ー 全ク//eee 一←/ク

S = /ぷ2Z//ece = /ク8e夕

S = 448タ/x2e == 〜ラ

Sょ = /84,43S/xeee= /s 4sa

次の及店は 4 ﾡの諾公式ﾡﾡっくべ領奈 の泊りのモー

メント名末めるてめる. ニめ場会:モーメント が塚正= *て て い 

ないめUY / は ﾡどこめ ごある.

Y+/= 4/4&/ パo( /) 一-ククタ/火ど4P

イ・ = ア <イス 3 フ

火 = /«ノ◇4ア

イッ = /アマ ス<

ーク ケ◇フマタよよ S = マ アよノノ2

ふン.のからﾡ入ﾡ番Kが計ﾡ米る. その-224zよ

I 型名用いスればならないﾡ2示し こいろく研表ヨス上>

Y = $/84夕/ / 2dr 一2クノ «7e22

ア+ス= フィみ48/ 2e7く Y+ス) = ◇844よs4

/ ス =3/8イS// 2e7(T-マ)=2$233$4

&n (Y+/) 今のどは Gv ク対ぷからい

②,+Q. = /ー スsど4 4.=/ タタイ a

— ア 三 222555S 2 二 受 5 2 7N S

* モ-メ > 卜曲条がﾡ承z上下するろ 全)てﾡ当 ナるァまご修

止 えものて及れば及ら及い. これ らは 既)こ そ 嚮 し で 籍例 と 

ぶT途れて い)ろそは坪する受がない. それメ上の* 

バな2かぬさ 木い. 1ビょな糸 件 以 の= =ク 例lz t 覧 

セてろ.

(/) V =S-S,(/+S・)=マメ/タ 8eアーバー* < バクチ = xイxミン

V= レ+6) - S "+S,“S#2>= /人/».// 8 ミ*>ノグココ>、と

X イ/グ$ー ノグー *</クニ* クノクニ / ./Z

CP8の 下へつ ーベ)
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三 ス.ググダクアざ ギ住ーモー ド = 〜.ペミ//ズ

V1&(+コ+/4(r+/)」バ4+- y スれの式、の) iブブ くろ ﾡ

こ注しくらニう.

ど ノス十よノクよ*←=ラさよe の 千冷 T くめりモ

は 37夕よ ー アスス3イ* g. = マ4フクィマ のの こシ,な 受.

以ふ◇ス てめあな.

47 t。 め計ﾡ 6 強 り ごある.

イ7N - 3222-2 
ca6c(atd.)= ミ.322e/ "1}

x, = フ みケ.

スオx = /ステ/クア

ce4 (Y-
&r (D / ◇*◇<

2子4e =マノクイ4と

V = ス4SrースV1ス(/+Sュ>十/ト ーV.14(/+S.(2+S 一 5s (ノ+S) 
(ス +S. (3+S. ー マ4*/8443ぷ -3*/ダバ"イ7 {マ*4ノクニ+/ }- 

ク44ス37 1 イ*ダ/よ* ククよ一/) - (/)(&/〜よ)(ク/ク)(S7 
= ノクママス4.
%- , - ...

◇-令= # = メ4・

)余対よ

4 ﾡ - 4ゼ w - -&となろが救去不収そ込 あり 同 立. い 

だしﾡいの て二名加表):ﾡすノたりには余対数(2°P) 夕 供 

用するﾡがめる. ある女の es4み 片はそ のﾡぬﾡの対救で あ 

るﾡら

(

財
及
下
の»

注
の
っ
->'
色>

ごこご勿 -4子 T (イっ十/ ) = イc2 (3アクダクアタ -合 ス 74778 十 

あタノクァ4ラz8 +2みT レ クク/タク S)'" . 飛 店 の イ2 Te/クzタクぶ) の4 
は本者やりIてつけくある族から列いたジてある.

= 力 呉対しての 封計ﾡはﾡ計番名 利楽す るめの曲保

ク = /“ク レ・ ラあェ"バ®レー 馬ハザ""•

立して今えらてる. こ、て承ﾡは タク←ラ〜夕 4 ごあ り 単は 

ごゅろ.

大 ク決今与え られノたもクかあク 嫩縁 ク計ﾡ表刻示す

オ ( ス)ﾡy才 (s) ﾡごH一尺のォー階た (*いxイdirctotec ) 
玄もっている。町ら をは 2+42227 y「を政は c27 sアペ 4てら 

々. Yれか一つの タ ごそのが計ﾡされチェ ックニれば 他 の 

旗 は次々2ﾡし乙作らcろ_

(

分
身r
グ
ら
フ
ィ
ヤ
シ

※ 1 こ C2 ?=2一 4 % 
えてらく

例 / どs< 2ﾡむ

あかる 故 ン

十 / て め る .数和片

上例ご片

I)
「密ﾡの 性ﾡ

イ「

(t) 2 -つ い

上 りめられ る が供取 玄正敬): 老 き力、

/ノイョ = 2マ/ﾡ.マ

クー2 ス/ヨス $ス = ーノ +(/ )

め和2 ﾡら ﾡの和は-/. 灰

/ 4ン 十 Ccc.42 /4女=2 ス/ジス$ス t/ダ4 ア«ダ =

ア(ィ+/)T( を代 つて

(十/ ) =2ス 十 イ子 T(ダ)

て百じ上 う ナれ は上の計坪が北来る.
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オ ・")州～才。 ) ﾡは次照に滋し てあるユり 行える.

対2孫ろ Y さ -,M•以上 力 教去 支 用いる カ バー 般 的 で ある 車 玄 

ﾡしておこう. 岩に夕ﾡは・が大いYミ山白さらてあみ. み 

( 2z2 83s) 夕 / フノ44 o よ う な次て ろ場合はケし ばか り 

の注き が 必 異 で か る.

方しぶ ﾡ核 が 用えろならルタ米 衣 め上バ:おさ - 4xs/ ～セ系 

ナ ればよい. そのﾡ采 一4//#3 は 他 ク 対数 てそれ名次えられる 

ようス sみ〜 7 の形こ直 し て おかA はな らない.

オ。/e)ﾡは面ﾡ名与え, ニは 5? ﾡの落公べクーつのた 

用よってられて いる- 孫初のぴの面ﾡは山ﾡが ノ4ククよ 

から発L て いみから洲ﾡに派択hね ボな らない. したがってF 

の 区 何Iは地の 場 合 よてあちが ここ ぞは マクスー の受さそあ 

る. 通求名ﾡすろナくれう法は区ﾡの中ミンバ契)に対ナる終 

繰 夕 t 第する事てめ ろ. a シをル の公式叩ち

〕。火 -メIメ+ " ・ Z I

のたは区向の色々ユった 氏玄逐入れて その柏県に～ クス4/t 

※かける名注えと て お ニ . がは ラタノ ごあ りE向のﾡての 

業はく* てある- 発央ての縦株はﾡﾡ2 ごあみ . 商点は 

似メ 崂:

でィ* X チ 1g+4*タスノ+く」=«4

ある. «く繰夕ﾡする場合こは ・徐の突央 が. 原 央ぐめる

Rのペご与えた形夕川いるがよいﾡ が分 る. それは 

a, y Q.の 遂数2川いなく こもょい 2z と イ ( &+a.-* > め 

ポ ド ax。 対表タド? て連統的作み有がネる. R初の区 

)は計ﾡされね ば人 とい. そしてチェックッしてークジは=の 

クも計性L たケが+ケろう.________________________ _

* 』り正在こュうるためによ立つ立多く林体ュ万いろかの

不全B - &ぶ表 ち河いる-
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型

公 の 証明,

・保の 方 展. さ；,4

ダ=y。(/+を)〜(/-る)"・

てめるこ=)2ん. = 衫么

今 a+&.=で z= -4ダ yおく

メ=一2 から え=+2: ごの面ﾡは全及ﾡN〜める.

N =J。。(+を" (-を デ z

= J aa ( &+ 4 )〜・ c α.ーズフ"・ 4x

-J みa.[z(a+2.)]"[(一z)(α.+4.]"(a.+②.ゝ4z

..,,-z～..x

= -2。(4+2-〜:(4・42. g(a.+ノ x.) 
カ^ オ ・

" →・.,_N 次,"'*" ア(+ウ、+2
クル イ (ダ・十・>・十ク・ 「(?x.十/) T(2.十/

新化*/ &スはBみ救)ミっい て の欠の い者は 

型数はめ型に対する公式の証明タニﾡ)2附ﾡ Iちべらてたい.
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面ﾡ)そ対と そ今えたものじモ-メ ン トﾡいば

= -α, 女るﾡ軸)2子な迫条ル の次モ-メ > 卜は

大力株てある 事 が.わか オ.

, , ° _。
&.十メ)" (a.+)"・(a.一)"て

と。cペ・)-" zアバ「"(ノーz 广' z

- メe(2+20)2ご4"ンイ
F*‘ア六

ア (十 ク t/) ア (・1ノ)

ここご. T(P)=(P一')/(P-ノ) ハら 之=一,ろダﾡに

手 点通ﾡキ

若 <

平均ま わ リ

Cy

どッ

d -4:. 

ずのガﾡ六女

・ =

* た •

a =

りのモ-メフ トは大みﾡえ及ろ・

__4(z+ )
ス・ + オ・ 十 a

4C2. + /ゝ(・ 十ス〕.
(.みr,才2J (.十クx」十3

モーノン ト得るためそぷ央玄ﾡ

T = 勿,' *キみ・ どお けブば ﾡ マは大式炎

= _# 行、 型；ュー
Y(Y+/ )

マ だ名.2:(ン-ニ2:
(Y+/) (ゾTス

ヨダ,オ；"."〃'f,叱f2 +ス r:L
Y"(r/) (Y+ス(Y+3)

三 = み.・ 次； Y か く

え ス為

う る.

ﾡ Jて 上

.十 /.

り4K4今

ンろため〕ここて

4(-<ScY.2
E ( Y+2

/)3+E(Y
三 ( r+2 (Y+)

らの式ヌ符ﾡ)zす

家パ ぶ一

る者が払 永

こ-- 7

る.

表バ・全ダーガ=ー+-4
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ぎ名消して

3・(Xマ()土 ジ 
ヨ<Y+/) -今一Y+ダ

Y+マ ご 羽lれ ば4(ユニ3.ニ/〕- 
ラ - っ ダ

_.(rt22
<(Y十/

d そメ: の

_ Y二____
<「 &,4シキ

テﾡ式から

ペ= = x4:CYエ)Y2_ 2
ビのテﾡ京は 7=ス+ス &～ス・ス から迫1z専けろ.こ 

- ド*平均ムの向のﾡ所は

4,-4= a,-./(w'+:

ごめる。こては永功今えられていろ形ヌ形米る. ﾡ離2対一 

ろ一ﾡ&くTPe )に火町な)オワ普るよに与えられている

才=主型 (T型ゝ .

y一y。(+ーボ)" e-VAee- 音

承共は平均u+ ぐある

昇 し&けれ反めないﾡポ次のmり でめる.v 」 4(9.-一2〕

み= W (Y+ベ)

V = -r(r-22
VT ズ(r-/)-8(Yーガ｝

a =イダテス

""2 F(Y Y)

Wード-平均地一4 :

走 ﾡ

前災至んていて因ケﾡに対ﾡ)こ友がクてい る. % Vはﾡ)z 

與 内 チ をあみ. 例え ムが正 ◇Y二こソは容そある・ 曲ﾡ2 

ﾡ するﾡ単及ヶ去 は

ズ =axe . y =グocev"ioe-"9

2置Iアばい eパ /e・. メグ・ sグ …… 等八直夕取みど 

メ シd沢まろ.これはズyのAに一つ 対た 今えや とか 

L み0ﾡは野距ﾡ( e3cidutat ) てa な い c"e 計算ご9の個 

ね ﾡえ ( ci2cwfat ～ucc2&c) を気 ら ね 戌 反 らな い. こ しﾡ形除 

ﾡ状が正ﾡに計坪する事 ゲ父 ﾡな =宙形式 ( 4ex4& /am た 

めこジんごうる河ない ま 4み(/+) ペArcaス すぐ 

た友名持つていれ ある特マ及縦ﾡの算非常に納単な率 

z人つてポろ. F(YV)の計算立だネは 監明力ところご東求わ 

れていろ- このみ救の対ﾡ片 7a4&。 fer Sttwteixx。 )せて 

め ろ ・

Yが炭 り 大きいﾡ みの正i 々 以ﾡ ハよ? < サえ と 

あ. ニこぐ Za. = てめる.

ン「-7aマ- .

a で (ccsイ)「+/

々は 前 日不・たよな駅名おつ長む筒単な且承ﾡ 

いﾡ子のﾡﾡ式名丹る ﾡが四らかてあ る. それは一糸にボいら 

くいくそのや果は既)こ今えられ てい2が このぷパ初な々燃 

ﾡ的受よも村た及 い L まアた子ﾡ名京気) っ形点区用に際し て 

よ ク めイごシバYセわれるﾡが多い ・ 町ちy ーア。｛+(ま一 ¥))*eージ4rc/ac(オージ
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さ7 百 のム のﾡ▼名み土上

そ=2 の時のこﾡの ﾡえ平均』ぐ縦欲の4は

十 WI*。-yArofx(#) x x ——_ 
「J ヒ の ゲくrレ

ごめと. ここス/くケV)はF(YY)=ﾡ係したみぶごめる. =i 
の対永 が JaA&。 *のr Saイusイucan ノz戻) され < い る.統者 : 
こク曲祭立受な主文が父妥てある辛がすぐわかるくL ょう. 2 

れバすベ ての アaae 型ﾡ株の う お ぐ最も町燃ジの ごある.

例!

次のほY人 と 称 8 な か 2示す 求根 は ノ・ﾡの列人のム が = 

メめ王ﾡ曲ﾡスよって表わされて い秒門z Suttex。 S.cc&。 - 

フ&と。 (男-全期向 )か必ﾡ気の定ﾡなさらされた こめ 名タ ル 

す .

_  _  _ 2ノ ダ 2 / あ グ 
三 の メf 株のみクの司ﾡしてめれている. --

中べ呼A ﾡ検さら*れ尺次
3 — ■一— " ■ ・ • ---- r . • -. —- * --
T型ハよっ <研ﾡさiた文

/ 2 2
/ 2 / 3 / 4
バ 4 < / 4 ?
ス 2 ノ ノ3*

sス< シス/
3 2 4
3 4 /ノ3 ノノふ
< ◇ /4ス8

<4クス ノフノマ
/432 ノスス

< よ //ママ /2?
< e 4/2 4e«
4 4 マ7«

s 4 /◇ス
ク 4 2 4 s ス
S e 8

ス 々
/ /

ク ピ /
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*のが#らiれ人

平& = ②イ*ク〜マ3s? &. =2eよy4+4
-4. = « チ々z428

3=s /42 S ラク
ん=-2 7◇$< タア

ど・= 4と タ82 8 " K=22 / 6
場合め数が非ﾡ)z大さ い とさ I乙は Kの株準ぎ送が小いからN 

型が川いらた. (*#今殿)

X = — /マノ〜3
V =«4チ23ァ8 ( んバﾡ ごあるから 二正であるゝ

a =/33夕/ よス

ク =マノイ2 ス

SK= ーク" 33/3
上の 単がよ4為てあるめ で/ 平毎の単夕えてお坪す片 

a m x4. ヲよ>4 a2= «4お5夕 )そ な る.

八 央=千均A+ ピメー = 4z+e45ラ« 

曲株名テく場合。 撃なモー ド)««ラスタ8 である.

r が大 さいの でみ。のﾡが爪いらた.

ハ4 -メパー 勿bサ - イな・ メ待 さ ハ

4zcs4 =7ァタフs〜く ここてこ』そからは タク5ョイ4ラ ぐある 

¥ ゲわ かる. これルの&は 37a&&。 fr S5イatoecc。 の 表 ご※ 合 

される. 二運過長(4a&&pteccwv> そよる縦ﾡ。計ず次のま 

うである.

«I>このﾡは正確えは 4◇女スざ« ぐある.したがっ て これ以下 西こ 
っそグとづ一っﾡ正し及れぶな ©及い 神ﾡへのﾡ号は ダ.(2/ノラ ララ/マ *= <ラ$ン

0 年単ﾡの A < -444e3se4e と*イ& 4A2CeSe 2 Z

o・ . . . マ.43イク← スィ3ア7, //4み7 え ァイダミン・・・ え クタアマ/ Y <<2 3» ズ ぷ

才 マタタタス ス クシママ--- 入 >テ5ぷよ ア 5/ ス S/:
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オ (ス)が イan & の表からめﾡca 名かIブる平こっ くﾡ* 

-ﾡ払系ろ ・ たメは4単位てすあだ受があろから ノタョフ/ペ 

*今=44 ァ←7く はQ)バて用いられ々さである. *( 4) 
訓 式 -&a cs。 -Y+ス名掛てボめられる. 才 (s)が山次< 

)え加えと ◇でめる-

Cゲ食の時べ. オ(3 ﾡ点 («ﾡかみ引ハばならない ・ 

ﾡら.・ それは食から正スﾡる な々の場合の* ( 今)ﾡ( < ? 

㈱十 (ヨ>枚+ 6e2 ダ◇からまめられる .

こめ型の西ﾡ名ぶくﾡパモ- ドの おさ yﾡ卓が老さ二 . こ 

れから 対た している人・例えバ ズ=+ノ4タ7 */=ス4/ぷ 

が者 会入 られる.

右側の ご自条が最大ﾡこなる考はﾡさ 才 な ば及 とない 

z算名うなら 火 か るﾡ らばな らい.

4 c2)
4(+か・

(32
r・ そ
&

(4) 列 の 
ﾡみス 

(と)

心 列 *
(-V4e )

c2
F*"列

(
々#。
+(4+(ク

シ2

み=oc～3 
e»(☆*)

------- こ

( マ ) ﾡはA (/キベ=スXメ十/ ぞか らﾡ産がら 来められ る

Aretaw は は監命の正接の表名用いて*められる. («)ﾡか・ 

(6)魏 な ら そK H ckac&e め ax&ex,aイcaP フa4&。 x Jス&&o 
どez -イaXcoXtcdet 玄利用すれよ い.

及・ 今 ﾡのそ神培のわ すゥ わ L いさ計算は ズa ◇表の念ポ会 

2から順水上の方へ表へ上 げろ著2上 て登ける事が米る. ド 

え ば 2an4とz め表は 大の形そなか分,2対する正ﾡのﾡ2ユえ 、 
い る .
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ノ,

0 . 合 ◇e222 /どe) .2ク« ←←/ (e) .2 2
/ ./ ◇ ◇マ アノ ア (4/) .◇ク 44e (マ).2 うよ /3◇
マ ・ 2 ◇2よお/8 (ベ) 2 /8e ク ノベズ> ・ o うよすッシシ

3 . タ ◇es77 «シ) 2 /ふ3スさe (ベ3 ◇s7ァ名
・・・・ ............ ...............

ごし見と /の旅ご弥ヤに示されて いろ炎くe ・ </野名 

ボめズのポでノス。・ ノスノざ名ボめれば. 今単&送ﾡ名る 

考が未る- そクy ﾡ別ぶごめ / 今は 42e2x3258S< のごッ 

く ごあみから状算西子 く Cazzze facter ) さける率ついて 

發立ナる位が※められる・ しかしながら※際上は一つの采女の 

中z(- V。e *一緒に組合さっているぼろう.また(2 
欄 ガ 我々 ○例 ごH2。2 31/ ク2ど3 て*める米女名ﾡける著よ→て

* c.4 )脚から直校に見す予が央る.

が刷 された 去 岸, 分. 数Aをヘする報以 細 なずである. 

だゼかどきえば. 救々がなす べミ受なす てめ ひのはるﾡの

み 度故力 下)z " 今, 坂 2書. それか ら 初樹 が行 わ タ た N き 

)2点外。今・ ﾡﾡて それ)z加えればよいかめ ごある.

イe7 (/+ ズ") ど ro7ar 6め 衣 は ジなcc乙 メes Ceシe.乙tz メダxxWT 
)に与えられ て いるしまたこれ ②ク表は計坪がﾡ単ごある.

証 ﾡ

y -ンバ+デド。一ew"番:さい。 な.。 そ ・ゅ< と

G = ArCt2z そ

* ｛八(尹) ヨ ノ 十松:C「"= 2uシ>コル /・.ce-zs3a

.. / = % coszre e-Ye
\ ・.C.c)-☆一(で>?

・ \ = cos*d
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しゲって バ=Jニク+ ぞ)e-"te"f

※炎※校 イac2 =を メ=a 2ax 2 dz =a2cede - 7zdd 
g

)+?て -J.g どoCos"-ec"kcoe-de

= 。aJ 。 cesTee-" de Y=スペ-<

eese 対して N ルノ タ点入するど そて=d+4. そLて

上 下 ﾡが表わ ろから

= タクタ W'「 2ur /eYe
・ へ

4: = Jこ ズ" dx

= *J。x1+ギ」「e-"パそ 4< 

前Y同じﾡ救次状こよて .

- *Jう ・-"coダー-。are e- 4e

- 糸な"j。csr-e.."se-"xe

爹4 e-e",5計e5-し.:;。x。at.a...かj1s

"e e-" 名一の分 しまた cs"-e 2c9 ﾡの部分y し 

乙 a 今店 今)zより上きろ. そめ全

_Y-w , ., -cpsr-*+ノp)CeS 6 全イ 64d- -デニ--

名川いる ・Lたが?て. 8が受 は-ﾡの立会 cos'"8 x" eぴ= o て 

めるからやス々ッし て文名うる.

x.=プ。J,1(x一)ceぷ oe"-Vcos ees"」4e
- ラータェ|(一/)。-.ーソ.}

この京おいて=/ zちけば

メ.=-2ダ ( cos。 tcee-vedo 
ケ Jﾡ

一］ ノe sQ e-"4e
み。QF(YY)

ﾡﾡわりめ次のモ- メン ト

=-42
Y

ケ= e&J cos"e e-Y° e て あるから
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4・-/ ど上のスに対すろ系忌の戻のや※夕川い=つの甲)こ 

なっノたモー/ ント )てよって .

ペ = 7ァ«「+V・
◆= ダーテ(ラ「-コーゾ) I

"- = ーホあ忘よぶ｛",—"ゾレー,十ヅ｝

べﾡ)て二れらのモ ーメ ン ト 名波*せるためた 口め公式

みて .

< - “ニ - 今

とおく 率)る上 り次式名うる.

る .
一 83-

状ﾡポ の武大央なの 孝はx軸平ごあるがらモ ー ドの頁 

は ダー =。のころごめろ. そめzhいて.例え.

y.|+ボ」"'ect""[-2そ-才]
はのごめる それたは三の地合がめる・知ち ズ=ーパ.

ス=+〜。・ 子 +を=e Wち ^ = - ザー の」： り な メ

のヵ場合てある ・

源炎から平功僅4とのﾡ離んヌは-てめる レえ)る平メ

Yモ- ドの向のﾡﾡは- -諾餐 乙 こ て •ほ フ< 頁てのV2αの

2__
7-cr一 ( r'十 ゾ)

メ,= ——44以CY+ビ
Y(Y-^ ) (/-2 )

x. - sa:cryf( Y+4) r+y2-zrh
Y"(r一)(Y-z>(r - ゝ

今し z=Y3+ソ・ とお会ﾡめよらこ

8 = とこ 
ム:

ヨ た N,= ッム4 
_u

2入したゞき ク幺 資こうえ

このﾡめ型の曲ﾡにす々 みe
た 方程式 )そなる.

の計算のち与えろﾡ片有

*イく 及

_ -③.(Y-ス - .
ス(Y-/) s-一 一 み

--・(5マー - =Y+4- 3

用びあゥフ・ た求ぐは曲ギ名るがポポる- ここぐは Y= 
zタよe . ソ = /夕ふく ・ 2 = 夕く2 ・ イ= イス L がっ 

z ダ = 24フ"◇ . ダ = 3 $4 ・ ー . cds 6 =2ぶス ァタs .

2 Cd5 / = 7ラ/ア◇7,測及2よろるばは。よラ/ン々 ごある-

イ子 イ = ラマ«s<
Ce/e? a = ミ8く28<
イ r = 27ラよ$7
イ高=ス<22ラ^ 、

_CoS- 4
3 厂

=4◇2 クフ/

ウ る この名え 乙名 Y-< てﾡlる率)zよって .

4(4-.-< 2 
マ③ 一 38, - /

---- -- ニ ーの.< オズ
/ス Y

- 土 J 上 -〃 2422
ーメスイス*-Aや =Zょシノなs

今C -二2 
z(Y-う

明らかた V= 2 -Y てめるから ク ﾡのの当公式し点z奪け

Cdd (Ceso)_ 三 マ <Z$<4
7 e sイア

どe = P◇/e7
今方ハたベ ド原 り2ソ が余 り小く なければ 除? そ A 余

Eなぐめろ・ しソ<スなら フ24&。メoa SZvtuなatonw。 の表会
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用 い お )な ク及い。

=主受型 ( TyPe VT)

ダ = グ。(x一2) スー 落

項は曲ﾡの払発桑の前Qぶる契ぐめる -

顛次ド科耳•ミオるべき團は.

Yy = _4(4.-4-ク)
< +3 -スタ-

ペ= Y-ス.ハixwラステ

アaと-2, は次 ﾡ) よてうえられ そ

r- + Yccr+z) / ♦ ------
2 n Y 夕(Y+2)+4(Y+

ッ。 _ ―そ4 ととrエ ェア,,

T(みーーィ) (A1/)

京民=平均-・-292--っ
无 合--

モード=T々ムー子念 ーデー 駕

こし. 千均名京央)る片つ出係の式名表わすならば. c > 
者とみの . WTﾡ名スよ ゝ

A. = _4C2. ン>___ A 0 -一. ②cz+ c？___
(み.=/)一(み+/ ’ イあー/)-<え十 八

り。= ケ(え+クニ(ろニみニタプコ T(タ) 
a (2-ハ, L(Z 名-ハ ア (ろ.+/)

差 ※

三の曲ﾡのﾡ町は«から〜。てある. 計ﾡのヶ表片 I 型* 日lど . 

ク ろ ・ 4が 負ならα司で針田は-かと-2となる- r# 

員ご子は子トクジ大さい. み.が食なら曲ﾡはJ型えなる- s.。 

値は歯株の 発前 の 滨几闽探して い万 ので. のゞん及及み布

)こも対ぶだしない

統着よ千 ﾡと原 そむた場令の計算はジ つどﾡ易及事がわ 

かるだろう.救ﾡﾡては両形が示されている.

ノぷ43 → /タア3の店の係険証ﾡの支松州ﾡされた係険加入

者ヨノク年うめﾡご加え上げとれノ22て初っ た*系列が

られた・
*マ「ママで*ャでャ**帝千マ季 ▼等*等 •・■■■. *•* で* ﾡ零番電

1 加入者の女: /2e

* ﾡ ® •. 等 F * * * " ・ *で ** *-マ *マ * •「ア "** ﾡで ﾡ ,

WT型zよって神ﾡ 
され八曲ﾡ

/
' !

/ :

4 ～
・ 1
. ← ◇ :

』>
:

/4さ

ク s* ノ2
こ

シ ム
・ ・ 1

/ e

< <

/

34ぷ

バ たそーノン 卜ﾡは次 のり ごあ る. 平均/< 7砕の*

ox ◇</ア «のヌな あ る.

コム = 2ラマぷ ssよ /ーア・ =- </ ク32a

ん = 28タョ ノ+み- =スィ" 2$2

ん. = x◇88 ア =ィ2 s2a2

&. = 2ラタ← ろ =442

& = 4フ3? ァ Q =/2マ フククク

K = /タタ← -ペッ グ。 二々// s/

r = -33〜 スノ ラ

票は平均ﾡノスフィフ。でめる。 可1ち ノ d アﾡの 中 に
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よ り /マラ〜2$ミ ごある . 出ﾡ大のジノ

/マヨ女ク3一/◇.5フラィタ=ノ ラど /2ば
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中よ り ・

ご払楽する.

三れ は曲ﾡク水発 合理 的メ々/2ク年位の ﾡスづする-

子 4 夕ぷ次に甲いるためz

イ・ = / フィマ72 ・ A-=マ sイ3 〜 ・ ダ。=ク7ィ 

名うる. 今布ﾡ町-マ3イヨス火 らc〜める.

曲ﾡは次めよェ年ざれ ろ.

そ
: "/)

4テ<
/ユJ

a Sx-4 > 什 2" 4
2

7
-ュ-

-_ - •、__ 1
そと ズー ク ぞべて の整女Iが次止ナるから等距降«欲ぐ 

べ愛どきれるﾡり次ﾡ天ﾡのま ・ﾡろの乙 (/ ) ﾡ2用1ない 

て ( < )ポy ( ゝポマ対ナみ値多むく 事は函難な市はない.

( 2)ﾡY ( 今)ﾡは適ﾡ)こ計算ニオ ( <)ﾡは イク o:( <

Y ( ぐ本名加えみﾡこよって谷られる. (ス ﾡ(3) A 

a 合xco。 の対表夕用いて次々)z計算払米る.

由ﾡ名ラ く 場合 )そ役ユクモー ド. 氏人ﾡfのFバより前ガ 

ヘククス*スクてある.

VT 型

証 1

N=( 。(x一a)%x一み az
プ Q

=J。。4一る(そ-)(*). xx

こ対して そ yかえろ考より

ダ。a%み(ーノ)" こ(-a Z-ﾡ) dz

a-2イ (一こ ) こ -る-"ズェ

_ ________ N ____  
a2-ろ+/B (a+/. み,-2一)

=____ N ァ(允)■■-.-/ 
〒(ろ+/ ア(み一ろ一/)

原次みまルリス次のクモーメン ト

x:=( み。x"(x-4)2x一,4x
プ Q

どowママ* 準 ** . 「番番*
ルa ガ另ー""

ごひ上に用い戸

T'(2-Zーー) 二 (み+ノ) 
ア (ア->

ど 及敬変 換 を 用い 乙 いる.

東か ら e の 個一 タバ入 し ア (2,) 

ﾡす ば萩々 は次ク式名うる.

こり妥ﾡのく

ど/-(みーノ)臼カ

マイ◇
/ぶ ・

/イe
/ンe

<・
< -

平均依女康実)て用 

場合めるﾡのﾡ京A 

<)と I 型て示とた 

2Aく戸どごある.

ん = 4(2二) 
み ー チー ス

・ _ a(2-")(み-マ)バイ ス - -- 「 ・*** - " 「- ** ・---
(ろ-み-- (8.-み-5>

4 々

二れとのァﾡ六I 型 て ",= -み ・ス=ア:.今= ayおい 

さ:えられたしク ど同じごめる事目と てよい り)えとひしﾡ 

吧か• 乂 = 4 から N = R』ごそ あ み 号 な 記 異 し て いろ な ら)『 われ ト)
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ば I 型の解の師名店いみﾡが木ろ.

涙性力正見曲株

グ =eeが 

e=x6"

走 文

この 曲くはﾡ不曲ﾡまたは Gacto。 の曲保ど きっよクな2々人 

名林)えよって夕られてX人・ ニ血杯はGαof) dowu 
x <ep_Aace )よ2 て研え女れて いる。 この曲ﾡば ( P+子)" )お 

いてがﾡﾡ2大さく及りロっP. 2. のYららもが余り小さく 

ないﾡの起ﾡでめる. ここぐP+ア=ノである-が人 くない 

yさてさえむ (ゴ+プ)" の正麻お左示夕5える.

例l.
次ぷは(ス 賀:は校係険着 xp増m当金合計2与えて日り 

( «)ﾡ検ﾡ休除老称yの 浜未た年)とした かって岩 千の検そ 

ﾡめ 形かけ)z火 百すろ千金2え ていろ.

決 士 か 4
グ"ル ー ・) 
対すろヤバ 

トぎ______今--
/・oceの 今 /◇ee 千 4 ペ

(/>
未 ﾡ 

ゆ
整 ' Mな し乃しの

6
不 ﾡ 猛

c)
枷

と)ww ww w 〜*** w ww *** *〜* w **wa..*ャ** *** <
/ 7 /

- *
/ / . 4

マ ス « マ か
ス ク / X /ノ$ ノ/よ / ◇ 夕
ラ ス ス / スノマ マクク 3 o /
ヨ 7 ス 8 / 々87 今ア/ 今 か <
« マ ス ク ス»ス 亭名 フ7 ク ア
< 7 / 8 ス»ス クィ/ ク ア 7

/ 2 々
d 7 < そ ◇ スラマ

2 / 才 / / /マス 夕 <
マ マ / 3 マ <

引f 5 ? /3ノ7 シメクフ 3«7

ズ衣こモ ーメ ン ト 数が示されくいろ.

来 数 茨氏ﾡ者と 氏当金の和 千金

千均 マクマ◇マ<マ4 タヨ ア/フ2 /3

ん・ ラe44&42 スク4夕4マ←

4・ 24よ◇/ス7 2◇マラぷ今$

そ, ス72タノ4 スス〜2 44 3

必, 0 ◇ノ«4$3 2◇2.22<ぷ

4 スふ73344 ス.タスe タタク

K -224 -2222ス

(-Vm・ ) //6 ノズ3 7 / 44 ダマスス

の-' 24◇288ノ3
y 3◇24742 みミタクラよ夕

正炭出ﾡの規準はK=2 ・ タ=2. =3 ごある・

上)z今えられたﾡは二てらからそ々なて大さムﾡい片ない . 2か 

し術塗し八炎とﾡ業L ない炊の 比惑て千備全歯業 (&doe
CutVe ) の場合が ﾡ係険者歯杯 ( aaoxcaca Crk2e )より戻 

< 一致すみ有名示し といろ・ 円とならばある長ええて々のA3
-ﾡく A -ペw・ awted cuwwe の場今よ りや*大さい名も 

クハら ごある.

ど。 の計のだめ 产

ex& Yさて 一742～ラ/イ7
が は 受乙める.

ﾡﾡ衣ﾡど そう ごない数ﾡめ較のめの ﾡﾡ名死払すのたや 

微の計算は受 ら及い. な せち らそ オ()こ 氏戒 奉 樹 分 の 駅 券 土れた次 

グ 低 える から で あ る. :a&&o/o% 5xatcacecoxd ) Z 令

ていろ W.F.SA,zaイ ド.上って 今えらた友は非ﾡ こ』利

である. そして下のﾡクるﾡは一場合( 父cecye ccte )通
ね カオ 第” 用いられ 万方 恵 を 示 L て いる.
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/えよスﾡ ど 4ア クみ※り 面ﾡてある .

: 号 令
ぶ洋

・例!えは"よ )
: 次炎から

のメ点

1
| た旗) *の-

(Aヌらズま ご"a
ﾡ)た2いる こ 
卜って Sんッ:ズ云 :

ム"店 :cペ 今 )
ーズ ハら そ +よの sクァ スC

! ズ
・ • ' ﾡ • * w • w* w w義wマ *

ハシおめられ<(
ハバ

Aグルーて ァ xx対すみ国庭
.一. . a-

! &4 $テ3 ☆ン3
1
1 マ ダケ/ <«み ・・ ・- 22 /<«* 44 :

/ z4 < か アマ ンン : 々.クなe 3 クク 2 クタ 83ど :
t

◇2c&◇マ スぷ

-24 ラ テ ア ク"衣 ； メ マ3ク«ラ41 * a ァ? x ,
1

◇ ◇ /ヨク i /2ラ

<夕 々, 今 クマ <ンシ
,
/ ンョ& < / " み &アー » 2ふ < ! 3。ノ

! 346 /サ为 « / / クシン 2 a～マシ8 2 イ ・24 i *s«

1 0 3" 4ペ 2 よ3< さ$3 2 クe イシマ 4xス ヲsよボ ァラ?
*
i 火Kよ ・/24 7•クイ4 ◇マ s 2 丸? 443 2 マス /ン/ ウク。

: <夕4 < /e4 7
:
1 2 xどx ラ e ク4<72 2 /$◇/8 ; よ<ペ

444 マ /24 7 / スざ ク タ < さク ク/ス 227/タ2 。

才" 3 /4 チ～ ノ sx4 Xク/i ◇ クイクe～ 〃 2 </8 s«
<ee /4 7 ンざンよキマ e クア32 4 22 $アス 1 。

々る J- /24 7 3248 443 : ◇ クラSタマ J グ 22 /グゲ i

く ◇ク◇23ス - ～ よc22 ◇十 (2←x よa -4$eee2) ガどな ら ば が 契 名 A

切?て型っそおり そのはそれぞれﾡ矢の西必)えあるから くゆ 

ろ.

&シ&2d ク戻はﾡ率炎こよって正規曲ぐの縦保Y面京生 

表っしている. それ次の上うてめる メシンa )は保ﾡﾡﾡ / 

ごめる軒名 仮文 していろ 灰の表のみ商W名用いてﾡえげ 

ばならない. ゼメンd の 灰 力、ら の一翔 抜 率 か 的 杰)こ 与え て 力 

2・ の大低のなは V きされたﾡﾡ岬た)基づい < いる . し L 

他力 表 玄 用い ろ)こ ぬ この ほ 別 玄 2 m 留めて 超かね 人 らい

牙 ( ス )ﾡは計ﾡヶ去が理解され天Y さ)=は名略し < &よハ方 

う・オ(/)ﾡクAは ノク マ,・・-・・がの中バ年冷ご» 

るy3原Xセー貫L て取られている.

正曲｛たの

と 株が成受なら タシざ表 力 N 列 Z 用 ハ ね 戌なら な い 

そ川&伏っ て锐 施" 対す る曲線M 画く 事t ネ々. 曲 条

ェ対ナみどぶ計ﾡご出ﾡ央ぐて示さ丸ている .

各片パ対ナ 2 千ジ7千ﾡA パ M名 の 平)c上っ z ﾡる事が 

それまた圧ﾡの求米の仰迫ぐ得めれ千崎金みA文z 

爪いみ著が米る。 二れはし て人川未る一つのラフなチェ 

" クごてはAく て及故曲標が火除の役 件 者ご行なわれる』う友 

バュ示し < いるハら 梨ポ あ る 車 ごむ あ る.

証 羽

| e-xz こ Vた
。 ス

4ジ所すみめz

; exx -x

ズタ az ・交ポし て
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a 名4== 
3-夕.

「-="24x-ke"

u)z "バ さwvrx。xxx_k"".。_ n ；
"の◇ 'o

「〜d(/+ズ ,_J。° 444=* ーフキス

ぐらろから

4 マ スス - ド ( J 失 -weta.x)

•■• K.-愛 式は K= -V--
しゲって

J e-ズ<z - vF

乏 ク め文数次の ようこしてえられる a 今京分):」り

j eS4x-»[xeぶ+ ぎcぞz xxこ

= * ニッe* x

イ - -

・ C=マ 4.

移型( TンP。I )

y -(ーボ)-

孫炎はモードの兵 (=千均店)

とx ご(空+ 2ゝ___
スx<で/1r(w+ハド

aYて
「(さノ女 ) 
ア(+ノ)

主※y証
ﾡ 対称ﾡてあ るから I 型)こおい =2 ソ登くン ん= 2

どだる. 同じﾡ出からウーイご 明 ら か ごめる. が大 き Iナれ ばア

Z 似名っ てこ

:そし て小らﾡび0
よ

｝こ

い. が正なら

下 ﾡす る . たが

のピ ころから発し て下除し

曲ざは から 発し 最大

が武なめ ﾡ冬ﾡ大

それハらﾡび糸 大 )上昇する.

©J.Autou の後そ除と肉する命*さﾡ人だﾡﾡの冷)

P いそ GF. Ha4 は次の上うにさっていろ- ・ 相継くﾡで 

の※炎は ※2の正別ﾡ採非格に氏くﾡ人た占奈会る。(Jlズ 

/otu ***I タケク)・ *ノた白メ):及ってい々系列はむしろ対称的 

か 価 力 面白い 例 て"ある.

/4ぷ

4前ルの未ﾡﾡ期町 『均4Aなさ いた半 
こよ?て今れみ送だメ

-。-
/ /

ノ4
/◇一2 スクな

/オー/ア

マ2-スィ イ3ズ

4ース? →47
s一ぶ« ノ4

/ 4 ・
; 3
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モ-* ン トH/$一 /み研の中ﾡり

&よ/24 マ/4/◇マス. ヨ.ノ2« 

それぞれ/スかク女次まぐのモーメ フ

( ノク+クみス$ク3=ノラタラス 

洲ﾡ ユ Hい て大玄ある.

)こさ計ポオてい< 22 ア 

$74. /タメ。<44 

卜 ぐある・ 千均 再 8 し 

よク5 ラiジらtd

4ュ=/ 今 ク/ア

/
ーッ 三 2/2 イ$ッ

//" =タダマ < 3<

ニてはI 型名用いらる事名示し

この型の立ﾡ*

夕

K

し) る .

ど22〜3ンゥ』

a / ヲ

,2

れ = イ./一/ ク<ど . " = イィミ2ウア グe 三 号2 $7

夕うえろ.

曲ﾡは対京でめろから千モー ドー双する.

系但夕坪ナ ろの)2次表列 が 伏利ごめろ.

- 95-

ww *wははw*wは*は*** •

J ! - - ' - * - * -
商ﾡIﾡ T a

I リ
m 事 
工肌"株

◇- 4 / / / 4 / / ズ &

4- ? //4 /? //ク ? 4

ノ2-ノ スク〜 s< スタ スク2

/4- /ク ◇4/ 444

スのーマ火 ダ<2

スと ー スタ スs← ス8ク ス4ラ

2 - 3ケ ノノ4 /ィア /ク ラ 4

/ 4 / < / /

/453 ノ4ぷs ・ ・ ・ /4ふ3

曲/ 7 アアタネア ラ

ウ払充して. <ス.ウ◇ ア
ースマ フ/<°=ーアススさ3 

アにっ て いろ. ﾡのﾡﾡのは正ﾡ

: 4(バ+そ) s(一そ) ( + (う) -名7 アメ = 勿 X ">ナ“/ グe
(/> C ©. ”,

--------

曲次こ よる河袋々うえ て L»

/一 ぞ Aの計算zよろ上 り も上のカタが辛2< 払犬 ., 

※際クWて状ﾡくる片のはどめY中Aン合り ど砕*れ 4 い2 

土 た S.クe か 来 バ 公式 即ち.

J。夕4x=チ1。*«1**ど.J

は五計の示列名得るの にい られる .

面求ど中央*ﾡの比験名ス 央が軸名面ﾡのバり z月 

た考によっ <令4れ2人 A会名与え る そめくいちがいは曲条の 、 

だ.2モ- ドの」く乙派大さい.



-96-
ル型( TyPe ▽T ) 

y-(ボ)"

ﾡ次→モード ( <平A)

2 (3ー タ

• - 97一
ご→ナら全くﾡ太や県名 今えない率み逐 L て殺2っ乙 あ、

ろう .

Q = - ,-ギ3一
应 ー 3

/(2__  
ア(w-そ)

走 文

型 ソ=のこみ田恭

ﾡはI 型 ご

こ才れ はろ>3の *さそ生デる .

・名村っている.

a'ウ円 名ﾡ

どの持列の場合としてどられろ ・ )zす るﾡから及四→るこ来ろ

曲探は対称て ﾡ向12承限のﾡ

明

ケ= あ.('+ぎ )" dz

=x「 み。(/+ボ)"az 
プ 2

/+新=z y炎検すみ半)こよっ<統着は 

イ = 「(4-z z--イ 4z
= ②グ・ ﾡ(ペー )

全不す事が会求ょ9 政はr(そ) =Vﾡ てめるいら次。が上"示

とﾡ名ﾡっ率み示せるてし4 っ

例

ズ戻は々 «-ん.=/のYさの ・うえ 正規町祭でのが室 が 

示さている. ミク例I型め例立一絡z. ﾡ曲ﾡは対京的象

モードー平-

平均名ﾡ央2乙つ出*の表と

_火
々/孑

才は 7 百めﾡムみの次V姿ス

よ )



-98-
グe ノ厂 ァ / (P+/>

走 楚

曲ﾡは書通ﾡ型でめる. Pく○Hら々>〜クンニJﾡ2なる, 

ﾡ西はーカ向になﾡ界がめろ ・

判 度 提 状 は -4. =4+58 ごめろ ﾡか的に二HK c a 

今えろ とかし及バらKが余り大会くなく はたx夕f似的 

4 + ②)こし れ げ多く の場合)ここの 曲保が用い ら る":x 

が正 のどそ片Y*2月正乙. そのだため ﾡ田 はモ- ド の mこ 所 ・ 

の 点、ご 限られる. ま 元イa が貫の2きどジαもで. そどさ 

ﾡ西はモードよりあとにﾡαのﾡでﾡられる. Lかしムがら 

タ>ク なら2 と乙片兵す会持つ

w!

次統型は プa。 イct Soe. E 4tz6 T«2 冷文ら点 

られたもクて ぷ来の年令こ対して衣示=れﾡ坂2絶ﾡ依 

年A2したがって号え ている. 岩列の示列に対すろﾡめ年令は 

ヨ◇から3ィとある。

(I Kバ«以上及らか版り実際ﾡ条え卓合ナる どさわれろ

w.x..a....*v.ュ〜...** ・ ** * 〜..*..マ*** , ** 〜** .■ *・ー**
■

製 のx IT型山杯)る 上
r左 し2

______________ _____

フ <
の

/
I i

と <

「-- ' - -' 「-
ハ

ス ノママ ///

・ ・ ・ ・
< / ス ・ス ◇

a
< ご <

/

夕 g /t < ___ _

千 均 Aオスがfの分ギ栄よ りあど 2シミク<<*の兵あろ.

たヤ来ﾡ終りのモーメ > ト はノ44ノ クタク .マxex4スス_ 

/タラヨマスノ. ごあり それレえK=一«4ぐめろ. こめK 

のが大といのてI建がﾡいられろ . 2L て

X =2フタアよス/ 4=-2278227

P=-227834み2 グo=ヌ/4ふ

明ﾡさ よ り し ふし ろ函ﾡさ 示ナとめて本例が上られため て 

めろ・ 光づ一L て曲ﾡ。から発して最大ﾡに昇" それから 

下ﾡす々幕はﾡ料され <ょい. そみか力り秋々は期向。4s/ズ 

かとﾡ繰が発する事がわかろからオノ区ﾡ上)ス武さのラ/ 

み28のス ト リップ名る- そめス ト リッフは次クがの上り小 

さい名持→て いる・ だ•が 汗 / 科 力 中 广 め み 底 奥 切 縦 課 の 值 玄 統 

ス立ろ2それオマﾡのﾡめの状ﾡよ り大さい モ-メ ン ト 

カ ﾡ z対し てみ ﾡ は行っ z いほい .

* II型書通の場かめこー ドは予均- っ総 マ号えらてる 二 

合こバ ニ念 =/ズ4・クからモードグタタシ/でめる. そとて 

戌 終は 1 モ- ド-ペ 」 =2よ85ラ/ + 2e7夕2/ =ィイタノラスから発アろ
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こE 学

この 型の式即ち ダー。(/+ーー)Y°e-『*=片いそ Ya=P 

とらきの( a+ )セZとﾡ女夕扱すあとさ. 才が全及名 てめ2 

だ ら ぶ.

ルー「y。(,+そ )°c- xx 
プ -0

-»ざ。e"rク <2 (ペ-r)
7 - :

= グ。 -% 厂 (P+)

#。 =
ン P

aef ア(P+ノ

ど及る.

L移( TンPe Y )
- 戸 .3..

/ ー グeズe<
祭ヌ山曲ﾡ 払発長

P_ン+ s+4Y2+4」
8.

X = (P+2)Y1-4.(P-)

= 一上二. 
ア(P-ノ)

ﾡ受=千とL

モード =平

P-ス

2 乙
P (P-)

欲のお発炎の わり のモーメ ン トは上｝と与えられたダ

の名入し て

一 。.('+ま「e-" (+a

...
ンPFの+

プ""e"dz

) z

ア(P+ウ+/)
ア(ア+ つ

4 グ う はんッの)ペ*岡 ど ぞのる・

千均催名京央たもつ曲祭に衣せボ 7 頁のヤのW本参以

A = / (P-ス

4(二 - みゝク
reP- 7«ハーハ

T cP=(Pー ア (P- > 乙あるから一次めモーメント 今 

乙るスオー次セ-ノ ン ト ニ -グ+クデピエ2- x p2 aそ 

◇モーメント (P+/4P32CP+32- さめる.

ﾡ的止率)こ れらの公六名尺用すナろえめに片置べ タる番 « 

网クの モーメントさ 求めみ聿ポ ば 蕪 ご めみ, その(平幼ﾡ)皮Y 

片す ケ未 る. 大てよ→て . 千均月りの一次モーメ> 

卜は◇ぐあるから. 我 々 は次 を シ る.

例川

チと永の 次ク系列は & Kバア の冷文 2② ごAc 々ジン

んntみラご だet rベンンCユ。 , ッ "かと取っノ も て"あみ-

.イ > = と+ノ

ズ, = -そ(上+ノ.

こメて らめﾡ米から そ 乙れ Pのは マ火/4 * 名/wラ ー バ
く ツ ン フ"

年 全 受 _三__ 炎―一 TyPe V S ろ事径

/ /

y ー・ク * 3
ク/ - 44 s・ 4

4ケー <7 / マ / x
◇一*4 ベど 3 ズ

タター" a < < み
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好 令 TyPeTに よ るろが堂a

42 一4グ ノマぶ /マク

イケ-47 ス43 ス<

7/ - ク ラ«ス 38/
← フ ク ンぷ2
一,4 <

s← - aク N/ 'f ス4
クe ー タ 4 s
み - ク? / a / ◇

/42 一 ダ /

マイ< タノイ

ズ

•

">
サ物N

'3

一.… ・ - * 業"*""#w"***"*"ﾡ。

ズ(-「ん.eiイzy パ+c3+ce) / - aw在イ (

«x) cダ-)

-----〜---〜-ー ・ 、 ノー ー・.-----

平催 7← アアテス <2 $ぐあり4正だれたモーメ ン ト等

は次の通 ク て'ある.

メェ=←フマs 7N メ3=2〜タ←◇3ラ
-ズ. フス ど

メ( =«/ ◇マふ宮 く

必きえ T 型 名 洲 L) る ベきがこウ K )/ ハや分り

ﾡれて いﾡい し またその次のV 型 天次がﾡ払 た.P =ヨフスラノ〜«

Z=-3タ2<42ア ( ん が1ぐあるから)

-4子 e =今4ヲ3eチテ

<2「(ペー/) こは立ム個が用いられ て い .

深炎バ/タタ4。4でモ- ドH. クみフ«4フ年の来zら 

ろ .

災繰のまﾡノノにめた用いれるは次の通り ぐあろ

オ 4ﾡはぶの系女 ダイ ベルの上 )そ e 名ﾡきぷ救ﾡか、 

らAられたが姿掛け 結果のスを良)こしてﾡするのが武もよ 

い, こク型の曲祭を剥くのにしなければならだいﾡはモ- ド 

立原奨がじ場)てないからﾡ大終ﾡが正ななﾡビ そめ大 きさ 

名今えるYきう率)て差ﾡがど受ごある. (T型今巣ゝ

ﾡ桜会れ本ﾡは。ー クグ以下てはこ yの従計受て可京" 

正ﾡz 一致し 乙いろ ・ しかしﾡ後クニク呼こツ っては不負当ぐ 

ろる こめﾡ由は除ﾡぶいﾡ出 ヨ持っ こ いるW型炎用いろべさて 

あった者之ﾡえて いろ.

料列の場合てシ余的Jて交文さみ事ざ ある. なぜ及ら ん・ が 

ﾡごある場合の例ドイ・ が正ごある どさ s り とし ろ不戻でや ク に xい その様及場令えは堂の順子(この場合)こ)は～ ノみ. よs s ) 考かたﾡ受名方えるﾡがナぐたチェック てある. 

を う すね H 前の何 呼 をさ け え られる.
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型V

証 労
ど=ど。 e-x )ミおいz チ～z ¥らいて

2から〜 ま でﾡ分ナれは

メ = グ。r"fT (P-ノ)

/ィアー

全将之 上と同ど灰ﾡ名用いればﾡ兵のまわりのスのモーメ ン 
N は

// パ 乱 、一P+/ (° -z Pーカ , 
プイッ 三 今 [ )e乙 乙

み 、クーP+/
- 厂(尸-*-/)

= . 工cP- -ーハ
T(P ー ノ)

こから &'=_X バ与えられるこれは千ざン及ﾡめ点
Pース

之号えろ. また.

____ ______ C_____
" /Pース)( P一3>

/,二_________C_______
- (アー2(アー3)(P-2J

を べる 登ﾡ1こモ -* - ト 2ﾡす
-/C ----------------------- -

(/-2)(/一3> 、

イ - 7アニぶディー5)る 尸ーム 「

x »_ど:_ «ce-3) _ _, 4
ゲ M くP一< アー〜 T (P-2)

ュた (P-2ーズ(P-4)-=ク

P-« はケ 正の れ片びこと て取ら )ボﾡ及 ら及い. そ 

a 上の方農バがら

(P-ス V1x. (P-5}

zよって今えられ 成淡 である .

具大供祭の上ご曲くりﾡﾡズﾡ)て千行でめろか②モ - ドク 

z 置 は イ =。クよッムヌぞある ここでは例えば
xア-e ほr 尸ナ要] は◇である.x=2Yx=〜は 他球 

バメ地z校するような易今名与える . 場今は P- キ =o 
我 2 メ= 力 で あるき 文 腰 求つ一み 動合 であみ. Fち モ- ドド茶

から ﾡ の浜てめる-

普置でない桜分布型

今3 では及次ﾡﾡの 書通 めもの 2京択っ 来 . しかしか2 
闵 ナクﾡずt算の坂長 てバ そ のr教学的型): b い て 書4の ごの 

は っよ 广 足 えるか型がし バし げ見 される - ・ れども* 

り二れらの型について も 正ﾡべる華が糸る . この歳ク 場

A)2ﾡ示名える-っの例として ﾡ桜!やサイ ココ状げ大験
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乙 ヘポ例の数名 配係す る事から生 ずる か布名党えている. そ分

は教切次数 ごめりまたニは ﾡﾡ命め 4< 知 られた他果 ごめる 

がそしP=2でめれ は皿 型ク特烈の場合でめろ. なぜならその 

ごさな々が欲する相必あ*。-「メ 24るからて»る.

I ・ I・ 7型のあみ定ﾡの場合片 a保. 限«ﾡ ご払発 と て 

相ﾡ災供ど徐る曲気 . 及女の =っの別ﾡの ブー ッ グスびﾡﾡ紙ﾡ 

て発と有ﾡ央か し く は大ﾡ炎の いづれかて○かる曲保名 今 

えろ・ このシらて承後のものはむちろん区々が既ﾡつﾡ数 

数 てある・

ニれとの新しい型)2対すみ式刻べろﾡて係ﾡまたはルの番料 

か必得られﾡっかの独ﾡめかめ次女与えるが有ﾡび»ろシ

普通 でい及救分ﾡの例

44 4 ノク : 4/4 s s 4 み
/み< /◇◇ : マ◇スふ ス 〜
ノ44 グ 4 s < タ8ス / ク
ノ3« ク s 4みo s / / "
/スマ < マ 4 / 4 /◇/ / ス
ノ/ス J か /タス ノマ / /
- - ・ 〜 ア マ ク ク / s4 / 2

• 一 < / エ ク s < 3←2 / ◇
・ --= • 4 « マ ス ノ 7 ・* ・ / 2

• •―• s ス / ス ラ 7 /
- - - マ ・ / マ

** --- / " - - - マ 2
・-・( --- --- / - - - -・・
-.- *** .・■ / ___!1 - ・ -

- ・ - / ____---
- - 一

/ノタラ 4<タ ,アム a/ラス ノ222:
--?

がは及U型曲ﾡ 岡点が令 まそい2- (オ4叔)突除 

私は必険ぶ計のヤ)z この 型回当な分 名見けI る が※なか 

2八がそのよ>な分ノ。4泊期 (淡低し◆めて )係険証み 

)zなる よっ 乙あろ. 坂は戸じょ ち なﾡは糸係険)2ひﾡるンさ
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れそいる・ 秋くこらク場合2R扱りﾡ):しよう. しかしﾡ々

H心っゞ更愛メ型2つい <: 力少しし < シﾡ介名」めょ ら .

VI ﾡ

ﾡ町は- )夫)こめ々魚W杯災から 2 次相ﾡ*ﾡ ダvまで ご 

あみ. はスクオ及京

( 4ータ)+2( ラター /ベ-マン3.a" +ノ48.= 2 

ク解から来められるがくより小さく <ざ ノより大会く てひいけA 

い.

a =士の(スー) Y

ダ・= ア (/一2 )/α

メー -々ケら平均まなのﾡは 学-2 〜-めりまズ=2 ハ 

ら平均 乙のAは す ごあみ.

4 が正の ごさは②は負乙めろ ¥ 74 冬京ﾡ2おっ形 z 用 い 

みzA (7 ほのムめT炭夕よ )

»= 4(二2 ね . - 202(-ニ空"

こ曲ﾡは ［型でぐみ・=2なる時・ 即ち.

Y-ス =r (Y十ス>V13/((r+x)+<(T +/〕}

のyきにI型の特洲な場合ごめる . た こ て

r =4(3. -- ノ/(< +ラタ. - 夕- )

したがっ < 山ﾡのA否と内コる状xは

(〃 (/2 : 〜タバテ)一る(今+3(ぷ&/タニバマ)
( 38,-ス3.+4う 1(a.(a. sプ+〜(ンター32. ) ( 3®. 。+/}

み ベ入がクであろ考でめろ ・

WT 型 2 対 ナみ尽ﾡ神 は スの三っの場場合こわける者が払犬る

I 型 特別 の場合 6 入ョの ) ダ-一 < ーア<2
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た スタ3。- <ンざ.一 さゲ小=く、 さ尺ﾡ的): c ある事2 

付ア加えるおく 8.=2 父ら梨めろ村み場今がる そ0 

と全224=2 < 的徐ユ*千のaぐ : 夕 る ニ x Aはまた区型Y 

X測のをﾡの合て めゃ.

対 る J次ケAAクﾡはマ*m劇 "ある"" w-- :タ 

からもギめられみ

弍た これ は H, 2令人 ごいる けナれごも冷パ):ぶX 度 の 

ど合く町ど2今えろ.

!天が率*際)こ将られ八=つのやメがなナと ・ と くはふ い 

クぞ, 次2月いてう次ﾡﾡからみを呼るケバ 4 L い

ス 4一 11 スペダー <～A.(2(〜 - べ + Z2ス］} 

2{w( 2一 8.) + 7タ -/ス」

ここマみは上な夕え ら北&Y&クAら*め らみかロ か 

の後求的ムzよ っ て#られる ・

&.の44 は A1ﾡ児かめ か 4&。/r Sxxtutccrw.。 のﾡから※ 

ウれる. それは W型の曲係名ﾡいえどきスみク村列のﾡのや 

※くめる. そして =れは*際のﾡ量バ4っ ◇号えられる &.クバ 

り てクの発児 zこのﾡﾡ係2いる.

例.

※ « ﾡ /ハ ﾡ 登 ・

442 43ク 43<

ノs4 ママ 。ク

/44 ノ44 /4

/ /s4 /ク/

/スス /-2 /ク

ノ/マ ノ2夕 ノ

ノノa2 / / / s ラ
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T夕ぱ→/さく"ハヤベょ"あ *ヘm"xよよノsナれて 

いろ. 文次は大のり 乙あろ.

ユュ=さ<

イ =ヨマ ア$

メ =ノ&スチマ

43. = 4〜ッな 

及 =◇«〜 

入 一"

$み-43ー ラ < 2

したべって WTﾡがボいじれる

ク = 2よッ2

2 =-← ククク

e = ノ◇<

単 然 は オ―拝 力 中 代 よ りm2ペクアグら派校のの端上 ゥ ゅ 

y22スまご表たる. 二のﾡ上の (/ ) =示土てている.

- Yゲら一 ②まご同えあるa点は次ク 大 ご計系る

_一 (4-T) -
/ 一加

列の号合には ニクﾡ町A 糸そ 休武の 中み4ヶ月ﾡﾡにﾡ→

2デーグーの林えくﾡ尽ろ市が永ヌろ. ・平均が.

_2(ノニ2)
コー a

义毎う車戸注蔻して. ュ村ち

ペ=225ラ・ ど。=ノノ ・

Aﾡのや米は神ﾡ () に与えられていろ ・次はこク場合ご

ク4京の項忠名不L くいゃ-

は2から4ま ごのﾡ出名村っ < いる aゲﾡよめんが正ごめる

からてめる・

(I) 3 次 方程内の車 扱い方. 有パ 肉 と こは例えば: 岡本 女 矽：バ搬学蝌我 オ-弾 包参照
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ア え て
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そ /ータ
_の_」

c4 /• コく r
«3) j ごュ

(+イP/んイ

'
々な Ax乙'i ワッ ) *«3) :

力

*めら
a ぬり> (ダ>

2 . - -
•

- - - //タク バ

/ 4 S333 .グアス .Aヨ4か K,クタ/2 ミタ/夕 “a7 ノス7
マ 4444 • < ; - ezz〜 Yハル づ クなと 3 m4尸 < アと～ ル/

3 バ+。ce ・ ◇/e .ノ/夕3 マィクジ
•

<ぷフ s s ル

< dS333 ax s xピx ペア ス << スラ

£ 244
1

.ク7ぷ/ .4/タ マテス マ4タラ / 4 “ピ

※?がのﾡは算 冬ﾡば半も示る. そのダ永全 は フ 

きク ナる足めこしく示とれている. ペテの 州盗 は 氏)z 〒 永り 

通かしていろ.

区ﾡの場合の例がの統ﾡ ご今る乏ろ ・

2 神 ﾡ A

/ 4 一 〜 ス « *
・ス

4 4 < e • < g
< 4 s < 今 4 オ

<3 & 4 < 今

< < 4
フ ク ラ 4 ← ・ 4 6
テ x / < ←
? < a < s

/ 2 4 ス 4 ぷ 2 4
j
"マw ***イギ卒イ報*-4。*-.-----

<«ア <$2 ←e

千均は 今のﾡヤバ 上 り枚2よ〜でりる モ-/> 卜番は

の通り て p ろ . •

メ < == タマク« -そ* = / 〜<4 8=～a
ノN = ◇◇z< 夕 三 ルル//

2 4 こ
ズ VS 么

三</ざろ

ﾡ田2よアがめ /2.< ごあろ・

上の系は Car&a&" 5女 バービン トのR安よノ2ヶの合 

によクて得られたものてある. Az 次ご子ﾡ値は4 4フの 

リにデ 冷A *よごめり子のは2*ごめる ・ 出はみよか»ノos 
4ごてめろ. この例はﾡ端人場◆ Pcaxe 示uペクﾡ楽 方 戒 

2元しくいろクて頃がある. Aﾡごチ玲が示 土れこ いる . 

為 工scは 小※炎下が街はされ ている.

IX 我

ター( ・を)"

午回はそ - 4から(し夕=2 )メ=2 «但し =。)ま乙

ご历 ろ, _

a=+のtス+ス) / シ

x次式べのから 円 られる.

が(ゆ-2)+w( 7ろ.一 /*>+ スな・4み・ 4 / = と

y = /(☆t'Ya

x - ス が P 千ﾡ者 尼所- 422 て- x=と いら平

a 4てのﾡﾡは-"/イa+スゝ ごある

千均3ぷえに月っ型 が 黎 オ(Wななじ)

。_ a+/)4
ハ ス【1・ス

方 _ x(tバ)
ノ 4(+フ>?

W型 て:り エウ)； クは3次ケえセス)て問単)- 3 力、

はi2示さ 々 た 松 の 力忠に上? と め料るャ ベ 払未る

x余はW型 )c 対するy 同 じﾡﾡ素 Q u c 二*め> れ 次

(1) ドuxイezda( 川l〕zあるﾡロ

M方タ 主惑ﾡずてみ る
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の4っの場合てけられみ .ノI 型の特場合 る)入= 2 " 
$A-44ーラ2 o～&-ジ8.-<<2 夕.=4 ® 
e.-x«.=2 3えごらcば協ﾡは.Aいた直条

, 匸 V ( -I- ビー ) 
d 3 m 忆 ダノ

こ及る.また々=2 ら必喋*して水千叙にノろ・ とかし夕 

ラ, 々=«なら 型地りを限なありポ永祝女( xA) くP 
ろ率が分る .

例

w 円
様央死•七 本ス て4金 
た険」こ さらされえ炎

・w卒季レ *.ーン*****幸率業希会 - *今ボ業業"マ話デ字ャ*マペ" - ー 業一

及«負株

2

/

ズ

</

r

4

ク

ラ

/ 2

ノノ?

/22

っ 4

ク 4

4 /

← 2

マ ブ

ス 7

ス ス

/ ス

/ノみ

ア»

s 今

ク 4

4 3

4 ス

々 /

3 ◇

ス e

/ /

ス

/28

ラ 7

フ <

4 金

4 4

< 3

マ 2

ス ス

/ /

2

4ク« 74 よ〜

念険スご らそたﾡ父ﾡ向ぞのﾡﾡてめるかﾡ 22一 子から

+ そのﾡのﾡﾡ名表わしている2メすれ平均ﾡユク2 ラ 

ごめる.

イ・=4ス タ3,=2〜アo

4 =2タア タ-=→<2<

xッ = ノクマ.e

$る一4夕- />

ス 8.- 3ター << 2

曲保は区型Y ド公り らゲ? 乙 い及い し またダが2 3< ごが

Z 4 ごあれ . 夜 媒

: 7 = /// を (ノー なァ?

2うろ. そのﾡﾡは-24から /の◇aごてこから料ら尺補 

区 項 が表 示 さ そいる-

- o4から44ネご全mﾡAル向2)に対ナるスよ*と <承ら 

たて いみ. 区 理 を 用い 为車ド よっ てスっ※故が計券されろ.

ペ=/ノス3 2=/2ク/ 。ーノそ+

ごの曲祝-2よみ<から/クシマみの向及っ こいる- オ

1 »級スあみノ/夕は一2よテくから+2 よの面京 と て 

らている. 命的月期向- 2 よM定除 さられろ数→ 

yりえ反いが. ﾡ々は位単)zﾡ子の示列 に商ﾡ2合ナる例夕与 

えている 通 ざいからこの事をにろ※はない- ﾡ株 ク 示 

列)z世条名込合ナみ郭てよ り歌→曲係のﾡ冬坂文 するz上 

ってこの回燈性 対 欠すろﾡ ゲ 系 今 .

り しwが/ よ り小さい平があォれ u のﾡはﾡ分以っ て来ろ ・ 

wえ 夕=ノ2ク(/+ 一す ) " ス ら ば. ﾡ*は大の «く条 の 

mA名る・

ノ»2. クタ. ク←. タ/. s8. s« クラ・ ク <-

442
d は たそﾡ表において実ﾡと救はニクル2承るごろ ・ し 

かし 面 軼 刃 形 耳 出光 重 で 平 塡松域 ソ ないて•冇ろ シ ・ 例え ド

AスLuccax xrdcce -4ct.aa6 ﾡ主季決 / ?ノ3ご4令32〜・ 

,の叙ごそう そある.

x

7 -e
紀町のら○である.

ﾡ
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千均ﾡから孫ﾡ でのﾡ は のそあろ ・ 

千(。)てめ状ﾡは イ/e の で’ み ろ ・ 

このﾡ糸NY4=2 町ちみ=«る正型の特 列iの)場今ぐめろ.

I 型 そ対 ナ る 系片 は ス A= 4+3みでうえられくいる. え -

ﾡ太る数型はみ一« 8.=ラそラえらる. 八曲終は ほ 型 Y 

Tのﾡﾡむ なっている.

例］

■ ■
ネ 盗 aA 票 埼 a

/ xノ』+ <./ミマ 42夕4

マ2ス8 ス2ノ< よ/々ア
i
1 3 /2/← ノクス女

< <$2 s/ よノス
i 、

ス<< ス47 ス44

< ノマス ノ3◇ /スぷ

フ ク / 4 s 4 "

a s 4 3 3 3 ズ

? / 7 / フ / 4

/ 2 ? s
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/ 3 / / ノ

ノ < / / /
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・・
! ___

タノラス タノヌス 祝/ラス

修請の 千4以ス ◇ e 引 クそある。

火・ =2•24 夕 = 〜4マ ク

な: == <.マe ㈤ = ク←e ス

xx = 3ラフ2 の=/ 〜

出 我 式 が旧 反 心 女 乙历み と えばモー*ン  ト2 P ガ/ 1A似正 す 

ろ※がある- しハし ﾡ大の灰活がクる y 主 こ Sイpa シイ の 

ﾡ基はュ当そ人い ﾡしﾡ保がォー#のおめら 払 会 »◇Y会は 

ムが 正 なら パ 早 w 垣 月 ム 的 ド ズケだけ大ミめに見ﾡられ. * 

真子均ﾡリのオ=スモー * > トバ 名 *いハいめに見られる  

ッ ニの ﾡ工 空 用い 力 N 平 球 續.；4.ノブ 3 ター〃,せ ユノュs.

A/ 4$7 ごめろ.

上クﾡ計 愛ﾡ塚 げデノ示 列 = 口と たジ カ と- ﾡ a こ 付 ・ナ次えら 

tそい々. / ノス・・ ・どむハi そいろ系 列力 ご・ご S統 計 堂 

乙はス / 2/.2.スぐめった・ぶゐこきえ X « A 

がく株系2 っくいん- 区X* モ - / ン ト ﾡ正ヨ舟く八め面 

路のク系列ど て#2っ.

a祭ク面意ﾡ冬みﾡ てド aから4 ご の 间 の ・ 消 が (a- 

ジc)のそめるYいうポ2ﾡえ <Pワ ギﾡ用 ごめる- ど及 神 年 ゲ 

チ的やより 央及坂)にい小ュ送 ナる ま は ぱネかる ¥ ご め

2 ・

私はオー叶おめからﾡナる半がヘ→> くいろ〜 リ ケ、卜将決 

こよるスの系列セオ=Wし 乙夕え サ .

2～/ク i 々ヘ <e へ 4タ〜 /ベ ～ : ノxx 〜 /<a
行 列 -' < J ヨ 2
接A .. / /ク テ / / /

的なゆ 栗& 沖 况 した ごあみ り .

ﾡ項<対 プ う谷ﾡのは2 そク ぐめろ. 4 た 神ﾡ ペ だ ど ﾡ

ごゅ2. しかL 及がら ノx◇のぷ計 3のため 二 e-メ > 卜H型命

IA8=« み.= クからマ リ At t た "文 ﾡ ﾡ 今えろ. し*

が例ど曲様の 父収遥し た y ナ れ ぶ x 恐Yたﾡ ﾡ

XI 型

* 当¥しくはﾡくI)とよ
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子-*
二曲ﾡのﾡ田はス=8 ( し ダ=ダ 4-") ハらズ =〜( と 

ダ = ○)ま で て め る,

4 .以
2バ(2 一々 +み( 7- ノス )-メ4夕.ス +ノ43 == ◇ 

から本められて

4=+の (w-< ) Yダ-ラ

% = ル4"'( 勿- / )

孫央から子ﾡﾡまごめﾡﾡは 4c2=) ごめる.

平均ﾡ名原央て片っ形よわしたいならは( s7 Rの折人 

T本参 )

A _ _4(zニ
みxース 

ン _(ニ ゴ 
e み (ネー)ペ-/

W型てのに3次ヶﾡベ名スス)たﾡ単するﾡ)とよろが歌 

は前て筒単よべたの表)よ2 て丹るﾡが来る. ペ→4ゲ 

ら〜のっム名り料るが ﾡ際た人タより小さくは及い 曲 

ﾡは 2=2のzき こ ▽型め特別場合でめち ・

ﾡえﾡﾡ. 次ク3の場合えわけみ平がﾡ米る. ① ▽型の 

ﾡ別め場合 の 入=o.① ス8,一 38一X=p .

期 内 i 他 図 M 数 XI型よ るﾡr登

2 
/ 
ス
3 
< 
今
4 
ア

/ 2
/ /

ノィ
ダ :

. う ス 
ノ S

ノs3 
よ 3 ?
ス2.2 
/ス<

< フ
-ラ. / 
/ Z 
/ マ 
. テ 
< 4

- - ・ ラスマ スマ

&以ニの型るﾡ咲によく わさ分ﾡ払会わ し八ﾡが及い 

L かしムが与えろ※約旅田ヵ系列に XI型全お用するぶスは失ﾡ 

玄与久乃ご乃乃ろ.

犬教專2
=ッラク ス=マタ4ラ

合 =$7/〜 イみ一 ◇.3 よ<マ

系央から チ均迫まごのﾡﾡは ラ.ス。ぞめる.

ﾡ及清 てQからeまてのﾡ点どし て ダ。a-e"(w -ノ)名 咲 う

じれた J 旭 曲藤

I &の注ﾡ て( お ﾡ) 堀したよう)て..・が*ム的)z/ 
ょり小さくaフーカがAクX全、剥木のるﾡ祭名うろ. 二れ山.

8.>/よ+〜ノ

厶』.々 +/ス今3.
.火る. ご老の片みのめ合才が/ と - / ○円):スけナれ ばメ ら 

は い 家は rが3 ッノク向にめるﾡとﾡナみ平)-よつて凡ろﾡ 

が来み. ﾡ 場今

。_( g1vsあ +Vス｝+z ヘYTタイx+スj
"卜61 Y3+4) 一V②｝ーズノ

立生にﾡ移ﾡ (刈I型う ¥L てﾡﾡさえ こ いる.

山以 ス=の(Ys+ ② - /方 ) ハらメ=-の (Y3+る- V ) 
wメ→ﾡめ』てみる.

d ア(x+下 てーィ

ニ ニど=V 3。 ・ 4=<のV3+®

ん バ正のさた平ﾡはﾡチ2政ろ: 3 = e のYきの曲株 

のx隊 総 は * 子 ﾡごある.

nXﾡﾡ4ター48ーラ=2 ごめる.
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4・=一?<ss る.=2444
イ = 〜a/←

及 48-ラ=一2ミZふ

犬数 省
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がやめべﾡそと て を m 彼-ャ、幾:検月びポと ッ犬!て上る 

車纟系 してい み. 送 バオ た太ぐっ旅日よは と 一L バニ形たなる 

(四メば日木の死と年衣 /ク/◇ク年 よ。オの☆ る 

堂ベ人口な糸団-ニオ と目じ 上カメじれが人る半がある.

U型や

この型HI 型そみ*み・ ( はまノIIﾡの パ ) が☆の y)2人る 

先計受に二の出祭2通合す 名-は茶多 四ﾡがめる . 公ゼなら一 

モーノン トの ﾡさ 名 体正す ろ事バリこ < いからでかる . e4 R 

力技 カオ K 渊/与 え ら 木 こ い あ 故 m 7 曲さ
1 -2(/+す)(/- そ)-3

力 由 段 玄列 算 ブ乃事 圧 よっ て 判られた 当の ごある.

U愛包保のﾡﾡは団台央て及炎併タ=っ分し て 2メ 

う このﾡﾡバ

8.-夕-ノ= と

今秋 々が及?た曲ﾡのﾡっかま な i の 乙あ り 実床)こ二 

らの 声«貫合片皇1 らてるものごある. 及 ぜ人 ら そ ( © は®. V
及 み熊 氏 増 ド 依 たし • たこ らめE確及山)にﾡ登す みプ〜 ンス 

a燃くムいからごみろ- 次さす しめるお烈の場合)=曲杯 

・合の 目的か 与え ら ォ た央際の汝と研ﾡ 土 れた炎ﾡ の 河戸 究 A 
x - 炎がえ られたならばるのゞき主裂ﾡ( I. T. ▽T>片ナべそ

数でる. なぜならﾡの型ﾡ少型てあ りそ してみンみ料 列 

pl2+ろ型はﾡする受が尽いからざある. L か L スがe 
ﾡしな々のピ的 がな いﾡごﾡ祥ﾡの勉ﾡてあるならﾡ移型も契 

※びめり それら変 々 ﾡが判平によ て示 = ガ た セ,o 
zyししか皇わ成いような場合に必当-用いられる. と とﾡ 

わxいXX*片(ﾡて今るようた)々の株誤だて示 さ 卄

オﾡ雄の )2 4 泥ﾡ杯ﾡの 放が与え られていろ. それらは めみぎう之外する .
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息加例!

S1 今まではただ及放出ﾡる々型名ぶ瞬す祝炎〕そ立っるク 

例 を芳 えて 束 尺. しかし央医牙で込用性の径団&示L それら名 

負用する際)え生ずる= . 手のﾡﾡな字夕注ﾡすゃﾡ会を与える)て 

助なるーニの案 医列 2ﾡえる著はﾡﾡであろ ク ・

天際計坪で保除太士が一般ルﾡい公望かゐ放はたﾡら 

= オ て い ろむ のジに死こ女の 系列 系は契的ルぷの系列守 ごはなく 

て. 死を救とた険たさらされたひの FTo比ヒで める- 西ら死とこ 

兵 ド為 気. や著.ﾡ即の召合そめる. のえてが徐数理とのパえし 

そ いるだ太曲ﾡはこれあにﾡの いデ九 が扱 々のﾡﾡした曲ﾡぞ

•洞 登 ガ耒る カ、ジ ラカ、と 言 り 同感)こ台オ•ソミ ー 乙条る ・ しケしレ 

そクﾡﾡが未なば. それは材か烈の »表に質生炭え ば人 

ら人いだ力かどさう率なフて米る. さてガえ られる天は二 

との比手が浜本分 てあるかYシかごある . 造し そう そなれば 

ス曲災り株州は役系)によるﾡ)2なる. 死と率はるAごさ ナ 

る人向の比半刻えて いろ も し公を女Aごた険にさらさ tナた 

/2 o ◇ヘ名ちえれば死 亡太死干ﾡのノク。2ごめり. =の 

車は炎際の後ﾡてはほY人ど火り解ないようムもぞはあろが余 

布Y して七幸名サえる率が未みY きう名示と < いるぷで 

◇. 死亡幸派ﾡ午を単なるス女曲係て状わす救は不ﾡぐあろ 

他方 档婚择 は 成)Z. 及數 向 部/と 汴車” 以 た ク 乙める ・ 八試量羊

はAしたがってえ」っがﾡ向バ したがっ て考えよクがI 
ゆ例の株な型女 る. しかしながらそれが題いのま ・ スナるべマ 

ゲめる*マうもクミらいて. 及よか作のﾡ労恐土れ人ガえス

は幣て いるけれ ご. 比平にﾡする直桜的な探)と対L ては 

ペ際ﾡ依評ﾡがある. ナ ベ そ の表の靴 ごの危検:ち らされため 

力 数 H 小 キ く 依存・ 本ﾡ着クそ総ﾡは介ﾡて大きな比ﾡて力 

そが一-デチク令附の あので. ﾡﾡデータ - に示されノ

比年べ2 ごめろかも夕れない. 二 木 H 邪 憎 广 取 扱い 黯い &の とか 

ろ yきうクは突際のﾡ繁ﾡ率契そあろ ょ り ッ っ交お
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い て ﾡユに比 年夕ﾡﾡ>ﾡ向バあり そ と 乙索るﾡりﾡけた力 

がよいﾡ々任ﾡ的なり立&等会 それ会用い る-在ター y め 

て 担分 ・する平がﾡいられろからごめる. 勿ﾡよ2 ノ ン 百

り 氏 巨 小さ 女 技 の 死 着で も 冬 耳 令)こ と ゲ っ 乙止を名 行づ卜か 

とれメI れ*な らないどと てメらない . しかし そ二 zス。 

20ﾡは32°2 とかでめっ &も タシ 若のため 等かれる 

狙意生はﾡ兵て四ﾡりのﾡﾡ会及ぼナ ごらる. 補義汗*はﾡ険 

:さらされに必こよっ て枯示された立みはかけF て いろ 祈ー め

gL いﾡ名 るチ こﾡこ夕えろマう予名ﾡ求ナる.

これらクﾡ否2は?会 り ごせろ 

お際っ※孫的方法2ﾡうは有ﾡで

以スのﾡ* ノグ 々 c全ezヌイe <e2
メaxye子f 4ク aaァイze ※ 
t . ・ (2uxo. Fac. Ac乙c. I

し z子ークーは /ス« ﾡのよ うこま 

票初表でﾡ全 < いろ・ # 均 始 

卜はのよクに来めら そいる.

よ与場今表ﾡえ

めろう. ﾡえ心オ丸

それらに打

るべ☆な汁

ピ 定w役e タイ /erイ〜シイ/ 2a

/eezo
スの >か」じ いろ. こ

めらス( いゝそ、 ぞ

.ネフブ/ /ﾡりDモー

イとac て.ン( ノそビっ

才て ご

て メ ン ト

メ ン

4・= 今スアス 合 =/←←,ノ マ 

メ =<スク2/ &.〜クァタノs/ 
& = /ラ/◇3テ

X炭季はK=一/ てある ・ しかし必はモ-メ - ト のさ計坪た 

ら い て,/ 耳 ごの 出 城 奉 “ク2 s ア 名有し たごI型名 倒 

い. そめ4Aてウキのﾡへは的ﾡヌ長と . そ Lて !夏率が 

雑内延 戸井 成り 大 さく ぬ 万 がつ。み,片ム的)ミ<+ sみそエい. 

n逆対ナる天来
Y = &.ス2ノク 4 = クォ/な

P 三 /48a/ モー ド= スヨ・タノ/でみ

ゆ え 广 研 線 0 外 令 / イ.◇ス ア、チ ク ご 水す る

どe= ふ72.今
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ニク神ﾡハら来ダら て こ)るは 法 . こケえられ < いろ- 2 力' 一 

総合率のか及よ曲祭お株台びく yき シ半央示す岡が 

あみがそれら→が又入ろざ姿名号えて いムい. 吹ヌ全 

くご人 xが 上にボた隊客,- よるのてある. 冷し扱々 がやﾡ 

¥そとられ八バ攻学ﾡ型な検又した 2すれば び«は W 々のめの 

F活タく の女2系扱う手 r ょ っ< 科 クラフこタ立Iるようノ 

分条田存ジ ッづいたさﾡ)てよっ<4められね ス らない- し 

かし及がら々補終去名孫えし て いるのケら こ らのPゲ 

ビう と そ欠ﾡ求るか名知らねばならい. の玲そ ボ ド稲基に 

あろ桜及 ご天府よる 方を ご人xれ )人 ら A い.

西ﾡみ戻 回→正し < い よ うなこみが別い ©れた水ﾡがラ え ら 

れそ いみきう事がはつまり Lたし . 6 つ 上 もﾡﾡ及※示はﾡ除 

め危険こさら とォ あxﾡ婚少永別々に稲ﾡ=れなばメ 

ら及いどきっ帯でめる- しかし 二F※と多くﾡ加的人賞 

名受 しており . またた険まらされそくみらけろたとや 

におけろ堀ﾡは本こではな い どさ う著索況もし ナ い- 

二運型ﾡ*今培培者し 茨 りの戸才名立け々のﾡはま夕用いろ 

事が米る. こめ表はたﾡ)にとらおだたひク2ﾡ似の系会用 

い て 二の系列名絶婚クL い系列が計算不る収欠的なた険) さ 

らされためことて取ﾡ>ﾡからっていろ. ニカァえの浜→ 

ﾡ々は一っのﾡ基全行ッ戸Iそ上く たなの色々なﾡ分 ス 

は立め的)今えられていろこちう契でめる. このパめにBいて 

の 第)二 ﾡ と<ら=ッ・ 町ちた除)こ:られたもクは一及にス永 

商ﾡキって本わす再が夫るのて 仮 ﾡなﾡ険てさらされ月 o 
のド そクような"4(票曲後)て仮大さたﾡﾡなaxして 

敗らる#名示すのが自べて必る. =クェ堤ﾡ卒はぱ刈でる» る 

及ぜなら正ﾡu徐に対ブ ◇««はﾡ)夕にさて い今からぞめる

S3 仮共的人定険てさらさてたしの央も し< はﾡ除さらさ 
オたものめﾡからてボめろ著が来る. ユな 召の※の E2め堺 ム

J4o だor Sズイcごzcィ とt0 ら&ノパ〜ンと イ
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)表小らら て い

る. スバラク4, ヲ.2 </. ./ノ◇S. ヨ ・ ・・・ のなコく

やこらり / o"料 されたもめが入し こめろ. バ = E*ペバ 

t ずさ れ 消整 れている. 次の A メイ: か ら の 弟 チか ら 料 らてた

ぐめる-

平均ﾡ スマンあよフクラ 々.= ノ<◇フフ←

A.. =マク←◇ < 3 = S クノ// ク

メ =ノタ◇ノ/ K=ークス

= イラ</ /ス

Kバ大いの ごI型が用 い ら, れ /i 3 た

厂 =23ノ23←◇ ダ。= /アスざ←

P=/.み〜ノン2← モード=スノダテよイ

4 =よラ3

二れから曲保がぶﾡ= ガ < Bり ﾡ校のiク 神楽 こ 3 ﾡ辛 は

タEC引ってボめら c い ろ. 二れらﾡ .,4 r ﾡ 経4印そよ< - 

※ しそ い 2 ・

未人 の 終* 季

おなハた内 
) :こ シ さオ 
c い々よ
—— MX__

g a毕

ごそ

ど"ざ:
-て新基= 
八ゃみゃ

於 み.た 5や
ジ ロ ヒ/5 4く
ゴ • 管

«なっぶ_ rz_お r 零

/ 34 4s 228 . - . 3 < タザ s . . .

ル ラ<os s ・2 今・ス.ズ ・◇7 s < プ ・ク◇/テ

ヲィビギ.6 ・? ・e ノ5ク .2 /ヨス ・ /ーク

/ ッタラタ+ ・ ss< ..e ・ス マ ク ク ク • Q o
/7 se7 z4 ・ ダよ .2 とフ ・2 ブ <ス ・ 〜

ス2 2 レフ ・ ク〜〜 .2 <<ン -< ノs" .◇ < .*
/ スイタなよ ノッス ・〜/ン • ズ ア ～イ スミ$< <キ ・2 さd テ
ノ乂 スケ 火 . s4 " ・2 み«< 3 / ケラ /ぷ客 ・ みな2

ス/タ7 ス/マ ・ タイ? . み夕/ /< ・ブ
クく « ・2 ,キ ・ sふン ! / さざ ・ クタタ

x4 ノクよみ /〃/ ■ / $s / sン* 1 ・ ンス / as .2 アイノ
イ /タタョ エ： /丁 . ・e a4° ■ ノーライ ノョs ・ sくバ

ア
/ス/ .2 さよ← ・2 ケ&3 j / 〜<ラ /一< . /
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H = e(イ+2ゲイ2cS+の(/aecーイの

=e^ ルフ ec+ダ( イ ・C メ

ぬ。-Aa。e-(*-4パ +HBze - (ユーイG
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会 M 光は Hay の岬ﾡよ り ・ 少ない

ぶ々なﾡ方いて攻乙いがく < よっのﾡ※のﾡチ取投ア 

たの ご※公さえ バー SAイ o ォ =は点いな< て2^s2メ孔 ゲ 

ねならぬい. 三のメは小さく. 4大Kセほか2 
・ 公会 イ.一Vュ- 22テ ・ - -ソー + ・e～フ4ス 〜ある. =

U ごイﾡ当北た こ の てp ッ yは未ﾡ正め L ゅ てめろ .

引 e 生4係険"ﾡ亡キ統受)対L <水女曲ﾡの尺川求2そ ◇ 

だのこク片ﾡく最に「玲されている. 危 稳)z さらさほ:の 

ﾡ係険着送 みば公令ごの杯険置の合ぷ等々片次永密ﾡた 

よって々ﾡでじﾡ接ナる予が※る

係除女項士 が係 ﾡ会社の食低ﾡ名』ナる許) ぶ 際には個を定 

て仮欠も て いる死=孝表-L たゲ? て相ﾡく 年のな々て生務 

ナみへのﾡのﾡ合にNと て岬ナろ

るし 年令ズでタえ られた=手表)よって ペ呼生さﾡるﾡ合名 

/ ¥すろ. そたE* がミの者できうﾡ象ズぞの保険令の令選 

でろるなら その 2 会～後z生 さ衣る杯険の朴け られ合a 
Exメスんでめる.

程* の死亡津抵)u 対し てみの枚々 位炭ぶ曲祭の可Aりな い 

ﾡ田名E てにYってﾡ実することが条るために殺々はXによってEと*の分市のビLて再び夕故 

苗依る砕る予になる.救問の統計例」は既に与支られている。 "*本者に 

今えた外の例冬河べたい どﾡシ祝者は これ らタ余方にするが、 

どェのuなc ベ。夕んる # = K P...., X 人 ル ア よ って 与え られて 

し ろ井 荒 爪 屋 入 な例な参殿されたい.

f • J Jxr. イ cな L*v I .
f&cEav ん。.A oxc.ッxs

39 ﾡしﾡ々が曲次のﾡ四名知ているど 

めの多くのモ-* ン ト 姿式めるﾡがなく 

株の発炎ﾡりのモー-メ ン ト 名える 7ヨ

き 同工 辺 で さえ < 大 

なる・なぜらば, 曲 

ア。 方ﾡ式がﾡ単人解
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玄うえるから である.

疚々盾次女ラる.

ル'= -(2+ノ) x ル _今ca.上 イ 2 C2 1 ゝ____
' ?*ス: (.+〜+べ)く+☆・+ぶ

r = -一 と = -—— ¥ た け *

w+= -CY-つ
Y・ .

.+_ ・-c=m
Y- Y

夕うろ・

二こ)z ん.'は出ﾡの払発央泊りのモー ン ト ごがろ.

810 しかしながら若し 一ﾡﾡ及芳 えにとえが乙曲ﾡの発矢 

だけ必交めるﾡがﾡさえす*げ5次めモ ーメ ン ト ごてこ行ナ 

る*の冊が用いられる •

入 二 -イ: 入 二 _イ.—— -
' イ" 、 4

xかけ・曲終の 不ﾡ 式の 大※次):よ 乙今えみれる.
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ダ = メ " .みっ土_タ・+る
' 分,十/

%.-ンん.. •

a1 89の方表の例どし 
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< ク←z

y ュxュ4ふ

ﾡ田名おって 

表えみと

〜は S.ご S.a
々 ア3ン 

なる. ォー
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いる率 は及 文
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えるし 甲 

なり令ノ〜 

卒)z対 するろモ
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ン ト2◇s◆Xそソ223火X そこそれぞ Xろ著 ド

ん =<。ぷ/ジ -ズ = ・マムマざ テ< セる. ひえ 乙

ス = クラジ &,= /クや

, マア 2-= /ミ.フグ

。= /*<マ

モードは /ア☆+/ンよ*一</ア« 

こらのから 初Xの«の )z対ブ る研基さたはそ ね 

ぞミク. ノ«2 /←ス /as であろ.

312 こめ来は 8 頁の例Iこﾡいろ有が米ろ- 係正ﾡのモ 

ーメント名ﾡいそ

一zイラs← //­ クオ
グ=2テヌ2タマズ (マケ☆ァアマアーズ)

なうる. これば/ス&タ クタ示契しっていてそこが曲ﾡの 

ﾡ支である*これば*/ﾡく s◇ぷ >はオ<(ス22入のﾡ 

単献よ り ひグムいてあるべきﾡと収天 L て いろ率さ示して 

い ろ .

最初の二のの同の泥ﾡを 2 クなてめろゞ収 し .初めの= 

っのモーメ ン ト名計坪しﾡ西名々よ更火して ・ また / /名発 

ほ)z→る y次ク オﾡ式名 発ﾡ ナ る ・

-ズ/ase ノク"e
み=28タ2よよズ (スー)

こ の由ﾡ)こよる神ﾡばズ表)示なれ z いる.

ﾡ 同 契や炭最*
TPe [oHく]て

ろ 神坐

2a
ス◇2
/ぷ

3←
/クス

・/今2
*. オヨ及の ノス*戻の炎は =の:よっそはイられない.不 は今 

うえら 札そ *月 じﾡなﾡ女い片だら灰 いが, そメは今ロ 
オろ新ゲ不でめろ.

g13 オーﾡの ﾡﾡ面ﾡの ぶ十坪は ギア公 ボ がえ系な い ク で 当 

高は統しいかも知れない 本のﾡは正と いﾡ会うるﾡ資の 前、 

2今えている.

|※"常坂 TyPe 工山 や)こ よ 
ろ神本 依.

广 • 今 フ

< 〜 < <
、 < ク 3 み

ラ /

ブ ス < & </ 2 マ / ス ス

/ / / テ ノ 2
/ス / テ / <
/3 / ス /

ノ" / / / /

ク
< / / ク

ク <s *

1 /夕 / <
: : 。 3 3
i </ / マ

スス ヲ ス

! ス 3 a /4 --- /
[ ノ◇"2 /◇〜

(4 -ユ )? x
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-了 ///'"% 比/サユ +-夕空に2 /X, スズー xx

- ガス…グ•(元什 -・ .) ,

-てばズ が小 さいY 全=早く炊来 ナ ろ 額表 である. 上 正力 相 ご

N 亠 /一/クス3ラク=夕«フノグてある. オスﾡは すか 

る絶ゞ)て忍ギす2 , A次の公べて算されはなシない.

一 r_'r2
,ヽ,•ルノノ ア(a.+/) アィペ.+ノ)

プ :I型ぐオ/が町点名見付! ポとめ り 公 式 I 次 の 通 () く 

あ ◇ . e-!ス「x== ぬ.fT 一 - メ 1

グ。= x r「/r (F+ノ)
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第V車 曲線県 の 比較

9 /

前条では Poo40れ系長数由釈を取扱っ たが数今布を表わ す 

。 にﾡ の方法も用いられている。ル如レス の 曲緑示はﾡ« に肉 

レ たﾡ々な向ﾡにつ い て糸め ら れ た事ﾡを描写す る 事は既に知 っ 

ている。システムY宅うものはﾡﾡにﾡった 今布 に 近 い他を テ え 

なければ意味がない ・ 二 項 級数 は 生起 し た 報求 の回ﾡを表わすの 

えこの現点から正しいこヒが証明されている。何故ならこの二項 

お数によ2 てキえら れる数は試行に よ っ てキえ られる数にﾡに近 

似めていることを 経験か ら 知 って いる。 救々が司ﾡを考之るYき 

こは大®次の手を認め ている等ぞある。即ち 碓率淪の ﾡの正当さ 

は *のよろ な理 方法て逢る 争象 は期 得する よ う な事象を み 

おびくYﾡうﾡぞある しきたも し長近 発族 されたﾡ教曲 欲系 を 比 

或 ひよ う に息之 ば、, それらがヅのような今布のク ラスを表わい て 

いるかをみたり また失政の幹矢"応問。 困 難性 を 注意 策 <意紫 u 

たリするこビりむいろそれらの 曲統等が 導 か れた方法を調べる 

幸によつてル較されねばならない。

5 2
二度級教は鬼孝球の 町単な状型をﾡ際に表わ い ているキ を経験 

かめ知って活るように、これから出発して二れを取扱うか、ある 

い は自係系の 一部ヒして*れのﾡﾡな取扱うのが普通である。 

ﾡ ﾡ上 二 頂极 故 は拡 技で れた他の 一般的型の 持別の場 ぞな ければ 

ならない. 牧々は*れを杯用する事が当ぐごあるらし い との仮足 

の上て曲線を設す るか、あるい は=項役数よ りモつ ヒ想ﾡな扱 

我<俐 之 ば超 後 何 あ数 うによっ て曲線を作るかのい うれかの方向 

, ら 進め る事が出束る。 そしてどあらの 表示 におい て さ 二 今布 

こよるよりもよ り若通性をもっているもの にし よっ。

ゅし属ﾡされたどの公式の も つ 最絡的正 o さ も大低はﾡ諾分市 ¥ 

zム理的に表わ 才ﾡの未る続計量に対し その公式のﾡ用の
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なさにかかっているこYは注意しなければならない。 そのような 

元ﾡ性は公式を得る② に探用 さ れ な基本的仮定 o ﾡ受な援手ごあ 

る・ 何「故なら ・ﾡ場のﾡにおける も っ y も ら し さ は奥暖 的検 

に甲いられているかビう かを 断する曲の単なる弁護にすきな 

い 答 ぞめ るビいう奉を 認め ねばならない。

救々が88頁ぞ扱ったﾡく知られてい る歌差の 正規曲線は筒単 

な戻数曲線を足付ける方向へゐオー歩びある。 bかいこれはPL 
そ が 似 的 にﾡ しいか. あるいは が 老 今人 さいYさには=項庭 

理(ア4s)" の契ビして貝念がよいけれピもﾡのﾡ合には不 

完全である-ﾡ険柱の仕事においてこのよろ な場合がﾡ々ﾡる。 

数る保映会社て生今係険をかけら れるある季に達し た年々での死 

こ字あるいは一年向 に丞ぬ人核のﾡﾡ ゲ小さくま た等年 50A以 

上の死者を今え る長数今布町 ち多=002 P=0?8というよ 2 な場心は誤差の 正規曲ﾡに よ っ て若足に表 しえないどあみう, 

二は正規曲線が大数の法則 てあるYきろ ﾡ味から も 貞ﾡである。 

しかしもし の様な一つの根拠にか、っている 場合だけ を取ﾡっ 

てい る と矢際的を計ﾡに おけ る行ﾡの 大さ な領域を持っ こYはて 

きないてあろろ し はたそれは役数が=級数よ り超幾何授数によ 

く似ているとさのﾡを期符するこYはゐビない。

s 3

この本が Pozoon . こん& , c&4&2と ・ E42wwaん . Brwns eイ- *の他の人々の研ﾡに呼かれた正晃曲線の欠為びあ 

る。またこれらの 着若査によっ て提索された曲篠は凡ての数理ﾡ、 

序を勉強す る学生にと って少なからぬ共味のあるも の であ a。 

木ﾡでは突際にﾡるﾡ計量に 二れらの 由線の埼会がどれ位ﾡれ る 

かを示すどあろろ。 愛するにビれ位離れ ているか名来められた辛 

喫から得られ たﾡ路数値をﾡ進的に組分け じ てみ析さ る ・

しかしな がら の前)ここのﾡ出 された理の簡地な 丁ﾡが要 さ 

ある, 即ち 統計量 はﾡﾡ =問京的 資料 から得られている乙Yはめ
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ヤ ったにないYあうこの ﾡの ﾡﾡ的字でみ古い 函ﾡ性 を注意しよ 

う . この事実はﾡ地におい ては代表的向騒の 一つYみなさなけれ 

ばならないしまたそ しも示列がﾡ質的の小 さなﾡにも かかわ らず 

票ﾡ的にﾡ合け する事が出末れば. こ②系列はﾡ の換っかの 薇し点 

からもﾡ険教運士ゃ統家 ②手近にある多 < ②事において非ﾡ 

=ﾡﾡなもゐ u なつて末る . ..

5 4
さ て衣々がA型そ呼ん ぞいる式にしビってﾡ緊しよう。 すなわ

ち "...

尸(わ = か)- 金 交■先々) 十 が(台一ゅの一ま(会台

)冷の+...... .

, _ X グwー -

==で パ-マテS f(ズ)=の"dr%(x)
故にさし の=/なら. すなわち標準ﾡ差)によって測れば

中,(X) =(3ズーx3)%(x>
(x) = ( x"-4x+3)(x)
() = (一xテ+/0x3-5x)。(x)

二れらの式ゅ応用にてては標辞差てよ っ て平か ら のれ 

を測ったものごある。

即ち こ ク 択 殿 は プ2&4e。 ポe2 -8そaなa衣とca-d に用いられて い 

るむの どある ・ 上の A 翌の 方程式の ま る 括弧の中の係数は s 次 

厶x 5次の半不変優数ごさ る 彝 冬注意してお三 う。 _________
7) 中 用触掰 の モ メ ンMノ に a って 決？> 4っ に ﾡわ >れるき。シン , 言"/ Cュー以ュ Cz 5

= メー 3仕っS 三メs ーイ上ョ火 てと ーメ4 一/SンメCxイz + 3o ノし

,が等19は多28あ。知で3合』じで奪まそっが?る 
また メcの半不夕故Yそきわそる。
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フ2&&d4 fe2 Sズa工dてc心d ( PtI , ワnよ&cd T-- WTT)では

て。.,た)=

Vてn-7)7

であリ これの衣を甲いるﾡにFを次の様にこく 平が出未る

-念fてc)+ ossz2essv② Z.(f)-cu443s24(A.ージ)Z-()+..- )

こ の 級 数 ほ 多く の学倉的 ヨ - ロッパ大「にて誠線つく=れ 

てい る ものである.

また= れは正規曲額に 用いられ る岳品数の よろ に も考えられて 

いる。*れ は当然正規曲線よ リ さ 応 甲性生に広 い ﾡ西 名持っている 

が極1にﾡんだ場合にも役つのぞはなく . そのような場合には 

C.V.L. cAao&oc によつて捉索されたら型を用うべさざある。* 

れ はの ﾡリ ざある。

F(x)= Boサ(x) +ら,x) 十 历 ルそx) 十....

==にの-ど"4(キ-7ﾡ+コだ ...... J

ぞあり ゆcチ=バx)-(x一) 数に Aチ(x一)Y()の値は 

x<。 に対 しては。 ご坂定されている。

全くﾡ様に り(xN=ム-,)
e-L フn2X

液 が 整数の ヒ鎖極根におい てこクタ(X)は -容- になる。二 

。 式は既に ルム4m級扱, b て確線ぞ よ<知られている。...

" G2&w ・ ワ&c& ・ CAaoEcoa ・ Bund 等

4cacんed 才れ。< 2%ee4 f Pae2a&<&ネ <cddelon- 

© Cunddd Aaスucmcwucdた。 C&4eaズuビuのv ・/ク26) とさう

表題のっ い た研ﾡ報告の 中にC.V.L.CAauCde は 彼っか の 数植例

Y多く ○有ﾡな 注意 をキ之 て い る.J.P G2&m は のm RoeM&ondと 

心&んn9e2 ・ -&cutemt。 e zucしdそc K Q22Qズ2d Mイexhoce

C Corucnfapem /879)の? 4買にこの式は大分前二 OPPewm2-
2 こよ って示されたYきっている。
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正規古林は々 大もの法ﾡYして呼ばれておりPod4ク 銀数 

は小校の法則ヒしてよばれているA 型ざ正規曲根を 数 函数 に 用 い 

たビﾡじような方まびB型 ごは eニマ2じが号配数 v して取られ 

ている。

s s
B型をﾡ合するﾡにど方らのう法が有効か y きう よ うなある特 

ﾡなっかの因を去わすが枚々は舟文ざ*れに内し て指した 

オうに ﾡしX=0からx=○2 はざのてのﾡ桜値を用いる事 

によフてモーメ ント法で

e-m m! を合すれば

メ化> = ?L・ メョ = ?2 ・ メu = 引 w+ クル 

あるいは 

をうる。

りかしながら二北は距離位はWY し て#ﾡ示を係史 してい 

る し . またﾡ際的縫の 寺ぞは二れみの 区定 は不当 に救々 2 制 

取するキも分っている。

けれ ビをの ように書く 市が出 末る .

F(Xw+C)= Bocx) + B,)+ Bやx)→+ …… 

こはwのたの=ゲル ープ 分けの単が一 化 されており、 co 
ために府されたメからの点もまた一 段化 されているﾡを示して 

い る ・

二の型ぞ CAaCuc2 は4っの通合方法をﾡ出し次の本を注題 

し た即ち 後鉄 は通 存 若 し様々がヲ,=B=B,=。 ○ように史数を 

まヒめれば一層よくﾡ束する字を逸し てい る.

の② u=/ c=。 を仮定する =れはもとの型に研着する。 

氏が。 にな みよう を、加 及送 び 引。=ざあるから救々はスをうる。

町 ち
2! 9z=N くノとェ - & )
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ラ! Bョ=(ンョ十ラメュー24)4/Bv=ペ (火 -4Ly-48A= +ノレェ+34°-44).

ここに &は示点から平均値ま ぞのYﾡである ・ この方法はﾡ分 &Y余り大さく違わないY予想出末Yさに用いられる。

③ w=/を区定しCは来知数として算する。 B,ヒBz が0 
になるよう にm¥c を送ぶ 事によってC = &-メz ョ! 83=/ (メLz ーノラ )

" = イz ! 引4 = (ux-3Aミ-4uョ+ワx
③ B,=Bュ=Bョ=のYなるようにmvwYCをﾡ付ければ

W=メ. B.=w n 
死=ペ B.-(ーシぱー ズ )

S -*-ス
二の方法 は首通 メョ が0のYなにには 一は非常 に小 さ なﾡ を キ 

えのは非常に大さな値をよえる. それ淡に落レく がんだ場合に 

け応用 される。

② Cを任ﾡに回ﾡし B,=Bュ=のなるように w・ を 見付 け る 

上

- C&-CンzM= メ-/(4-c)
Bo= ペ/wーWS3! 引3=5。( w- -ョ )

W! Bッ = B。 (メv - 33 + sw九z -4 wン3 )
う伴ず2色々念紐を#く ためのい い運票表は愛々い とxっ 

e "w/x / ② 表 は 9a&&u s z2衣2と2n にある。

S <
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F.ソ. Ed子2vw2cん *はA型Y同どよう な 級数 即 ち

eﾡ(お)+ﾡくを一…… ,co
を用いている。ここにKI.Kz 等は ラ次 4 次ﾡの 半不変系故 で 

ある。

指数属ﾡによ り次をうる-

ﾡfて(A)+。sと4?2ssVす て。cf)+29$4o/sso8 7,(%)+
十45#356(冷ュ-ラ)でs(イ十-....... -- す

=の級数ヒA 型級数 ¥ の 数位差は堀 締小 こなものざある。A 型役 

数= は Kラす 。かゆ生ずるてっ 項を 合く ざいない. *れ 

以ﾡの項もﾡなるゲニの段所 式は 4次以上のモ ーメント を河いない 

とてク 等の項は無祝し う る 事が仮足 され ている.

S 7
み函核ピ レ て正規曲ﾡの代 りに例えば皿型のよ う なの 式を使 

ろ 率もぞさる・ 及数る数に対するﾡ要示件はが負の友数を作 

均 な い ぞ ある。 そし てこの点にﾡする向足 を ギ したい 統治 は 
.5 -%^加た 教授 の 若者名 参照 されたい。そこにはア 等理詠から 

面合い算まぞを与え ている。E4a222tん の 級数 や A 型役数 の 一的義 Yそれらの 基磁さ理 

に肉し て菱者はﾡにﾡ本さ れたこれ ら o 内ﾡに胸 する論文* .H. Gnwsr 教授の論文 " d がんs Cen/&o-diz:oud ef C6me%-
* Cdnowwutん は の程式は セ の 生 y 理 ち命ワ 拠は一忘 なきゐざおる 

ン安天していろ。¥ ほAﾡから生どっる孫の及状さ さ けるこ と はにヌシ的7に水なろ ごうる ご
• ラボ まある バのそ 2通 口 タにろシるでろう。2ッ、Cっx及.アてど2、Sc、 ラC ズユそと2ぐと, J: ア ・ イそ乙そご ・ ScC/アe% <G_ezeaccac乙-ジawrチ お2ece>.ﾡ F Stff&ndet, Sem2 2ec22～eAtcue2 シ d&a ウだee . f Sなたォー2 災% 今合>ルた N (42&ペP 2240 戸ns42 ・/夕3P , 222
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て4 crror S&aaddncock AfaaccなaんaPc /22& 
の/ラ頁ヒ ノノﾡの辺リ を研安されい。

総し ながら上の 曲欲マﾡ後に為されてい る空殺がきじ塗く = 

れたY断きは出末ないが、 =れら の提みがﾡも - 投的支持を受け 

ウれるう法 を説西 するのに使われるかを知れない。きたのう法 

が示されるまぞは 数値例を与えるような こYはしないつもり ざあ 

る。し かし 次の 聿 は 注 しておこう. 既.に示 さ れたよ う にﾡ整は 
4=e -&() ¥ 君く事！ニよって為される べき ぞある。 正規

曲を用いている この方法は 進 法 c フecん.cd E 九&ス4Eaのジ 

y呼子ばれてみリ この方法は段も一般的形ざは任定でめる。

実際には チαの形は規ﾡさ れポばならない。ある特引 のめ合に は 

研究*されているが、の方法はﾡ際的にそ 理論的 二 も 欠陥 を受け 

マオいようぞあるしんなにさし くは 台さ てはいない.

S 8
別 /

数 値 例

<ﾡの 正ﾡ株さ は ﾡ足な整の されな い対称的曲、)

ﾡ 緊 値 型L i______ L_ A 型 Edeuotん 正規曲終

// 2 ■ ダ 2 2o
//4 29 /26 ル4 P5 .
2744 284 8 285 270 :
5/ 33 3ク 434 56
32 433 : 43ク 436 45&

247 285 283 2&4 270
ノと /oワ ル4 /oど 25

6 /4 ノ5 ル 20*、 番、w • 4
* 次の文献をﾡよ。&d4eww2ん..J.R4. Stt. Soc. VそLxI K&,っ在ォレ,Sメ2u-32P4e- 
ncぱ Cuoue。 ど2 Bce8dす 22 Sズ4oなcd C6xoaeL,/?23);4るいは 

poo.0eg ,=. ン E4ew-e2cん% Cen0244く夜のれ。 ズ。 ヘイ2cん220&なc2ピ S才ta-
cd /92か.

-145- 
この場合には正規苗神以外の他の曲係は製れた神ﾡを キえ て いる。 

B型を使わなかったのはA型が不泳功の時にだけB型 を採用する 

幸 を cav が呼らかこいていたからぞある。彼はA型を用い 

るべさとき残はら型を用いるべさ さかを示す 統十的判 空規率を 

与え てはい なひし. そのような 判丘規率 がい か に し てﾡﾡ出 末 る 

かを河る事も困難ぞある ・ B型を用いねばなら かったYさにA型 

で の 解 は例 之 ば' 工 型 が、あ 用 出 未 ない yさにせれを用い 2ために生 

じたような方法ぞ虎の登を等く事はない。 A型YE4gewe2t&. o 
消ﾡを将る際にA ・YKz を央々さく だいるぷを問いている。

Avは こ二ごは Pッ( x)の 係数ぞあ る。 の他のAについ zモ 問ﾡ 

ぞある ・Az はメス を 合 むが他 ノノムの 式を t含む事 こ 注意社 よ . 

例 II
(極に歪ん ど い な い 分布 )

i 郷 京 位 I 型 A 型 &da&u-eス.そん

4 5 4
20 /ク フ2 / ク

s 2 4 グ

45 ク 2o テタ

•. s/ 3 5o 5ラ

9 33 27 32
2/ ノ5 / ヨ / ケ

4 4
ノ / マ

__ 」 o4 /

どの場合にも 3つのモ ーメ ント が使われ そいる。ﾡ系値 ビ 22- 
euwutん の神整!は 2d4cute2c% の)き命支 C ’ プス&gc72c2a_どdxcC-&u 
P 22 )か ら探られ；た るので あ 芬。 A 型。 補整 が 限を 率 い ・



例 ILC はっさY歪んだ布)

福奈•磁
エ_____型 A 型 ; B 型 &neu+o?そた

---- 一 ----- - -2 ・ ・ ▼*季業やィキキン菱** *奈業**番季 --
一.… • ーーー / _____

/

ーーーー ----・- 5 — 9— 25 ノス 3044 47 55 44/6 /6 22 /04 /e2
/42 /3夕 ノ25 /2ク /o
/45 /? // S /夕 /ラ5
/ョ /25 / 3 /25 30
/26 o /2 3 /4 ///
2 89 9ョ ク2
クマ 4? 45 クラ 75

? 5/ 4 5 s3
ラ 7 3S 3/ 3e 56
2 5 ス4 23 25 2/ 3 /ケ と / /o/2 9 /o /ク 夕5 5 5 ケ2 ス 2 24 / / / -.

工 型の数値は CAanceefP2&tん*から取っﾡものぞあリ

Edpewo2cん ② 数 は 前掲論ヌ かゥ引用したものぞある。 zれら

②補整の各々は 4っのモーメ ントを使って得られるものざある。 

明ら か こ ェ 型による神整がﾡも よ< い ぞB型がよい神整を今

* CAance4 e Deaxん 工 C Condo? ・ /8?7)

-147- 
えている。CAau&eu はこのようさ 場合はA 型を用い たろう。B型をﾡ合する際に叙が4 つ の 近似 的応用 の方法 を与えていあ率 

②めに多くの因ﾡがある。=れはも つ生で切り 抜けられる降 

ﾡごあるが今は9型はﾡ倒なも ○ ぞある ・=れら ②年整る注目 b 
なければならない他の点はA型に現われて い るﾡの及数ぞあ り 

ま た と4reweuん の補ﾡにある始めの40ケにはデーターの中に 

それらだ対応する場合がな いﾡてある。

り かしながら 2d4シewれtた. は曲線の 主休に ○み 目的を椅っていて 

末学については余り多く考える著を bなかっ たは認めて o る。

も b一方のﾡぞ /000 ケ中 から 40 ケ の超が 現わ れ、ま た他 の 

:が20 ボけ不足し て いれば 主休は ひ かえめ にﾡ述べねばなら な 

い事をﾡしも感ぜざる を得ない。

例 T (J型曲線)
—

ﾡ条 Pea24c? 型 B 型

/33 ノ36? / 3 4.955 4852 3 22.6 22.5
? 4 夕 52 344 夕

・2 o8

=の B型曲欲は CAa22ce2 こよって " Redeached ンイ。 z&2& f ア2e&c&&は zキられている. B型はﾡかに 

扱い加更を与えて いる が一致性は両 万 Y そﾡ密である ・ この例は 

丁 型出様YU て 決良的では な ひが B 型 が4 れらを之まく 神整する 

を不している。4っだ けの群を も つ =。 特別の例 は右側にた崎 

った型のよう な曲ﾡをﾡっ ており 5っのﾡは負く 一致 しているよ 

◇ごある。 &dacwewtん の曲欲は不当ごある。 丁型ざな
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い 曲 徐み 教催 への外上の神ﾡぞはあるけれどもA型による例 

他の双で支えらている。

例

(ほぼ対称的 系

T
列

聚 値 Pu九4oT 型 A Ece2v%
/o 4 ク 3
/3 4 / /ク

4 / ? 44 夕4
ノ/ 5 /35 ス4 ノ0
3ス4 3/ 326 298
475 453 437 44.2

ノノノ3 / /08 //25 ノノ&4
2 528 ノ535 ノ543 /603
/492 /ク/2 / ク53 / 747
2532 / 5.22 /5炎8 5/0
ノ/22 ノ074 o75 ノ22

4 ノノ 624 58? 5?/
255 スク4 254 223

/22 22 /2
・24 32 29 37

8 庁 7 /2
2 ・2 2 2
/ / / /
/ — — -- --・

二れらの神整は同じ林な結を午えてお り 明 も不用である。

例 W
(=っの最大点をもつう 布 )

r 賢 料 Poadon2 IT 型 A 型 Ecaewe-2そん

o 3 24 ク

78 94 74
/P3 ノタ/ / 54 ノ35
286 26/ 26.2
303 3ot 354 343

! 2夕/ 3ノ? 390 320
303 o 354 345
286 笈" 262 2ク2
/夕3 /夕/ /s4 /ョ 5

ク8 24 ク4

一
/0 3 24 グ

これは=っのこずを持っ布の仮想ﾡぞあリ A型どAョ=の 

A4 = 20Yおい て作 られたものぞある。 そのYさ。 設数は - 4. 
-/ク -55.一7&十ノ03, +?83. +/タ2夕 +.2855. 等ぞ 

ある, R及数は意味を持たないからﾡてられており 、これらのデ 

ーターは浪忘の数きをU五入Uて切リつめてある。 ニゥデータ 

一が作られたA 型の補整が不ﾡ余な一致を夕え て い る点は共味あ 

るﾡ桜ぞある。 これは費度数の ためざあり まﾡモ ーメン トに対す 

るﾡ分が一"から +○に波っているためてあ る ・ ﾡ皮数はそれ 自 

多にいくらか意表がある。 二の例に示されて いるような大ざな範 

函にﾡ2ての曲線のあてはめに彩なするビ>には ・ 9 ー L 意 敍 が 

あ る ・
例 W

彼々は5型のﾡを決する除 に 困 ※ が め ろ F 々注日し <夫に。D 
ハしの公式にﾡした二の神整力は クa&4u4 fo2 -//くZ力だ c/-
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一 っX二aク か ウ ——一の 形を吸みの三 三の例乙べる ニどによ 

つて示す存が出末る 比該のために Pcaoumn I型の例をけ 

えた。 ビカらのロもﾡのまの にﾡ密な一致をキえる &味だY才え 

てはいけんいけ九ビも . 三れらはﾡく稀 に はた所のﾡ面につい< 

一つの方え方をキえるために取られたもの ごある ごﾡえる事は出 

末る, め 並含むをく才によって己型に以する知ﾡみ転脳を 

なげる李が出未 はたP2a4m がの凡ての曲ﾡ之用いるニビに 

っ て表々は アこ024/tmのﾡ団よ ・広い元囲とﾡう 字が出ホる.

B 型 P2zdcn I 型

I____ I 互 I
348 /// 4S 3S7 43 ラ/

う48 4 /o 84 コ?? /4?
/8u 48 2? /60 285 23o

&/ /?7 22 7 /8? 2/8
/5 /08 /73 ノテ /22

48 ル7 夕 タタ ルノ

/ /8 55 / ス/ s4
...... 6 25 2?

マ /o ラ /
ラ 一....

・ ・ • •• — / •-. ラ

— — ....... . /

$ 9
上公の 二三のWは枚々が既に取扱って未た曲微の型の 北戦を考 

える功けになるだろク。Pc&de 型 曲線は今ま で使っ て未たビの例にさ ﾡ分な神整な 

与えている。しかし例ﾡび扱つ二収こぶのある 想像例 o データ
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一2問ﾡする 事は 出 木なか っ た。 Pcadonu 型の 曲旅は対称的布 

任にSんだ分ﾡマ非ﾡに正んにう行表はJ 型 . U型分布を神整 

来る. *ルらは広い李柄にﾡ令されており はた一ﾡ性の点からも 

若こされている。 その中に含せれているﾡ術的計算は大ﾡ公もつ 

であるが=の 曲徐型 は上oよう な分 に ﾡ t有むな さ o ぞあ る。A型は救ﾡ的には ﾡもかい中ぞすむが非希にﾡん だ今布 ご J1U型分布 には満足なﾡﾡを与えな い。 々のために受入れ合 

も小さい。りかり.しし CAau&tea が捉示したようにB型Y一 

ﾡに使えば丁型々んだう布を と ﾡ注未る . #々は B型をﾡ用 

する際にニ三の田ﾡがある者を知つている. yきうのは Cha&to 
はﾡ別の場合に従う ベ会っ ○返合方法の い ダれかの 決に脈 レ 

て多くの功けを今えてはいないからどある . はたニク型み荷接か 

は現在のﾡ京でその正しさをこめる々の 試み よりも大さいのか 

もロそないﾡに気 つ く。例TにあるB型の神ﾡﾡに改ﾡを加える 

市はりかに不師能てうる ・ しかし例IY CAauによって Ruoucんd ルZ。 zんe グるcのy チ Peイa&c &な ◇中に 

与えられた二つの例はよ り 一盾不ﾡざある ,&dwv2tんの油線は大稚己 に老ってA型Yじよう な今布 を 

ャ整するキが出未る。

ヌに氏に夫々につい て※ 夕れ たSd4gewxuzた の 曲ﾡビA 型に 

内するニっの除宅にきみレよう。 例Iで Ed4peuw2tん o 神ﾡ にお 

いて /o00 oう力 40以上もがそれに対元す るﾡ染ﾡを持ってお e ずき た*が大さすざるら しい事を 注意 した。ﾡ 条ﾡ ② 正 確な 

数の問ﾡは吹研にﾡ受な共夫てなくは モ-メン ト法さも仮定さ 

ている。それ故に芝しx山 ◇数ﾡが観矢ﾡの外に生 じたら会度 

教が及さ れ なかった か ま た は/教が ・ さ鉄ら t か に い な い , 

どあらの場合に わいて も主は そ ヒ の) デー タ ーに示さ れたM下み 

。 は 人工的に 正さ れ ね ばな ゅない 俺 か = 会 < だ分才み な、は
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はﾡ分なく円現されろレ を よう な 料 多 く ◇神整は侵れて い 

る。 シかレ とのち法は上の函に打「方勝つあ ろ方法がみるまぞ 

は一瞰仏公式に b て十な今死はﾡん ど出未な い.

A型に知す る評乏 対 執性の 少ないも o の術ﾡに現われ る n良 

数を加ﾡす るキが六部分てあ %。巻 し 呉ほ教が定っ たら 正及数は 

誘茶されて いるだろうか? *のような 日ﾡ数の防ﾡは系列の 

くの項を当にすﾡざある .

しかし大さな交あにわち入り別く a駅出末ない高次のモーメン 

卜からえら れた定数にっい て多く の改請を す る幸立正当 さを知るキ 

はﾡ姓ぞある。ある 曲求が*れ 自 今五似的 にでえも門規出未ない 

中例Wの来が索外つま らめそ の二なつた本は不満ﾡてもある, 

しかし *礼は 異機的資料に岡保 し た様な場合を考えるにめにはき 

ら く え今ぞあろう し *北改に= ッ以上の曲線*を ﾡね合せてた 

した方がより当なこのてあ ろう。若し A 型 或は &dyowo2d o 
曲ﾡヒ*ら ②モ ーメ ン トが -○○から+○○まごの代り z - から 

& ま さﾡ今 されていれば 二れらの因ﾡはある ﾡﾡま さけら 

るだろう。しかしそうﾡう事が出 未なければ余 り 受術びない分布 

に用のﾡ曲 を限産する 事 が必平びあ ろ う。-のから +○○は ざ 

合させる江似的方法は既にテえられてはいるが の結求は 

Peaact I型のよ? に全く低れたも9 ごはない。

9 〃
着がﾡ牲2 ため ◇系列 にある六さ8試みを行えば次々の項 

の係数は収来 りないかも知れ ない級教を ﾡ味木いているようなﾡを 

佐々ﾡ出 す ぞあ ろう。この 事 は 前節 にべ た困ﾡにﾡ 接 に声係 U 
たであ る .

* tし一○○から+○○まて、ﾡのの茶みが行われていればASv&4/0w2// 
そみ2フのコ ブの 問生が統シ計労的に可能ぞめるかビうがは 疑わしい。

なぜなウば 公式の係故から来められた=次Ym次のモーメントの相対的値はLて 
しわり文ないようにﾡえられる からである。

キ E.C.Rhodcd. J.Ro・Stoなut,Soc./92s. PP57&以下

死WT平 相 関

s I
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市のﾡいﾡ は低 い男よ リ t浜い脚を持

フてい今ど宅った ﾡ
今合が年をピ ばと る狂結裕し たり 

しゝヒるったり • ﾡ婚の男み菱は平場。

るウ匕eク・或は例を生部保除乘務か 

期々向に従ってグループされているし

を村っ たり しそっにな 

羽のﾡよりもをこってい 

ら ヒれば. ﾡﾡ原険が未ﾡ

_ さには、満ﾡ時の平均年会

は未ﾡが 々 向につれて増加する。二れら。 P出 は芝こにおる 素 

司がご◇ク決 は刃の背太と脚み長さ"向に 改は夫。年太こ。 

年令2固に.或は後芝保映の満明年令と未満丁一向•廁に相再費 

あるとうう今笑を遭った言茶てまわしそのごある。暴しなべ。 

こ欧ザ-ﾡ笠引い方ぞめる。即ち二れらは表る肉係が危。高 

4すり学"邪接べものぞあるかビうかを決空する助けにな。。 

ピり た*は相肉の如何なる天ﾡをもよ文ない。統計ぬヤ 

て" 引 パは 別ﾡべ&2 ﾡ兄にある.寸なクち☆々 は服料 測 注 に 対 

T命任をげったビ同じように相ﾡﾡの天風を来めたい。

そ二にビ人な相内そないなら表々のスケールは大度らに。る→ 

さぞか.確矢性が1の成年く示されだように.そ。ﾡ係述 

みだげ5投今ものごあるとさには肉1 と呼Pぶのかよ かろう こふ 

し、二く て员う う. &しながらﾡ字と相肉の向の報似件。、ずれる 

总が、一1 ある。町ち員み確来のようなも はがかつたが負店3 
を もズ 2"み下は窓に分る ごみろう。何Yなら は* マ I ホ 大ヒ ・ 

2番令の部く-解に大さく なる二の幸炉Aと巨を考えるを 
る上 ゆばﾡ労省の年令と彼が純場して生よれた供つ救。む 

く-クが加するにフ北 て地うは意少する ような 二のキ柄。。 

Dをﾡえるﾡも出未るからざある。

?2
三2営検名も 一に考えて次"も承て相岡の ―義 を設けよ ,

る車の出求る ニっの4性A v B は次の時に相内がめる ・=,
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すなわちAの受なるﾡメには守しくﾡしそうな引のﾡじ低を又 

付けるキは出求ない。ﾡきすればらの改る他は物。位よモ:2 
え のに従 てより選り易い-きしそう ごな れば相商は存在い 

ない,ﾡはﾡ別の例なLるY20ヤ 0ネ ら0次数は何々て 

も 結レている人々マが時に 40 オの郊人Yﾡ婚し ていればそこ 

にはそはやﾡはない。 方モ し八ての人々が正ﾡに技よ ハ7ネ 

年下のﾡ人Y 結ﾡ していれ ば用 ﾡは会ざある。

(注) 細の説明は5/0をみよ

行ゃ列は a22a# ヒ呼チばれる: 行に肉立し た 変 堂 の 中央値 

はその型を呼ばれる. から5列 くNち兄し 0Y答かれ 

ている) は型の のど 222# ¥ 呼 ばれ りは型 /ク o てag 
と呼ばれる。 ヒさには型と己うな除くﾡもある。

宴舞

S1々 
向

ﾡ期時の中じ年令
合

计

行に 

る千 

ﾡ式超

陷 30 35 40 45 5の s5 42 45 シ 25
- --

マ

: 7
/2

i7
2ス

27
32

97
• 2
,ク

スル
/ 8

3 4
o

-0
/ /5
2 /e

/6
スタ

? ・

2 ・

e タ

7 ・

コグ

3。

? m
/ ・

厶 4
"7 ・
"5: 
9ョ。

Po=
/ ・

43 
%
ケ5, 
パ7。 
に3,

4 ・

ル 7

ペ7。

237。

ュ3/。 

P?。 

w。 

ス ・

o

a マ
22 

ラ

84, 
% o
7/ , 
w。

3。

/ ・

2。

8 ・ 
" ・ 

22。

s ・

ぶ

/

3
/ 。

ラ ,

2 ・

r2]
・クス

4ラ2
465
674
538
27

77
8
/

53 
s5.o3
8

s4よ

5よ2 
s738
s 夕4

4.oよ

45e2
6 ¥ ク 42 584 /0F 382 <o 8 2872

数調03 ラ.ス /ヨ2 /6./ クス 2o./ 27 2ノ5 “4
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S 3

二の円逃の総的光ﾡは未済期 々固 に住って •ブルー プし た英右 

原映加入2570例を字える上の =ここ入のに不 >れている.

表をみる ヒ*= に相ﾡがあ そ 字が永る . T故、な ら 多行の 平満 

湖々向をキえ て いる列み 故ﾡは タラ. クダ から 4500ま ざ組え ず増 

ﾡりているーカ期ﾡスから47 にﾡ加する字に注目する。 じ 

ように満期ﾡ年々*90 かハら クタ に指加する -フて 平木満期 

々回は/0うかウ2ス6ま ご増加ナ る. ニマの系列は/よ4巧の 

団に示されている。今相 肉がなかった Yサれ ば列 o 千値 は催 

の a数にﾡ立 ごある答 ぞめ るから ・列 み 〒 夕 は円 じな今き ぞ 

ぁ る. 予憶 をﾡ上にプロット す ば水 平徐になるきてある。 二 

の 争はもらく 相肉は 平均値 を逆る 直燃の 勾爺 によ っ て測られ < も 

氏 い 事を 示レている,そして相肉表にJ祭( は=2コ+&-て) セ 

合いﾡﾡから登出未る と o が河ずあるか な 通.る 事によってて2 
ﾡを来出末るの である。

9 #
彼々が度数分布に曲標を通合す るとさには 普通 モーメ ント支

いた. そこて次に証明してあるのビ同じような 理みさ と み" --

いる。

x,ズ::ズ3。..... 評は内地し た vおく. :、



一'56-

-4-寸夕- x は ﾡ整に用 いられる 直繰 わく ・雄ってその/= 

工に対ふす るﾡ整値は て二十名"/そある,

でにモ-メ ント法を用いて ②及数曲ﾡみ合の所 ざなり たよう 

に注めて行けば微々は補整面ﾡ、平均値ン未神整面ﾡ. 平均値は 

等しいにおく か は次のようにﾡ< 。

或丁" スQ * f ""氏%) レ-…… 一み+す。+ ……

ペのっ+-4:S'てx) =sc)
ま た

. (②.+4:x,r,+(2.+4.x.x.+ —— =ッx+ゅ..

2.S'cx)+2:s'cxッ = scxゆ)

三=ぞS(xはx②Nての和であるがらx。-次そ_, ントを孕

-157 ——
* Sくめ)はみのすべての和ぞあるからの一次モーメ ントをキ 

る ・ S"cx2)はメ今 二次モーメ ントをケえ s'cx4) はそ②モーメ 

ントク中 ぞ s の 及数が 工方向 v 方向に距 離倍 されているモー 

メント ぞある*

も い=れらのモ ーメ ント を度教曲ﾡの適合のYさにったよう 

= 千月値の月 りに突検すれば. 次をうる。

Maz =。 ﾡは .=o
そじて 6.S(x)=Sα#) 嵌は &.= 2

・> 人 ノ

しかし 全度 数()の=次モ ーメン\は 人32 ざ あるから

保z = SC8) 
の

す =ま た
_、S(を)、

ぞあ8。 、

おし Scx$)=Nのの7 と者けば

テ=「ﾡx1 
ヌ=Tみめ •

==ぞrはメY$2 間○相向の挙計的天彦 (相内係数う を表わ 

才 2 のごある。 オ2 の 方ﾡ式と全く河 じよう に ら て展術出未る .

上に与えたX とみの向の関係を示レ ている 二っのう程式はラ よ 

っ ・みた所一致し て いない よ う にみえる ・ ﾡ し初めみ 式引=rﾡX 
s xの特別な 値に対応 する#の 平均位 < の 上にﾡをき い て表わ 

ン てい ②2をキさ 一方オ 員 0 方程式は% 2 生産 ② 値三対応す 

ノー みえばノク気の表Iざ度数2夕は時ﾡの値く一)倍されていみ。 

サガ は枚々が2夕の場合みる々に距策 (-4> をテえ (-4) を 2 ケ 

z こける事•ヒ同じ、 をある。
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るメみ平 均 値をテえる 字は 注: 目 いなけれ ばい けない。例 こbてﾡ

な易合をYるﾡめに の=。 = ノ. =の/ をﾡﾡす る。その 

どさ、 そし そ=○なら対応するの平均位はのごある. またメ= 

22ならをの平植は2ぞある。 しかしながら=の報店を一変り 

たとき d =2に対定する*の平 均値 は2o ざあるY 主ﾡす る 举 

は刻め出木ずれ は o a であ る

s 4

こ の 前 遺 で を し た后ゼ 前 の ニっ 〇方 程 式に をビ、って rはめろ 

りて相肉"天度を示す。か また*れはいっても若ﾡな尺度YD 

'て取扱う事 が出末るのかピう か を考えよ う .

方程式 研=r 劈 X を 子 =rを 改は マ= rx。 型にきさ 
直してみる ヒTが相ﾡの水戻ぞある奪がみる。また 平均値が原点 

ぞめあり C 二の事はﾡﾡぞは平均値に対するモ -メン トにの倉ご性 

るべさ ぞある > 測 定の 単位が各々 o 場合にﾡ許続差ざ ある場合に 

ーアのﾡ件値は他の特性値で表わ すこYがでさるY 解ﾡ。 てもよ 

い。二の型にﾡて次②事がかる。即カーつみ特性(*) ○増加に 

っれ て他のﾡ性の対応する示列の平均値 (マ) は Yの値に将す 

る妃囲に従つてﾡ加する. 従って も u rがﾡならマは救少する。 

T三 のごさに限"メとマの増加は等しくなり 紀対相両になっ 

そ来ろ。も しマがメの増加につれても 愛数ぞ あ 九 ばネ 条の総め て、 

②完表ぞ述べ えように*てに相向はない。 たこの 場合にアは方 

程式▼=Y*の形ウ ら客易に今るように0ざめる。

牧々マは相ﾡをﾡるスク ルYUて一/から+ /複にﾡるべさで 

ある事と 期付 して末た。然しの大さな値は=っの 4佐が一緒に 

変る ばか り どな< -方がみ少する にフれ て位ﾡは増加する*2思 

味未しているY 延調 し ておこう。

【の 数值 は対応 す る = っ ○ﾡ性の変ﾡの広が ・)を示す。この表示 

はもし 平均値を / s 6 Rに示したようなﾡにプコフ ト したこさに
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ほば直練になる くﾡち回*は五線である> ならばﾡみなものど 

め る ・ 直様性か らの病差の判 断は ﾡ像される 程易 いいものぞはな 

いが、*れらがごの場合にも余I ヨ立たなけれ ば Yは相内の満ﾡ 

な尺及 ご終る 宇が出求よう ・

s 7

ここぞいばレば出合う別の困ﾡを 取除 くために=の 核会 を利用 

しよう。ある ﾡ向 をっ生には次のﾡ向によ って示すのが最も 

戻かろろ ・ 即ちある 幸柄 が いつもより そ小さいYさに売 会な相 

があるヒどうして言えるかY ﾡう反可.例 ヒして人向の右手の 

長さY左手の長さの向の相ﾡをﾡえ よう ・ 相関係数は発ピ1 ざあ 

る そいて各 特性は れ自身平から 測 られておリ. た. 標辞 

差によつ そ測られてい るから・むし 凡て の左手が右 3より 向イ

ンナがﾡいか あるいは右手に対してーターvきう. 長さに商足 

された地率2持て はﾡ係教は救少 し な い ざあろう .

9 s

次に教箱計昇み論がめ要 となっ て米る。s4o 承月 o et公式 

をみかえせば=つの標準痛ﾡY S (x#) ○催が必理な幸が分る。 

既にﾡ味偏差は どういてめ れ る か は知っ て お ・ た平値 

同りのモーメ ント がぬ迷ぞある。けれ も今数 をさけﾡり、ラの 

結来を修正す右ため に は あ る任意の ﾡ史点周 ・)のモーメントを 

計算するのがﾡ際的にはﾡをﾡい 方である ニYをモ ーメントの 

十算の時に封論さたﾡを思い出 されたい。

勿ﾡのYのの値は。火貢の諾公式すなわ方 V=レ'一dそ を使 

フ て来められる ・ ニ次モ ーメ ントから オーを引 く は皮故曲徐の 

塗含2ピきY引じあ合に買じ理由のために打なわれ2ばばならでい 

x 可帰Yﾡう西はF. Goftww によっ て汝の研究! 翔 o <いら 

た。それはﾡ引の翌の子失は 普 の の-来団平にそ ビ っ てい < 

傾向を示すもの ぞある ,
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示事 モーメントにﾡして次をうる.

s(ズダ = Scx+d)( ダ+4:)
= Scx4)+d,.Scs)+d>Scx)+d,dz

ﾡは Sc)=S (ぼ) =。 だから

Scxめ) = scxダ)-d,dz •
ここに Scx'ダ'はXの平均値から距離の 4の平ﾡ値から距ﾡ 

dz の点の同リに算されものどある.

S 9
さて/ケ火頁の例騒に述む ﾡが出未る . それ はも明 をやりそい 

て 上にキえ たえ法を より埼単にっ かむめ に袋在っ 宇がみる ぞり 

よ う ・

モーメント が計ﾡさ北た点即み満期時年々20 と未商期々22 
に対応する群の中点が売適され ている。 そい て今の算は 二 

②点の活 りてなされている。沢の 表は 平 均値め 計算 と- a2244 
②合く すなわ ち表の下の合> ②2次モーメ ントのﾡを示U 
乙いる。何故なら列は a-24#さ行は x一Q4# あるか 

らざある。

ズ 及数 X x 及数 *(ン

ろ -4 34 ラa
4 -5 2o /00

/ 7 -4 48
62 -3 /86 テ58

584 -2 バ 4e 2334
443 一/ 243 43

ノ098 一？々/
----・

388 / 388
1 40 2 /20 20

& 3 2 ...... 一”

a.8 クク=N 士 53 4825
二5今シ
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4,= ラ銹- = -255344

改に 平均年令= 40 -2.7483 =5ク2ラ/7ごある。

何故ならグループした 座位が 5年ぞあるからざある.
o= ﾡ一d一 •』 (SAe/w4 の修正>

・
= /37445 -0083
=ノ29ノ3マ :

..の=/ /3437
同じよ クに行を取ﾡえ ド次本が作れる。

ノ亥 数 底数* 及数 ス(ッグ

一 4 22 4 894
/?2 -3 sノ s /548
43ス -2 S& ソ / 728
465 一/ 445 445
47 二2242 ----

538 / テョ8 538
2u7 4? 4 988

77 3 23/ 493
a 4 3 2 3 8
/-一 ～ 5 5 25

28 72 ____ +4300 70 •
= ～ - 242

のz= 支。うす =-の 33763

平均未ﾡ期々向 =2一/4885 =22 3//ダS

- ィーベー
= 2.3ノ453 

b/ = /52ノ5
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S(ズ) み値は相肉表ざ及数の下の非常に小さな活守の数ﾡを 

使っ て昇される。例えば5。○列○昼ﾡ22 ば任急原なかり 橫 

方向に2 っ と上方向へ3 つの河 岡だけ 離れ ている. から x' 
の値 はこ②向所をﾡけるﾡによつて求められなれは小さ なﾡテで 

示されているように2メヨ =そある。他の 数ﾡ さ同じよクなガ 

法ど得られるが行号 に は注意 しなけ ばならな い . 表のた上の部 

今ﾡは方下のﾡかの ビの値る正るある。何故なら 度女は同符号の 

Xヒを ○ﾡが 掛けられている答だからてある。ひか り 独。 印 

今から のビル值 を 負 てある ・ 何故なめ賢符号のx ヒ はみﾡがほ水 

にかけられているからぞある。

SC<ダ - S(xダ')ーペ4,dz
= ノク ーど.ど.

-------- イモニメントの算は次の よう〜ある。

___y_ 数 x タ 数のe6 チ*2グ/55 ナク/ sヶ-ス5 / +/ク
イ タタ+“十ケ ー〃―必 ーター90 2 /02 204+34+3 +ユス -22 -4 -9 3 "厶2+2+5+3-4-8 -ノ-2 +ル 7
/

4 ノ/3 452/ 5 / s
ヨ+/7+42 +2一/-/-。 6 8o 40
ク+24 ・ 3テ 280

? • 4 s
マ /0 2 20
ス十マ+/

/
/ス 5 40/5 / /5

/ /8 / s
夕

_ス 2 4s
/クタタ

加 至型 = ——2242・5ム---------

人力 火 872X/3d3?X/SマじS
= 2254

承そ保険の ﾡ期時の 年令Y未ﾡ期々 向の向の相内係数は a5 2ある .

=の内係を表す もう 一つの方程式によれ は"

-rﾡッ - •、

= o./90
= コそ沢ての測ﾡ値は平倍か ら なさ て い て位 は5年さあ 

る, 図の中に引かれた直線はこの結采を与えている.

//
モーメンゝ rﾡの ためにI宰 s ?ぞ与え た系加法 と同じよ らな 

ﾡ法て相ﾡ表 に岡して用いても便利である .

ﾡじ例をYれば枚々は与之 られた表から *の 各列 を相がい <力 

乙る番により a -合が来め られ 二の表を横に加大るホによコ 

てオ三番目の同じ形の もう 一っの表を得る .
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彼保院 
の未 
期々向

ﾡﾡでのﾡじ手 郞

5 e2 : 3 45 52 55 42 45 : 20
マ 4 ダ 7 42 44ラ /o?9

-3 
ラ88 42 今 マタス0

7 4 7 42 558 437 /os4 382 4e 8 38
ノ ラ 5 5 夕6 40/ 04 34o $8 2402

/7 . / 4 夕7 ラ〃 502 タク 308 50 7 22/2
22 2 / /3 254 347 480 22d 3 ? /55
コ7 /e /ク/ /so 40夕 /44 /? & 87/
32 :0 / // ? /7s 75 8 ラ ララタ

ク 2 2 o 8 5/ 2& /

火2 2 0 2 2 4 / ?
2 2 2 2 2 2 2 / 2 _ /

合 と s5 マッ7 2343 29ク 543 タノ4 2夕& クタ タ3タ/

上表のX 一 合の衣 ・ とはxみグループYﾡﾡ表に戻してての 

場合を5え そ い る表であ る.
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側の長。 右側の列 にあ る合計 は相 肉衣 の 右側 の列 の ◆計の 才 

- 次合計ぞ ある. これは下側の表ぞズ=ラ0②ランの和Y同じも 

② てめある。

みの和2合計 あるいはえめ衣のォーランの合ははの平値

( 夕 )を与えている. また同じよろにォー行 ○合は xみ平 

(/よ 5oLSsz。 >

をキえている。

下側の表の令計は x#モーメ ント (87 テタ, 之午えている. 

そ2株羊全はﾡ一行から作られる系列/S50ク s4/ /3.747 
タタ07 クルク 4253 2ose. 552 ?. s ビ*の合汁

ク 28 55から 末めるﾡが末る。 それから 平均値問 りのa次モーミ 

X ントがギめられる。数ﾡ計算は次の J う こDて行なえ る .

ズの 平均値= 8.5のイ
870 = 6. 4ダダう

V=2S-ぱ(/+d )

基花保; 若 期 て" の 中心年 や

ﾡ期向 30 35 2 45 5 ； 40 ! 25 22 25 今

2 2872 2844 2860 2843 278/ 7 ノ.3S4 夕必 2a 今 eso
7 28/ o8/e 2826 22夕? 2727 2/ク/ 453 50 4 8 &'7P

/ス ス6K2 2639 2434 262/ 2547 20ク/ 470 22 44 /7/
/7 22/0 3207 2226 っ220 263 ク784 /252 45 57 7 /448/
22 /545 /545 ノ54 /54 /5ラ/ 27 25o 270 44 7 /027

7 87/ タ7/ 87/ 84/ ク4e 580 /ク/ 25 6 58
32 333 333 333 333 ラ2 32/ 244 s4 // 3 3ラ?

37 se 34 84 s4 84 78 27 / / &23
42 ? ? ク ? 夕 7 5 / / 4s
4Z / / / / / / / ノ 2
合 /ネ38/ /え345 352 327 /o62 /24?7 2720 3252 543 竺 财心/

_2X20855 
2a7o .4#メア 44う

三 / ?4
りのモーメ ント もﾡじよう = してギめられる。

8み平値 三 うs- - 4442ゲ

2 (/53 s/+45+74?? +50sケ+マ8u5+ラ40 十 +26+/0+ノ> 
Vz =-------------------------------

7 ク
- 44624 X 54624 = ユ23ノ2
*ゲモ-メント= 発一44ヶ43*44424

=243ク?

りーメ=の(-才はSA/a2dの修正) ヒ上の計ダで平均値は

x=zタ は=-3年のループの中心かク測られている事に注 

g オれば 今求められ 4 は 直接方法で られた 二れのうって
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いる値に一数している手がうるでしよう ・ ズどモーメント (2439) | 
は/ス42.5/2s72 すなわち S(xチ/と同じものである。

・/

枚々 が相内ﾡの消定に用いな方法は行.列の 平均は大々血係 

上に在る ・仮匠し ていた事は (s&2) 注意い ている. *その純ポ 

三 の 内係 が保た れているかビう ハを試すための表を作らねばなら 

ない・ 前ﾡぞキ父たヶ法の利点は各列 各行の平均値が邪補に帝 

単にﾡめれるニヒであった。

の 未ﾡ期々内のグループﾡの下さは 5年てある申.

③ ﾡ期時の中じ年令向の =は 5年である.

③ 念界ﾡは汚期跡の中心年令=25Y木ﾡ期マﾡ=-3の 

表 ナ点 ざある事.

を思い出せ ば各列 の平均値は 与 - 合計 本の 各々の 合計 をY 
れに5と来じ 全数 ぞﾡフてうを引けば得 られる, 

すなわち中心年令 50年の列に対して は

2ョ4ラx =_ 。 = っュョ 
$8

行の 平均値 はその 次の 衣のおにあ る合計の ﾡから報められる. 

すなわ ち木ﾡﾡ々 向lユに対しては

(/8so/-/877夕)*S/S4 +2ケ=53ク5 
はた未ﾡ期々向 /クに対い ては

</4火8ノ-02?夕)* 5/k4s +マ5 = 54.5?

s/3
相ﾡイ数 を来める ﾡ術的な々 ・ラには受にォ三るの 方まがあ る. 

しかし=れはﾡﾡてあり平 催 o 系列の一つに依存するの ご非 常 

)に数称、さ れている.

もﾡは次 ように行う。

-167 -

を冠※点の冽休済蛔な副 
マ2>まわ ・ ②列。 (会 
ま。 一次モーメント

()

任 尉 点の行

(年令4c) か ら 

列 圭 ぞの 距ﾡ

(2)

cノ* (ユ

・ 引)

- 7ク 一 8 +54
- ? - 5 +ヨ5
- 30 - / + /20
-73 - 3 +2/ ?
- テテ7 - マ +ノバ4
一々* + 238

* o ..... -
- 24 / - 34

ユ - /2
十夕 3 ___ + 2Z___

/クタタ

r= (9す-,4. ンてのの)

=025 く二れは③/のものン下じざある)

地位 は 終始 5年ずある。(ハランの算をするための奇単な方法は 

/ 2 8 Kの表に示されている。

40 年のマン数は22期の行はそ北 らが0倍されているから

の愛はな い がﾡ会性ビ読右 が他 り で行 う算衛上み今 エックに使 

うために 引には算されるﾡも ある。

統若がこの一 覧衣の忠 の 項例 えば見出 し 2 0 列 の /8を考 

ればそれはノ ダル 頁の 表 ぞ。 をく -ス)修したそのぞある申 

にﾡ ゲフく等ぞある ・

たY "わけ上衣の(ランにYつ こさにはは ・ ・ ー4)す 

る撃がある。数に?を c ース) *(一) 即ちテﾡしたらよい がか 

る。 一の8 は /よ が 更 グ 表に タケ 下に 小 さな汚さきい てめる。
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ﾡ 空
年 ぐ ラ5 o 5 50 吋 45 勿 7s

任紛窃

からの の
終 差 i

- 4 1 ふ - ・ 0 マ a i —
-3 3 4 5 /86 6a • 44 6 ・*・*

ーマ 4 8 34 234 /ク8 ル〃 ル 2
___一/ 3 3 ---・ と 2 5 /55テ /

A ②
合 卜

/ ・ 7 30 8 46? 85 2?8 33 2

正 の 積

— i ----- 2 勿 /23 ク/ //

ナス
・
* ****** 一〜""A 一←〜«* 2 22 28 28 6 4

+ 3 ----- — — ..... - ・ /8 46 — - • ・

十 4 — — ... ・・ -- ・ ---- e /マ ・-- 4
土 5- -- ・ — — 一 ・"・・・ ..... テ --・-・ 一*

正 の

合計
— — — // 2 24? ユ52 声ク ノ

()列川 の

数 A
リ

- /4 - 7 -30 -73 -557 -235 -24 + ?
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けの公式くH 衣)をっている. また

ﾡ期 ﾡの 年令= 52 5タテ+ ◇/220* (木ﾡ期 マ 向) 

と言うﾡ係 もﾡしている。

= o 沢 は 評価 する時、 キ 均 手 にヌして ﾡﾡみ タェックvム 

ても男いられるしまた 牧マ バ会 は ざﾡ ってい方法。ﾡ け を借 り 

てボ花係険の筒単な " モデルﾡ称" を作る ためにﾡら かの役に立 

っ ﾡ性も 分ある.

他のみ例選ラ法を取扱う 前 にﾡ別の例につ い てそのい方を宿 

通す るラがよかろう。方ﾡ式型の 総果 は 各 未満期 々 向に 対応 す る 

平均年令を号える。次= <dacenuc②乙*かあるいはﾡの公を 

使って 各々 ○入事項にﾡみ を付け*れ か ら る々 o 場合の 方ﾡ式 

を計算 b て新いい 平均値の 系列 が作 うる。評価 2用 いたこの結

_采はうつの方ﾡの相対的正ﾡさを与え るで8ろ う。私は乙ﾡみ付 

* ﾡ が ったつのみ去は近似的てあ り ま た改ﾡされる可ﾡ性もある。 

すなわち、=のさ求 は研究の ための可能性② - フの指針 ヒして牛えた 

)こす ざなし。
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第W 理請布

お 肉

ﾡﾡだは当総相ﾡ測 産の ためのスケールが必要なこ ヒ を知った. 

さ た統 番に直杯を通令するﾡ*によって相ﾡをﾡ単にすれば 

の と さ炎の線の傾さが相肉測史の尺及ヒし て取り てもい 

軒を示レた。

い かし この事は証 明 三 ia当の よ う ざ は あ る が決ﾡ的 なものぞはな 

い。むし ろ直線め傾さ自身よ り そ徐のさのある動数を問いた 

ラ ゲ もっヒよいかも知れない。ﾡ.宣線は わk力が単 純 に用いる 

ための最及の もの ぞはない存もﾡ験から知ってい る ・ それ故に袋 

マは二れらの疑なが取除かれるかビう かを考えねばならないし、

*れ を堂行する ため o う宏は一級的方系か 相ﾡの 量の型出共 

る表を作る事に よ り理謝的立場から相ﾡを今える事ざある。

色々 の相肉表 を味出 する市は末るが ニニぞは/0ケの災部 

を投げそのう ち8 ケは テールの 上に残しみ 2ケを 円び 扱 ける 

よウな場合からるめさう。 そのヒ= 々は ノ0ケのうち8ヶ 

はどの組にも共通な投げの紐をさ っク申になろ。何 回モﾡ験を緑 

2レ そ北て相内を 作 れば/。 ケのう方 ヶ を 固史 しているのて 

相 ﾡ は 2 か 家 は「か s。 あるゐ挙の比卒によ ってられるべさ 

だビ期ﾡめてそよい。同様にレて送し 5ヶの *ﾡを飛士ば係教は 

22 ごなけ九ばならない。理 時的 に作られた六はノ クク 因〜8 
3環に示されているよろなもの に«る等ざある 。これら。 表は対 

休的ざある ・

=7?燥をﾡ差は同じぞあ り また平均塩(ﾡﾡの列2下の行 

_をみよ)は史終上を主りすた水平係ヒ=クあ係が作る 鍋 g 正接= 

*物マはどの相内本にそ =本の 直徐 をる,即ち -つ は列 平均に対 ミ 

するをのぞあリ ・ そう一つは行平均に応するものする。

よフ刑産出京る 値 線 ② ミ は ふか 0.5 かﾡは 0. 2 ぞあ る ・

s 3 .
々は ビ"e表が8 ヶみ ﾡを 残 b た時の ﾡをキえ る例によ って 

られたあぞあるかと愛明し よう .

=れらの 場みみ う ち . ﾡ夕。 投げざ /eケ が"表" である 場合 

2うえる. そ○とさ残された8ヶの呉ﾡ" 表・ でなI ばなら 

ない. のaツはも 一度 げデられるべ次の tﾡてﾡるﾡでろる.

2 ッ が "表" ノ回

/が " ノフか"表 " 2 回

マッが"来" /回

従っ てみし た 6ケY一緒にして.初の投げざ /。 ヶ ct"ま " 

をﾡしているのぞ2回目の授げざ /。 ケ2 "表"が 出るのが/図 

9ケの"表が出るのがス召. みの"表"が出るのが/回の4つ 

の場合を総ﾡする。 さ て次にﾡ初の根げざ ? ケが "表" ぞ /ケ 

が"ﾡ"ズある場今を今えよう ・ そのとさ技々はは5ケ ヒも "表" 

か7ケの "表" ¥ / ケが"裏"ぞあるビちら かをす 事 にな る .

の仕うの数を々はC。 はは,てァ ビする事が出求て、 メ々? 

u 3とだある。 あるいは合Yり てだけきうなら /:4ぞある。ﾡ 

び投げろ 二っの貨ﾡは ノHH :マ H T:ノTT。 ﾡ令 ざ投 げ られる. 

従って枚々はそれか 郷2列を作る事 が 出 末る . 試 巻 は 各 列 o き 

計は2項式 (#+す)° ②各項の係数ずあ る すに知ガ っくそしさ

格肉数は第Wﾡの方法ぞ計ﾡ出来て08 ・ 05. 0ユなるﾡ 

を与える。例 えば "os の表" ②5cxy)は 今/ク2ざあり 

の=o=Vす ごある本がうる。故に

、 _S (xg) _ _夕22 。
' - Go ' 204*マタ ー "
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マ て沢に相 が 数 成は 相,角 ② 天 受 と じ て26 を所うべさかなて 

とも の5の函まをうべさかを決するの==ゅの表が央えるか 

ビクかを方奈りよ?。 そ②ため勃し い天験は二つの表が活じ急 

②布をキえるよう に 08の表を掛り た る 28の表ヒ02ゆ表を 

加 える考ぞめる。 *うり て缉られ 乱結氣行 0 平均価(列 0 平均. a) 
はそ?して 合成さ* た表々作った 二れ ら=っの 表に示 ミれている 

ﾡ値の 中向にめるだろう。 ニれら。 干ﾡ値は 0.5表の平均 倍= 

手いい け北ども場合の核のか布は楽っている. 二 は明合ぞある. 

すﾡわち ク•タ ク「ク£は根商,特残な保锐であカヒ饭足出末る し

た三れ の教値の函*につい そのﾡ 才る e翌がない からぞあ 

為。 もしこのや票を一般化するならば.

f(x,) +f(n) =f (4と)

のような「の動教の発見がな性 らnるv吉ってそよい。 また=た 

は f(x)=TYﾡいても満される.

s ・
レ か レながら彼々 が道送くだ例は 今布 が 十旅的 = 項 型に依存 い ョ 

も の ぞ あ り *ス は他の場合= も 容めにﾡ明月 されないモ。 ざある 

ﾡに注逐レよう。 りかし救々はサイコロ で司 じよろ な表をる 報 

が出末る。 女こざはサイコロのグツの面のクち2ッを"表"とい 

"の ゲッの面を "攻" と ・ て方える. *のこさは(す+ 专t矍 

。 か布を得る. 列 (行) の 平均値は 面線上にある. きた。8 coコ 2相でﾡうえる考レ い大ささ。坂を一(に加える導によっ cvs 
姿み 平均ﾡをク る・ r=28 ○表は /8コ頁によえられている, 

明らか に々は三項役数のよ ? な度数み布に対定し =置みお 

を取扱ったにﾡざない し はた突ﾡに来るべての分布が4のょう 

なﾡ常なものざあるY期待する事は出未ない。八て の 規 合に 平 y 
値は直鮮に従う と仮曜 してはならないし. また みた が これ らo

--173 —— 
鈴からよ ほど相鶏 しているなら ば直線○坂さ は相関 ○正し い沢ﾡ 

を与えるともう ﾡも出末ない。 しかし 相肉衣み大部会はすざに示 

bた型 に近似的 に 一 致す る。

96
ﾡ省は唯並今説明され た方察 こ依々が取坂っ たの は =項級数に類 

似の点の系列ぞあって度数血 ﾡに 畑 の 面の系列ざなかった事に 

注ﾡしなければならない。 剤早る取扱っ た正規曲ﾡは数る 永件の 

下どは=項役数の極限であ リ はた正規曲線に対応するﾡ数曲面 

は次の通り さある,

2cGのVニテ: C _ X一 
クーマ)

ン と
Hムく/ヤジ T あ-caう1ミZ

さて Y=2ならこの 式は二っの正規ﾡﾡのﾡに書さ投え られる。

また S C 乙xdx4み が求め シ ね ればﾡに WT家さ 考之 られナた 

ょ う にMケG,のあ る いはケ= 燃チー- 名ラる.

9 7
正ﾡ曲面は特別 な注意を すくいくつ かみ 件質 をもっている。 そ 

型のﾡ列の分布を考え れば次の ようざある。

, Z-z。e-fタメ・オペメズメ-み*す

=こにみ..ん,はg.〜. rの良 い 共にﾡって きかれた もの ざ 

ある。
ﾡ数を区会平才の形にﾡる ヒ

.-こ,.-2れ-#ずーゅが+学
/ MN ) 2=z2e-8｛メー テ

之うる. これ は全曲 ﾡの標 準着 差同じポ 延 差 を っている E
どあろ。が*2平健 は シ/ だ 全 曲 型の王 均値 か 6 愛 

面 をみよ、



- 174 —— ・
フている。 それ は次 のためごある。

0 各配列の平均ﾡの偏差は直権型に比例する. 米きすれば配列 

の 平均値はﾡよ祭数ご増ﾡし a宣緑上にあ る.

© 穴ての平行記列の根ﾡ差は等レ くﾡ*れ らの型に独立さあ 

る ・

こら の結論の う ち前若にﾡするﾡり枚々 は其ﾡ投げにえられ 

また前年坂ﾡし たY河じような性原を神っている。 の他の性 

ﾡはﾡ守投げの本にはみられなかった。 この ﾡ か らE 規 面 は 突 

孫の使男に堪えられない程の能力 がない さ o だこ結論してはなら 

ない。おそらく 類似 ②正規ﾡ株 が及な曲 線の 場合にあけるよ"も 

よ リ ないﾡ囲 をもつてい る. 誠こ着が次の点に主ﾡする なら =9 曲 

面 を系休化する助け に なる かも知ない。

() メ脚 めるいは#神に平行なﾡ直の断面は正規却線ぞある-

() 等高徐切断面 は 円ぞある。 さたこれらの格円がる=0e 
司に正射影されるならば、 それらは共ﾡどあり相似ど且っ 

相の位置こ ある。

そ ② 外ﾡはな い平面の上にあるずし た小 山 の ﾡが ある. =は、 

はフごりY.在に近づくにっれて非席にwっく ・上し. *れか 

ら険の両面は項上近く ごは急びはな <会く 平百になって来る ・ 

段は南東め るいは北面かうみるYさは段もﾡく」 また北束.

あるいはﾡ面からみれ ばﾡも、くなる。

S 今

さ そ相肉に向する続計的ﾡて 用 bなけれ ばならな い障ﾡを

講 よ う。その砕宅は統的ﾡ料の 分ﾡ系列が*= に相ﾡがな 

S ¥ さに相肉を示し . ﾡは それがある ¥ さ に諾張され る危険であ 

る。依々はつのみかけの相膚( 疑堀 ﾡ ) o 入 *る=っの理 

を方える李にする。先づ ﾡﾡ投 げの表から考えよう。等レい召 

合のスッの表の 2表 ¥ 08表を加之るﾡによつ て 0.5 ②相同をキ 

えるﾡをﾡる本を前!にみた。 しかし Y=052一の平ﾡ値がか
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れている二つ ◇本を -緒に すればﾡが定る かをみよう。二れ は a 
人そ同じ対称物を認録する ヒさ/人はいっモ ②結果がある支数 

だけ読張されて い る 事以外は正虚に測 られているかどう かとさう s ? な保的仕李の 面にﾡる。ﾡ合され純ﾡヒ作られ た衣は . /8s 系の本 ヒじようなものざあろク。相 ﾡ係数は 2?a ・ 
算さ る。

s ?
さて ②税の 事が起っ ﾡ場◆を見っける方法を考えよう . 多く 

。 符 ○平均 は 特別 の力法ざﾡい表わされる。 それらはの 5表の 

よ? に始められて先成される が,ﾡ念出 末るヒさには 直線の方向 

は曲ﾡY一ﾡに二っの終りの部永を等いだようなもゐ芝ある、要 

に会合は 二 項 型 の一 ○長教 曲ﾡち構成しない。特別 o 場 

合にはこの二つの点は挙ﾡい なければならない。D かレ突ﾡ 

にとれらの応用は因ﾡぞある。何故なら経験の絶駅が比ﾡ的水 ミ x 数に夕や しているから ざ ありまた回 ﾡ欲の 実の型は今らず曲保 

が 合 ご作ウ れるからぞある。 2人だけの代りに多くの ﾡ測者 が 

あってもよい・ニれら のﾡ訓省は端定を曲線に変えるﾡも 出末る 

レ た平べつたいSのような回帰緑を与える事も出表る。 %② 

よ 4 な場合の ほY。 ﾡ済ﾡは -緒)に グル ープ し た多 く o 経験表 

がそれらの平均値にそれら e 今布 に関して同どそ②ごある事をみ 

ればよい。そ 2 てﾡ合の正当ﾡが証明された時にけﾡ合 数値 を 

円いるﾡごある.

9/0
凝相向がﾡ入 されるかも知れないそう - の京西 は指数を使う 

ため に足る.

织匕 りて係険求務の大 さ な会社の 帳ﾡにある加限払み会領の茶 

ﾡ係映を象照 レよう。 レて 初期 o 原き期 胸 (イ) ¥ ﾡ末係険会 

花支払うべさ数(そz) に庆 シの 保険証労の 年を ( 才 を ﾡえる。
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zし メ*, メ*, る 祭 ッ 相 河係さ を計ずしてモ 料 に 黑/込 

を支払う数Y突ﾡすの証労の年数"の河の相司のア度はギめら 

ない。何故かじもと ば各々 = 同 びみみの か数 を甲いて い る徳米部 

相 ﾡになる筋ぞある。一即力 規 沢をく。

今注ﾡ した結果はそれの 特別 の場合ざある が ﾡ 内 o 一般的年 

理は次の よう ぞある。

I.平均、様術差 ・ニっの絶対的測ﾡ位のﾡの相ﾡﾡ数 

こよっ て指数の 平均値をみ っける孝

ある皿っみ互 に相 因 する対象タ 紀対的大さ さをメ Xz, Xs,X" 
とおさ 7. .. 3, をそれらの個の平均壊ビし、 の,の 

c3,の をﾡﾡ備差とく また な わ3 T rw T, か 

花相肉係数 &,.22.2ァ.2ヶ は平均ﾡからみﾡ差即ちX;=の
( ・= /み.う.の>Yあく。またえ, は指故 そ/x5の子均 

値,えは シxv の平値. あく、 こ, 上 w2 は 夬々 k, 
うプx4の杯ﾡ術差ぞめる。 はグループ"の全数こある。

それらをつているものの平ﾡ値からのﾡ差は非常に小さい

②どその三柔はﾡ現出未るYﾡする, そっナるヒ

ん- メsる)- メ号sfoバ+ てバ+)

——177——

■= 祭(一 与 )
7い 、 ?え ?Z= カン (ダ ノ

I 援辞崎ﾡv 二 つの絶対務 金値 0 商。 相肉係教ヒ によって指 

数の係辞衛差 2みっける将

"*xる -5(も一と。

) - ぎsイ/・多x+キ)一("・ヨ-

号 のず -

=め5f-ラ・=A2ヌア , 、.

二 - ら (零 ・"新 令の)

あるいは

こ。-2VT愛+る一25新ら)

r uつのﾡ対型定値の相潟保数Y それらの採ﾡ差に よって

二つの 指 政。招岡 孫数 をみつける 黎。 ・

x.と *ゾxv を二つの故とする。 そうするYアが=れ之

_の商の相肉係教ごお ば三来 の 項 は ※規出末るの て、

るイ+ 一 S(E3)_ _S(&E)」S(e
?73 - 7み,?ョ 73 )

しかレ S(&,)=S(そっ)=2 た、S<E,Eッ)=のdゐ

Sce =^a
そあるから

ノ ル2,/ / 上 ら の の 、C3 〒っ(十7- 五 • ー 公)

まこ

MPSxS.=S(ヨーt)(ヌーi)

_ 2Z。c/, &,_S_ S,Ey」と_
- 7lsク ン 2Z, 773 ,み3 1

<バ O3/一号+ rs)
?ム, フi3

*(/ラーー 考う + -/号

_.,,s(一 )(一 )

+分 /ッ)

従っ て
ノ学区“ =3 、 (然爲 r- ﾡ・ﾡん-ﾡﾡた 発新)
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故こ

P=
..の _の_の 
7L. ZL2 ビ %/ 勿〃

y C2 の3 ,C3 グとv 4L-mz 73 "23ナ み, ' 7 / 3 ク
V/1+分-2 発げf分+分一2ﾡ号)
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取うれないYさる事を付け加えよう。 しかい2っの 7次ﾡ差の 

ﾡの相ﾡがみっ② (7 +/ ゝ沢ﾡﾡの向の相ﾡに等し いなら救々 

は 時向 に頬商係な相同に到ﾡしそし と各変型が 向 に関レて 従ﾡ 

づあば2+&才+A才2+.. . の形をこる。

こ運J は 数の 平 均値は 対 する紀ぶ 匠の 平均値の ざ 

な い 李を示レ ﾡﾡIは梅数のる mつの象が全く 無相ﾡの ビ 

さ!-アは0になる巻てあるﾡを示している。 レ かし*3Yァ4の 

= っ バ 等しけ ばな oと* Y4=/ 弘分=ﾡ で ある から 

沢式をう る。

戸_ 登発の-登る"-ある+_____________ 

/5+ ラ -乂 矍 第"3 超霁 ・ ・る新)

= れ は前に? 所 り た支払制ﾡﾡ芝係険の湯合に応用出 赤る か

そ 知 れ な い。

対象x.X・,Xョが互にﾡ相ﾡぞ且X/xy. ヒ X/x3の教を

るとさは以味あるﾡ引な合がﾡる. そこさは

S //
前此の事か らぶべさﾡ相内につ い て の 夫際的教訓 は ()同償的 

なデーターを扱ク事であり. また、 これらの経験表が同浜的ぞぁ 

るYきう字 が確信 出赤る まごﾡ合レ た経験本 ②場合につい ての 担 

肉係数の 値を余り信じてはならない事である。(2)つざのような 相 

肉衣を作る事なさけるか あるい は炭明に注意深く する幸ざぁ る. 

町ち相ﾡ表ぞの相岡したたゐﾡはかのが司じぞあるか. あるい : 

今の自今相肉渡十る事も 出求るような指教Yして表わされている、

概E相パは 互対が年に河係し . しかも 時ﾡ =肉しz はﾡ作なに
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第 IX 車 量的にﾡれないﾡ性の相渕

9 1
木節 でク理汾を耕謫す る 筋!こ 我々 はﾡﾡ続計Y SAoxu&") に 

ラに /887～s*  午にた生した天然ﾡに肉するそのから取られ 

た向ﾡな 取扱 った二みﾡのﾡを示している表をキえ よう。

w-W

の
の
あ
る
種
痘
の
魔
数

々が胸じ を持っ特はは " 天«ﾡ にか かつ た 時の 抵の 残さ ； 

ヒ " ささめの あるﾡﾡの展数 "ズある. とbて 統計量は二 よ り 

詳 し い 方表ご並べ る幸は出未ない。ﾡ椎はﾡ的に測 る率は出未 

ないが のよう な測定値がないからY言つてと二 に相ﾡが ない 

は意味 いない. 牧々はそのような場念にビん な係教が網 ら る 

か を考えなければなら ない ・

天然ﾡにかかったヒ さのする強さ

回ﾡし もの 死 こ 数 t

あるも2 3夕5/ 220 4./5/

ないもの • 278 2ク 552

+ 229 47 * 705

-185 —— 
対の ハカを次々にってﾡW章のよ うな対を作 ば*  ニ に は相 

南 はないレま た耐ﾡて作っ たような決 ざは各分ﾡの中の教は等し 

くなるごあろう。

レかレ巻し テーブルゐ上に残したﾡﾡざ対を作り オI回の投げ 

の数を数えれ ば々 は経対的相ﾡ を持っざあろう . *し  て表。 左 

子上Y方下。 分例 の教は 警 レ く な りﾡの二つの分割は空白ぞある. 

も D これら二つの表をﾡみに し各多々の計が4 ざあ る事を仮足すれ 

ば下に系すような05の沼 ﾡ係 教なそっている表なうる。

ﾡI回の投げ
第1回の 校 ・

表 姿

3 / 4

ほ / 3

计 4 シ
___________ ।

=れらの筒 単な場合ぞはっの 今は 4 分ﾡ点 ぞ ② 数を表わ 

している。 r。 正ﾡな 値 は天式ぞよえられる。

2d ニ 4e _____

/ f(a+4) (c+d)(a+c)(タ+の)

ニ ニに&.β c. dはs 5の本に示すせ味の こみごある。

s2
一級的寿索から相肉係数にある値を指定出 るような=三のペ 

を老さ当める事が出末るか メ カ か をみる奔 から 二。 向ﾡを方条い 

よう。賞前ﾡげを行さば"表" か"ﾡ" が出なければならない。

* B20nucx2cca I 3ク5浜万、 この論文はW.R・Macdoりによって 

か か れたをみざあり*の 附4系 =はﾡﾡ2 側に肉す る 相 確な 効力 を 系 

ナ カ法 に内 するﾡﾡを及扱っている . 店向の 事ﾡ も研ﾡされて い で 

際的向ﾡ点はしばし ボ省 略されている。

(ハイング ラン ドキ部づ ェ 地 恭

9 3
=の式はこ 二ざは4っク 分例 しかないけれピモ、飛 られた 予柄 

がたYえしい方表びそれ を表 わ ないこして も運統天の利鬼 

倍を意味するから凡ての場合に用い てうよい ものぞあるYﾡして 

はいけない。従っ て前の税統計びささめ ② 防 るHﾡの程ﾡはほ 

茶のvさ に40 *ﾡあっ  た人に対 b ては子の けの ﾡﾡYﾡ近お 

こなわ水たﾡ危す ごの各担混の 系列 ○円 z 変化す る ・ﾡ病気に 

ﾡったYさ ○回復力 は" 回復、' v "死と" o ニっの今ツに示さ 

ているさのよIも ま っビﾡいベべにあろよう に渉えられている。
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他の例をYるとﾡY 子供。 百色の研死をすれば澤色かゅ対市eジ 

はﾡﾡか台子の場合の色系②不足に至る まぞのセ段落を作る 

ﾡが出求るが総重はﾡ球つ"茶色" さある か"茶色でない" ピ 

宅う形さ問いられる。ﾡ言すればU血 分想② 相ﾡ表2の 続計置 注 

/ ←«頁に示いよう な連統約凄数み布に内するのごある。・ 

かし こ②方法のためにﾡめねばならないサ突. あるいはﾡ並さ て 

ねばならない 新ﾡは全資料に対し て確ﾡっ がある すざ 一 

い ・ 当初の戸脳は92の経り に般べた商筆 な 公 式 が 二 0 ような 斫 

の下 で若定出 未る等をキ* てくれるかどう かを 深 する事どあ 

つた。 としてもし それが失敗だっ たならビくなさの を株用 レた 

よい かをﾡ文る才どあった。

5 义
第Wﾡごはﾡ授げに内 しﾡ表 を今x 二れらの衣の一つみﾡ 

料をロつの 割にグル ープレﾡ迎の公式がビん な 谷 を 与 える か キ 

みる事が出末る ・

もら 05の内をもつている表をヒり "タケの表" Y"らケ= 

衣" の向 で切れば下 の 探な 益を う る .

一回日の抵げで 
表の出た数

ﾡ初の投げて衣の出るせ
十9一 5 2～/O

0 ～ 5 ノ5 330 5.254 2044
4〜/o 5284 7a46 /マ. 352

20. aノ4 ノ2. 352 2. ク4a j
公式は

ノ5 330 X 2246 - 5286 X 5284 _2o46 * 7ラう5一3 -
を与そる。 二れは0、5み文値からかなり変っている。

-187 -9 5
他の解答を杯さね ばな らない事は二の事からﾡらか ぞあ る ・ ま 

た度数曲回 を 次の ような式ぞ表わるﾡは前ﾡさﾡくぞいる ・

ス L_I,x: ザ 2xY 、Z =- - e支 一Fュ(プ 十み一 a ノ 2工V(一「のC J
そこだ 下 o 図に不されているように原尽からん た の距 

離にありズダ軸に直な=つの平面ど上のﾡ故曲ﾡを っの毎分 

=分割 すれ ば yX な結ﾡが坪か れるかをﾡえよう。

久

サ &

e1
ーメ

C

-ダ

_ ミA'
d

数

& ス+4
C c+d

Q+c &+d : フ *
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うすると

・-ラア的=のの。*=・ぼ・ぎ-をざ)ん.9

=こざ-余 に対しx ﾡ=対レ8こい委数変換を行いた-を 

名= 碧 uかけば上式は

- マェー or ・*ァ ゲ**一 "*サンxメy

*の上
・+4-7鈴5ごe*ギ4

ま た
c+4- プ念たズeゲベ*

全浜数 ペ= 4+&+c+4 に注意すれば

～一 (4 + d)=ペー /- e-ぷx

・ ど:一4ぱ2-,プe-バ..

円ﾡにレ て

-ターぱ-/-バeゲ.,

a.4.c. d.は 既知 ぞあるからたYﾡは Sんenu2d ② ﾡか ら ギ 

める事が出来る。 そして向ﾡは次のﾡ程式から rの他を来めるﾡ 

こ若する。 ・

ボー 広 広 ・-*(ペ・バーコrンド...y =ス

二=ざd. , た. た,は 既知 であ る。

=の解は次ゐ方程式をく (附録Vをみよ 

ダ =r+ ぞゃ+ ど(一( ん一/+ 5くそ3 (%--3) 

+がcり一とゼ+3Xや一4*一3) + 乏名cん*-04*+/)名(メ 

-0た+5) + ラ然(名4-/5セ"+4522-5)(%s445A5)

+--........
___ "____ 。一1#2 ょた /く________ ノ 2
三- 万- VQr) C -- Vc2え) 日

数値解は近公法ぞ得られねばならない。 ewtoれ *の力法は 

根を 求め る o に利 ごあ る。

9 / ②例昭の数値的解去は次の よう こある。

/ e-* ex= (QcH(保+d)_ 375ケ 
歹 - マ70う

=" 784e 5

数こ SAontad の本( 2&62d f2 ンズaそtcゼゥ0み照) み帝

)= よって

た =ノスク7ノと

て,理式の報に対する =ュ- ・ン②近:

fxp)=。 二れをﾡﾡすろメさ*のよう "する方ﾡ式ぞめる。みは

=8+んを満す ようなXに近いこつのﾡこする。ニニには小 さいもの 

ごぁる. *うするY f(x)=f(A+)=f(夕)+Af(&)+(ワスyピのゐ理に 
/“レタ高次のか共を合疝頂)・な" また f(x)=2 だから A=- * 
»ス いは x= 8- 7 をうる。 ニク方去の おそ な入兵 は根 に近い 

a 6がス山ある Yきっﾡであ ろ が 二 o ﾡは相肉の応た用つま ご今える

は数響ない。(年会から利子キを近するﾡは 。4んwnot2 o 
90t のnd auイe4 Ceoイot /7? ﾡ 公 ス を今照 也
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をうる。 二みよみな目に対レマニれらみ及をﾡいるYさは 数 

○.クタ8445は S/e/uaad ②こ引ズに対応し て い る 著に をふ 
さ そっするヒ

( /+の 7284z6 ダ> =05992/ラa
は Sイe/t22dL ②あエさに見て行かねばならない。

て しI次 をえば 0.7ク82と5を加えねばなら ない。 

じように

/パeゲe 一 0.26うマ5&/

. た= //8833
. _ ad-Ac .
ン I- ケK- を来める S-ん</ua2 の表から生づH =

/< = 

をうる。故に

クノク64 8ッタ ・・ 2eタH= T2447/2ク

0、/タ6 ノノノ ・ 殳タ K =
, Qd-4c

ad -Ac
NHK = A336062

7292702
= 0. /义タ8ュ44

MacdoncAg は ﾡ局 ②2っ○もヒ して 42 の代リに 58 を与 

えている。二みいは多 分神 によるもの ごあろう .

7 ◇ 英に立ち も ピっ て考えれば糸んは r r r4 ﾡの午数= 

さって いる積だめる 二Yに意すれば*の使は充みに算出"係 

数が見フけられてい るから*②事につい ては注意が要ぞある。 

またたY たのとあろいは7次の中かきさ下すﾡによ っ て算を 

なめる中が物めら ている。

acdezze&2 は次の級故をキえ ている。

Q.0922ふ ヲ ケ? +200タノ7o6+ 0.//夕4/ ナテ +0./374soケ"

+ 2 33ケ2ータ+ o25s8vu ケコ+ r=ィ 334o-4 
みを めるため に依々 は 第 / 近似Y してr。 ﾡ値に近い値を 付 

けナ ね ばお らない。

o.7588 4+ ケー /334058 = o
をンれ ば、

- 191 -
ー +V「/+4x334x0.ク585 子

メ5/ク7 = 久6

之うる, 

二て 二のは戻他よ 

式の左辺のフ っの項 し 

レズて 0?7をYってむ 

あっる。

リ大さいがそれはr を 足付 ける ための方程 

か使 わなかったためぞある。ま た仮 ﾡ枢y 
よかろう。 Mowuronz の法則を応用すれ ば次

一 33425と + ( ◇?ク) + 27588 (0クッ) +o.ouラ ( 0.?ク)う

+ o7(0?ワ)"+ o.24 (o7?)卜Cc28.2(o7z)+Qg?w(o??)?
/+2 (6ワ) (0.2588 )+3(Q??)(C.2ダラ) 十 C27ワ?) (2/3?5)

+ 5(o7ワ)* (e/98) +4( ククガ? ククク演マク+ ク ルクル 63•切
p.00a2= 0.77- 5

= 0.7492

=のよう な計算 には 百 総数の 市J 述の表等が利とあ る ,

9 7
数値算に要な種々の面ﾡ表は ク2.82e。 #2 Sxaななcen4 に 

おめられる。 テトラコリックゐ数( フoむ2cheuc futct。 ) * 

t=二に係所されている。 =れらの本がﾡﾡ出 来るから々は次 

のrう な力ﾡ六を使う 事が 出米る .
/ c,)
% =て。て。+て,て,「+る。て:パ+.....

=二ざてのﾡはて, はご夫にされていて* メ 上。 値は表クヌ 

に秘明 し てある階差公式で来める有が出未 る .

係数ク 計 は汗レく上 = べられているが ブa&&3 f8taa- 
zLcion FatI フ2&&。WT,Tスなた用い、れば=れうみ計すの大部 

分を近ける有が出木つ ・ =れら2 本が採用出求れば:( 9 とにポ 

したようるや、f◇計ﾡ (②全数)てﾡ し て余限にある教42 比 

すなわちのん の計算サ た (5) 旷 をめる た め に表を 书怦 す る お
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o T てがなさる答どある。_________________________ _____

* 9c2acんoucc fuotctou は H2wスt2 多項式のかたものぞあり - 

有所な完会な表が戸急され ている

8番引の 2か2ac&e fwtcGon は
て%-シー(。キペ)

こあリ、はた (8-/) ﾡ目の Hewuを多 項 式 は の通 リ ざある ・

Hろ-I(メ)=
(一 4ごr /
-,eチR2Z4る-( Vcaス)

- 193 -
9 8

さてﾡ々 ﾡ 納 授げ ○送に立tビってみよう。 レ 今め誠 

した方表ぞら2つ号え少れ/本。相同係数を 計算すれ ば。ケ/ ヒ 

o53み同にる桜をう る だろ う。= ○書は、 に賞常投げが凝 

対的なベ ﾡ ご な っ ﾡ平を恐い出 ば非常 二 よ い 結き采ど あ る。 

予旭さ る 舌近的なﾡﾡは依々が試みﾡつ"寝の場合に一つ2 
定か、適当な結 来 を 壻 く ヒ 占う 事 グあ ゐ,度せ面が平均ﾡか ら ハ 

な りﾡれ た でヤられる ビさ 二 は二のう表はそくなにﾡ合よく は 

解けない し またんな場合の 数値総氷 は正歴さ を1売レてはいけ 

な い ,

「/)

ノ 88頁から

か ら 光.ﾡが 求め られる

9 ?
今まては利用出末るデータ ーは唯44 っの 分 にかけ られる宇を 

品し てまた. *じて 特性値が足を的には 測空出 未な いが教和に

分割 と；Kる 時の相 肉の瀚宪は後 (ﾡ/スﾡ)まざ期しよう。°

*た 一 Wi ぷe*Tァ ・ギゲー"「ザy 
ぞある。

ス)に X、# の同時み布 ◇特函数によ る表示

てスに一2は文置どあ 

列 えば/タ«量にめる 

g&ano)の効承に っい 

め計型は"良いﾡ'と

ま並的なﾡ量である

"他 は 正 こ ﾡ 遂 出 末な い よ 

子供 ( 少年 ) の休ﾡ二戸する (

う な場争

2n2あす歳
く

てののような 場今 を投ク ﾡが出示る。

" ﾡ い ﾡ "に う け れている が・旅 の 態 

。ﾡい旅をそつている少ﾡは光みざないも

を使 つ て

2工(ーア)
。-ラれiア(X+みース「Xタ)

パパe女cぴ+2/をは*ば)eとにメ-とダaca.

4
ア-&ん "X*)ル*/を の前級故に震所 す る

のよ り も休里は軽い ・
絮君 が 酸 老爆 険 = 対 し て作 った さ うな 完成された表 か ら か ・ あ 

るいは天Y夢 o 年令 o 淘 係 と与える 相 肉表か ら容友数を 考える 

ならほ会なみ布2得足事を 知るで8 ろう。 >てそし容ﾡ及教を- 

。の変ﾡの あるﾡぞの ﾡﾡ によって =の 会展数からヤ リ ﾡす "

= 2 く(f)で(f)rク

が正明 される。 てのは 表からギめうネ rのあ次。 映そ相略■レた方程式 へ、”、 

来めれる〔M.Gr.KedaBC( ﾡﾡ)Pょ4統注計数値表 I.P52 象照 )

の武のﾡ心を通るﾡ線は回線をYる。= 宣今想枚ズ""世型 
a み防にあ a - すなカカ Aマ o 例 どは 平 いﾡから総ま " e い 

探 ビ 終 る。FとﾡゲEツ長の型燥なら三クﾡ型のじ2通ろ学突 

、二 ; アなのユュ。て -よって P:のwcc〜.んペ 772 貝 以后 ニ タ え

オ、て い る 本例はそこから引 したものみどあろ。
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は E 予 欲名 シ っそいる、 そうするYの が 三ダ従燥 左 

あ り む が ﾡ.系数 ぞ あ, るから 次セう る

ア=「ﾡす あるいは =/そ

休 工 E いA2 もっ少キ ﾡいををつ少年 _____更/ 4 2 . 2/4 テ/8 ノタ 42o 20 42 40
マ2 28 ク ク5a4 34 4424 ラ/ 4/25 2? 20 4?30 3o ヲ0 4032 2/ ノ 353グ /8 // 2?34 /8 5 2338 /3;： 40 5 2 7

マ 7 3 /04 / 一-〜・ /44 . 〜・ ・・・ —& 3 — 352 / ・-・〜 /52 / 「-ﾡ- /
2 ---.・ 2

+ コク 2ワ/ 545
今戸はっの変量のﾡる /っYのての 銀aニ 対してﾡ型的に型 

庄レ たものの千均値ぞある。 本々の例てはﾡい腺の少年の平 均 

ﾡずある,の は全少 年 の 採ﾡ偽差 ざある。同じよクにﾡY はat 
出求ない。何故か Yﾡえばそれらは足量的な測定がﾡ味をﾡた 

ない ﾡに内係 しているからぞある。正 規ﾡ率分布に従う 測可ﾡ 

な変量(ﾡ) を 及 し、ﾡ幸ﾡ分の表 を使ってこの 変登 の 毋 弱 団 

はこの ﾡﾡが現わ * る区ﾡ ぞの 平 内信 からの 昨ﾡに対し て 6 o

与えるY定 すれば そのと き

確年事分に 向して Sんe/ud の表ぞ用い ウれている認号そは 

み子がZ むあ り 分書は そ(/一) ざある.

教ﾡ例 を解く事はﾡ法2はつさり)>せるに役立つだろう。 そ 

は 次の 通り ぞある。

全少年の平ﾡ休ﾡは 277522
ﾡ弾術差は &7s02
ﾡいﾡをそつ少年の平均休ﾡは 27ヨク3ク

す(一く) = 2ク/545 =0.477
(/+の)= o 50ス8 そL てこの位が Sんenna

・ ②表ざのΖ=03?89に対応する。

除・休置の向2相内係核は

(2z2522 二 22 323ク) / 232822.750a / 0.44タク

=0070
停 (/一 ) を使 うのは 合計度枚の 小さいﾡの列を ¥る事 が坂点 

されている乙Yはﾡされﾡい。従フ て歩 々 の例 ざは及い ﾡな モ 

っル年よ りﾡい麻セ tっ少年の力 がよ りないのずある,

9/0
二の例はﾡ際○相肉数を計算する前に統計量の全級をみる事y 4こにみかの相岡 があ る か ビ クかについて予 的概か z 考
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えるの が得策ごあ ろう Lさう 央ﾡ的え地之 指均 している。 54 
頁のよう な表ざ凡ての行の 平均ﾡが同じ ような値さあ り また八 

のn。 平 均徒 がビ も同じようぞあネ ば* ニ に相 向はない。同じ 

ように/ 8Kのよう な太 におい て各押内の 数値が 合計に 例 り 

ていればもは々そこにﾡﾡはない。 s9o 例 ざ合計の 列 r 内例 2 
ス列を比ﾡすれば そしの向に何らかみ相があったYレてり 

* はハ小さ くなけ ばな らない事を示している。何故なら合° 

列 o う才 は中の列の各々 によって ﾡﾡ *れる 可能准 を与えるか?

ぁる。

-197-ﾡXﾡ 誤ﾡ

S /
を計的仕事に わい て牧々 は山 ②裂定値か 一つみ 平均値を 

ﾡし.そこ ぞ 残々が 肉 係 bたモののもっ 平均値を はっさ と確定 

する軒ぞあるY 李えるﾡも出 木る。も値計算は非常 に細な点ま 2なさ水てかり、またﾡ足 が 正確 になされていて も統計量か ら 求 

められる平ﾡ は特値の ﾡ平均値Yﾡっそいる。何故なら剥ら 

れるもの は枚に限求があ るからぞある。ﾡ宅 すればﾡ本に よつて 

气 丸 が抜かれ たﾡﾡ母味団 さ 正曜に表 わす事は出ﾡないからどあ 

る. モし5ヶの 炎ﾡ名投げて表の 出た回数 N 記錄 す ると、次のよ 

ろな表を得るだろう。 ニ=では /40回の及復天験の結求が与え 

られている。 *

各回 の試行ぞ衣の出上に ﾡ
左っ ラン つここされ送 だけ 

表の出た験回教5
3
2 / 
o

424
4?020

_________ 3/0
さてこれを単なるﾡ計的向脳ピし て取う Yさ 牧マさ決み 

布にっいてﾡも先ﾡ的に知っていないから "表" ○dたﾡﾡ者 

ヒレて24E計算するかを知れない。 二②事はこの 平均位以外 ② 
ろのは起らないいあう こYを明はしない。 モう一度喫験するY 

なる使な与えるかそ知れない。 それ数牧々の ﾡ からビの平均 

が伝むあるとあう争は出求ない。 しかし他のう去ぞこの向昭 

型 ブ ○が 出る___上な わ ち 典•平均-恆 か ら o 偽 差 が ビ と 9 分 

ヌこみような で映は(+ )5o ような ※限み来 四から u0o ﾡ本セ 妖 

% 超 =神出 したも ② ヒﾡえる市 も地 京 る •



-198-
市をするかを決めるﾡ が出茶る し ある 天検める い は 天のみ 

か ら計算 い た王均使はﾡ使u ビれ位異るかを評価出末る ・ 

契際上平均は ノ00回。 試行 で/ 回 けある小さな型(&) 一 

は計算値Y らがわないYセう 軒が出求ばﾡ々 はﾡ足する本がぢ

る ・ 医物に使われ て いる尺ﾡに入る前にﾡ備的方針に同す ?

二 三。 点 夕 ﾡ文 よ う。

Rて2 統計内素ﾡは次。 事をﾡさ せる。すなわち ・o00 回 

係辺したﾡ験体 s。 回緑坂された同株の次除よ ・ らあてになる 

象いない。

だ か ら ﾡ平値と計ﾡﾡの向の 差Rとは、 あるﾡっかの最ぞ8 
回 数に夕 さする答ぞあるY予ﾡする。更に.ないﾡ圏 にﾡがった 

今は ふに系中 レたう布よI もﾡ平均値から *れるﾡなの多い 

平均催をキえる。 だからそは分布の店がり すなわち布。才 

ﾡ差に依存するYﾡするが出太る。

s 2
これらの 逐は穴ての 統計的尺長に 用されるもの2ある, ﾡ 

促値は不正ﾡぞあり 文植への近似にざないが、もレﾡ取の哲 

吹 名 取扱う 事が出 木れ ば+モからﾡ e れ た結系は 奥砲■ ヒある狂 

以上わないだろう とち?中 が非常なﾡ らしさそちえる。今ま ぞ 

の微ﾡは平均値に っい てきされ て *た が位の天度を 同 じような一 

般的考条にﾡうし、*そ数後々はどくなﾡが平均悠 ﾡ孝ﾡ差相 

商係 教めるいは地 o 統計的尺 政に対する 卜 さ な 際差 &に®当 て 

られるか を考えねばな らない。こ の 甑差 は標率価 基 に 依格■する 冬 

だと予想して来たし このﾡは時にはつきらぬ ﾡ乱 5塔く こYもお 

る ・ 何故なら様率術差にﾡする誤差の 分布 に変ﾡを払わねばな ら 

ないかぬぞある。さ て夫と多の結婚ﾡの年令Yきっような/00対 

○相ﾡ係ﾡ名計算レ た ヒ 仮麦 しよう ・ それから 他の /o。 対の相肉 

係数 2 計算 する とﾡクよう =ミら。 純果の大 さな数セうる ぞ 

品ける , 係数はずっ と前の 卓ごし たあ る度数み布 に似た分布
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そする. 救々 にﾡ係の ある。 はそ の 分布 の 平値か ら の標術ﾡ 

ぞ あ る。河様Iに 9 / ② ﾡ術投 げの ﾡ験を 再 三円m繰ﾡ し 各回。 矢 

ﾡか ら平値を ﾡ する. 平均値は5ヒ○の向の任意の値セうる 

だろう。二れら の両ﾡﾡは凡て o 試行さ 5ケY も表が出 るか凡て 

の試行ゼーヶ む表が出ないか○ﾡもﾡり そうそない 場合が起った 

にす ざない. 最花起りそう な平均値は マ5さあ る. *いてもし十 

分に突験を繰返ば平均値がう布 t る状悠 についての 今え ラを形 

作るﾡが出求よろ。 すかわち依々はそ合身の干均. ポ率ﾡ差 

をもつている 平均値の度教分布に する ろ う。また平価が計 

ﾡされているニヒからS I の表に あるよっ な度数分布 ヒ ﾡ合じ て 

はならない。ﾡ計的飛度 ( 平均 ・ 相ﾡ係数の ような) み長数 

分ﾡ に向するとさに" 様菜術差 "ヒ 言う 营リ厂標準浜差 匕 当 x ば 

方えカの ﾡうを さる助けになるだろう . とうする Y塚ﾡ課差は 

々 が今索 し て いるﾡ別の反数今布の採ﾡさあ る。

纟 3
採まﾡ差の 入につ い て意も 簡単な鈴型友数曲線即ち戻差み 正 

規曲像セ 考える算 が 出来る。そU 統計的測度の 分布 がこの聖を取 

れ ば ビ人 な 総論が 引lさ出せるかをみるこヒがざさる。際 にお計 

的第度の分布は楝もそク 索験教が大さ い ヒ さにこ しう な型どな

ればならない事が示されている。従ってたとえS/ ○布が対 

森的の代 り)にﾡんぞい ヒ し < も平均値の分布は前にﾡられ 歪 X だう布よ ) も正規分布型に近い型となるﾡぞある . 正規ﾡ。

表 を 冷ち にすれば様 差 に対応 する面積は全面積のは3分の
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投きすれば若 し続計的え火の今布が二の正規分布すれば、2シ 

のﾡ差よ 大さい 妖達をﾡする軒は 200回の 吹除で?ヨよ 

上近らないに言ろ字が出未る。 それ故 救々の取扱っている天& 

に二の特別の場はﾡ)そうもないみだある。 上のﾡは 二のﾡ を 

理ﾡす るのに役立っでしよう。 平均値か ら採ﾡ偽差の ﾡ離にあ る

らv45 ○向にあるﾡ積は全面積②ほ ぼ"3 ぞある, 神分とワ 

こcD'は 平均伝か ら ユ2の禄差だけ 離れ ていてれ は全曲 

○殆ご全部を合くぞいる。従っ てこれら の線う外の ﾡ分は相対的 

二小さ な西ﾡぞなけれ ばな らない。
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々は次のよう な-殺約去劇をぶけ うサが出求る・

⑴ 平均月値*のおﾡの 計算なと 値はまﾡの 2以上の 

ﾡがあ る 事 は起 そうにない・

後 そしある目ﾡみための験ゲ2 宅み採ﾡ訳差以上にﾡ符値か 

ら離れて いる結央 を 尊 いたら ゼかを 任意棵がヒし て取扱え な 

い b 思 わな け れ ざなゅない.

9 5
表々の向ﾡはﾡらたデータ ー から 十ﾡ し た ﾡ計尽ま がさ o

94
人 第 は 確年 設差 として知られ ているの田数を使う 事が召ご

賄 符花の まわにどのよ?に交化するかを汚えるこヒ である。二 

っ の理法が方え られろ。 s2ざ述べたように多数司の突験を行 

ク李一あるいは多故のﾡ本をﾡめるﾡ—— が出末る. そして含

あ7・ その焼字級ﾡは概ﾡ訳ﾡの o47449 ぞある。ﾡﾡ族 

ﾡは絶対的誤途を表わ している正規曲株セ ニっのﾡしい評分に分 

ける又 すなわち (P) ○値をサえている. 故に, 確率誤差 は

「.eキがdx-o2s
によフてキテスウれる。二こざ曲ﾡの全面積( 正②橋差+ の術差 

は/ である。採ﾡ術差の力から Pをﾡ兄するために 7い& チた 3xax3con。 Par ユ フa&& ﾡはWﾡの衣にある メ 
(/キ)=o.クタ に対定する火の位を求めねばならない. ここて 

メは ,

「= e-イraz一X Vマて

どある。= の枚は逆神 する 爭が出 末 て 似的 - P=のe+& ? 
そある事が分る ・ 平均値、あるいはむしろ 平均値をﾡる ﾡﾡは ・

布 を=つ の等 b い 部分「み朝 する。従っ て成率誤差は全か布 s 
・ つ の 部办に分割 し・ qragtmu が m み位 教 ヒ 呼チく だをのをケ文る。 

そ o 置 は図ぞ文PP' ど示されている。ﾡ字ﾡ差のるはユ 
ﾡの採偽ﾡヒ ほ "ﾡバよう な面ﾡﾡなむ。

々 二対 レ て向 認の統的尺受を 計算 する, 処置去は一 ﾡに か な リ 

の仕ﾡざあるのてﾡ々 は別 の 処理法 を とろう.成率に基雄 2か 

く代K的は解析はﾡ本出ﾡ種が無限に森5え されれ ば根準課差は 

経ビ ・てギめられ- *のため にての標ホがのﾡ符される割 

合の中に合まれているよ う な塚誤。 決を可ﾡにする ・ 要に 

遣んび行っ て様木ﾡが増加 サするにつれてある 紀計的天の ﾡ数分 

お が*い *うな 際的曲係セ D ばし は決 するこYが出ホる ・

次 =ﾡﾡな説明 夕しク,度数(?)。 採率訴ﾡ . すなわち eぽ年がPで不生起ﾡ率が?。 0回。 立試行で起が千我交モ っ戻 

数nの 率差 をみよう ・ 7t. 71一/. wt-2. 3,24 0 こ 

ﾡレい7の健字は=項段府 各項ぞ与え られる。

○"によって本わざれるの" のモーメ ント を使えば一次モ 

ーメントはﾡの通I ごおる。
- っ ,, 1 ー/M 7Hノチ+"(勿-"y -" 々发 +--- +?パ-7別(P+8)

lの三次モーメ ントは

mPアーg +2m(4-)P"-a- + ヨw(m-/(ペープ"2+・- 
+ ハ
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=mアペP+?くみーバP"-ダ+ 型-sパ-プP"み3+ ……ト ぜ

+ w(マーバPア "g2+m(m一/)(wーフ)P"ネ3+ ...  +ィ(マー子 
・ •

= "、 十 m(の一/パ

従って 平値問 り) ② 二次モ ーメントは ・wf +?1て一/)-ィ2282 =mルP8
. ﾡ卒深差 =V - Vでm7g)

そ と M回0独立威行を練板出ば、生足回数か観粢度数力は〃況率 

②保弾 医天差 をもって 期狩4 mtP の ﾡ ・) に 変化する等であるYもう 
拓 がみ る。

今 6
次に三の結界を= 三の例に場円してみよう。

(2) 羽子が生れる数ヒなチが生れる数は ルカ:/勿ク である中が 

8恐められていろ。換老すれば子供が羽どある歴手は発であ 

る。もしある地方て/0o oo。 人のテ供の中 s/350人がﾡざあ 

る がわかっていれば吾通の確 ﾡ論か ら 後勃にﾡナ る o理論 

をこの ﾡ計量に ﾡ盛づけても 函全さあろ う か 7男子出生の期符 

は ケ/ 220 人 ぞあ り) 採率ﾡﾡは

/<oaow3 ダギ)一生,5s2?

ざある。

突際の場合Yﾡ符値ヒ の差は /30人び=れは =は堺誘差よ 

り t 小 さいのぞニ 純京 から な るとさう 串■玄 はっミリ 結諾づウ 

る事は出求ない ・

(8) 場合の 枚が ル •タクク 000人ざ突際。 男子出 生校が テ/35.002 
ざあればの ヒ さ才浜差は /s8o. クざﾡ符Y矢隔ﾡのﾡは
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/ラ000ごある。 したがって比/o50:/oo。 は特別の場合にﾡ 

合いないYあう 結論に対し て 充分な 証E明になる等である。

(c) 手府向死亡確ﾡが0007ざあれば2 o。 件 ク確军派建 は

o.47&49Vて200X0007*0?7 う=ぷ0ざある だからある/年向の 

た映に?い て 200 件の うちに/年向にﾡ神さる死にﾡヒ b て 

ハ4のべリに 2スにとれ ば非常時 のための生 命保險料 の 倒 增に 対 

レてほぼ似的なものが4られるだろう. この目的に対しては確 

年族型が標準決差 よ りtすぐれているとあもう。 すなわち、場合 

の数はゐ200件であ り 年向死こ確年 ¥bてo00 7ざあるよ 

○な平均ケ令ぞある ヒ 芸う饭足 の 上老係除ﾡ向に対する非常時割

しい くっ かのアイデア2得るためて死亡字Ybてo207o 
ペ ・) に0o// を取扱う ﾡは 合理的ざあ ろう。 *○上あたかもる年 

々級がせの核独自の死と甲に雄っ ているかの如く各帳を取扱う 事 

が正しいY仮されて来たし そし て事求の条備会に独立に取扱 

わなければならない。 しかし ・ =れは少り ﾡ論のある点であ る。 

(d) m がに数てあれば V7PF はP=夕= そ ○ヒさ に最大ﾡ 它 

そっている事は 注意 されたい. セレてこの車 は 保険会社 は次の申 

z 一般に先見す る 事ﾡ示している。 すなわ ち も b保険会社が同 じ 

大ささの二つのﾡ級を持っていて をの 一方が他方 よりも高い死 

Cキに従っていれば前着はﾡﾡﾡ求救から緊際に大 さ な備差を さ 

っ告ごある。何故か YさうY/ 年向 けの死こﾡ字は死亡 率表の 

段そﾡ才に8るからてある ・

s 7
さて5番目の グループに入 っ ている割合が Psご あるよっ に. 基 

分布を んヶの グル ープに分ける 李を渉え= う. 明月らかにP+R+
+R+- +R一/ざある. そい この分布から鳥作意に - 

フみ合をYるY それが 5番日のグループから 株か れ る ﾡ会が P 
ぞあり.他のグループから ヒられる核会は/一P=8: ざある。 

»mケの場合が無作逐に ヒられ. 之れらのうち7sケが5番。
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プル- ・ に元ちて いるYしよう。うするL7sの期村 

値 が然,％ さあろから =の尽数は=記度(ら +gs)7の各項ぞ 

与えられろ確ﾡ をもって w-/--2. /。 ○値生Yる。ns 
。 様型課差けは

cns=IてmR(-3う • ----------  -⑴
そある。

突呼に 今 られ たﾡ本から度核み布み 正圧な型を知ら ないな 

ら 吊=ヒおく事によっ て採率誤差に近似レ てをよい。=れ 

は9番目2 グループにあ る標木のﾡ系閉会ぞあ る から近以式匕し 

そ沢を う る

G。-/1。(/- 五’>｝ ....... )

s 8
ﾡての展数?,・?z. 7たの和はmざあるから*の純果 

次の事がきえる. すなわちﾡ別の塚よざ7sがmP。より 不常に 

大さけれ ばﾡの気数は平均的に小 さくなけれ ばな らない。 そいて 

二。 事 は各グルー プﾡの課差は相肉がある ﾡを示している。次に 

研究すべさ点 はt番目の グル ープ°ヒ5番目。 グループ。 度数2 幅 

の向の相ﾡのﾡぞのる。

7s二っ い てそのﾡﾡ値 からの偏差Sns は75一Pこある. 7s ヒ7その帰差向の内係を芳えていスの だから残っ た (た-2ゝ 

ケのグル ープを 7Rヒセう一つ。 グル ープにまヒめ た組を作るの 

が伊 科ぞある。 そうするY
7:+ 7x +7R - 
R+/+Re - / S75+ S7t+57K -0 

そして

( sn:+57t)2= (-5nス)子
あるいは
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6n587t= ( 5,クス ー S73-5 7 )

沢にも し任ﾡ根木の非市に六 ミ なさヘがヒ られてそれについて 

上の最后の立程式○両ユの支を 加ロえ て全欲ゼる ・考えれは"

6s(S カ 5s ,力)-f お5(szミ)一おsでx)一ss)h
甘ユの表わす式はﾡ限に おいて上9 方授式 (/) に与えられてい 

るグループ良救○平力採妖差を ﾡわい てい る. 故にﾡ服におい

*s(x ,sxc)-雲fA(-R)一8C-P,)一/eC-P】

= チmf(/-B-Pe)(R+Re)-R(-P)-R(I-Rt)?
--w月Rと------------------------------------ --------- (み)

nsL 7t の商の相向は

そぶ(5msSnc)o*限Ys フ2t= -- 二-二..........
1 * Os

, __ __BP___V1R(-R)Re('-c>夕

=-f 一 ) 1 ----------------------------.)

興 =RY Pcに対し て爆本の 比例度験 ・ ィ を おく 事によ り

- の式=江必する申 出木る。

5 、7ヶの状本から生み 平均の ﾡ設差 を 兄い 出す事F 内た数分 缶をたケのブル ープにみ ける市を な足 する。 ニ=ざ xは 5時日のグル ープに剤し た委量Xの4てある。 本卑のめ 

タ 節で 既に优用 し た理由のた4 こ(わ度数み市によ っ て表わさA る 

みシ印正店 すなわち
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ス -と(吊xs)

とのi)二 ②金ﾡ団から意にﾡ かれ たmケのﾡ別 のポ本か ら 計 レ 

た平値 すなわち

ヌ=こ(新メ) I
の向には区別し なけれはならない。= 二ざﾡ列のぶはグループ 

の下てについての和を 示す。

支の様宰浜差すなわちの は塚木平均値が分条団千月値Y な 

るための区が り の剥度を 示すであろう。 のスのは商ﾡ()ヒ(う) 

のおﾡをﾡいて支められる。

河じ認ラを使って

I
= 赤Z(7s-m月)X。

= ホZ(87;Xs)
67s み期特盛は 0ぞあるから 6x ○期符ﾡは○てある。 ある 

いは採木平均の保 ・サンプ ングから 末め られる平均ﾡは分条 

団平均他に同じものぞめる. 上式のmユを二派して

(sx= 常「E(6nx:)+2Z(n,6n.x,xt) }
をうる。 ここぞこ'はSキオoSLそのRて。 対に対オる和 をち 

わ十。

しし始めに取られる標本を大さ さY仮定L(Sて)の対定倍セ 加 

え *の純県をぺて例れば次式セうる。

SC&ヌー みfz(パ s(5xs) )+2s'(X,おs(snro)
ニ こ ぞSはN標ホにっい ての和をなわ している。 二の式の左辺は 

採木平均の平力採訳ﾡ ○である。右の s (Sn3) は 方
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芸の oの3ごある. はた ズぶ(Sn,Sn+)はヶ長式く 3)そ与えら 

れている. 教に

パ=マfx〔x3mB(/- R)〕一2ZくxxemP Pe)}
-る(RX)-ホfz(Pxッず

-為(ノ:ーア)

ニこさ メ: はな団み布の X に 沖 b てのﾡ最問" o 二次モーメ 

ントざある。 bかし んーヌェ = の ざあ るから

○z - 円// ----------------------  )

従って平均値 0 標準誤差. はな 条団標傷ﾡに対する採本サイ ズ m1o 平ヶ根のLてある ﾡがわ か る ・

二 0 段わ。帝衆ゆ就計的仕事 によく彼われている。大数が規示 

=れそし て平均値は他の同 じよう な特列の 験A ルﾡの ため 僕 

われている。平均値向の天除の 差は点抽出 の代に何が正当 な 

理由があるのだろうか? 突ﾡ的 な応用 は核年向 にわたる e々な会 

社の平均刊番。 比較どもよかろ う . 多年向み 利益○標誤差は平 

ジ位河りの =次モ ーメント の 平 万根 を 年数 の 平方根で宅 って符ら 

れる・ *のﾡは (5)0z を与えるごあろう。駅来のあ &邮分で 

。 千月利 益が低 い の は 偶然 に支記されるか、あるいはそこ に除去 

才るめ恐のあるいく っかの欠ﾡのためだヒ さえる2 は様非妖差を 

使つているか ら に必 ざな い く歴率誤ﾡのは採幸訳差から 出 未る

s//
木部5 5ざ左意り た事 ごあ ろが々はﾡ的尺度の度数分布が 

ジい て行く 夷原ク曲雛 を 決匠す る が出 米る . こ 4 年 ど /ハ



P-平丹住Y共に*れがPe～4のt②曲奈系さあ が ば長教曲血保宅 

ﾡするみに用い ラる率をく だ。 そは次のよう ざある。脚う 

そ し ・ ﾡ計的ア定の凄故分布に対レ て タヒルを 見. 伸けゐ 肝 が出来 

れば曲係の型を決匠するのにずっ ヒﾡ。ﾡったら しい力ﾡを使う 

だろ う。 もレ&(x)ヒ Aa(x) ね x ②か承団う布 に対すろ モ-メン 

卜止cし P,Cz)Yβ-(て)は大ささ みの緑じ し 採本 ○探本平 月ﾡ X ② う布に対するモーメ ント比Y すれ ば次。 事が不される ( RH- C7L822クL ・ J,I7t.Actu ・ *LI. 42? 象照 ) すなわち

f(x- ecッ% _________。

A.(ア) = 3+fA(x)一3ん 丿

もし アのか布がβ(x)=。 . A.(p)=3 。規曲線によって族わ 

されていれは"

_ 8()=。 クイア)=3 ・
ご9で文の布もまた正規ぞある ときう事が分る。 

た そみ分布が距規ぞなく て も 方程式 (s)から g(F)が。 に近 

レが小さ くなければ合.(て)がみ的= 引になる=ヒが分る。

s々

採ま箱透の標ﾡ淡は大塚木に対い z は 9 ・ <取 

らがる そり ての条団う布が征4的に誤差。正堤当線(β(= s5ミ だ々ば塚課差は -一になる。 なの他 標準誤 差 222 百分字ある いは制合の商の差に 門係 さ也て有用ぞ4る。 

従ても しイ, 回の試行を行え ば回。 象がﾡ ・ はた=れYは 

使立Iに7- 回の試行そ 72 回が超っ てい れば ビクい っ 事情の 下ぞ R=P と決論出末るだろうか? こ=IにPの様本権庭はﾡ ざ 

ありRのﾡ本定値は ぞある。この解去は=っの死と幸ヤ次 
約形字 • ﾡ内を比最する ¥ さ に役立つだろ う ・

モシ a H P P9タ ダ差 "/ot, - みンん/○堺ﾡ訳走は/ { P(/-P)(十死.) } ざある. 本々の 天験から のPy Pはぶ
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ご位 てあるが=れにﾡづくﾡ合己につい ては全く ま知ざあるがそ 

三に共ﾡがある ヒ 言う仮束から

く,キ7L=ン/ての +w・)
を を 0 推定値に こる事が出 *る。

三北は次の年脈差をﾡ< .

ﾡとりて (り 22 人。 形者 をもっ/ ○20 (2)/ク人。 ﾡ 
合をモっ 4o。 件をヒらろ ・ 前着は 00ユ220の貼退率 を午え思者 

は 0.23/7のﾡ退率を与えている。 このﾡo03/7-0022o = 00??は有意ぞかろろか? =っ2 経験表を祖合せる ・税退幸 

ヒして タク族 あるいは 00256を与える . 最巨の式ざテえ ら 

る塚誤差は000よ2 ごある 二のﾡは有逐だ はない。しかしなが 

らも レ件数を ビ式 e 3告以上にヒればﾡ本誤差は oc5になるだ 

みう, そりて乙のﾡが有意ごある=Yはモう 試西oピ ﾡがないだ 

ろ う ・

s/
同じような方法モモーメントや 匠桜の様審訳差 をみフる事が 

出未る。しかし これは木年 ざ 取投わない 方がよいよう なﾡ諾的部 

みを並く り かレ統計的仕 申 でその函数がﾡ髪なため に . 相商係 

致力 標準抉差 に 庄意 す る必要がある. 平月値の場合ざの ようにマ

内係ﾡにアの記C雰を用Uﾡ栄倍の対の塚木から計ﾡした相 

"係数に対してPYはﾡ々る rを問い れば型乱を とける 事 が券来 

ろ ・ 緑本相同係核 かはP。 ﾡ りに姿化 する。 をして ro標設差 

は 大想本ﾡに対しては似的に

の=( -P:)//u- --- -................. Z/ mがえ分大さいYさは 二=さVコのベI二V7て各用いる事が 

出赤て司じ 体求 I- な る)RA fれん2 は 数4バ的汚 から直に再今 して r。 様本今布の 式 に して 次 の

2州たチ(p-キーァ(-rデっマー(ニパ)
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ごめある, そし月の伯ゲ 未知 ならそ の5近心人値 ヒしてを用いるべさ 

さある。 •

s/
上の結采は始め K. Poaoot ヒ LN.Gr. FuEon に よ っ て7が大 

さいヒさ み的 にうか に V死- をもつ形ぞよ大られてい る (Pんd&eo 
ブ九のn。 ・. CxcI. 2ラ/～ シノ )

月 に R.AFu&ea はよが/ 7 3ヌ上の正 規ﾡア曲面に従う み 

条国 か ら か たYさrの 正確な分布 を 呼 ている ( B心cかtk& X 507-52/)の)このような詳しさでよの様よみの形Y司じ 

ように公式7)にさる ﾡな 4他は プz&&。 f2 4なな4なcans 
Fax T プa4&a スススT めるいは Bioctuc%A ス「32 s 質后 Iに キえ られ ている表によっ て肝究出求る . f=のなら公式(7)は m の ビん な小 さ か にものr の度いﾡを与えるﾡがこれらのなか 

ら分る。しかしPが大さくなる!につれてこの征公値はあまりﾡ足 

なものヒ はいえない。何故なら公式は 正確な値 を与えない ため さ 

あり そいてたヒ えのrが正確に求め られていても r ②か布は +。一 

の偏差が今しくないYきう 新Y採ﾡ課差のス倍が殆ご会間ﾡを力 

パーすると言っ 替短の 去則がﾡ用さ さないため ざある。=以上 

明確な説明は困結そ あ るがm>α20なら公式 (7)が用いられるヒ 

き う 申は役に 立とう.* しかし2=/o。 さ P が 0.5より小さ < な 

ければさた w=s。 さ Pが 03より小 さ <なけ ばば o7 の解釈 

に注部が 心そざあるR、A Ftん。 は有用な姿換

まfweC+ わ-

を案し ている( Maあ。u エノ タスハ これはPの値のて何に 
"(あ野下 ________________ .* w一20, P-の?にし て ○,=o.o09ケ7 をうる。公 式(フから ののrは oo0s/である rのか布 平均--0夕?28, モード=092//8=207202. 8=332 によって表わ*れる . これは正規声ﾡによって概岡支表わされる*ざない。
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。イみ本娯--- を:って正処分ホナるような交ごあるVペーう

s/
公支のの応用 ヒレてW 新の 例をヒろう・

そ=ごすﾡﾡﾡ除の秒期年令 と未ﾡﾡ々 商 ﾡの相肉係*が"マタグ 

てあ?たﾡをっている- いか レ ニの相内係教が商Gの相好々 

係を正成に浜わレてい秒 と主するヤは正 レ くない・ ﾡの相内係 tは二れよ"大さいかモ知れない. あるいは小さいかも しれない. 

そい94 て例示 レナたよクな考えこ材方上る。 しかしそ二つは相 

不係 岐に 向 レ て 別 の向題があっ ～

我 a は標準誤差を調べろ まぞはそ二にビんなﾡの 肉 係が あるヒ 

多クミスも 出#木々い。

々の例ごは 2=2870 一=の25りであっ ェから oT =土0.04で 

める, 枚に= の場合n 様ﾡ誤差が非常 に小 さい のざ= の結米が信 

報レうるのてるる, しかし. こしの.。5の採準浜ﾡをちっ r=2275 2求のられにら相阿は単に偶器かﾡったもの てない とﾡ宮する =Lは不可ﾡてあっう .

9%
三 o主は公式(のてゲ 324の小さいと全ざも ﾡ全に使さ ろ ¥ 

二の変快は 乙変状Yよばている-

z-まo。だ 3一+だ ヒカけばwがを今大=

, ビeにはこの分布は近似的に

E(z) = ろ+ラや一f#5,す = 3Y(z) 寺ﾡ{I+ 方 す = ョ <P=ovtて)

な%ﾡ収分布にﾡって布する つれは 相対係株 み 近似的林走 送 #キによポ木A wチ本前】ク述み検止に便利てある。 レくはr.G Kond4災前文剤人(エ)ノ辛べﾡっ キ 2 島練木 州 氏 に対して は スネ デカ - 往計的ヶ (ﾡ求者 ﾡ)(ヒ)オ 

,ダにわる団によってﾡ分正ﾡに一方を催方に変状米る。



- 212 -
ラ ぶﾡめE受 な足 ﾡをﾡさていろ。 もしそ二にビんな相 tなけば P一0ごあ(7) 安は 次 ﾡになる。

G7- ..  ⑻
従て可字の例にもビフて そこに相ﾡがないv仮すれば

。テ安は20/87のﾡ訳差をこつてr-P一0スケテ4 こある 

二の差了 一Pは塚辞み差の /ス以上 ぞあ る ・ 数に 2870 ○神ホ 

が抽 かれたと方えている分条田の相刺は0ぞあるツきう中ゅ殆ビ 

下 5ﾡごおる.

s7
上の公(7はW ご述べた方法て計算さ た相問係数にだけ逸 

当なものぞある。ロ/宣分例校を似った場 合の根設ﾡはグレープ 

分けが堀ﾡぞみるため =*の期仲値 より大さい はた.厳庭に

した公式にさ* ばえ 会な位になる否ぞある。 次の公式はrの杯 

保差 こキえるために今方になる。

爲ノ f "給し ル-学学全 + ル ピー

+ユルぬeパ。-2タメ-#eラH'7
-- N- _ / くパ"ナペュースーズズメ(一-

メーネル-尸)F, , Aーナん

ピ= 7「一。-女xなx, "f-H& , 7
归 - 万=バ ペ/「 e-三^dx

*レ てロ記分防衣はα+c>4+4 . a+4>c+dのよ うに和列

さているサが仮定されている。 こ=にα6.cd はノ8クスの

図ぞ示した意味をﾡっている.IXﾡの例ざr の概準談ﾡセ める 

数値例は 次ク通 りズある ・

ルー元〔e-すベ〜x= V(2工) o ◇.$88-/ Lェe X "dx = 0 々:
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そ-Yパ

-高［ア e2"xr 』""さ女ax -,223
=れらの位は プa&8e チ2 S才れtt.tこcdeル Paux I ス&& I を 

いて求められる,

_/  イ£ル た 2ー2&た トかシーチ ジ

と=えェ(i一ri) S ノ ー Cぷe7ピ
マて x o.cララo。 S

= ./2462
支= 0.280夕 &e = i. 332 5α. 4? =立'o?/

.. rのポﾡみ走は

a /f 26223 *6ee/ ナ クク 0ククタ * ククク2 タ2。222ダ1
= 土o0/8

/Z
この方法どﾡしたﾡﾡぶﾡは公式(7) どさ十算 したﾡﾡよ " 多 

• のき引倍度大 ミい値を示す。現 に 々 例 どそそうざある。 

エ 成な公式は ﾡ倒 ざめる が フ26&。 f2 Sそat衣cn。 Par エ 

ラA0d ススT スxア を 擬ﾡに使 っ て 教値計ﾡ そなく 出 未ろ ・ ニ 

- を一秋ま I ホ相関表。 区例がﾡ端に章 っ 時キ以外はを して使う将が

H *2。
/?

ゅ 々 が予 恐したように ﾡ設ﾡのビの式む 今4-場合のせの平 • n2合くぞいるサは注意す さでみ る ・ 中、部みすめ で、 瑜 じた 標 

； > モ 合。数宙加寸る に つn て ア少ナろ・ と してた x 々 ○号な で 請こ れﾡ事である六堺神が差は 

受ムの数の千ち 根 二 J ヒ 例 す る 〜さ>幹がでさ 

• . *生い 採千びを =ﾡ ふ ろ。こ忍す さ ざ るつ て フa.&どo
Y.の,赤く。"/ -って い ろ*っ 近漳 ぶ のを
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多く の計ずがたすかる 2 ﾡ兄する だろ う .
杯妖星い十季する a的計ﾡ L e 平均ﾡ々ﾡ。天夕から 余 。 

多くの断をしないようにするためざある. しかしﾡ労に学。7 
向 にﾡ ってはいけないし. またに理 合的 な正当性上に球字妖左 

ﾡしてﾡ2 してはならかい。

だから救々 の 理公は 睥一曲通 が法だ& 正規■曲 編 に餌 た 理•で 分布 ・て 

いる:あるx そ叔度 ミれているいはた 既に示された託門のナ 

ﾡうは場合のががうの以上のY あるいはあるﾡへ体性値にヒ 

っては* れ以下 の%合で tこの 公匠が通 当なものてあるキを示レ 

ている. こ ○足には +z - 0 決器が多分等し い答だヒ さっポパ 

諾に合されている. しかい丁型分布の採ネ平均ﾡは資下方ﾡの上 

ヒ 下にユ倍の株辛数差以向に年し いょう =か布 しているY 主す 

る中は正しくないさあろう。公式4) はこの上下 のWﾡ2 テすた 

め2財け ヒなろ若ビある.

$20

次にサンプリ ングざの =三の咲内なふに剤 して簡4に今え 

う・ サンプリン グの 本属 は株本 を胡べる事によって 会 と 辞価 , 

る著であ ・)のま た妖ﾡはﾡ本セ作る最合のﾡ りのらめ Iこ生 ゴて ル 

②採本が ルない教かッられてい るために 全 こかな! ちがって 

いる片匠の標本のためにﾡろのである ・

係映数ﾡ*会学 上の底用ざのﾡ ・ 主防ぐ半は老量には回ﾡ 3 
こ Yてはない. 例え ば生命保映の っいた人の死に年2 を受 名 ボ 

めたいならA てﾡまる名ﾡのくにﾡする 情報セ ﾡめるぞあろう・ 

ニは ==の場合セよえるだろろ が . ヤ ニにはこ "ような人ゲア 

ルフ アベットの他の大から始まるる前のへY量うの ぞと足う谷 
の根拠もない . ﾡ別。 x2ぶ李はA Edace -22&がt地 ゞ 

のように型 合社会さ "人車り回ﾡべ 入ろならﾡ合空くかも上共 

フラ>ス北部の比方; そY oalaccc Ydo2んじァ-の ﾡを含む・

n〜ノシワス6/?u0～ u 年 は ド イッペ
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ない.例えばじ4ac&-よe22ainu ぞwざ表る名前の人セ取り 

上げザフラン ス系社のく 2 於3 ドイ ッ※株み人をセさする だろ 

う. そっ-つ0ヶ法は/00人"うちから一人2救教く Yきう場合で 

あろ。たYえ ば命係除み 死と年 は係映公社の 全ﾡﾡか ら 各02 
日み場合をべる ニ ヒ によ っ て研汗ﾡされる ・

二の度のサンプ» ングは社会学研ﾡご有用ざある。学徒の ほ

条件玄洞べたい と 思って も 寄生の項日 住思あるいはﾡ住2召 

ﾡ セ 全ﾡ度 から4るﾡは突めない。 しかし 000* 3 PPP o場合 

の 熱大が胡査セ4ゐ著は出まる・

ﾡ手系まま に任ﾡ県本 を押る事は 困ﾡる はない しさ たﾡか ざある 

が こに"ﾡな ものは常的な も の ぞある

名々 が小 さ なﾡ本を 用いて いる に週 ざない Y宅う事ﾡに他の浜 

差 の 危険があ る。ここざ。 内ﾡは様ﾡﾡ差 に阿する もの ざある ・ 

ﾡ本が条作通に送ばれた 事 と 保本 れ合身は小さく なく ても* 

れがﾡかれた立ﾡ団に比し て小さい と出 ば、木"の総め 

ぞべに力法に社うﾡが出太る- . ・

sユ
いcっか。突験にはﾡ殊事ﾡがﾡる ・ そのーフ2 型にっい て特 

に日しよう。 tれは地物の建岳座の収承ﾡルﾡ試除に しばしば 

心雲 ゼあ る. そのような場合のmﾡな=Yはハ小さな回場さ文も 

ロ、別々の置さ場所が大さく独ったﾡ釈セく ¥さうのなら 

ず小さなﾡ し プロ ッ ト が互にﾡ似する と 言うﾡどおる ごか 

ら公平 に映する ため には相ﾡ裕プロ ッ ト の対をFら ねばなう な 

い。ﾡは各対の胸ご行なわれ 二れらの計の向の差に内係があ 

るのどあって救々 は
个 2 _ S(ダ-x)

2 計車 し なけ北 は' な な い。 ここに mtま 対の 数ざあ " 乙はそ

» ゅ 値か らはかられたの 対応 する もの で ある

時奪 プロ ッ ト から 作られた•対•が 単位 にな って いな こ ○荘"場合
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は なるポ ﾡ 2 そっど第 a 超蛾か ら 規 緊使 を抽さ 堺辛 

ﾡ差がのてめる場きの他。認からw= ケ の ォスﾡ不セﾡく場さ 

ヒはこ別することが大切ざある。 この場合=つの平均値司のﾡの 

な手差 は

グ

て5スられる、

の+9
7, ' 71z

二れは交型司に相の ない 幸が依= て いるが" 対"こし た
合の向題さ は相 が悔持ざ さる か ら " 対 ' なとっている。代ﾡ

的に相 肉 は Scd一x)=S(サシ2x91て3)。 xの項によってポ 

さる.

株キ か ら 計 された は分点田の ﾡ千術差 ヒ して坂えるときっ

2師正明す2 た め に標本は 充み 大さ い ﾡ が空されこ いろﾡは 

本早の位のﾡで与え られた事から 分る だろう。

不当 な公式2用いる存は向をっ た結論2 c かもﾡれない、

平倍向の 突際の差は 30 さの= s(#-x)ンt によ って 0 爆 単師 

差は。ぞあ って e =-号+ 新ェは •'こ さゃっ ・ 円番さ神

れば差は殆ビ有意てあるが 省ご判すれば疑わしいのざお 

る.

今地べた確爆の向盟は 条件を委*た ヶ 法 ごの能求2 北及がどﾡ 

ごあるヒさはいっざも起り4る向践ざある。は た.収登試欲の た 

にわめになさ れた諾は他の処ぞ責ﾡな 事 が分る ざしよう。
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先X平通合の ﾡ

茂 敢曲嫌。 色々な 理 の 例 で浪線の ﾡや面積がﾡさているY
5 ペられゐ体采が通当ぞあったかビうかで確めるために補接去 

をか反す る 系徒的企墨 は何そ 作ッれていない。

-Rに保内後ﾡ士は大察上の衣のﾡ社ﾡに式任を誠し て行っ のが 

みてあったし・ ﾡ部の ナエック 2行え ばe 々 o グル ープの ・ 

:と体出またし またﾡ控ﾡと未ﾡﾡ使向の差における符引の交 

化もラフけられた。 合度 o 河 まもっヒ 正確な取想い が 必愛ぞ 

52。すなわち 檢え 。 ためにるグル ープに対する標率訳ﾡの中算 

=よって助ウレたとさでも ある差が大さいとさえるにすざない

: た株主ぼ差が 二三の 場合に あ る ﾡ度 三昭えていればそれ はﾡ 整 

ク)数 リゼ ビん を 力去亡 等 し く白合せられるかビう かと さう 新は不

能てある。全術ﾡぞ判定されるよ 3 な不通合。おる大を 

广……〜

タケのゲルー プに今け ら e た ケの認家伯 があり 念ル - 

プ"に? m2............の% ヶが入っていば 々は 系列 

切,クル 2 加 人 が正しい対性ずあるヒさに米ﾡを可にする 
ーフ0判記圧セ求めわばならない. 視疑 価 cw) が住&様本抽 

当て期件され る偏髪以上 ﾡ諾値 (mt) から並わない整が正し い 

と冷える"は明らか ぞある。歩々 が知るじ羽があるのはwが理論 

ﾡ 2 なすならば7' o ﾡ別な示列 ○たる虚幸 ざはなく てっ ○系 

nみるいは二れ Iにイメた その あるいはくYもﾡじような系列み 

だる確4ぞある, 二の向路の国 雑 E 認協 する ために筑 投 げゥ ﾡ 

• 商ﾡな場合2考えよう ・ その央験ご代ﾡは2 岡投げられ z "表" 

パ 試☆がス 回現 た c 仮度 する。牧々が作る" wセ "は & ゲ s
あが3回ぞめる。のため に採来お Rよ ・) も起りせうにな 

能Xのられる確字を求める必ﾡ がa る。この堀率はてさ県
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○ビれハーっ バi る.既:* 2じモのがある ,
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うちﾡはいわば2方向にある。 せし て これ セﾡすため)には =つ

衣 灰

6 o
5 /

2
ラ 3

夕
ノ 5
o と

? 安Kセもっ式を ヒ る 

ゝの相剤曲面さある

こYがルﾡごある。 との式は正規曲株に類ﾡ

Z=乙。e
ーイマー まさ 十 一 んr)

とにかく えを くかんたん な度辛がうっ ている 時ぞさ えも長 

を 商学 な場会と除いては 二のよA な盛家セ 持計算す るﾡは不 可 

能どあろ, しかしかんたん なﾡﾡ 2知らないL さ や枚ﾡ か e に 

は 可 能な場合 o 生験的論は 麻にﾡったに場合の 企論よ りもい 

とウか大さいと か小ミいYかヒもう 爭 からは3明出求な いため二 

そっY 田雄が入されろ. 例さ 20 ヶ。 サイ コ □ が授げら れ た 

時に"と "○目が,。 ヶあるいは*れ以上出るﾡ率はとの目が2 
っめるい はそ北以下るﾡ幸よ ) も大さいかビろ かは大交か投値 

計算 としない でき っ 手はﾡﾡぞあ ろう。 しかしこれは 数 系列に 

南す るﾡセ方えね ばな らない場合 での 一般的 理にとレ <非常 
二単な場合るある。

そヒればよい. この式はﾡに取ったものである。ﾡ分は両交敬 

ミ点してそから才' は ざ吹行さ会体 にルﾡさ ねぱならない。 

そしnケの利ﾡ物があれば n数の函数2扱う 要がある。 二 

ま読者に枚学的見地から 内盟の ざつ ヒ しアイ デァを キえ るさあ 

みク・そレ て7ﾡﾡうの = つ のﾡはﾡ年 2与えると期ﾡし てよい 

すとネレている。次の段階は二れらみ7れ五ﾡ分2 普血の分型 に 

そどすことざある。 その絶駅は

_ Eeジ
「--のerx〜x 

になるすがぶされている*

ボ

9 3
二の目的に内する ビくな測ﾡ値 にそ 平均位か ゥ o 儁 差がﾡ差の 

正規曲ﾡの形をYる争が仮ﾡされている. はたあるﾡくたとスば 

そYちう位) より t 大さいﾡ走2るﾡ会セ花ﾡする必歌があれ 

ば平均値 o 尚ﾡにオキざ 正規曲係ク Rて②個 2加えるじぞがある。 

すなわち救々は次式

[e*ax+ と

と*rax=2パe-*xdx

' そヒホK・ PuaYo7L ② 論文 " C72 7んと C2tそz2じのt てんaて a. 合iet 
し パ dkiaしの e zし /e-Qa4Lと z cんuc coe of 〜 22(oなd <夕0イmt サ ス2caム&e。 o ノルレ,そんx才 じむcant 

タ 22207uQ44-&414る2 在 Aae azcaeu 介R% anudewu 
ろ&muknタ " PA ・ヘイa子 子u4 / 92o. にある。 その乏いき

,s ： H.ESonuによって ヲン&Pet# 42a に与えられて 

る

キ3から 30まどの一7+/ ○凡て の植 二対す一する P。 表は ノから

0 まどのス" の地 に対応 し乙いろ。い<っか。加ﾡ史数Y 一諾

一 =れ上の価2ﾡするため2神 助存 は フ.の&とd #e2<tスオ - 

レoan PMオ エ にある *の ﾡ締 した表 か*Pナ録R I X にあ る.

を計算レニれと 全曲線の 面積すなわラ 全術ﾡでら 2ばならない・ 

今=つの羽) 倍 ( 例 方 がっ た年令ぞの 危除 年) がある ・方え



-220-
そ テ?ゲ該府され 元予ハ7ﾡ数に依存す る合品ﾡこ友わ 

しそいて 特別のみ布 o発楽 で示 ミれた位置ﾡ友わ しそめ神整に対 

するﾡ定に必要である. -

5 #
確P のア及を得る前にﾡ臣さ礼たﾡ計量から に対する価を 

報めねならない。ﾡにﾡったﾡ係論文にそのﾡが次式ようなも 

のごキネられる折が示さている,

* =s「(2ニ2と2 J
差と正の差に同じ よう に扱う ため 二ﾡをmいてい る。いか 

りはグループの大ささ を計ﾡに神ち公むめ要がある。 夕故なら 

20 の グループて テ の誤走は非常に大さい けれビモ /og。 タグ 

ル -プざは条役し ゥるからぞある。

s 5
・ 合戻検圧の天際面 ヒ そ○応用 セ次に扱か? ・ それは次の s 2 

の事項ぞべられる

( ﾡ整数値や木ﾡﾡ数植っ表 している 宇突ゲグループ単位さ 

②サら北るなら ば検足 のため②確率のは グループの教が増加するに 

れて-ﾡ F小さくなる.この天的な々は神ﾡ が5年分の グル - プ で検ﾡ ミれる 

がししば定さ るので注ﾡレなければならない。 レかしﾡ々2 4令に 対するﾡ整故は 条件にﾡわれて い る けれ ピも厳宏に い* 

ば*れら はﾡ値よ り) もよい値ざあ りえない。

() 検在は一っの分布をﾡえる そしてそし数が約線の系列 

ざあれば当ぞはないだろう . しかレ 継線。 大さな 数が 系列 ヒ い 

てキえら ていれ ば検 空の応用に有置な美L い ﾡ合展 のァイ デァ E 支えるであろう。

(ヲ) 経ﾡ表の最終教値は 非に小 さく. ま た正脈に合する歩
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フ 大 レ てな い ・

=のような場合にはと< そ度教ポにし いよう な 最終面旗 攵 

? バーする浜尼の理 ・ デルーフ・セ ヒ ら ね ばならない。

e をレ短索値がそ方これていばﾡﾡさまたて倍さこれており 

交?てス の植そて停されている そし て検ﾡは合が選か っ た 

予そ示すきである。ニ"ニヒ対。下 a諾に思っ かE知 ない ゲ dか。考家ぞな"ふ現的な中 べ示さかる。 場さ。故が大で い っは 

、さいふふよリもスムースな系列日よえるから 全度挙は買なる

• 同 J, 運論分布に う二っ"例での さ でが L.例 9に河じであれば y E な度数を。 緒央 は小さ な度数で"ﾡ承 より も 越 り にく い こと 

パク 質術投げでく表がス回ﾡが2召出るのが理請的結系どお 

ス な"が 3 回員が/回 よ ・モ思いかあるいは同じよう に恐い 

ﾡ采の支る席辛は。とユテざある。・ かし メスーど 回が女ざ/*2 
エ 7 回 が思 ぞ ある より る 惑い かあ ろ い はロびよう = ﾡ いﾡ○起 

る盛ﾡは ◇28?ごある ・ 

ゅス03め60保にさとづいた布がめあって ニタ 办布 お 木 す だめ 

:さが/パ0°にな あように救使を変さば. なのYさあたかも全 

ががルむめったと レ て 検定 とれ 尺神ﾡは . そ北が次際よ I) モ r2あてははるとの印条を字る。

ワ ゆま"た甲て曲様が往計 記 =ル術に厳否な合 E表してい 

く らﾡうもが人 さいこさには*2 確砕は し ば しば小さい丁セ私 

レっている。二の解歌は大Wにﾡ扱う 純計 愛 大e いっでも飛 点 

乡ク事的り ある 此 を ぶんとおり は た 不手ﾡ性が データ ーの紙の 

="にハ さ な経除 2かく して し4っ たにめそある ヒさえよう 。製深 

-た場合の故の地加は凸凹を除去は するが 不等はﾡは3 ヒ し 

・ る, 株合の 立場 から 二れの 思味未す ろ処は 経«失本、は 一以 

tz ﾡ攻曲像によ フて作られるのが木当だある事を意味している 

, ・ ・カ2当除は 項された油締へ。 似が す ぐt z い z 他に 

.. *ス ご明は二の向題のﾡ去がﾡ差。正ﾡな今 と今えない救 

ッゅ ダ、。 ス主に っていろ点さあ りして大さ な狂 条 ・ シ # 二
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ゥ仮定2 大 キみ mN a 鹏 か に さた な

(4) いさからﾡいﾡうの向をﾡの天の値はどくなもろてあ 

み? か ? その ような使をのる事は可てわる。女々会友に 

対 乃麻孝 0 K. 袋 を#っているにすざないしもレﾡ整に対する 史 

込 パスの;/あ a い は うの; / ぞめば社系 は 不ﾡである。をレそれ 

らゲノク:/どあれ ば納 ﾡは パ 理な このYはなめな い が結采 セ ﾡ 

てなけ ばならない ヒさには正戚なﾡを午えるこヒは出木ない。 

レかレな ゲら 宅込に燃こ レ た杯砕 さ函空出木る ビx な検注2カメ 

るも 下可能ぞあるから * ニ に は特別 の す 夫)二反対 b なければな 

らないとさ? ﾡ士は何 も ない。.阿故な らモ う するﾡがざさないか 
らどあろ。

() 財加売数2 ﾡ入は田保。返合をペめに改以する にちがい な 

いとちう事はレばレ ドちえ らォ るいく っか。 場合にの よ う にす 

るこヒモ及いが/。 ケ s 定数 を モ つ由株ちﾡう事もﾡに可丁ﾡゼめ 

るがう7太い か定教2たない他の由終セ使う よ ・ も悪い純系2 
字える考もみクれる。 なのうえ下方ネ州ﾡ (utde2 adux在mu) の 

「従性が ある ・ 従って P= 対レてあい価 (例えば 0.95 とあっよ 

うな)名 ¥ヒる 幸2期符レ てはならない, 路符校げに例セ とれば一 

ケの負ﾡ 2投げる突験が理諭み布 に 近 い分布 2字える ﾡほ起" ェ 

う zないのごある ・ だか ら との能ﾡ2得るﾡ率も し くは課るﾡﾡ 

名匠レているのぞあればそのﾡﾡに対して非ﾡにあいﾡかもし 

c は 非ﾡに小 さ い塩を クるのはさわめてまれざある。

救々はレばしばそクするだろ う が*礼とﾡ術してはならない。

をため ろ補ﾡが P o 非関に 荷 い 硬あ る い は 非常 に低い値セ 5える 

時の微明ち探すのがゞ明ざある。

(p) 簡 単 なだめた か t レ く は保険散 理土 厂.%jを厶か ■仮説3) 
○塚用 とすす める理ﾡ のため に他の e 0 よ ・ モ厚い一致 を 字文台 

当後を使2ヶがしばしば"ﾡびめる_ ______ ______

, との 危険はまたﾡは一生互じて 定敬•算術終故的増如.あよび、 
冷立パ。製る。きプ方®ザ"?メ*-^「"ならパ *そ生りている = F
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0ルてな CemL224イ2nペ& /Ca、Cハeイ ・f<Pc Cd4u2atc& 

Conuのut2 e "( r よut. AcCu ・メ**WT シ5S 〜 459) ぞ 

GiPeKa はの"表に対してH"表モデルオフイスを用い 

る中はだ支えないレまた そ し H"が理鈴分布 し て取られるな 

ラば0" 今布の兄宰が何であ るかてみるために 上に字え ら れ た公 

式 tに用する ﾡは炎め るものざある ヒ 主意 しそいる 下西の

みぞは/0ケのグループがあリス=ノアタ ぞある ン=ノヒ2の 

Lさに大々 P=0.夕92u38ヒo.タタ/44&が7&2J チe-&uロati- 
oan。 にキ えられている し かしながら 二れは /o。 枚のﾡし い係 

証券に対する検定の たe にはﾡ分ざない . 950なら 005にﾡ 

字2交え2だろう. そして二の中は o"に示されているY同じ 

大:い H"友から0偶差示 を呼< 無作意採本ざあ る李は20回に 

/函だけだときう 事2選味し てい る。この ﾡは胡査 し たた矢際の 

教セ冷えないで百分年セ取扱ﾡ れのある ﾡ生は長 すべさぞあ 

a Kw8 o地の衣は(ﾡした年令に従う係除証券)彼の研晃 
ク中2頭も 理婆な範分であるが / "タクク例に村し て P一083/05/ 

oょう な鉄密 な一致セ示し ている
---

年令功の 年令だ!に既列 した証分ﾡ行 o" - ! (o"- H 

コアい
ゾ —

ロ

• 497 7 ラo 2 3ラ --- - o02
25 /ス75 20 45 37の — c*ノ

30 204 3.バ/ 2 ◇7 Qo
35 /&4パ /8.40 一**** o. o/ 200
0 /ヌ8ス / 3 25 一 — o 77 0 ox

クタ 245 ケ 一--・ー メ0/ ク/ノ
チ0 6.23 507 --— 々 /ろ ユ

テ 35/ 2.5今 ----- 093 マ5
勿 /タ? ■スク o7ク 0.30

0.25 一**< Q5 2 ユ

----- -
2000 /0o 00 5./0 テ/2 x=メタ
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六町の92にもビみう ・ そこざはこのﾡﾡの始まり.は7+/ ヶ 

。 グループに分けられたヘケ。飛系館がみる u ごうﾡびあった。 

致々 は分記す る ためのメケのグル -プセぜぶﾡ おけが ごさる, 何 

放なら : らケみゲ九 - プをロ述すば惑后の -つは必«釣に 

交められる・すなか方墜状の合由はこのﾡにﾡ度さるのざあ 

る・ たビんな向距でe グルー プの数 が用いられる方去では泄火 

の自宙比ご主るだけ注方しなければならない。二8字は既に与た

れた試公式を読坪レた証明の中 に暗 に不されている。次に=の 

勢にだい て統合に同い スヶの復 を俊 って 森る 受料の 工 型に』る 

ﾡ控 ヒ丘型による神ﾡヒ た株 し てビち。がなれいに一安するか2 
今n25ヒゲ出ろ. *のと=所ﾡをはいっヒ すば4 フの空験 

ゲ性発で 】 ﾡﾡにさってﾡﾡするためには 3 っのﾡ数が必理 

ごあみ。 者は 前方の場合には后者。 場合よ"t多く. 選択の 自 

由 を 9ﾡつけるの ゲ木当ごはないかとﾡわるかもれない。何数 

なう超隣場合を とは4 っ o ゲル ーナだけク 今布 &I型を使っ 

て正ﾡに門 ﾡガ 求るレ・ また町型を用いてもれを象える=Yが 

ざざさら に択の 自由モあるか ごあ ろ .

s 6
二の向を方えるﾡに木ﾡの前の請ﾡて"ﾡﾡ"Yいっ 用ﾡで 欲 

らしてミたテ?の列の向題E 説明 しよう. 二れらの向盟は次の I. Iぞ まりめられる。

〔I〕 み今布あるい はそれに〒しいかそモ し くは少< ヒモ似たよ 

っ な分布 名 クるﾡ撃を 調べ るため。 班ﾡ分布が字2 られる.

= 一にム ケ の 賞幣ゲﾡげられ た¥さ。 "表、" の出る 型ﾡﾡ*が 

票楽分布 Y や出米ろ例がある。
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(工)ﾡをがﾡ論う布からめらうれたものよりも大さいか ある 

いは同じ ざある確年 2 調ぺる ため に現分布の 所 ﾡがよえ e 
ネ る ・

=の5はに同 い た公式に ◆はれ ている数み 数に依今 し て 

「る。お しそこにTケの促数があれば採は w'=7一/ 二対し て 

はBの例でやっ ﾡようにグループのﾡから/ タ引く書 にﾡ数の 

数r2引くべさどある。 平均値は歯株の位産 を固ﾡする ためにル 

名 士あり そレ てーフタ 数の よ ク に計算されね ばな らない・ その 

ﾡべもい正幌曲徐を使つたら 3をうlかねぱならない。 (すなわち 

らにして/つヒ平均に対し て ノ っ. 裸準帰差にして/フ ) 

才た口ﾡ2 投* ば4 をﾡの主ﾡ型* に対レては5セろかね ばな ら 

ゅい, -般的に老えば計算!に用ﾡい モーメ ント の 牧が 引かれて い

ばﾡじ結ﾡが得られ るのざある。 二れは前錦57o ﾡの 方 ぞ 

っ た同鸟 0 理誌的解答 を 与-え ていろ。 .   ,7“か 例 をあ/c3 如 •も次 rIには7=クー/ ずめるかう圧に1がろか Z / z ぱって正焼株がスﾡにﾡいらたYさこはクークーユが用いられる数どある。
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永ぐ。数と支のる/のにはうっのモーメ ン トがルﾡてあるこ 

すさないゲどモ ーメ ント を用い て『型と ▽ どちらかt当 ぷ 

とい ように二の去則さ応用する際にモーメ ン トoが2判断する 

字 がい →さざt 可徒 だYはらない,

愛に I聖さ 曲 も そ起が固されていば三っのモーメ ントが 

必 手な 戸 けぞある ・ ー方ﾡ囲がﾡされていれば二つクモ ーメ ン 

、 が用 いうれるにすざない。(ﾡ際上教の数は呼じよう = ル 

・ている) りっの末体正モーメント2少つたI型曲係によってﾡ 

い そﾡ昭の神整 としクヒオれば レ家引 oごボべ たようにﾡ株 

のスタートは変 最后の神症はっっ クモーメントをﾡいるだけぞ 

ある。 校。全部が仮定 これ ているこYと"っのモーメントが用 

" られている ﾡはあﾡぞさ る .

5 スク 冋建エ 0 だめ た乒えられ だ例 は 下 方ャﾡについ て55さ 

さ总 りた緑2成別するのにタ ゥ 李が出来る。許列の場合には理諾合 

分布に全くし" 際分布 を4る = とも 出 末る . *のYさズよo 
ぞア=/ ざあ る。

Pビよう にﾡビ不可能にみえるﾡ理から 非常に かけﾡれた分布 

に 到 達する 毛を出来る. これら ○める ものは例外のよ う にもみえ 

る・ そし てモし充分 及い 矢験2繰せばPの凡て のﾡセタえる分 

布を野られるだろウ,円いような ﾡはﾡﾡ に向してももえる。す 

管オち曲終の正しい型を知っていて モ非常に小さい かはたは市 

に/に近いPのﾡを*める中は込みがない レ且そ。 ビちら:不 

引能ざある。

s/o
同じ分布から。 数ﾡ規の納ﾡ を と救す る軒だけを欲する uさに 

はぞる計ヶ す る 乙止め られる。従っ て 色々 の体正 ﾡﾡっ 乙いる工 

型ど拘整 をFるかあるいは同 じ枚の匠数が使われ ているAﾡかB
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翌にイらとL松すれば ぞ。 ﾡ小値が最を厳密な神ﾡ2示 c z 

数。数が迎うとさざも の他は術ﾡが吹際へみ接する 

受合と示レている。 そしてこみ事 は係険教理の あるﾡの仕著 に と 

って成年のﾡ兄よ "も大切ざある. ある場合に白宙度の枚の説明 

が召ぞある幸に起 れば向題IエIに代っ て向頭工の解告セ使う 

Pに何が定味さ ているかﾡﾡえよう. (P.x 
ﾡをの凡ての古い応刑はこの場合になされて未たの2ある。 こ2 
ようなﾡﾡの 下ざ要する に表々 さ次のよ う にきっている◇ぞある 

卵ラﾡﾡは必ずしも 現矢分市から件られた tのごは8くて 一殺 

内於おるい はﾡの 門確な経除に よ っ て得 られ た那冷分布ごある 

そして依々はその 理請分布 か ら ﾡ る確衆 が犯央分布 か ら 隆 る 

み干よ り大さいかあるいはﾡじﾡ大さい 確字 さ型っているの であ 

る,

ニら0銅 ご明され た点は次の宇セ 想起 させるためにﾡべら 

*たのてある。すなわち々は基本 理8 によって証明もされない 

レ 実Wの仕事 に必要 で、を ない ようなﾡﾡの- 殺的なﾡい検定の改 

段な返味する t o だ*解釈し てはならない

s/
二 こて死に年表2 補整の 検定を作る こヒ g 附ふ& しよう。 データ 

一はるキ令 ( あるいは?ループ。 年令 ) ぞの"危険にさ ら された" 

#(Eょ) c"死に数" (のx) を戻わ している。死と 年○ﾡﾡが 

みさ*して" 期件死に数 '< e- ) は当 に神整さ れ たﾡに幸 2.に Exのﾡを掛けて算され る ・

に

9x • Ex-8x ・ 9x+. Ex+/-9イ+/ 等々

= よっ 乙廟啓 祭 列

@r. Ex-9r ・ 8x+パ ・ Ex+/一9x+/等々tうる.Ex は各でﾡされていろ。だから 4o オ の場合には宮座
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はふのざなく て40 ざあ る。し かしぐは沢てみ あ0ヶの懲から計 

ﾡされねばならない。けれど: Exがexに戦べ て大さい C さ一 

はほそくど尺ての年令にかいて E-8は0を昇える。 9②計ゲ 

9'。 合計な正確に友す以ﾡがない 李に 注逐 すれば=の 試め名 現所 

するは託谷にYつてたすい新と恐う。ﾡﾡに用い た症数の終 

だけ この台 度 u。 か ら 引かねばなら ない。
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K 第2章 

相ﾡ比ー コンテンダエンシ

/ □号べ皇糸であるとさ. すなわち行く*は列 ○平均値が童株 

=立なし ている と ・は内係を合理がに使.之 る中 と知 っ ている. 

こかしそうでない平がのしと で相肉係* さﾡと 欠太 を導さ*す 

い ﾡ申の方法はこの欠忠に解状ﾡでないﾡさ述べた. ﾡづﾡ肉 

えく7として知らている乙やを 取 う. こたはあるﾡ合には有 

みな八及でちる.

?, の値には次式 で号えられ◇.

み ­ ・ ............................. の)

ここで ﾡ はエ○ 個有 な記列に対交 しこいる #の平均位であく. 

またんはえ列での掲合○軟である. 公族数て のs は#の 

杯準佑たで力 <. ﾡは凡ての#にフい乙② 子均位で ち り ・ 和は人 

c o 部y の上をﾡくので力る. 円じうな 方法で ダ 町列」からそ 

さf分出人てそのは次式か得られる ・

_ _Stcu-工!..... ........................
® のこ

円方点への回ﾡが卓ﾡで みェ→イg=ハ のnゥれた合を除 

= ニフの7の復はﾡ じではない 相肉比 74z は#○ ﾡ準ﾡ差に 

→○均ﾡのﾡ準ﾡﾡのとして衣わされているがかる・ こ 

_ c お右には 列 ○中の株が復みづけられこいる ・

ノFルの例さとると次のよ少にして7さ求め。中入出小る.
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パZ2ラ

色列 の平光 

木ﾡﾡ期向

全千ナ(22ミ/2) 
生送引 いたの 

.-引

1 - ** ャﾡ •

(-

:---------------- 「

②x

-- - ------

&xく死-一7

ノ2. ヲ3S - .ク タ クP.4 4 今2e
ノタ.25o ク.262 ゲク.ワ 4 222
ノ3. クと ク./34 so.ラ 545
ノ4. ノノさ ゲ・ノタタ ”,4 42 ノクワノ

ノク.22 .クラ2 ヲ.+e 5
zo. ノ / /フノ 2.02ラ 6 ラ /ァ

2ノ. eク7 + ノsよ マ.5 oe 2.47o
/ 4 s3 Jss フノ o
2/ 5oe ノ.ノタ ノタ/ 6 e おs
27.625 クタノ _& ゲ2

・*・- ---- 29 ク2 ノ乙・2ラ

三 O.0き

____ 4ノコメ .
25 7 * (S. 6eノG)こ

,ース "なx(二, え 广

-ラ.s ノ2・ノ < ク

22○ e
ノ38 /. ヲク 今2/
o.6 o./ 2 7、

+o.ヨ5 ○./2 eノ

065 ク.2 22 4
27/ クョ ノノs
.eノ /2 ノタ

27 2フクク 222
227 6○.aフ 4e

-・-- %. /2 メ

7,= 三 2.の6/

7=
«xy = 2.257/

2872X(762◇フ)

7aェ=
数値 74247 ははノ6/ﾡの (ュ(=ノ2/ラ5) グルー プの 学 

位5 を木じたもらでちる. ﾡﾡ与人をﾡっ てﾡじよう なさ計算さす 

しは次表 さらる.

W等の5～5 で左べた株確さ年の 過は ここで及な炎 

遮の大部かさ供ﾡし て 安れる ・

92, こて公式(にむ と りか母左夜型 しよう. ﾡや偽達の =ﾡはﾡ 

ﾡの収小 0 匕 平均 個•の 商の②の 平方 であることさ恐い出す 

と(Iﾡ sノ 与順 )次式を得る .

ルの-55 (&一死'す.-7 デ

-25 (24-本x+2c2.く死-テ)

十 2g,みー3 )5,(o,- る｝

0.ク○宮

減方のAは O に なるか物
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= 35(の.4-死.+ラf.(テ.一5!
っ て

(i) の期符催は

7-=
(た一/)
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()

7
______ 2fz(Z!_______  

5(2x- み.+ 2ixx(の.-テ』
ゼ>

2xz(るx-る!は列同の決のﾡときりSS(のx-みx) は 

列の内部の交ﾡの受さ計るむのである. かのどのﾡしでな 

( から未后

-えと2

でろ○・

ゲが大さくな。ためには sfxz(5.-テ1ベ25(0w-5x) 
に比し て入 くならなけ九ばな らない. ﾡさ す れは が天 さ 

く な北はなるﾡ列内②衣動にし て予均彼の表効の交めが大 

きくなるこヒべ(3)式から分る. また ゲバト こくなるにっれて 

ﾡ列の平均伯向○送はあ土り金最でなく なる.

S3. 相ﾡ比は次の三つの日的. づなわち(2) そと#の向②肉係さ計る—— 二れはﾡに例で示さていく.(4) 列の平均xの中にﾡ木ﾡ出から予される以、外の典の差 

が:ちるかどっかと検文す る.(c) □帰をﾡき造ﾡとみな ナﾡ由がち。久どらか主検 すe . 
のために用い られる.

⑹と©W扱う ﾡ合に令え配列に対才る サ ○かは正ﾡか年か 

ら余 りﾡてい さ o. またある工に対する # こ列 ○標ﾡヶ足は 

各々似約にﾡしくことﾡ足たれていなけれならない. こ 

れら○未件の下 で上②()でだべた検定に とってし しな熱田で ぐ

ヶのチの平均信力凡て等しく米っる «,の2団値入○であ九 

と #の他の M/のﾡ本で

(ii) 様ﾡ故之は

の- = プーy/12(4-の一&(4+バ)}

でりることが示される ・

*た炎に も しﾡび条された が 7 十 aのn一 上 り大 こくなけれ 

,子偵の差有危であ ○. あるいは翌ﾡ団におけ る配列の 

子均ﾡはﾡな。と言 う や 主確 主もって自覧するこ とは出木る 

い. ぞ の か市 は 配列』の 株べ小さ いなら ボ非 にﾡむので2他 

の本アﾡとい う差は大 s ラ でべたよ らに考 えね を 

らな0.
何じ余件合 下 で検束cC) に対し て恐外町で 西E列l。 平均く矛) 

ケA救上にある. すなわら日ﾡ卓称であり 7-Y=一 o で 

あれは,そのとき工と ○tのル○標本で比ヒークニチは

⑴ (&-2)/N-2 > ........  •• • c6)

○期坊値と

(i) ス,ィ72(ん一2)(ペースゝ/ .................... c)
の小洋訳たと礼フ てい◇.

そしてお々は(4) で行っ左同じよう な検支 と左戸 し 乙燥か に 

おける目術の 斉森メ上か、ら o ﾡれ さ 究した地未る こ と カホ される.

ノ Fじ教ﾡ似(5/の派わ○ネさみよ)

では &=ノo. = 2e 7o 公式(火と くs からのは

7 = 2.ooe/
O,の /お
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でろと ・ お々に矢孫に ?-=22クョ7 さ好ているかめ 記列l 千 均 

ﾡに資 の差がちる ・

ﾡ = の枚 で公式く6) ヒ (7) ② 枚足さ 戸 い れ rス= o247 

に非常に近い 7=o.o44/。 とうる. 従っと た、(ゲ-/ツん一rコ) 

は22◇ノ でちる- この期仲旋はoo22e と標洋該ﾡは 

22e であさ. ダっ てこ◇表 遠方性左示 している. 派材 

の表はﾡどそのﾡになる 幸 けな ( て おら う .
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はﾡらかでおる. もしそこに 少し て ﾡがちれば衣にはﾡかの 

本ﾡ入ちる . はたし大さ く谴之は龙灰 し てるよいﾡの相声う 

5る. とのﾡ駅=っ○中ﾡの向の相肉を凡付けるど○方法も

の相方なの*と, そこに ど<なﾡ肉む ないﾡに現われるよ

Sち. 相2解研るの方法を号えるコンティ ンゼンジー(Ceん一 

3s工)○ﾡﾡに入ろさ。こは 回ﾡな山森てないとe お 

◇いは, ダーター,ﾡでべたあﾡ表○こﾡより多 

( ヒ 割」た竹 ちた ﾡ約でない形でサえられているときに用いるこ 

とが でこる- コンティ ッビンシー ○走成務は お s 今え ら た 

ネと有相肉は近いべ戸じ立合計をﾡっ対た る去との向にら 

九 る 比校で ち る ・ っ て ﾡイ o 役商 は相 内のない表さる方法 

と知 ることでちる. とし 乙方為 ナべ=中は 最*や甘ﾡ にあるか 

布に比例 してﾡの列の合たかけ松ならない ことがかるでち 

ろ ク . フ てﾡー ランは

不満期 々 向

相内のない及米

ン

_今4
2a7o 6* グそ 

2a7o

でちる・ 他の部かも ﾡじようにしてられる. 冬ラ シは合計に 

比例 し <ポぷされて い るから冬ランの千均ﾡはA休ら 平ﾡヒ 

同 ビ で なけ北はならない . そしこそのよらなネ に相ﾡべお左し 

ないこ とは文校から貞に示される.

56. 次の永は首通の型ではﾡ相ﾡさ示ナさﾡを与号えている. これ 

は浸に小 さるﾡきにみられる ・ 今ししこれら=つのせの 合か 

あ る 特則 な 場合に正確に-致れは, こ○表 にオ 肉 かわ いこと

人ほ除② ﾡ○中だA i

计木砂ル々向
の中バク se s o

1
s i 5o さ」 &。 : s クク クs

2 2./
2

1
°

------- i
<2 
2 2

--------1--------
ノ 2く 

/< i <
/N s4

7 ノ /
/o i 7

2 1
、35o
ム

ue.4 
ごど

&sお 
22

2ュニ
22

.4
二

◇5 クニ

ノ2 2d 
2

2
--

ノナ
か8 

ク タク
4
夕

9o 
夕

メユ
ノ

/ク ノ ◇7 フ イ
2

ヌ53 メo 
5

2夕
2フ

电夕
ノノ

イァ

22 ノ
/

4o パス2 
ノジ

o
22

2$7a 
ユスノ

クノ/
2ど

ノバ
-2○

イア 
/

27 ル

------

48 2
2

パタ 
22 ク9

-22sラ
29バ

みク 
ク

ル2
//

/"
3

2 as ax 二 C
/ バ

$$5 ク+ 
クク ク

- 27
々

2ア

7 22 ◇/ o.5 イ フ ク ノタ2 
4

ス イ ク
マ2

XX 22 クク

心 22 4 イe
2

メノ 22 8

7 2 2 ◇ユ 32 ◇2 
/

や ノ

計 4 メ ノク & 今8 s イクe 5 do

カ 6 取値の画 の 冷去測 e ことで あ名. XI章では二っ②救値の集 

合の高の 合及 (あ○いは一ﾡの最)とぷる方法まﾡﾡし乙求 

た. それは表○各汁の必値向の差 と ニ* し そ のに相肉がな o 

と s 及* を图1っく だき e計ﾡ しこしよい中さ奨来したむのでち 

っ た. か号 として相口のない 系からの 数値 た 送ぶ 理由はそ れ 

やRーフの位たっているためである. しかし相内衣は○の及
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求 さ 今え る かし し な ( .
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S7 ぞの雷内生の八友を与えることは呼らかであるからだと相 

内係*rの 商の肉係たみるこ とはﾡ味べち ろ ら . た次の在朋 

は相六表人モ現相内苗面で似約に次わ これるこ とが出京れは 

クルー プ分けのは大さ く

「-/(デギラ) ....................  ce)

でろることをしてい。. ここでチミーンル 衆W条と月じﾡ 

引を用ぐとと 為相 肉表な曲 m は次式で 与zられる.

ろ:-一e +存)

ロル.....,〕
• -:cx-キ ー先

= I-  _-........... _ ュ ______________ノ ー ― ,

- 7デアープや' "ー一 /woy-マロー「

が衆2 (V)式に こ

しかし相関を拘っ友戲曲面fct

Z = ュュ。*ァロ(布 -み【生+-土
①,の G

下今たれる ・ 

そのとさ

(Z二Z2), " 
クる2 "d

Z。)xdy

-(ャリごバ、e一「ダ-

+が?プだ
のx4ダ

. (=土 /-2 .
/ +ゲ

ク 今年られたはらし旅交に方えてみよっ

) rは 一/ と +/ の高に分けれはなら なく ことた示している

c) み2○植は列くおるいは行)の才でﾡ智これなくので, 

そのさ夕えることむさ・ ﾡか. どのチ( あるいは行 

九可ﾡにﾡかせる 条件で あ る.

) この証明は非常 に小こ い グル -プの 数が俊われた ら rはル 

ナし正確にられな ○ことた示しこいと. 何丁教な らﾡの 

ﾡも刑い ている者により グループの 数の 蔡: 限性力、原定 さ れ乙 

い ◇ハ eでろる

2 と○上キﾡ令系と取扱ら礼ﾡこたれてい○. しかしと 

は戸ﾡ とﾡ相ﾡ ○*つ 向 の 合必の人戻 てあるっら クル - 

プの大eなよはﾡ定求本を用 いるた ウに遊だしく ﾡもたペ 

ド術たをうえる. P3o つゥギめゅれるr○位"てテ モ-メ
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ン トからギめぬ れたﾡか らかなりっこ くる. 余 り知かい ゲY 
ープかけはてっでケいグルー プ分けの乃怠よ り し絶の エﾡ 

さにsしい

夕 これらの絶冷はﾡのきﾡにってそ証ﾡされる. 色々ぐィ 

ループかけ左ﾡっ こ大さな永からニフ②力法で rの値と2け 

○問ﾡさやろらとす◇人はもでし右かづさむ だﾡごそ 

しない ゲルー プかけ② とさにﾡむ よい -致が得 られるをや 

で力ろう・ しかしこの一ﾡ的製鼻はある国姓性き示. 故左

学は支当 なクラ スの桜に «値さか類 3るため○ アシ ー プ 

②柱う と知 りたくなろっ. 方し Aにﾡっ てかられた中央ま 

取扱う & 5 s午の細かい グルー プの代りにノ2 4◇ケ

ルー プ と取るバ 求る .方るい はﾡﾡ に小さなグルー プた一 

緒にまとめてもょい. 資が &っ。 クラスく めるぐは それ » 下) 

にかけ たて いとと さに各ク ラスﾡし い及なは念ク ラ ス ―拓田 

○お系よりもいﾡ景と今えつ. しかしとっ以上のクラスにか 

けゥれているとさには戸じ間ﾡでらならなく. この法m 
はなく た用出ポ ◇.シータ ー○ﾡ質入 ら歳故○等し o グルー デ 

とる ¥はでさな い立似的に分し い及蚊を 合てでい けれ 

ならない. 値計 算の出ﾡと違め方 を示 ナために次の表が

の 我み ら 沖備 これ乙いる
「 一

不ﾡ期々間 満 期 時 ○すだ冷
・e 以 よ 6e 4e 以上

• •コク ノ ノケ* 4 (フ) ノスタ( ) 2526(/) ルノア (ラ 4d。 '

ノク ノ太ケク(ノクタ) ノフo(ケ) 2Kく2ラフ) /P57 ( クダ)2 ノ®.ノ </3ク) イイe(/フ) 2夕7夕(つラ) /eスノ (クタ) イクル;

ク 22 ( クア) クざくョ) -2クキタ (ヨノ) 855 < 5) s3e2 以上 ク32( - > ク 5(ク クク3( _oce4)
た 社t イソチ____ ノ◇ッ9 ! 2e2e

—— 239 —— 
上ﾡのる合計はに等しくはない. 今○才ﾡﾡ②ノo?s 

ド こ北らの均午ﾡとﾡけて はい◇がもとのの念列 ○合t計 り 

よほにﾡし、ﾡしていと. こてでと計尋しそ○恒バフe.ざ 

てあるﾡがかったか ら

ザ =とん = 0.2d7ヨ

そしてコンティ ンゼンジー係はの2ケである. こたは5 げで7に対 し て今之られた 株倍 とはﾡっこいるした WT*o  
法で求のられたYとﾡなっている. ナなわちしとの本は依 

:れた*号約型にﾡの茶  に 炎フ 乙いない. しかしﾡ々の光 

合のとんなﾡ珠渋もがとしそ一般に頃ﾡがちる. ときクのはク 

ルーの*が有ﾡで  ある②でノ2 係、松を将 ○ことは して 出未 

今ぐ: だハら み はr ノでち丸 はﾡ入 になること が夕 黑 

でちるのたべしスﾡ取大にはならない. 同じらにYoバ 

の公左と ' これが負料。 グル - プ今けつ あ○名町 にﾡ存る

たミに は コンティ ンゼンジーの ヶ法 での r ○ﾡは誤フ て 述べ ◇ 

ﾡ句がある . たく福甲な ﾡﾡでにある正されねなら い.

>ノノ Sクてパと卜 の間み係をリ上たとさに及故が正規相 W世行の恐さとることまﾡ定した. こ北は行. はたはのA計 

がﾡ○工規曲像で ち る と定 していることを交すや. 今S 
の本よりﾡかくないグループ分けとしたと区とレよ2 のと e 列の合tは473. 63. e?e. =く でありこれは合 

っeク○でうる. あるい は&及*  主】 にし乙こたら左交え れ

* 二の計ﾡをたぐくﾡ所っとだめに承わの列から ズ7のさ計ﾡに 

各 与 るしのは 55ノ .ノ. ze・ 今d.2. でちることさ 注色 しこお 

こ ゥ.z 硏車から。 r に一致ナ a ニ と は超 v> . こ②ﾡ合にアの交フル 

プからの旅ﾡと必た さたた型のた め○術差による灰 符た 

が っ てな。. そっ 一大はﾡ立 レたﾡ合から *m化 ゴ ◇た険み例 

ておる.
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の,2ケ4

かっとっ名 クル - プ荒て 2萩保ﾡ ることか逆京て次ウ

ク Z うシタ, 2.222. ose 2ノ==ラ てあっ. 正規曲谷

衣 と る 二 と 木 で さ お.

1 クルデ" の) x十る -まりから
○合さ計

各ゲレーアク
"のヶで ;

• ・ ラ ンク 1 %

X ・ 下位友せ ()たロx っ 
二とによフ

○本部の大 : ・ A 二 条

2 こ斜らく こ
(2 、 - 1__"

列 から
“3 の2ラ5 ◇フ=ケ ラ2P2 ( •
43 ②22や 4 ”4" -&ペンタ* .pBc7 ペ2引く
クタ ◇3タ2 Aク&ンS 卜A/ケビクイ 4勿？” »c&x

2/5夕7 /2cce みゲー2 j +のフ222 225dグ ◇ヨ4
1 -- 2222P 1

2e22 ノのne ・・-- ・
ず ◇.ブ

-
...」 .... , 行かゥ1

442
x8ケ

2922 
◇2ヨノフ ②+& フ 1

カ バの - -ペヨ2sケ
-クョケ

ao7222 J.•イ-" *-**ゲ
aoes?ヨ

dフ4 カノラー 445 o ヨフフノ◇ i 十o+クタ 2o222 oox～
ケ3夕 ◇/eクケ 4s642; • ラゲフン ； ナ 4 ノキゲユバ 222 引 ク 4コフ

i___ ニニ__
4o / ◇e2e ◇/ケタo to.パsうo sax aラず

-・タク2 ・・
- • 零 ・

**
• , a a

L •• *. . — 
字/梅

◇ッox

方○ 大位 は

ク.ワ2Xフタノ
= 28ろ

となる .

S2, ﾡﾡ表で場めの3ランは意易にがﾡされる. そのみララン 

は王ﾡ曲求の 面木の 本べ曲ﾡの左なのふから未流 での 面本 ・

6わち えへら〜で ○本へﾡも与 えるとい >理由 ○ためにﾡ 

受である. 次のランは線さ与えている. こク枇僚. は が人 

好 Szaなaなcco. * 1. にボめられだこて W 林 と 面 

ﾡド炎んだランにある ・あるい は貞共には R* Z ○ 表からそ 

求られる •

こ てﾡ論約な面にむど り A,,®z--- ・ 25-, とい クる々の 

面 道の 平均 は何 を あ ろっかを考え よ う . それは次◇ユり でちる.

• (Z3二Z5+2
Z5+/

(ZeニZuど+ (こLZュ」(乙xニΖッ+ .

の平板でうる. ここでZo. Z,. 乙2,...... は次々のグルー

のやめ天の 米株 でうる. はまた, ク2,, 2z. ・
例度状 , すなわち. 京表の②(z) ランの数ﾡである.

・ ﾡ々は

正し た

た<24&。 だと、エュoとc 2～。 みと i 4.e II.

に こ◇式 は全分布の 平均位から面ﾡ 2s+, o 平 均ﾡま で ○ 

ﾡﾡを与えこいる. しかL a+, は及送でちる- 教に

<. ・ (sシ

まらのてにつぐて加え 上げる としこれ は分布 ○二次モーメ ン 

卜と与え. 二次モ-メントの平方がをとれはﾡ準 送 である・
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お々は保全衛盤は : ぐあるきた と核文 してのた. なわら. 

れわ九ド失ﾡにﾡいられるよらに*も 再神 しゃ求も手レ 

た このこはﾡに52と土べた久点2大さ除去 しマい°

sx. この後の場Aに名々将る宅の相ﾡら位さ知らなけれドﾡ , 

②炭歌A*その出求げえの列世に い さこか◇更球がちる ・ 弊王 

さしな0コンティ ンビンシーの方決で求めたr2 遊修王 る 

ことによっこ rの 更 近！c " 北位た くボめられるか注ﾡったウに 

資ﾡ求げのみ=とこみる○がかろう. この目ﾡのため2 
スパ次のよ に し 乙 ゥれている そこではテっ ◇央常投げに 

われた ・メt" に大通で あ る .

※ー コンティ ンセ シシー 本ﾡはﾡの 中にある・

ャ2回の投

そ。 我 の蚊

散初 の 投け その 表ら *
耕

クーレ S_-と
ク- e -

2-3 2ノ2<224) ユ$(/&26) s( ) ダラニ

夕 2$3(334o) 0ヨバ(2と2) 夕( 他の ダ・222
$ 3238(22eど) $4oc42ユ2) As4(〜ユダ)

4 25ョu(/$80) o3I(う$4e) バよ5(/5So) ど.ク-22
ク-/o 2ノ2ョ( 4ee) 25(2224) ^

ノ2,5一2
ノクeソ

Sどラ2 ヨ2ク4タ

み- =4ラん2zzs = 2ユユ27

(ホ修工 ) = o

m○承ヒクエ正ナ九はに対 して2 フ 欠* ら れ列 に対tL 
て2eク2欠*ウられ。• 数に ro体王仙は 2←eイayよ5xxa

= 22
同 じ貨常投け衣左次の形に投たとすれ はﾡの行がら

れる -
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シに ヴ =のノワ/

2-4< ____ 4-o 社t
◇- 7244 24 -o ノ・ラ2
5 224 22 224 .24ゲ

4-/o /e 2.夕o クN" ノ・5$2 .
改 ノ2タキ2 s.24 ユタ☆2 うク4タ

y ( 木修正 )=2 -—

行に対する修王固子は 2e クで 列対する 西し戸 じである 

数にめ工これたr○ﾡはの52ヨである. こたらは共に25で 

あるべさである。 しかし4ヲ2とのよc3 おないブループかけ 

とﾡったためのﾡい立心値でちることは呼らかである. またこ 

れらの例はﾡ正の 血髪ルと正別こ太4られる 示 し乙いる.

S/ しかし政にﾡ及されたことに対するこク粒の常正のﾡはし 

フとにしちる. コ4 ンビンシーの法は列と行のﾡ才ま会 

たられゐことべ令れていると注対した(Sふ). しかしこの依 

支を しなけれはﾡ正に とっそ 何がﾡるた ろうか? こ ○太は い < 

らか血ﾡである. か必が文ﾡﾡで ないない グルー プにおいてお 

おは次◇こと , なわち支的 に大ﾡを表わす こと出求は. 

それはﾡ文した王ﾡ曲ﾡのよ う なか布をちえる等で ろると は 

ﾡ木ない. これさまみるため前術の承のﾡﾡの字の状位をと 

り そ九ら さ左☆にべかえ 乙み よう.本々 は次表 をうる.

1 ォーつ代A
ャーのテ

Ce 2 C2
2。 ク32 //ュ4 ユル/ e.od

う42 ケ /ケ宮2却 sso 34o ダ・2-2
2,クe4 ど2c 今4ラ3_ 2 / ce4 zく ・<ラー2

ュ 2夕 おイタ2 —力
ク4号
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ﾡらかにチと示正はあらない. だから本々合だ 

を方え5○夕によればぐ. これら○甘界を してﾡ王西ずと 

して oタx と2e54 注将る . ら oなはのテノ ワ で ある. 

これは木ﾡ王ﾡより入ﾡよい - 中央少しよいﾡでらる. 裁例 

はこうである. すなわちボ々 なA* で *れをや lった とはいえ ゲ 

ルー プ かけ人緊 で なけたﾡﾡな 先団 に ※フ < 烈勉 しないゃ 

上位を将。ということで方る.

5 ﾡにみた うに 二該入②衣はﾡ内 がない とeにで も相肉 ○ 

大及に対しては入さ いﾡ を示すしきた本面 上のﾡﾡべそ○堺ﾡ 

2ﾡした工確に加る こと上 大切 で ら ◇かどシかを決人

ることは一ﾡ約にほでちと. #○ﾡ4びﾡを方える場念に 

や らは会 ○ない こヒはﾡ相内たん しこゥ た ネ と央除の 
我と看 心 欣サ 3ことであり’, そ○相べ有であるかどうハ自 

み○ことでち。. 央旅○柱中におぐては係投さﾡ出◇府F こ 

②米人主行う 方が有で らろら. 例 えは"38頁 の表にﾡ とと x 
ドス2=ノze.e, そして本々はそ二に相ﾡがない, はた時にこ 

の 表は サンプ リン グで まれにﾡっ たの cお ゃとい ら区文○上 

で文されたﾡより大さいか .あるい は同じ位に大さいば^つ

の研キを*め  名な らをo.
表には2○○ﾡ次ある. しか、しそっ急行,令列の合計主回定 

しこいるっでこ*を  K河いるために命り大こざる. 台由 

な朴の工確な本は(ん-/)(メー/) でおる. 信しは行の*でち  

り, たは列の女でうる. この掲合では (たーノ)(一/)=(一/)く5ーハ) 

=s*  =ノ2 のa4& P タズaな2xedau。。 Paと ・ a4 
スでは は自曲 な枠の*  り ノフ大さい*.  '= +/ がm

* この工のﾡﾡ理ﾡは王ﾡしﾡ*町面バ上クネ生表わづよっにか  
elがホe といらにある. しか しﾡ功 さ び えクﾡ令には こ 
のうを 分あ お 未な い と 本は> ている しかし この物正は 
ふよ ・なこ れる .
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。りれてS3. *故に =/ョ xミ=es. に対井する表 

○ﾡさを入 しなければならない • 斎の計ﾡ入ら r○直がらフ て 

いそから恐 - ﾡﾡから このまう とﾡれるﾡ会は少く とも入*

メ下と桁さで○であることがみ られこ 不恐ﾡで な o.
ロ並分ﾡ表では有由弁はーフだけである. この神で注べた方 

きさ併し く 表わ ナの式は次の めて ある.

(i) 子均 一 (ん一/ノ>(メーノ)

( 『x -1720-/Xメ-ソ/ル

<7)

(o)

ﾡしそこ ド相 円はをい とすみ.

公式(とくe)はﾡに公式べ(めとくs) て72 としこサ父えたと同じ 

ようなﾡ京さ衣わ ナ .

Sど コンデンビンシー②計て, さこに相ﾡがないとミド永Fあ 

とy茶の*値ヒ対定  る挙ﾡとの問2 =素さ計ﾡする し 

かしﾡ号はﾡﾡしこﾡを加えき ことによっ こ連やてし よいこと 

バ今までﾡこれ乙人た ・ それから場合のﾡの合甘計でセっ ここ 

れらの平均 を4と. 5な24。 一 &そどとaことどau の Panと1 

にある召にへの位べ与之られてい。. こ○な法を導くたのを 

学的方法は 上Q与之 わ札た ミーンスケァ コンティンゼンシー 

( 2x一 、accaとz C-2uZ-ta2mcg > K対 するより もし 困難 で 

ある. 東ﾡの中の場合に方右つうがよ ・他方 しらと.

9/7 この位にも相ﾡに必立っものがさら・ そは位相ﾡと 

して知られ2おり, SP22～ペua*  によっそ契示されたものて 

ある. この力法で3株の右長ヒスパシくSAx)のﾡ○ﾡを
------------------------ -- --------------------------------------------- ～

* C.5pzxxouc?t . Axex 丁 PsaCんe メレ ク2 K.Pece,
A1cxtc_ . イ <ム .
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足し よう. 但し ど2 伏 フいこむ 工 にt計さ ことは しない.

失ブ 氏っﾡに 子供をべ そ北こ小こ い 土 のからもの こ ノ2.ラ. 

と犬長 えで意号を フけさ. 次に快をズパ ンゥささ○Wに

べタえく再しﾡﾡ付けさす®. つなわち浜のスパンのチ供 

は 1 で承浜スパンの子伏はで あみよらにする そうするとち 

ﾡ の 位ケ Iである子伏 ズパ ンの項位ではJ であるかもしれ 

ないﾡ々. このょうな テー ターが ィヶ あ ○ .

次に 二 っの始株に対する 呉位のﾡの差の=求和 S( させ計算 

る・ (今みとスバンの夕で のさ算受無 ②-フ は (ヨー/えちる 

いはてらろ ) そして次ら うに喜々 キ方、出ホる.

Rノー 42(一/)

Y=-2 2- 2 R
(ノ)

<2)

ここく 保は釈位相汽係数で ちり・ T は方章で 論じだ と同じよ 

> を公長 ﾡ②係老に対たす る.この 肉係は正規ﾡ肉 曲面の水 

にみ方 し乙い ○.

この方汝で求められる rの標ﾡ ※ はメ年②モーメ ントﾡで 

求めたむの り む大休5% ﾡ大 こ o.

ﾡ注んニフの爲,Bのみ相合せは/通-りみある・ これらが同 

じ確ﾡをもっと, R②標本のﾡは止似約に

ノ -
(®R- B(,-るう (/-ペ , CR く-/R</

となる. Pアちゞ次のモーメントまでは これと 一致し 次ら モーメ

ントにおいて八* 4 ○ﾡべあ。に ナ ごな い . 従っ て 

兄 ー r / ルーラ/クノ ー«2 とおけはこれはﾡ似約に自由及2一2o
一Aにら.ましくﾡM.G./ou2doce ﾡ掲さ(I)ノム六方
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冠 ﾡ&に 同じものバめ。とさ は4l と次の ような 方法状刑 

こ九る.

が文ﾡ 75, e。 55 引5. ラs, ラe. ze. ヲケ

/2ル+ d.5 ど.s a

三")Spcaしx...との相点係*と類似の目約に用いられる Kexdco 
石係お T=(P-QゾTバある. 但し T。"<レ/ね,ニニにPは例 

えばメ;2,3 (2く3>, Y5.ノケ (s<s)の>に大卜の頃方の 

一共す。ﾡに対 してノ と装えた とき。 *で Qは大ハの 浜相

た起C対して-/と*えた救でちら. P+Q=T にたﾡして

T-学-,

と*わされる .

シシ/み)Lりの方法で ヶ○物の吸予付けがこれてぐみ除. そたらの 

列付けがどの/よ火して いるかをるために 一致係* <が 

うる.

: •彝) -&シ～cx-.;

: / とえない受で これが/にく なればのヶの 付けのﾡ 

を及わ と方えら る ・ 有 差A○検定。ためには - バ

ルノ ・(れつ)一 畫, ペュ=(-4){(2一/)一麦 のF-かや

ことと用(る. ここにS は m通り o ﾡ位 ○和の平う和 て おラる-
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第項I章
術 オ 肉

S / 今 は内土した平押を対と し <扱える こと=区定し て人た . 

しかし多 く○0塩所ﾡ , ﾡに社ム食では こ o 向墨は会最の名 

力哆 い だ けに方然 でうる・ 例え は幼 o ﾡ亡ﾡ身た 午 o 高 い 受 

こ早の先- ○原百をﾡしよら とすa とミめ○死と と最ﾡo 
ﾡ性と○向に何へ肉係があるへどらかさみるたらに. ﾡえの地 

■ の多狭 a直あみ城を飼べる办も知れな C . しかし場ﾡのﾡ 

は宣委でちるかもしをいし,またﾡに ◇) aﾡの乙たと書 

の忍件,() 幼児のﾡたと品の健京につい乙の相束係救を知っ 

ていたと しこむ本々ばでにあの僕ﾡとﾡﾡ○向に可ﾡな向 

かと除く とた る方決 し知らをかった- 検さ すれはも し幼○変 

亡字○ぷ因がみのﾡ粧に肉係し乙いれ * 北は確魚ヒるﾡが 

内係して いたと○理由と方えるだけで」いだろ ら入、2
S2, ニフっの安ﾡだけら相ﾡを扱らときにやったように. 乙,,z, 

ズzサュ乙z --- は 肉 走 したﾡ差 で ある と 区 し < ﾡめ ていこ 

ウ. たブ次のよ クにおく ・

Z=+ &* +Cg....... ()
前の よらに令衣長べそ②平均値から対 ゥれ て いれは a はAﾡ 
でさる. モーメント法を用いて次求をクる.

(IX/ +C4,)+(2とz+C2)+・ = 乙,+Zュ+

く4x,+C4,フェ, 十 (4と2+C-)と2+ --- 一乙,ン+Z:Xュ+

あるいは

4S(x)+CS(2) =S(2こ) ()

用旗に

F； &5cwrc5(ゲ-3czと;..................................o)

SRyバ7Rモ消くた ﾡを少し衣えば次のよら ふけ。.

S(x)= イのの /y

S(x) = の

S(が) =ルの

故に

5Cz) -の

5ayz) -火GGe

こゥを(2),(ヨ)式におきか之ると次式まらる.

. &の +Cの「ッーののrz

pるいは

4 ・ Cnrt -の2/。

た

的ら ナ0仃 一 g /z
シに
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4=イ-. 「5二「【と I
( ノーバ 

? .....................

。_4 _nz=rsru

これたC/) に入こ 2=。 に注歳すれは・

_ _z-mは, ,の.mx-fn ジ

分 'r . - • I

安長台扱ったとさは次のま •るおっだ

i-r ノ

2-r号,

だか ら相 国 の K友 r はこれらの係株

r , ।
② 強何 平均 でちと. ■探 に 三本 にっいこむzヒ #によっ= * 

主 あ○いはとこにはよっこﾡと こ北るれきさ 下せる .=1 
妖と ○ な ② 製何 平均 三ﾡいこ

g = rinz_ .
(«一r)(-う) !

と#°平一型に肉さこ したそと乙の商②(/)相声係桜ヒ。

て得る こゥ分み。ヶﾡはルナ正のか左とるとる.

Sジ. 相内係状はノより大さくてはならない.

ア％e-场貝ノ一仁) ]

あうらいは zは国

fz士｛(ノー「y)ババー/と)?

の向Pるければなら云い. このことから三っの交平主状ったと 

こに起るﾡっなのﾡさ きき 下せる .

なら はその とご

0 ○ 居毒 ○な

+/ +/ ノ

- / - / /

十 / 一/ - バ

o + /
0 r 土 マニr o 向
r r ノ ヒ 2r-- ,○向

-r -r J
r ーア ノ -2 r-c- / o 向

s 次の救値例と考え上う

『 =2お47土 ②の

おの体資 な の 位 条 Cり
tt

(と) _ ﾡ い くない_

会ﾡ

ヲs4
ク 2お<

ノノケ

____  _

豺 /・ユノラ グタう ノタッざ

・ &eどuズue び2Bue 吋 facぞov。 <イ.cとc〜y <ュ 

2effe Cnru2 ◇f •/J /ノクターワ こ の 計 ビ ば

ノク〜 久ゥ 以用 これ乙 い○. 該着 はこe 論文rに 同 し.

よ う &本と山みかける 乙しょう.
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zz = oフノジ 土 o.o46

のと ﾡ

(x)
なの株

:

4 な アクク イ22

ク字
ノss I ■ ・ -
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飛にﾡ各うる使の及回が方素これる はで係の ﾡたﾡるこ 

とはた除であること さﾡ示しこいる. •

32ラ 土 4/ レ5

伏○生 死. ^ et
(こ ﾡ____い 微く な いi ﾡ 有 /ク45 ラケ ノ

こ ノさノ ユクテ!_ 社 ノユノミ お 夕d

こ こ 分の依" 主 一足に したときのﾡ 2力 の 亡 " と " ao 

体水" ○向②ﾡ相肉係教のﾡさ れは次を クる.

Q = 2 ニ (2 (54 2 2
を N ー ル(oaゥ) y(oろ7お)

- 2

検き ればこの値ゃめヒ は、22/ラ のようにみえる けれど そ 

ふはの2に づナきをい ことが示これた ・ たﾡ洋がﾡは略 

o,2"で うるから絶系が有ﾡ でおみとにﾡえる0.

株名さ一定に したときの 母の健及と幼の死亡の 商②/相肉 

休*をさ計ﾡれはの2くたっ。. こ②ﾡはとの株他のう夕よ 

( は小こ いけ九どし有ﾡてちる」

85. 父量み校が多い合へのﾡ前の拡張む可能でうる・ しかし二

こでそれた行らル受はないよらで ある. こっゃ1ではそのような

合たにどクしたらよいか○ﾡ0うの指示を与えこいる. はた
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附 今、

モ-メ ン トの 修正

S ノ. 曲線がーカたはﾡで急激に上昇するとさには次のあ法 j 

戸 ・「2ンa2z一 と . Pct によっ こ示これこ いる ( 

月<ey.oそa-とユ X. 2夕/員 下今更 )

, コ 等々はォーケルーフ・ *2クルー プ o 比例友* < 

うる そっっると次のよっにおける

&,-- /クル-/43&z +/クパ-454 Txs7

2 方 -/2アペ2 セル タ屋3 -$/x +/2xs?

厶3 = 7 メレク〜 - sペュ+ <z4 -― +74s

ッ = i ミク,ー ノ: + x - みx. +24s }

&s = -{んー ペュ + 4知 - x + s 7

円じょウに. &2 等② ゲ 今 のu ゥーフ②埼へらポめらた 

る ・

そうするとモーメント ○位は次の 通り である.

バーレ ・メ(4 + 。&x)+そ(4, おん ・ 々。’ 

ハ --+-(:- あく う+を4(2,- お② ・ 三厶, ベ 

" = /’• そ f# w- お・ 玄々)- *...-金と)

' *べ(&- るe ・ 式ち。&xj I 
た 一 " そ4・ 名 f4.-まの. ]

- るA(&,- S2+式な24)-お"(念く

+すAca,- な&, + ラsαs)
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ニニでA は分布の 発ﾡか モーメント クさ計ﾡさ れた球点まて 

の距ﾡでち りBは同 じ原からか布○ポ点ま で距越でちる- 

4kBにﾡる式も同米にして4られる. ひしモーメント 

*ノケルー プのやま ○点 <餅ﾡこれていれ はネノ ケルー プは 女 

べﾡ卜けらメ*2ケルー プはﾡ来ﾡ卜けられる々 . でちる. 

この式はA を合む急及が。 に4ちとい> 理由で2o項に 関する 

ﾡりﾡにな。・

32. こたらの』多正を件る方法は 乙..&～-卜tzcと..&t及向にやま 

り, そし乙苗ﾡはそのウとポりで次ク形

ノナ ぞ 仪-乂)十 穿 (x-Aデ+ 会 (x一Aゲ+......

もとるとﾡ支されている・ この式から2○ﾡきく・2とどこ- 

Maと&a氏南 に場 な念埼場 で ○微係*べ厩町 これて上に 

少スめれた粘にあする ・

発太て o ﾡ*は 似約 に

嘰 ( /タアイ, - メラ2 + ノタフパ - 43ユ. + /22s f

であ。. こ◇式によフ <及枚曲ﾡがﾡ田 ○*りで○Cなる 地合 

の及*でも発見するこ とべ出ホる ・

s3, 二三。 耿値例 左 与•2 よう. 汚在の権ﾡべちる場合の面本はﾡ 

様を加えることによって*つら北る. 小救以下ケﾡで社計ﾡさ 

北た正ﾡ曲ﾡ2 ノ 2○米家を力える ことによっ て#せは •ん5W 

の代りFノ2〜ラタが与之少れる. 市ののﾡ用=神つ*I型曲 . 

っの株ﾡを加 之ると2レ〜 クタ ○代 "ヒ2 73 左与之 a .

5 / の力法の例はそこで ラ用 こ北た論大太かららこい a ・ 

工 =。 から ス=/。 での 7/x フ。 2o。 ○モー メ ン トが計 

ﾡされ, その工流ﾡ県べかっこ いる ・ ラー ワ - とし てら 

ている 比例度救は次つ通り である.
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22- フラ2 = - 224ラSヲ/e

三 2 ◇-2 を4 = ク ババノ2ク5

22 = 2,2よ782o の./22プo
ど 一 227+今7 2./2S2

2 - ossdes 次ブ - スノヨラ27

な 一 2/22キケ/ 変“ ー _2ッ4グヨニ

/ 2ククク2

二れらの 数造ウ と 次が用 られる.

, = -22/22+ヨ 4, = ク.バクフワラ$フ

②2=- 2.2. a/4 7 & = -2.2eク2-ss

A = 2.o2タタノケと 及 . 一 2 222-ラ. クィケo

2u = -22/45.5oo ル = -222o- 2422

2s 三 222+5.222o 4s = 一 o. 2oc。 ヨaっo

& - るなく, + ろス z- = -- 4" QE 0 2 う

碑 々.

A=。 P=/2 とお亡出飛点月りでモーメントとさ祭北は 

aにナ® キ正

を(②,-る。 2 + 支ち。とs ) =-22e. 2ァタ

さクる. 他○ぬ正もに ^

ろ。02 - - )=- o.ocos.dszど

な (2,- 房" 23 + %。&s) = - 2oozs.zez4

3 -る②=- p.oeos.24z である.

&項に対し ては

"さ" " = °ペ "ペ

ﾡBら(4, -お4+ 。4s ) -22soo.cs4o

このの項しﾡに次の通りてらる .

う・ クP/・ダ2今

- Q ○22o. <24
- 22 フ dう4ケ

4.ノタタク. フフク2

つ. o/ /◇P
- . 2クe/ Sフラ/

. 2o5フ. o フィノ

- 2 pno. ダフィケ

正これたモーメン ト K対しそﾡ方に次衣を> .

i-i--------------------  
,モーノント法別

- -

SReppatd の 
ﾡ そに よ °

---------- う
全正による 4"

り zas2 よae2 ケククアィ <.3e I M,j

2.472 2.40c7 ゲ・ごナ?2 ・マタキフハ～」1

ラョノ28* ア ケ5夕 シララ.ラョレ ラタラ・ヨタララ|バ

L 24222Z5* 2 <クZ+:74 2フスフ2ケク
- ▼---

-スフフフ|ン

〃 上どク方法片年っ六るであるべﾡい栽京をサえている・ ェ

ノ クルー プが完ﾡ避準 単位に 肉係也 た宙着が急に 上昇3 

合 こ○並似法は元かﾡてなもの では を い. 若者をはご型公

ﾡにづる ヶ法も与え乙い ③ ・

しか しに指*型 <ス型) F試スるに よフて衛 な似法

=得た○て この才法はﾡっと いない.

指*る* = 。e- で枚わこれるﾡさ計桜がの 等しい 田

んのるバループにかけられ乙 いるとさ 次々 o クルー プ は

[ e 子ム; バ e 子x; 々必◇いは

rv-c). ケ (-e-#)e-# , p(, -の-)eぴ. ...
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でてめる. 二れめもﾡは剤 9へ(/-4). な2の 

ﾡ句来がと方えることも出示る そ し面ﾡをﾡ限に及府した失 

何iとして扱く こり低足 の 上で. モ-メント主さ計ﾡしまた 

公行 殺※を補坐 した項クよゥ にに絶R 左就み とれば似々 は 工正商4 
ﾡﾡﾡがに当並し次にや*面ﾡを曲線に対す 2方ﾡ式をせさ降 

せる こ とかる ・

しかしがらこれ以外のことも合まれている。ムク产 としく

筑何极上を番と A-(ノー2)- とおくとさその平均ﾡはわ・ 

のモーメ ントは次の _ になめ.

2次モー メント 

次モーメント 

次モー メ ン ト

々-A2A夕- 3Aコ+ A
ラA"-ノタA9+ノ0Aコ-A

また冷と月 と古計早すば + ん= . とク+ = が大々 求 

められる.

指るﾡを用いれは平ﾡ題 りのモーメ ン トﾡは ノュ = の 

/イ =2の3 ノv -の" 8- A.-z でおる. 数にモ 

ーメント左 計參 ッるとさﾡモーメントは ほくとつは曲ﾡからの 

面検であり. 土たﾡ22ュクし宗の曲ﾡで判規洋から曲ﾡ型② 

炎杯をす。がためﾡ税せ置バ殺ﾡﾡ主な しこ いると依文する 

とわれわは永夕約の於に当するであろつ・ 支共ﾡか 

曲徐型さ灰めるためﾡさ計なかめおられた8, ヒルユ は み, 

だけラかわはならない .

この法ﾡはナべこの型曲ﾡに並似法 としマﾡうことがポ 

て来分ﾡ足な絶京 主号える ことがわかる で ちろう.

今までは曲ﾡの出発太、と町積の すべての区 向が等し いこヒさ

知ってくると定し乙いた. このﾡ文ﾡ月出来なけれは* 、 

曲ﾡの場合に はﾡﾡの ( 不金な ) 項を除外 し こ曲ﾡの血念入

* 何税験は離隊約 系列をわすクYﾡや処で戸い やれくいる.

ま た 指 ** u 森は 連統ﾡ 系列を表わすのに用いられている.

-259- 
出示る. そしてその頂はﾡりのﾡﾡ入均均を区向のﾡ向に内 

した項と方える率入でこる. こはﾡ手をとりさめであるが- 

真条に口有利である.

の丁翌曲ﾡでも町じよ ら 左報ﾡで減才のﾡはﾡ由着さ 

反定 し初め の 不欠Aゲルー ブ の 工』鈴 ごm向 をﾡﾡし それから 面 

債は中太に余中していることをﾡっるのでちる- これは一般 

によい推ﾡた与える. すをわち指炊型のﾡこは方辺を務し 

た会中での似定は I 型I型の 型よ り そ 倉ﾡに下 件っる 苗旅の 

少&。 ことそんこ している. 法に そ こには誤の均ﾡがある ・ 

田制•抬見方に 乂 どる と ノ,ム 我 の例はノン U N ノメ タ, =

以 4 ユカ 魚 ーマタク 2. と与えこいる, これらの迷ﾡは太修正 

のモ-メントか求めたしのでちる. s,.ら. ﾡ対3る上の箱 

から②+ヲ さ引く と ノル(. と ラoバ( 主4る ・ *曲ﾡを戸  

い ね ほ•'A ら a(、 とき の ヌ合値は 2• と?ておる- 他の型の場 

息Rーフ ○必法と しここ ②法則 主用 すれはじれた 丁型 

ﾡま示 レた2 貝 のク で は 人2 = 4244, B,=oマsパ . =4 
て. これらに対才る修正値とし乙 e,=2.527. /-=2イノユ 

と4くことがかる. もに-83-4P,-ラ. は、-2=4= ②代り F-22?8 となら. ﾡ論や定規ﾡは5/ュ-4e,--e と M谷こせ。・

これら②例 は々論先A委亡呼で はないがこの忍い つ こが工確 

■独 を理 く かそ しれないことと竹学なとい ク長とホっ こいる 

二とを示すしのでちる. イシノュによろ/3の正に門してこの法 Wはノノテロに号 えた 並似法 と 一猫に し乙むよい. そこで注定 

これたこと. す まわ ち平均値j よ/j > ク ②とさﾡイュの大ミ 

くをりﾡ平均ﾡ, なわち イク2の だけﾡ王これた平均ﾡﾡり 

の2次モーメントは残 たNさい- のの値は正確にからな 
---- -------------------------------------------------------------------

レくは
()メ4コワ-24ァーゲノジタ デ22一2〜ア=ヌのノ であめ. > は4 = -ノ = ラタク はるめ点 で お お .

パ 2・04今
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o. しかし計算からギめた2次モーメントの平方扱さ刑いるこ 

と人も未る ・ し し たな単位としこ双られるお り, たモーメン 

トク え ( なちさ十つ任 )によフ こ*められこ いれは

修正超 は ス と である

55 s②ヶ法はグループに対たる十共ﾡﾡ主見フけ, これら 

のﾡ衆を皿ﾡSノ3で及ﾡした方法でﾡら率でおった。 たブ中 

ﾡﾡめし,, A キは次のう程によって求められる.

クt; = フラち。［2パ -と(2っ+セル)+(ゐ+の*)

の2 = フ。｛ ーク/) +2o2-245 ー&&ッ +ラ&ー 7

イ = フろ。2/8a?x,+ざsA. - フム4ー +sざえ -みなー｝

合計友*は正確に再ﾡされなくな*めめれたモー メント は改 

(似でちる.

S4. 曲ﾡバー方の方で倉に上昇ナるか両で上るとさにモーメン 

卜さ計年に区ﾡを点は既に相査されて い る .何を ら 曲ﾡ② 真の 

楽点、あるいは業太がからないからでうる. 検され派ﾡの 

mあさい はﾡ方の ﾡﾡの区向 く あ いは同うとむ ) は。 面 

本のご向より し小さい. 央孫に木修正モー y ン ト の掲合でしし 

は、レ はよい粘累な•杯とれる 人最初 の 旅み は曲のﾡ画 生色々に 

交之ることによと正ル受でうる.(ヨコ月～ョ5財分昭、) こが 

なさた とさにﾡ材。 あるい はﾡたあるいは同う○面枚に対す 

2モーメン トﾡ正は乱ﾡがは り小こを区向の中点にﾡ中ると 

区x し て再計算 しな けれは、なら ない.

E . 5. は Bcnc&んz XX T/2 勿論文にもフと

系税計にこの向題を枚っ ている. 土た彼がっ た表かめ曲ﾡの
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こたる .

附 条ネ II

B一求と 円一 a *

Bc&..)=/プペー/<-x)<-/4-

「(P)=「-zP-,と2 m
I かがかによるヒ

「z-ex =-ざ + cp_,,「e。。
こP-ノが工oと>とち" はて-2 の時に○となり 

ス=e のときは る とマかれて不文形の訴細に対するメ劇

通用 G さ て他求 としこ○さ与え。.

。z"e-/z - (P-,人 -e- az

ある 0 は

「cP) = (Pーハ)「(P-/)

Pム登*でち丸に 「(P)=(P-ノ)!

「(mL)Tと) 
T(4t+22) ○こEB<. t) =
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F() の求て 2の代oに こ2 とおくと。

「c年)= e-ゲz"2^d

そ しこ

ワ()ざざ-'= /「2-z(+x)z ""一之e-/4之

:. 「(。efz^-zz - (とztx)z"ーなz]z"z
しかし 乙(/十と)# とおけは

S*tez〜-=-マェ=ミ」Sッーー4

_ _ロく4t)
,み+た
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ここて と2= こ と交換 しこ次さらる.

一 -uz -Je-=z-4ェ = F(4)= デ

*鈴金仕申では(ズ). ちるいは 2a「(x) ②表が号にる 

こ ( 示サ24 商〜2ク?浜ま点 " a&&。 4～t 8ズそななとc 
あろいはもっヒ詳しくは K Bxeeec ② "フzcる。 P 
○pnズu ル。 ノメ とダ みxx- P2c.。 と少ﾡこれたい・ 

2_では2 Fc) a• 2 = / から 52? で o。 ○可Wで今え 

ふえこい23 ・ 2.cる 4 Cenonなt。- ルe ア, T には 

- - あ*のた。 *値 も与えていe・
z»大さいヒeは&夕「e) 上並似主することべでこる・承む 

グ く 知られこい る近か法ば
__ ,バ

ア(+) =V2x ぞe-て こ

「(t)「ゆ =「(+)
W6"

(/+工) てて
C2

カるいは

ムsJアat)=23。こ +(工+)2g。x- (x-)どne

この本かで (/+ズ) =パ,-z) と交*状北は

ご

o (/-こ)*t-/
、ぐひトク /

く一こ -一

-はZがめ以上のととに用いられる. 次の試葬 社/厂3 ° 

父の秘。方ヒ血火直べ と北ﾡ点値に並っくみを示 しこいる・

まうる. これはﾡちﾡ Bくウu.> に次えられる入ゆ

(,) = L(の)「(2と) 
F(m+/)

り)この良く知られた友似法の証明は CAa4ぞze の A4se44
1 あるい は 8ee の す &sfPetc～-=- 
二 -にろ。 ﾡ では高水貞ﾡ若; 解灰ン令特か又、これた/I Tm 「()=/た のき正明

袋々は氏よ 夕2系でみたよっに2パ2-2とx=/元 と処ロっていさ
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ビゥァ「(x) /
A ﾡ み A

ノヨク2 7 クパタククケ - • 〜 ―

マ・ジク2 2,クタ4 3ファ o.2ど4 クグラ 2.222←/
3ク2 ◇ ゲメノイ 252 22222aa
イフ2 o. アタアララ2 A7Sワ3 6 デ 2Pc。 三 7
5. シク2 メ 6322/2 ノ4s22ユ5 ooope/s

72 2. 3d〃/,3 っ ラ42ノ+< 2ppp。 s
フョク2 3 どw2ン ラ/d4火 mO 2,2◇208

sヨフ2 4◇3222ワ 2322/o poppeo/

クラク2 . ラ$535 クケ837 -2ococ/
/oラフ $5224422 ク22 d44ラ - 2 22eoP ノ

不 え合 Bﾡは

Bz(P3) =°(-x)®-/dx
て支ﾡされてぐら. これ も 次の 物で 我 に これ公列されこいさち

I*(P2) ピx(Pみ) 
(

不夕A「ゐ救と e乙も女分はある 目みために撃てわるけ 

九どﾡ生は告通の 曲殺ﾡ合にIは V 幸 <注べたう法で 十み向に 

合う ぶある でしょう.

今土でに左べたゐ校はえ全「* 先金 日 面 版 とさわれこ 

いるあ払である入 ちる目約②ためには不ムﾡべ人駐でち 
る. まにもし名々I型曲ﾡの面ﾡ主衣したのならJ。とちPムx 

ルンめ要•である. ここで4-2 はこ向○長さである- こ○に向② 

本AはJバ"e-sudx から 。a二zax ち2くことによって網 ら 

◇. ・8不大会「あ*(P+/) はパe-zx で文報さた 

◇ . 8o はかあに究A「乙*に相当するのさ合て でおり その倍 
に アあ*を夕定しこいることに左負すれは-ド8キ であe2 

I (xP)と呼はれるあはと表形式にる方がよいがかった ・ こ 

の&数はに。 ヒ 1 のrに存在し. 歳*ゲI型曲ﾡで表わされる 

よう6し のであはち之らたたﾡ囲内の次ゆのお会と衣わっ. し 

かしるがゥ乙のﾡ りに独正歩扱/二万號 と月いるた少に相ﾡ コ 

○困数衣型べにする向題に起って人る. ICu.P)の表は公殻さ 

れて() る *

条系IL

正規曲 面への 在 式

7,み •公. は測庭司ﾡ々ﾡの夜令ろ々ろ平均ﾡか 

とク 術先でちる ヒ し+う. 則られた 曲招の 大士 さ,ちる いはおﾡは 

マのお»にテちする多くの独立占京因の*て決められる . 今これぬ

ク 円ノ のれク ちり, それらの 平均宿 ら の術差は ©. 乙2. ・---

ク ～ cろととしよ今 •きう寸 る と/, ■ … ••クー は •ノ Zn:
のゐ枚である。 t久もみ2> なら乙 ○ちるものは7つ

ら a u2の中にのみ現われる ・ た との來列 は 今えられた 7食合休 

力 してAﾡは定これな い . 今構Aに〒与 する原西 o 寒さのﾡ勢

* J&4o c がoc -つCowcpeズ- -レ之ス- 2zcハ-

, ス /aんecと & 8ceueるcっ

* 32o "イ 乙ん.. 9～c-2v4ズ /Autc乙と〜〜 ・ /～2cC &ッ Coxどtcシx
ど.uc2ン ア2232 22 24ど～akcC イy ラc2m.cxィ
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はその 他吋的 朱とに 比してノトごい：. とさんこすら ・ また 二こ 乙 

衣劣は正分布法別にﾡらうことさﾡたる. すをわら平均ﾡ入や 

の偏炎は正規訳差曲称でﾡﾡされる左ﾡ定る .

千均値合休はス回2 千均張意でﾡらたるから然小a s 量に肉 

しては次のむ○と省昭未るといら理ﾡに上つて次をら。.

夕, = 2,a, +2zと= +2ses+-+2ル ex ;

7z=228,+2222+ZJsE:- • +2x乙 I
()

.... .......... ............... ..........

%L = 2w, & ナムを/2 +2nE, 1.. +xxC,.
は次められねならな0係*であろ.  またの の②年定の 将は○て 

あとかむ しれをい. クヒならはﾡ定○孫西はその雑駅に内係 し 

( か L れないから でちる. しかも名原ﾡ人 eと&,+Sこ,, Ezと22+SE2:.・等々 ことE.+S2の向にちるﾡ

は

P Ke-(2F; 12T..... t
XSE,8E2-...Sこmu -- (i

で今えられる ・

ここで A布 ②標浄ﾡﾡ K,, K2 . Xs ---, K 一 でありKは定よでち。*

* 工規曲やのどんなﾡ合さ方えてそか入正ﾡ." であ8, 
と&+8こ,の向にﾡ界のﾡるお公は #。e-さs で与えらる. 
ここてK は標準術差で ある ・

のの2こ にフいこむAくﾡじよう に出ポる . CtはZに立で 
あるから ざのお会っ不人求める沢と与える .
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ここくによっ こみ* 2のめの処ヶ さ衣2で卓検之ると しょ

うそうす。と , ヒ7,+S7, ; 。と 73+ sv;..., 7. と 

の向にﾡ意づるぬ合公た>○ﾡﾡは,と〜+/ と ex,+Sと〜r, ; C+っ と こu+z + Sこ +コ - … こx と + Sこ～ ② 

向に夕 ○ 念原 円 ○乗列と 一*  上しこ 次っ通 のでちさ.

:; P'=Ce ,サ♦ク ーも… 3お宓d+, se.= .sこ.

二こでC'はKヒ②に肉係し定支ﾡでちり. O N は次②部分か、 

ら期2れている.

( 7,からみまでの"○=次あ状でおっ.

同 Cx+/ かウ こで oe。 ニ次るて お も .

() 次の型のあむ○示列で ある .

と+(4,+,?十4ユ.x+,?ム+......+イえ+, 7. )
Cゃ+(&,+2ア,+ペ〜+27+.+イェ, ) 

"...........................&～(&...t7,+4〜7a+. +&ル*  み. )

ここて4○いくフかは○であってるよ0. こて次zPか求国 &nt,&x+2.  Exにフいて -○○から +c。 三 で本かこ れれは役

おは"とイ,+87,; と化+S:--7と7+S. ○mに神意、

○歳合体を2るA確ﾡ久界られる. しなしa. →なわちら〜+, 

以右 に ﾡレこ ﾡかするあにみョ さお認 してoる 部分の支求は衣る 

ク(i と (i) か ある乙の駅ﾡ主消す以外に中= さって い○三 

つ◇号子を夕える ことはしない. 同時に7の ど〜な原るCの中に 

入っス水含 いようにC左表える こと出木る . 数F総々4-て ﾡ 

か台した方子は«)形に表えられる. あるいは?, と,+Sイ,; み 

と +5.  ;と ヴ+Sイ.. ○mでﾡ合ﾡのﾡ以か起る確 

字は

P=Ce S,57z …… S ....  (iii)
て 号 えられる とﾡ論 さ れる .
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ここででま ②=次送で あ②・ これはﾡ合休に 対す る点挙の 法 miであく(i)ずでズ= に=次ゐ救き通ご検えて方之ヒ

p=Ce-*fGoゲ +G:だ ・  .ム—クカト • •• j
= ce 店S(Gwp)+25.(cn %%

ここにC,cPe,CPx. は支炎であ。 S,はPの凡てにわたるﾡま

表わし, SュはP.8○あらゆる"ポ 対るねを表わす.

減そ高地な=う*2掲合をとれに食るさ 少し仲多正しこ 次のよっに 

なる •

ら = Cjg "ガ十 G/十 25",7ノ
Pと%2八〜に対しこ-°2久ら ・○°+でが分づれは化ュ-タウ* 

にフいて正幌曲ﾡさ得る宅でちる. に

-ノ =c.(- - )2T 、 ーー ノ ,

河ビよウド た に対 し てﾡ分す れ ば

C
お=C( C,Cz

全度*まるため に , と 72 の 八て ろ値に対し 乙積分すれは

附録WV

正 規 t森 に関する式のﾡみ法

タスロでは

,_x2 _
ノ& dx=バて -............... (I)

_Se-% x=A～--------------(i)

示 しお.

当終が対ぶごあるら

fc。 , 2ス+/_xュ , へ ..、
ノ 4 D *=O------------- (Iii)

まっる.

xe一が3&x 玄ﾡ今ﾡにってﾡ分ナれロ

e.x-袋e一+ノ・。"〜

てかり飛分ク上下下"oX - cをれると

_®x"e-*dx=ョー 丿農カナーーガ ス X cv) 

こり式ロ次 の呼数次モー メ ン ト o ﾡの 頑係を示す.

= ------ 7(c/2-Cc)
今 卜=-プ辞 とおさ・%, 

まクる
ヌ =-------今 。 (

印 -2てののイ/-r2) -

の代りに ズ と か、は次式

と生P +__ 4-
G,(/-r) の(ノーー) (iy)

レム-—｛言一誤口送｝

こﾡ次のうに変形される.

Z=Zoe- 2て/一3) ( X _ " ゝ2 C / ダ(/ナ2)
二の熱景=C(/-さ) は2突会平方-C.(/-でそ)"j®- 

らにP 式のﾡ*ま 町列 しなおすと 当に 得られる-

=z。e- ョマコみラ (x一 今区 )e- -2うする (ii)から
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J―: xd* =x。 (2z (/ートつ) )re- ヨタ

- ノニ Lsdxdg= /二 xo/(2た</r3)｝ヶe ィ ノ

=コての/ イて7ニマ〕X。--- イV)
Sう 上に与うれたY尽じ方送で Qc>必2おる次のﾡが示さろ 

る。

丿。パe-(Qメマーユ&xタ+cダ2)Z*ょ=_-上
-- ルでで-Zで)

T>

ﾡ)故おら北数は次式のよ うに事かれ

-9(x 全ッド・...- 

は左Xに図L て示分すれざ次式をゝる、

7マ。-呉ccc-い)
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• -z。ye-号。ニ#e- マ特テ・ズ 

・ (iii) よリe-ス*dメ=。 ごあろから

- こ。 ぽ r4T2て(-7 ダョ e- ゐ。

() ごn一0Yおさ (i)を刑いると

ノ み3e- ラ分ョ e = ョ れで支元

: "ノごェxyx«=こ。/2022えTで-テ

月ま方ら(Y) cっこ

g。= ——4
2ぇ — M(7-T

乙わろから .

ざして ②c-6ヨ>の 方る上のま女みにﾡしこﾡ分して次まを 

っる。

,/-- ,/う乙______エ______

2cー02 ー パ7乙c-0)

5 次に/*中ご買係し左ﾡﾡを扱ゝが木る。 ご4れは次の永 

から rの憧を求める二 Yである。

e ' テ三 くXマ+タコー2TXみ>dx4ダ ーH

S4 J 。_xxaくxdy 宏 ﾡ ピ ち ・

(V) でや った戸じ方込で

二に4,/, メ, メ, は 妊知ご あろ・ 

次八a ちえよ ち ・

_。- (x" ユ-2ナxみ)/2 (/一T2)
ノ Zxみよx= 广

/一C? Xダ o ○ シ2
- の e ュマーァャ(*-生一｝イ、、

ルで7ニトマ)

二小え れ。c8ogxx 理によっ

= U -(人)

て Tに関してﾡﾡする

x。y.g- 歳(x+ ) e- ラァ かx U=2-(ぴ+ッス)(ue++ 銀十…一十铲+

(F)
ここ乙 x=x-子

--<)
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アにﾡして Uの対数分法をとれば次をうる。

!ピー _X+ン-2シT (ーコ)一

しスr フ d〜、'2
(X+シュー2xナ) -4 (一T3)

= -(1夕+みコ -フxみ卜)ア(/- ド カーユ 十(/ーL)ー/a
,, 十〇 ～ア)_

’ (/ートコ)コ #=レ｛xみ+T(/一Xニーンー)+T2*y-r3) 
そeビとue の定理に リ • ス 団の社今を立り か=○Yおく と

ハ+ / = (2 -/ 一X2一み2 ) n一/一 n (一/) (一2 )マムァーョ

+xみ (x+スく一/)ムー )

教に

u。=/

-273-- 
ーィ-チゅペx+- 考ッwィーチ*ネ*・------ )

-糸e-生ゲ(w・5-.+『+7
ここごVは、ズレ。-女*4x ま登•している.

左これをりに岡してたからとまごﾡ分する. Vtはyを合

と0ﾡに注起L 万 二-キシュwc 玄吟 で重ねせ口, 

アダvdxds a-«ゲメレiル クﾡ後と!こ表 

わされる. ごLて本々はwn とY のセを 評価 し方け H右 ら

(6) か5レの 一桜ﾡが

x-72xーユ+ラフ4xワーーグーナス。xスー&+..........(7)
ごあるキか帰炳法でホた九 る. ここにt =ク1 くt一 /)(一2 ) -(一そ+/)/そ!

今次のﾡ. .

CV = 71 びク-/ ---------------------- (8)

ラ=X(X2- 3)<^2- ヨ) み4 = くx一&x2+5)(み一4みコ+引) (s) ご衣わされて()る送則に次のよう方こYである。n= び X n
レ=X びュ-/一 (一/)レ、-z -- (6)
一みw一/ - (一/) u「n一2 

まに次のよゝに(β) を書さﾡせる.

Uーe- 多(x3+ル(バ+サ学ァ+Pァ+ --G)
ニれる Xに関 t こメ少ら ○○までぷ分する ・ w にXが念ヨ れて (5()中に芝た して

キーv&x- e-メッ2(-e-+*&x+

に注ﾡすば (e) に太って

y,=xw_, - ダーク 
4 n

こに e-キx をかてﾡ分すると

Jeキx2 a x=/x e- 名 < レ九ー/ xx

4 x-e-女* %

哲分ﾡ分法にって二ﾡのﾡ今玄えロ. 結号

e-とい.4x = -e-女x
わる0日 ,

V-キ/い.2-ス4x=た

しンュー /

e-そイ(レニ,)x=イ
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-Le-キイ2=ル -ノe-女ダ=K Yかけば.し)
2て /ユて

式から次を ゥつ。
4__バーしx ;$

- 会応方eすババ®ジo.・5(デu*os-ハM..

' * - ・(ラ-)み-る )

(&+)(c+d) ・,、ス 、
- ス 十 ツ (才HK(1夕.-,)x=イ ( ルー) シ=た ) 

あるいロ /=4+ム+c+ 4に注実 小 卜"次の っに もかける.

完た- シナ 展)X・ハ(めー5)

= r+ﾡたた + X "-ハくホ八十岌乂<ベ3)ゑ/\3)

+ (メー4イコ+ョ) (才4-2メ2+ョ > 

+考。メくメメー/oイコ+バ) そくそツ-念コ+/よ)

+- (そ4-ーメツーグよメ2-F) (を&_ーメグ

+4一&2 -/チ)

十----- ------- (V;)

耐録V
出ﾡ遠合の他の 方送

*辛で述べ方モーメ ント送は曲ﾡﾡ合の雀-の有効な方では 

so. の-桜的方法にも地科でさる ここであるがモー メ>卜ﾡは 

次の三っ0大でﾡﾡを与える。 ま

ェ"f(x.Q,◇. c.....)dx=レ
<由木する方ﾡ式R み一(x.Q, &. c,----:)の数2.ムc.
...を求めるためにはﾡけ方. cii) た分正解お修正はﾡ的モー 

メ> 卜に対する凡この条件にお")て3ﾡ有効では方。. (ii) ある 

忠のモ-メ トはゼれら0斗ﾡがﾡじられ与いﾡ大も方景羊浜ﾡを

れちく。このﾡ忘の夫日 Pcavent 示の 曲来の うちでモーメ> 卜

4 こはた分 に合 と 小 と い 曲原例 え 日ン ーみ。.(/+x3)クを 俠 フ 

て例証むご3る。

1 トニ 条法

ﾡ京ﾡを整する に の方法は実際の結求とJ整つれたﾡの間の 

炎の千おアを景小にするのである。こ の方法の基礎理はﾡ学が 

E叔当着に従って 少布すつこきう載である。

こ方法○た用例に

a+ムx+CXス +------

を蔻合させると観察値が尊司まの上さ

S(#-(Q+6x+C工+ —— )}

支形入にすれ下o. みは幌京ﾡを衣わす. a. ◇. c.----等 

玄 ﾡのすための方ﾡ式は

5#) =2Sc)+&S(x)+<S(xコ+ ----

s (x3)= a Scx) +&S <娯>+ c S(xョ) 十----

$ (xy)= a S (x)+6S (xa) +cS (xッ) +

こあ以下ル翌おだけの力程式玄 ら るごﾡけこ行け戸よい・
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ごからこ5の方ﾡ式求を2, C.----等につくて解かわに方 

らおく. この方式→所ﾡおﾡ件が係たれこく)る場合 ( 例へF=留 

形の三 つ0ﾡが測ゝれ左 三っの骨 め和は二ﾡ脅にﾡし いw きう 

条に供って西整されわFら おく . )あるく口ﾡ京協がキし < 

方○ﾡみをォっ て ○)る場合にそﾡれていろ。こ 0ﾡの計ﾡ方 

の圭*4 たく染名はこの問ﾡにﾡした教利書をﾡ原ゝれるを 

室む・ *

ﾡ京速合の この方法のみ夫日優々頑け場 いよう 倉方程式をﾡく 

軍で力る・ これﾡfくx)がQ+4x+CX2+…… の代リにI型さ 

な営ﾡ0ロさをとってくるYさ局と戸様な式を響さ 改めて解。て 

みれば分るである. す おわち曲ﾡ迫合の一般ﾡ方法z Lてはモ 

-メ > 卜逃はホ とろ望 Loるのであるここケ分る. 帝 =っ 

方法が比状さるとさに奈合よく 共に衣"総氷を与へる —-ﾡら 

く月じ位にく)結氷を与→る. 派小二祭送はﾡもﾡ(ﾡ沢 を与 

ね太5おくキが厚々主天され て。る. "派上。zきっ支の 

味求が逃の平方やを飛小にする ことであれ片・呼らかに栽ﾡは承 

である. しかしこれはﾡ神送での主飛である。函ﾡ口ﾡ上のた 

染にある ・ 普林速合にする共 しo琴夫は周方の方逃立も非常に 

よﾡ沢を与→ることである。しかしヨーメン ト法は A•リー 際ノ 

足用ﾡをるって ・)る.

I承杉送

__これベAF24ペ2*にって始められた方去である.ると

* 例へば ク BcnZ2 Cext&ccot&er P C8aevaxcenCawBc分c ノ9/7.
# ギ不安示の つメ& の方法は く 7メee e4 33 レ近以ハ 

奈小二来以より とむしろモーメ >卜送にﾡじて(る.* P*c2o。 ・ 2a4 . A.CC**T ヲo7 eそ 一4cみ ;P-ec Camt4, Pイど, -ec** ケ ク○2 -eそ -ac2
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分行が夕=メ(x,2. 4---) ご表わされてくれは. dxの 

配田にﾡ系値が芝ち る確は くx,a, &.,--- ) a x で表わさ 

れる. ざうすると ヶ のﾡなのちち フ/ケは dx,の0ﾡ囲にあ 

リ ス2 ヶは dx2 ○ﾡ亜に ある等の確卑は

〒 I{c*o.a. .  )スッ ド

ごある。ここで承Pのﾡこの位にわた っこンられるものであり 2,4. c, ……E未如定攻ごある.

景だまはこの確率を承大にする a, &. --.- 力迫を送みことか 

らおりたって(る。Q, &, C. はにのみ含れてくるか 

ら総馬

T ( (xP. a. 4----- ) dxe } • . •.
あるoH
S{ス。 <9 くメe a,. &, --)}

を系大に すれ く).

本きご主に扱って(るI 型歯ﾡに I クよう与査合方送を用○る 

こYi状みたのは希ﾡざけのうである. ミ と 単なる一つの例ご 

ごの方送を評ﾡす るに好杯合点 ごのはなく 方ろ う. 上述の場合で 

ウ この方送はモーメ > ト を 用いる こと ご始められ. ピれから刑用 

チタわカク足数玄探す 事ごある。一般的右曲線道合にこの方を 

依う場合の西終に派小二祭送にﾡL てﾡ したのと尽じう 方率 

である。すなわち得られた方ﾡ式は適ﾡに日解く がごさお。L. 
またた数は並似送でボ めお方ら なく.F ◇ﾡ文ではだ人の他のﾡ(方を大部分に取坂フてくる. 

四ヘロre。, はモ-メ ント 送は定ﾡに対 L て行効X去イを与一-
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るかどか左検定するために. ま左世線が正規設差曲ﾡから並く 

継れて)るときにその方送に疑をかけるために こ のだ点をﾡって

・)る。 V ▼章で与へた例憲口こへﾡ常的1天送を考ﾡにゝれ 

こもこ)営永が令て(る。 Lヘ し神整は思くよゝにはみえた

・でかっっ。ざの上 くの戸じよゝ点ﾡ点日モーメ ン ト法ご適 

合されてのて. 宣・ 実際的によく結沢がﾡられて ・)る. 試京 と し 

こ-た次のりべでうる。す方わち 表々が衣って(る定数はと

夕 の分布左示t こ○る大さ方ﾡ本を得たX L ても正堤に立っか 

おいこと あるのさ世ﾡき合に対して得ゝれた昔通のﾡ本よ ッ e 
大 う 方京ネが正規に並ブく ﾡ台 う るゅに霊乙ある= z ある 

(5太数口独立さはおくて有ﾡがあること※ あ a ・は系力に

ろ検たは余 リにﾡ永さ れてく»るためにﾡ際の曲終遥合ご日役立 

た方(半寺であろるとき→はう・ こにかく この他のもっY奇合のさ 

()営称連合週及が列用央るヨ ご ﾡ計的あ文に塔天に営終をち 

てはめる実際ﾡ方方を用て さﾡい車はおく.

I ﾡ人* 2による方送

この方法は D K・ucu Sauex ¥ にっ 乙捉水されたも 

ク ご景トスス をるこYによって 曲線をめては める方送である. 

これは s() を長小にするのYじことになってる. こ= 

ご 日 数計的人数であり ペ は神整及数である.

ここでる前述の力法でﾡったうおﾡﾡがﾡる。こきちのは点 

め9 れた方ﾡ式はﾡ梅には解けおく. KSzuイ は定数はづモ 

ーメント まで計卓しそれからﾡNX2 ご修正L おけれは太ゞ おく 

卓を示した. 曲線立合のごのち太=役方式に伴う叶加的な封計算 

は逢合送の 改良を考へてくるか ある0日問ﾡのﾡﾡち取板くが 

愛求さ オ を Fやの王当性が 今るであ ろ 土・引可当上は救っか 

* みく の也永適合を々った人点ざこる一 つの大数計ﾡごの大政が

ルす も凡て曲ﾡに形御する ことはﾡらお、ゝことを知って(るでじ 

¥ Bzamuetwcxa X 242 e 一8-.
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0例もうへうれて (る。

この塗えに点派小ン 方送の着しい所がﾡせてあり そ日 

東深にﾡれた ごのである. "/ec ta&y どazcaそet。 u 小ue 

-4t"の8で ん c_aucz y ル. めa&。 * 死七幸め/。

-たとイonu り法ﾡキ xz =+βcX を衣定 し・そとて

(ex-E.ux )2
三x Cx

のリに

xこニ _(ex-2Ex-タC"生ュ)二 

ex
を河い左。ここに Ex 日令Xでの死亡○ﾡ険にさ 5される教を 

表わし りxはﾡと数に対ﾡす るものである. 修正 LたY ても方 

登式お坂のにく0. 故に承初の台ﾡは Cに走aったﾡを仮定する 

ことであり. ﾡ小= 条送 ンモーメ ン ト送はZ2 ご検定 ししかもと 

燃末ﾡま左着足ごあると さ に ・)総ﾡであると 8の値をうえる 

こ2は生ﾡしこよ(). ごれからCの二=0位こと2 が計繁さて 

受終的方C^笹日 ス の箇をﾡ5す通る共ﾡを基求LL て飛N 
ズ になるように※される. 次表にこの計ﾡ例を与へて。る。

/タバ/〜;労性 モーメ>卜 送でボめられたス 

の堂こ 2次 3のﾡﾡﾡでの神整値

/0ラ&ac 2 3き参型書 義警翁駅

ョ2 3 222 ラ? ラ4s ○、22 o
ク s+o ラ2 o? ラ2. ョ ヨ2.2ラ,

クョ7よ 2ク4/ ___ グeノ 2ク+0ラ

• JXandcwac24 4&ぞcaxこ&<cz～&&だご ・ /ヌラ ・ P /e / 
4 -eタ-

# 矢険本運で方()読る日国際係険数理士の記ﾡごのバx に 

て表わされる兄亡率をモーメ> 卜取り立えては方ら方()
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いソ

イ 2o ユ?2 コ アコ / 25.ラ2/
25 278 ユ725 27チ77

ラ2.ラ2 ヨフコフ/ ヨ2 ヨ2 ヲ

ク ____2 ノ_ _____+2 ノノ _ 40/02
このク場全に44o◇ゲeラタC に対して用()られて(ろ・ 

つ() ごに /空く 0雀ごﾡ的卜さ ・)來化でもス2 ご大さく 來 

化すろ 幸が表か5かるでせう.

Cの位を次点するYさ、 夕Y4のし0ﾡ日 こ の根方 に計ﾡさ 

れこ〜てモーメ> 卜逃にさって求められたの飽 Y込ﾡトスコ の方 

表でボめ ら れ左くのﾡが示されて()る ・ ﾡにもﾡし たようにこの 

方送は長左ら L "よう Cみえ るが、預整は車次上 /se/へ から 

/ 224 へ引。ご よ年ﾡにﾡアの回勢ﾡ査からﾡられてお リ. 

また ヨ2か5 ・スよおュで文西ﾡに対して丁年ﾡに太さ丸て 

・るから この方ﾡはﾡ救的解表に役立フであろう . この発ﾡ日 

測死亡率 に対する錦死亡率 曲面左 みる ため に横 に 目盛合 れる . 戸 

じさっ方良は巡生に対 Lこ必られる。 ・

大さ方天戻にﾡ Lての神ﾡの例として こ○神はそ の実際台の 

ﾡ翌姓Yﾡある方法ンのﾡ方に対し て研究されるべさごある.

附録

保険教理 用認 Y記引の引

本豊に用くられこ«る殺っかのﾡきと引のﾡﾡはﾡ険数理にﾡ 

祭な。挑老 に铁考 になろう. 総能込ﾡ引のﾡ分なめﾡに日係除数ﾡ 

土の左めの 次の殺料ﾡ去なﾡされた o.
" J0ッuズe九e2イ Qの イスとどいと4 Cecot" &# &. Gcfuteン

" ace Cartイcg2otccc。 " イ E.F $ocp.eeu. これらの書点
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づれモ Cm&tce ・ァンec.cg Pu.a から 水族さて()る。

生今係ﾡがかけられこ 0)る周のﾡﾡ死亡率の査を すっ には&年 

令そ入者の数2契ﾡのﾡ意にっれて、 c).«死亡"あるのは. 

(2) “砌.” のために太令でのﾡ奈か5 はブれる数ﾡの0理占か 

Sの気冬ﾡ止する教ﾡが記僚される。与令 2,+ ご死の危除にさら 

ゝれて ・る女く Ez5)Xは. 2*と 24女。 間に死の危険玄持つ 

ヘの数をた味し. 是険である 一年戸の平管である。

2 *Y24 女 のﾡに死め人の数支2 女 ごの足ﾡに さら丸左 

歌ご"ると25 タカ "/FTに死亡する確率 " をあをえる (8zx ) 

さの結ﾡ死の是険にさら た数がﾡ令かま た はt似年令に 従っ 

て ※表にさて"ると さ には兄亡教日遂ケぐ に従っ て表にコれる。 

天に しH々ル受太ャく若し 加査が係検呎々が効力 を荒禪 Lてから0 

と 次に従っておゝて○れ日死七のた険にさ ら された本片正ﾡ方期 

・にﾡっ て表にされ兄亡数は«次ﾡ与数。にﾡっ て後形式にさ れる

あるケ. ッヘロ/タs2 Y主っ ノ年戸の観奈をﾡったとさにざ 

こにはたﾡにらされた沢しの人ゲる. Lかし ﾡ等の 証はまだ 

不 効で ある. これら K 観察の卷 リに耒 て ()る され ている。補釜 

がお されたどきにﾡﾡ死亡教は みx の神益位を 死亡の危ﾡにつらさ 

• たﾡに泉じこ得られる・ どの結采が次際の死亡基と比ﾡされる。

o"(")H /s45〜ノ®Pョ のﾡ文列予証みのせ通の生令係険玄 

営→たﾡ地か5らネた死七率表に 今え 5 れ左父ﾡである。 L公し 

ﾡめの!与の保証日念えでく方く・

o"は 全期ﾡにわた って利予係証を も っﾡ通の生今係険クかヴ ら 

< たたへらられ左死七ﾡ表に今えら れた父京であ り ・ 火"(メe 

A&ク如必)日ノ54ヨ 毎に森ったもいﾡ験死七表に与えら 

• た乏ﾡでる ・

みx (上玄恭照せよ)は/毎ﾡに死七する確ﾡである・

px 日x女の人ゲノ冬危きで生存する 査年でおる.

とっするYもし人口ﾡの増ﾡしたく社会を考え。 その中の人は

ェ亡丈ご去ってくく . また. ex は対よ令 xごとさ て 0る数ごある
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すは そのYさ 2x+,ーA*6x 2x+2 =やx+,イx+, 

---- ごうる。

¥位当リ ; 利チの割合でX支にたっち人が方に生さこくれゴ 
その/っ○支テ列の負ﾡの協は き ごある・ ここで ぴ一 

(/+こ)一 た一つの支手ﾡ0ﾡ令の位は

レとx+ 土 じ2x+z 土 -
でx ^ -

友完作る使宜上この式 の分舒. 今チにレ*を掛けれロい. る 

とタ金力的として次大玄うる。

レ*夕xu+レグムx+土 V pxu+Dx+2キーー: ニ ーセ 
v一と.ez ' Dx Px

2こに Dx ーレ*&. は左.イ= クx+ Px+,十---- 

戸様にLて Sx=イ++/+-....

D ル s.の表に«状算の列" ときわれてくる.

anコ はあるへ与問に対L こ/っの支予形のと全のﾡを表力す 

そのそある.とするYどの寿令にも文ﾡ係である次ら、 そのﾡ点
レ+ レ•2 +レョ+----- +レ

ごあ る ・
ゐコ は. /っ0支チ形の与金2 回に今〕し こ*ﾡふ場合の 

ﾡごあるが、 今このハを ceの起ﾡに考へは年金 をﾡﾡ時にﾡ分 し 

こ支ﾡふ占全に方つ・ このゝ太ﾡ金 は理論上ﾡ々 ﾡい5れて そ 

の協口次の→ゥ におる・

丿:

Codoa クcは/xの余対故ごある・ //o&cイom の 衣説はそのﾡ 

次A+BCX ごある Y仮たす る・ しかし Co./ea px=4&x-』 

, に衣説のそゝ一っの水光ミはムーメタみぐ cあa
兄ヶ (/)日 -る ごある" ゼム" の根说ごは

これの 普がナパバ^の形をとる ・ ・
険会社で証ﾡを値ブける と さ に係険本士 ﾡ手故ムぶく ために
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あ夫をとめてﾡ分けする。 浜険ﾡ証べ兄た したと会に夫ﾡわ求る 

と日 後&耳に絶って グルーフ・さ る. しし. 係ﾡが一ﾡ着ﾡ 

与令、ある0は兄七よりそﾡに く"後老係険") 支帯わるこに 

・ そ オ5 は証生田 ・ ある0は4 ﾡX等数ッ IC従って グループさ4 
る. 告者の場合に日岩期の 平均年令を見けけるによっ こ普通ﾡが 

支めらる. 以ﾡはこれ口4令の平地を とる二 とによって決めら水 

てoた. しかし 丁. Lcuzexe 日名やﾡ数に令の立みをフ 

けナる幸によってそっ ご正確去結求が得られる 事を示 Lこいろ. =の 

巨的0主めに用のられた夫数ﾡこと"一れて ○る・

つo44 嘛ス に並似的評価をる左めに快っ左ﾡ候上クﾡネ 

ﾡムである ・

堂 6..oなa. 0再ﾡは電ごﾡ系にﾡわれていろので次に 

ﾡべS*べゝ ・ 

の ﾡ 試
生令保険における予文死七年を次走する 左 め文際心末料こツﾡ 

左セべ兄七を平ﾡ化すもの に用 ○る方K アクサニアリー (係 
険*事士)ゲっウたﾡ部であるが。 彼ﾡのRごは一業示列に 

対山 ても次ﾡに用"られるﾡにたっ て示た . 加炭ﾡ亡字の平化 

→ ノフ2:年の pe/o-uxc 0仮ﾡご遡る革が水赤るべ派ネは 

aんxotuent は Szteczイv O< aat。 Xこれ 冬 ん て い 左・ 

合に pcxaな か -桜的と与 り神茎はこの吸たのき美へさと 

おる. フラ>ス乙日 adudtnucっt . ドイ ッごは Aw4e&cるrペw9
"んで0るが. フランスや ドイ ごはヨど acadwa2u ロー鹹 

的点刑さと方っ て ・)おく ・

)* 義

w整法Yは 神ﾡう能左ﾡ示列の数ﾡらﾡ次のﾡ計的ﾡ理を 

力っくべために系列の数学学的望ﾡの実黙的になをボめよっ す 

乙執計的益ﾡの-登程さあっ. Lかして既に行尽われ走汁. 熱
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飛た差 ﾡ球尽で年ﾡの分計的推運並にﾡ行おおゝYすろ 

系計的巡理にって今行ちべさ神整手台さﾡ々ﾡ所をゝ"る・ 神 

整の方表 そのﾡ系のﾡでにﾡ対的お規司与へ難いが一及の理 

渋口水穴ている.

(ヨ) 目 的

か ら用 整の好称と おるのは示列ﾡ計であろ。補整 ミホ を条列 

に対I て平均 ﾡば為巻 染寺を木挙ﾡく塩以位) 0ざれと 

-安させさっとし ・番ﾡ. Kocccc2。(尖 飛 ) 崎のパラメ ータ-ヨ 

で致をまみるも あっ ・これら のラ メーター →示列支舟ﾡブ 

るそので保有しフっ平ﾡイをぎみるのがﾡ整ん目約である。 の 

平化は示列に対す ョ 故理兢射 的展開のと めの仮定を求めよ ゥ と 

する左めぞ、その特ﾡの補整示列の sAcae, 0投査にそど求月 

事ごあっこ ﾡに凹ある本本ﾡ女ﾡらかにすれはいz いう おけ 

ごはな足ごく ・ い w述べた 記述点 一 後 术 列飛計) こ対寸 るものご 

数理ﾡ学における当線の あてはめンアクケュァクー学く太ネは 

今係映を対殊と する数ﾡにﾡする学向であるが更代では比をふ 

執にﾡ評し. ¥のヤには生令係険の緊翌尽びﾡぎに更するすべて 

のパ学を全も) における神整とのﾡ係は次ﾡにﾡﾡするザ分がッ 

くなっそくる。 アクサュアリー方面から の歩みよ りに対して数理 

熱計学考は ソ电載的るぎ丸P 品著ご G ないか突样的た は殆ど差W 
のお0処3で来ている。時示列に対する東板く)の進歩 (/)、(2) 
お以上の契4をっ会 りな村pて いろ、

</) E ズe一みっ&ス/ 2acな。 ク#ccne2 そetC。dd ,/ラo cフ パゞと ; クcen4 angy4xeイ-なtc4・/ワョ2.w) 基ﾡ鈴

幾計系列に対ヒ て々 は次の仮大を 設ける . eち糸計示列 (v) 
は理ﾡ的ﾡ針より ﾡら れる 推えさ るﾡﾡ (E(ut〕} と来際 

のゃ計におくて 生すろこ の奥の箇よリ 0がり (wt) xから炭ろも 

力 上 快定 す ろ. これ ロ {E(Ut)} は母町にかけろパラ* ーター 

を表わし ((vL)) はそのﾡ本箇ごある zもち奉でU:=E(じ)

-265-W. ; ・=,z—— ンなわうれる。神ﾡに此のU がち之られ 

たと ごネ を 分無し 乙 E(Ut〕とwL.と にする奉でちるが与え 

今れてくる0に(Ut) 0みご あつか5 E(Uc)尽びWcに対しこて 

天に衣天を設けて神査を行するのである. 比の衣定の性ﾡがﾡ 

々0神筆方送を4ぜしyる ・ m たﾡ整幾票○る検たの凝4Y説 

み合せてこの仮定を次めて かかる率もル翌ごある。

附録m
: 本一力抄銃

条故当線の○起求やモ ーメ>トゥー ﾡ台考→ﾡを欠5右く ても.普 

网力 漣合方/やを の補整基太 A し3くく知 り戻(ぬ為は I. Iポと 

モーメントﾡによろ曲永のﾡ合同ﾡをﾡ介 し て ・)る丁年の始め 2 つ のtをﾡまれたい.($夕3にわう一つの早上の方法ﾡ号えており名諾1てもよい)神ﾡ 

ダクれた首らボめられた対た してoるモーメント に並○結を与へる 

モーメ> 卜数ﾡ計筑法口はく 理解す べSである <5s/e) 
とL5s ノク〜22 K若 略A て もU い. s2ョへ 2 は技人でお 

< 方べのがべ数ﾡに会 ・時岡会 か→るル要おい. 左524 
○解王速はﾡ分に解ﾡした方がよかろっ .S27 R一般的方ﾡ長こ 

わるが注1て ヨ ハ だい.

季 V キ口S/を立むこと L57 否の表 ( ﾡに注め ラ> ) をさべる 

こ z そか書○派方にあろﾡ扉さ のEを当べるこ と によ っ 乙 受約さ 

る. こらの歯奈は/edeク九のﾡ全示をる. すなわちるれらは 

受々古(#)を表わし ﾡ少方ﾡ式

_Lcgg _ 乂十. ________x ー ルク 十4,X 十ム2X チ
タ ﾡ所 * aる ・V«&々0歯ﾡ型がモ ーメント 法ごﾡ合ごさる方を示と こ く)
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る・ ﾡ撃的方部今全部ポばして もよいがこの章ノおめからﾡりま

でにく 今た事ﾡﾡ当終型のた戸ﾡﾡの正しい考え方をﾡるた 

に計ﾡすべさごある ・8R〜タスRはこ*諾また。・ ここ ごド気堂 

王規歯祭去フており世会ﾡ合ク号平お例支与えてある。 7
そﾡき中ば方ら おく・ Sよ0方送を除けここ ごにセ々太当筑示ク 

ﾡがされて。る.

第W年には才灰ク戸ﾡべ弟じ こある. ここ ごﾡじらて く)るあは 

ﾡ町係太玄ﾡする - っ以上クﾡﾡ的方を快ゝル逐は いさた

55/ヨ は除く)てそさo. ﾡったﾡは全杯tヨにな9右い. 

しし な学的をた o ・»○も者はべ女的太東ﾡ。を迫末するここおし 

にﾡ米ク党厳的F価に着足と こス月～/ス7Jの代故的な任は示ばU こ 

こo. 試たﾡ条はV外は全部やﾡしここよo).

附 録 印
余考文ﾡそ^他

本書にちるさゝた例窓を中するには7揃の対後や三気る*去快 

う左めに CCam&.e ・の対数表や84&..- ハ=条表のよう尽宏が 

が理である ・ 計第様は多く の尊瓣計項 を動けるだろ ・ 次の表はい 

たるで役立っ てoる。

グんは&ゃ どoc -4がoxcccaxe a とawucぞtcとcavd Auvと 

I. Px Z.
&.とd ③ 火 Accex Cne ◇ Pw.

ウzcな2 Pet Ceozdxd Coot& Cんx P.. ﾡにこ 

0N表には及grcx)の協がメーノから.X=+e? まで20/0 
岡原で今え れてくる。ﾡ表にに相興係数め確ﾡ当ﾡの表が夕え5 
れており、ほたマ表には乱数表が与え5てくる。

次の文燃日録はこの問ﾡを-水的に. あるくは部分的にﾡって

-287-
・)るこのである. こ の0目録は央語で宅かれたものにﾡっ てcるし 

左ﾡ会太装喜巨録を支団したものごはお(. 始めの書ﾡ目録は色さ 

Pﾡ夫からこﾡ想の -ﾡを取表っ こく)るもの であ り よ り遣くで』 

空さえる茂若に伎立つ ごあっゝ ・ 論目録→本起で注起L た門恩を 

念くでいるが専門的力もの去尺てﾡべた訳でな( . 論文の 中に口 

その次なべ書ﾡ目条の中の本を諾むのに便列方ものを 全くごくると 

□ﾡらおく。(例へ ろしAのJしここ*とa。 0。 あるく

a Jnzvodaccena " x&6e イ ンそュとcこcdana ) 
分 は筮 5 か器于 る もの マある.

*型費さ計学に関する共国での景ﾡ基ネﾡ方研突交日 %

-メと4& 0-22t22.cそcと& % xe Psaae -oceg W

ﾡ最のE

ca&.Ju
- ラん あるくは、 月刊誌として Bcomucそcta , ンeイ28～. 2e*2xdf 
3 &sd& -そ2ないとccaど -eccce , 2nna&e み ecgec<と, 

aruk サ スaそイento2cc2< 3 ぞa*と。 等にkており ・ ま 

た係険数ﾡ的方ﾡ恐は. 3g よexxuae ge そu。 z☆な ダ 

2cなaxca や Sそe 9acce念 み.2ctaccee ある(・ 

JたandXe A そむcaeceそo2シと ﾡにって○る・ この 

何汚の過去にほ開つれた理論を迫ホと とい人 々るっ Y進えを問懸を 

製式 Lようと するすはこれらの文太をみ環 れた(.
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一こバー --301-

ロは全休を通じて戻数玄 ブセックに分けるU型. 丁 型古ﾡから 共 

短の点数の山ﾡﾡ型ほでの変化を示して ○)る。

<ハ、 冬数をニっ。 プセッ ワ に今けた の を表わ し . こ れが展 

L て (2) Kにあるし型当線に力る.

(3) ネ平ﾡ口(のに. U型世線の宏部の-部少ごある。(4)の 

W型曲余、はし型曲ﾡの-部分の様なものごある。 (す)と (4)日線

(7)F X 型であリり (8) はﾡ数曲ﾡである ・ その次のニっクﾡ災 

) L (の)RI型X エ 空の 丁 型曲祿ごあり (/) 日 * 型の曲着であ 

る. 注事からr. W, ▼ W に登まﾡが、 ﾡﾡ型の曲ペ

=っの例 く),(/ヨ).(/4) に歩られて ()るるのごある。


